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乾
山
焼 

発
想
と
デ
ザ
イ
ン
の
資
源 

は
じ
め
に

一
、
乾
山
焼
創
始
ま
で
の
大
概

教
育
・
職
人
商
人

二
、
作
品
様
式
の
典
拠
と
実
証

書
籍
・
服
飾
・
茶
の
湯

料
理
・
漆
芸
・
陶
芸

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン

小
笠
原

佐
江
子

は
じ
め
に

「
水
の
流
れ
は
時
の
流
れ
、
風
に
花
は
揺
ら
ぐ
も
の
、
月
に
か
か
る

雲
や
霞
の
風
情
を
好
し
と
す
る
」、
こ
の
情
趣
、
美
意
識
が
、
日
本
の

意
匠
・
文
様
の
本
拠
で
あ
る
。

平
安
時
代
、
異
国
と
の
交
流
が
途
絶
え
て
芽
生
え
る
が
、
色
濃
く

染
め
ら
れ
た
大
陸
の
文
物
制
度
、
文
化
の
模
倣
を
離
れ
、
は
じ
め
て

自
国
の
身
近
な
も
の
に
目
を
移
し
た
。
四
季
と
そ
の
変
化
、
事
物
、

事
象
、
色
、
形
、
そ
れ
に
托
す
る
人
の
心
な
ど
、
漢か
ん
ざ
え才

を
誉ほ
ま

れ
と
す

る
な
か
、
貴
族
は
漢
字
を
省
略
、
音
標
文
字
を
創
り
出
し
、
私
的
に

詠
じ
ら
れ
て
い
た
和
歌
に
文
芸
と
し
て
の
道
を
開
く
。
今
日
、
伝
統

文
化
と
す
る
諸
文
芸
・
遊
芸
は
、
多
く
そ
の
精
神
を
背
景
と
す
る
が
、

大
陸
・
半
島
か
ら
の
第
一
波
は
奈
良
時
代
ま
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
や

が
て
奈
良
・
京
の
「
み
や
こ
」
を
離
れ
、
関
東
鎌
倉
に
武
家
の
支
配

す
る
社
会
が
生
ま
れ
る
。
そ
の
鎌
倉
期
、
中
国
か
ら
第
二
の
波
が
押

し
寄
せ
た
。
禅
宗
、
宋
学
、
日
宋
貿
易
に
よ
る
文
物
・
制
度
の
移
入

で
あ
る
が
、
貴
族
社
会
の
浄
土
思
想
・
他
力
本
願
は
、
禅
宗
に
よ
る
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直
観
悟
入
・
自
己
鍛
錬
、
自
力
本
願
の
理
念
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
。

武
士
に
は
学
問
の
基
盤
が
な
か
っ
た
。
禅
僧
の
啓
蒙
す
る
と
こ
ろ
、

知
識
を
習
得
、
宗
教
・
作
法
を
学
び
、
高
尚
・
憂
愁
、
遊
戯
性
の
高

い
貴
族
の
美
学
に
、
以
心
伝
心
、
質
実
剛
健
の
境
地
を
加
え
る
。
室

町
期
に
な
り
京
都
へ
移
転
、
武
家
は
貴
族
・
寺
社
文
化
の
吸
収
を
本

格
化
。
そ
こ
へ
日
明
貿
易
の
結
果
も
あ
り
、
冨
を
蓄
え
た
富
裕
町
人

が
公
家
・
武
家
文
化
に
参
加
を
す
る
。
町
人
は
上
昇
志
向
と
財
力
を

有
し
て
い
た
。
文
事
・
芸
事
に
新
た
な
躍
動
が
興
り
、
反
発
と
共
感
を

交
え
つ
つ
学
問
・
文
学
・
芸
能
に
、
五
山
・
詩
画
軸
、
古
今
伝
授
・
連

歌
・
俳
諧
、
茶
の
湯
・
能
・
立
花
な
ど
の
文
芸
・
遊
芸
が
成
立
す
る
。

古
き
好
き
時
代
へ
の
憧
憬
と
そ
れ
を
今
に
照
ら
し
合
わ
せ
、
伝
統
・
正

統
と
す
る
意
識
も
萌
芽
。
一
方
、
異
国
の
影
響
も
あ
り
そ
れ
ら
を
無

視
、
意
表
を
つ
く
思
い
も
掛
け
な
い
要
素
が
好
ま
れ
、
思
考
・
描
写
・

表
現
に
事
物
の
特
徴
を
直
截
に
捉
え
、
誇
張
と
簡
略
、
相
反
す
る
二

者
を
対
比
、
不
要
な
も
の
を
ば
っ
さ
り
切
る
な
ど
、
意
外
性
や
斬
新

性
、
そ
れ
ら
を
支
え
る
構
図
・
構
成
、
新
技
術
を
面
白
し
と
し
た
。

室
町
期
は
、
公
家
、
武
家
、
庶
民
が
一
体
と
な
っ
て
文
化
を
築
く
。

新
た
な
価
値
の
創
造
で
あ
る
が
、「
自
然
」
に
昼
夜
・
明
暗
の
あ
る
如

く
何
事
も
一
方
の
み
で
は
成
立
し
な
い
。
体
裁
を
飾
る
公
家
社
会
、

軍
事
支
配
を
本
位
と
す
る
武
家
社
会
、
が
、
こ
こ
に
経
済
力
と
行
動

力
を
身
に
つ
け
た
町
人
層
・
教
養
人
が
入
り
込
む
。
当
時
、
豪
商
は

海
外
へ
と
視
野
を
拡
げ
、
異
人
種
と
の
交
流
・
交
渉
、
自
由
な
思
想

と
未
曾
有
の
金
銀
財
宝
を
手
に
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
三
者
が
融
合
し
、

と
も
に
創
し
、
時
の
流
れ
に
耐
え
て
は
じ
め
て
日
本
文
化
の
真
髄
が

培つ
ち
かわ
れ
た
。
伝
統
・
正
統
と
す
る
も
の
に
は
、
長
い
時
の
試
練
を
生

き
抜
い
た
強
さ
が
あ
る
。

一
例
で
あ
る
が
、
茶
の
湯
は
時
の
為
政
者
に
受
容
さ
れ
た
。
茶
道
具

「
茶ち
ゃ
い
れ入

」
は
一
国
一
城
の
主あ
る
じに

も
比
さ
れ
た
が
、
桃
山
以
降
、
草
庵
の

茶
は
誰
も
が
等
し
く
頭こ
う
べを
た
れ
て
躙に
じ

り
口
を
く
ぐ
る
。
茶
室
内
で
は
一

同
、
同
じ
酒
食
を
楽
し
み
一
碗
の
茶
を
喫
す
る
。
後
世
、
伝
統
文
化

と
称
す
る
遊
芸
は
、
こ
れ
ら
各
階
級
の
人
々
が
と
も
に
参
加
し
、
工

夫
し
、
競
い
合
う
所
に
始
ま
っ
た
。
彼
ら
に
共
通
す
る
美
意
識
、
文

芸
の
具
え
る
情
感
を
共
有
、
雅
趣
・
機
智
・
ユ
ー
モ
ア
、
簡
素
に
し
て

直
截
な
興
趣
を
貴
し
と
し
た
が
、
品
格
・
安
定
・
調
和
を
心
得
、
相

入
れ
な
い
と
し
た
「
雅
・
俗
」
が
自
然
に
融
合
し
均
衡
が
保
た
れ
た
。

こ
の
精
神
は
江
戸
時
代
に
な
り
、
光
悦
、
宗
達
ほ
か
光
琳
を
含
む
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琳
派
芸
術
が
継
承
し
た
。
古
典
の
も
つ
情
趣
・
情
感
を
絵
画
に
表
し
、

意
匠
化
・
文
様
化
を
試
み
る
。
身
近
な
用
具
・
道
具
、
屏
風
絵
・
扇

面
画
・
色
紙
・
短
冊
・
料
紙
の
意
匠
・
書
物
の
図
版
、
漆
芸
品
へ
と

広
が
る
が
、
乾
山
焼
の
創
始
・
背
景
も
そ
れ
に
連
な
り
、
や
き
も
の

様
式
を
貫
く
意
趣
と
な
る
。
古
典
、
尚
古
精
神
を
貴
し
と
し
た
乾
山

の
教
養
、
人
間
性
の
表
示
で
あ
っ
た
が
、
自
己
内
部
に
発
す
る
も
の
、

作
者
は
そ
れ
に
突
き
動
か
さ
れ
新
た
な
表
現
に
挑
戦
す
る
。
が
、
創

作
者
と
は
い
え
、
創
る
も
の
は
そ
の
人
物
の
器
量
内
の
こ
と
、
見
る

者
・
扱
う
者
も
同
じ
く
そ
の
個
人
の
器
量
の
う
ち
に
限
ら
れ
る
。
す

べ
て
の
試
練
は
自
己
に
戻
る
が
、
乾
山
焼
は
、
絵
師
の
筆
・
事
物
を

写
し
て
巧
み
な
域
を
脱
し
、
工
人
仕
事
の
や
き
も
の
に
、
用
を
満
た

せ
ば
そ
れ
で
よ
し
と
し
た
実
用
本
位
を
超
越
、
使
う
者
の
想
像
力
を

引
き
出
し
た
。
素
材
・
意
匠
・
機
能
性
の
調
和
で
あ
る
が
、
用
途
を

見
据
え
、
器
形
と
色
彩
、
人
為
の
及
ば
ぬ
窯
中
の
炎
を
借
り
、
具
象

と
抽
象
、
教
養
人
の
見
識
と
大
衆
の
求
め
る
流
行
性
を
一
つ
に
成
し

た
。
同
時
代
の
伊
万
里
・
仁
清
焼
に
大
き
く
異
な
る
特
色
で
あ
る
。

琳
派
と
は
、
絵
画
・
工
芸
に
お
い
て
古
典
文
芸
を
、
画
面
、
素
材
、

技
法
を
変
え
、
構
図
・
構
成
の
意
外
性
に
よ
り
、
意
匠
化
・
文
様
化

す
る
と
こ
ろ
に
雅
趣
が
あ
る
。
も
の
と
も
の
、
技
術
と
技
術
の
絡
み

合
い
の
生
み
出
し
た
結
果
で
あ
る
が
、
古
典
は
、
時
を
経
て
独
創
性

を
失
わ
な
い
所
に
奥お
う
ぎ義

が
あ
る
。「
古
人
の
求
め
た
る
所
を
求
め
よ
」

と
、
表
現
を
超
え
そ
の
心
を
こ
そ
学
び
取
れ
と
教
え
ら
れ
る
。

乾
山
は
遠
く
本
阿
弥
光
悦
、
近
く
兄
光
琳
の
影
響
の
も
と
、
古
典

の
雅
味
を
や
き
も
の
様
式
に
貫
く
が
、
作
者
は
時
代
と
環
境
に
助
け

ら
れ
て
存
在
す
る
。
元
禄
と
い
う
文
物
・
精
神
に
町
人
意
識
の
み
な

ぎ
る
時
代
、
御
所
出
仕
の
特
権
商
人
を
父
に
も
っ
た
豊
か
な
環
境
、

兄
光
琳
は
一
代
の
絵
師
・
意
匠
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
造
る
者

の
人
間
性
と
技
術
力
、
購
買
者
、
市
場
・
流
通
な
ど
の
諸
条
件
も
反

映
す
る
が
、
乾
山
焼
に
は
不
明
瞭
な
所
が
な
い
。
い
づ
れ
の
様
式
も

一
筋
の
道
を
辿た
ど

り
、
偏か
た
より

、
拗ね
じ

け
た
所
は
み
ら
れ
な
い
。
乾
山
の
人

と
為
り
の
表
徴
で
あ
る
。

日
本
の
や
き
も
の
は
、
茶
の
湯
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
る
。

茶
人
は
、
茶
室
・
露
地
・
道
具
、
料
理
、
服
装
、
作
法
に
至
る
ま

で
そ
の
如
何
を
定
め
た
が
、
創
始
以
来
茶
は
、
足
利
・
織
田
・
豊

臣
・
徳
川
家
な
ど
、
権
力
者
と
と
も
に
歩
み
を
進
め
た
。
室
町
末
期
、
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草
庵
の
茶
は
「
遊
に
非
ず
、
芸
に
非
ず
、
一
味
清
浄
、
禅
喜
法
悦
の

境
地
」
を
提
唱
、
禅
機
、
自
然
の
摂
理
を
第
一
に
、
巨
大
な
構
え
、

華
美
な
装
飾
、
高
価
な
素
材
を
放
棄
し
た
。
簡
素
、
軽
快
、
す
べ
て

に
謙
虚
な
心
を
大
事
と
し
た
が
、
構
え
・
作
法
・
料
理
も
簡
素
、
主

客
一
体
と
な
り
瞬
時
を
共
有
す
る
精
神
性
に
重
き
を
お
い
た
。

唐
物
趣
味
は
、
朝
鮮
産
の
雑
器
・
高
麗
陶
磁
器
、
国
焼
・
今
焼
陶

器
に
移
行
し
た
が
、
江
戸
期
は
大
名
茶
、
庶
民
の
茶
の
両
者
が
盛
行
、

大
衆
は
な
ぐ
さ
み
ご
と
と
し
て
茶
の
湯
を
嗜た
し
なむ

。
商
工
業
の
発
達
も

あ
り
町
人
層
は
大
き
く
成
長
、
学
問
を
修
め
、
知
識
・
見
識
を
深
め
、

天
和
・
元
禄
頃
に
は
公
家
・
武
家
・
庶
民
間
に
共
通
し
た
認
識
が
生

ま
れ
て
い
た
。
事
・
物
の
様
式
・
形
式
・
格
式
化
が
始
め
ら
れ
、
町

人
層
か
ら
学
者
・
文
筆
家
・
絵
師
・
芸
人
・
工
芸
家
が
輩
出
、
寺
子

屋
、
私
塾
の
門
を
叩
き
、
読
み
書
き
算
盤
を
身
に
つ
け
る
。
暮
ら
し

の
中
に
教
え
が
あ
り
、
遊
び
が
あ
り
、
才
覚
ひ
と
つ
で
そ
の
身
が
成

り
立
つ
。
贅
沢
は
衣
食
住
、
趣
味
、
道
具
類
へ
と
広
が
る
が
、
江
戸

時
代
は
こ
れ
ら
庶
民
の
需
要
に
伴
い
、
書
籍
・
服
飾
・
料
理
、
漆

芸
・
や
き
も
の
な
ど
、
彼
ら
こ
そ
が
第
一
の
消
費
者
と
な
っ
て
い
た
。

京
都
は
諸
芸
に
一
流
を
誇
る
「
み
や
こ
」
で
あ
っ
た
。
手
工
業
、

都
市
産
業
の
中
心
地
で
も
あ
っ
た
が
、
乾
山
は
摂
家
二
條
綱
平
と
の

関
わ
り
か
ら
同
家
山
屋
敷
跡
に
窯
を
築
く
。
自
ら
の
財
力
に
因
り
元

禄
一
二
年
（
一
六
九
九
）、
山
城
国
洛
西
鳴
滝
村
泉
谷
に
開
窯
し
た
が
、

紙
・
絹
に
代
わ
り
陶
器
面
に
書
画
を
描
き
、
時
流
に
則の
っ
とり

兄
光
琳
の

染
織
・
漆
芸
・
文
様
様
式
、
国
内
外
の
装
飾
陶
磁
器
を
模
倣
す
る
な

ど
、
乾
山
以
前
、
以
後
に
も
な
い
や
き
も
の
を
史
上
に
残
し
た
。

若
年
期
に
は
十
年
余
に
及
ぶ
隠
逸
生
活
を
お
く
っ
て
い
た
。「
閑
居

を
以
っ
て
志
を
養
う
」
な
ど
、
職
人
・
商
人
と
な
り
来
た
る
世
間
の

波
に
も
不
惑
の
精
神
を
育は
ぐ
くむ

が
、
乾
山
焼
創
始
に
至
る
道
の
り
は
、

乾
山
の
受
け
た
教
育
、
環
境
に
根
ざ
し
て
い
る
。
資
性
は
如
何
に
し

て
培
わ
れ
た
の
か
。
教
育
を
一
考
し
、
文
事
・
芸
事
、
取
り
巻
く

人
々
の
影
響
を
考
え
た
。
陶
工
と
し
て
の
知
識
・
智
慧
・
技
術
、
窯

主
と
し
て
の
力
量
・
采
配
、
商
人
と
し
て
の
取
引
・
算
段
、
世
俗
に

お
い
て
は
臨
機
応
変
、
種
々
の
心
得
が
求
め
ら
れ
た
。

乾
山
焼
と
は
ど
ん
な
や
き
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
考
察
に
は
絵
付

陶
磁
器
が
基
本
と
な
る
が
、
加
飾
法
は
筆
画
主
体
、
染
色
・
漆
芸
の

型
摺
り
・
糊の
り
お
き置
・
印
判
・
彫
り
技
法
な
ど
も
意
識
、
発
案
の
典
拠
に

は
、
書
籍
・
服
飾
・
茶
の
湯
・
料
理
・
漆
芸
・
陶
芸
な
ど
が
掲
げ
ら
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れ
る
（
書
・
画
は
別
項
）。
根
底
に
は
貞
享
頃
か
ら
盛
行
し
た
出
版
物
、

町
人
層
の
習
い
覚
え
た
技
芸
・
学
芸
の
披
露
願
望
が
あ
り
、
乾
山
も

文
人
と
し
て
生
き
た
十
年
余
の
歳
月
を
顕
示
、「
陶
隠
・
尚
古
斎
」
の

造
る
陶
器
を
売
り
物
と
し
た
。
そ
の
自
負
心
の
表
現
が
画
讃
様
式
、

落
款
・
印
章
・
書
判
花
押
の
活
用
で
あ
る
。
茶
会
・
詩
会
・
歌
会
・

俳
句
会
が
流
行
、
文
学
へ
の
関
心
は
、
古
典
な
ど
の
主
題
・
画
題
・
意

匠
・
文
様
、
季
節
の
景
色
・
行
事
・
衣
服
・
草
花
、
ま
た
料
理
の
取

り
合
わ
せ
や
盛
り
合
わ
せ
な
ど
に
結
び
つ
き
、
意
を
得
た
乾
山
焼
は

趣
味
人
ら
に
喝
采
を
以
っ
て
迎
え
ら
れ
た
と
考
え
る
。

正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
二
条
丁
子
屋
町
へ
移
転
し
た
が
、
乾
山
は

も
は
や
隠
人
で
は
な
い
。
一
流
の
職
人
・
商
人
で
あ
っ
た
。
画
讃
様

式
は
簡
略
化
、
光
琳
ブ
ー
ム
の
訪
れ
も
あ
り
琳
派
様
式
を
本
格
化
さ

せ
る
。
光
琳
意
匠
は
乾
山
焼
の
大
衆
化
を
促
し
た
。
防
染
・
糊
置
に

依
り
白
く
地
・
文
様
を
浮
き
出
さ
せ
る
染
色
技
法
は
乾
山
焼
白
化
粧

に
結
び
つ
く
が
、
主
題
・
モ
チ
ー
フ
・
技
法
と
も
に
琳
派
様
式
は
、

乾
山
焼
主
軸
意
匠
と
し
て
貫
か
れ
る
。

長
期
に
渡
り
、
作
品
、
陶
片
類
の
分
析
を
試
み
た
。
乾
山
焼
は
画

讃
・
琳
派
・
写
し
も
の
の
三
様
式
に
分
け
ら
れ
る
が
、
画
讃
は
文
人

の
表
徴
と
し
て
書
に
す
ぐ
れ
た
乾
山
の
知
識
と
筆
道
、
琳
派
は
光
琳

の
絵
画
力
と
意
匠
力
、
写
し
も
の
に
は
当
時
の
茶
の
湯
の
嗜
好
が
反

映
。
個
人
と
大
衆
、
趣
味
と
流
行
、
乾
山
は
各
々
に
的
確
な
照
準
を

合
わ
せ
る
。
生
家
呉
服
業
と
そ
の
職
方
、
隠
棲
時
代
の
精
神
生
活
、

溢
れ
る
情
報
、
自
由
な
表
現
の
許
さ
れ
た
元
禄
と
い
う
時
代
性
が
作

用
す
る
が
、
そ
れ
を
把
握
、
実
現
し
得
た
乾
山
の
才
気
・
才
能
、
光

琳
の
実
力
こ
そ
が
開
窯
に
際
し
土
地
を
与
え
た
家
職
和
歌
、
二
條
綱

平
の
理
解
と
意
趣
に
結
び
つ
く
。
綱
平
は
公
的
に
乾
山
の
能
筆
を
は
じ

め
に
賞
翫
し
た
人
物
と
推
察
す
る
が
、
八
十
一
歳
江
戸
に
没
す
る
最
晩

年
ま
で
乾
山
は
和
歌
書
・
短
冊
皿
の
製
作
に
固
執
し
た
。
筆
道
を
得

意
と
し
た
こ
と
、「
み
や
こ
」
の
陶
匠
を
誇
り
と
し
た
姿
が
浮
か
ぶ
。

放ほ
う
い
つ
む
ざ
ん
は
ち
じ
ゅ
う
い
ち
ね
ん

逸
無
慙
八
十
一
年

一ひ
と
く
ち
に
ど
ん
き
ゃ
く
す
だ
い
せ
ん
し
ゃ
か
い

口
呑
却
沙
界
大
千

う
き
こ
と
も
う
れ
し
き
折
も
過
ぬ
れ
ば

た
ゞ
あ
け
く
れ
の
夢
計
り
な
る

辞
世
の
偈
は
、
広
大
無
辺
の
無
量
の
世
界
、
勝
手
気
儘
な
恥
多
き

人
生
を
今
こ
そ
呑
み
尽
く
す
な
ど
、
学
び
、
習
得
、
経
験
し
た
全
て

を
曝さ
ら

し
、
残
る
も
の
な
ど
何
一
つ
な
い
、
土
に
ま
み
れ
た
悔
い
な
い

生
涯
を
伝
え
て
い
る
。
こ
こ
に
独
照
禅
師
の
公
案
は
実
を
結
ぶ
。
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一
、
公
家
教
育

教
育
は
人
を
つ
く
り
、
人
は
も
の
を
つ
く
る
。

日
本
に
は
国
字
が
な
か
っ
た
。
教
育
は
帰
化
人
の
も
た
ら
し
た
文
字
と
学
問
、
儒

家
・
法
家
・
仏
家
の
三
思
想
が
基
盤
と
な
り
、
四
世
紀
末
朝
鮮
半
島
を
経
て
伝
え
ら

れ
た
知
識
・
文
物
・
技
術
に
よ
っ
て
発
達
し
た
。
書
物
は
漢
文
、
そ
の
た
め
当
時
知

識
階
級
の
人
々
は
、
は
じ
め
に
そ
れ
ら
を
読
解
、
習
熟
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

漢
文
学
の
重
ん
ぜ
ら
れ
た
理
由
で
あ
る
。

学
校
は
飛
鳥
時
代
、
天
智
天
皇
代
一
〇
年
（
六
七
一
）
に
開
始
さ
れ
た
。
近
江
国
大

津
京
に
創
設
、
の
ち
の
大
学
・
大
学
寮
の
前
身
と
な
る
が
、
奈
良
時
代
に
こ
れ
ら
の

制
度
を
学
令
化
、
唐
の
学
制
を
模
倣
し
、
中
央
に
官
立
学
校
「
大
学
」（
官
吏
育
成
機

関
）、
地
方
に
各
国
一
ヵ
所
「
国
学
」
を
設
立
。
大
学
の
定
員
数
は
四
〇
〇
人
、
国
学

は
二
〇
人
か
ら
五
〇
人
、
国
学
は
す
べ
て
中
央
の
大
学
に
準
ず
る
と
し
た
。

経
学
・
音
楽
・
書
学
・
算
学
の
四
科
を
教
導
、
の
ち
に
経
学
の
明

み
ょ
う
ぎ
ょ
う
ど
う

経
道
（
儒
学
）
が

正
科
と
な
り
、
明み
ょ
う
ほ
う
ど
う

法
道
（
法
律
学
）、
紀き
で
ん
ど
う

伝
道
・
文も
ん
じ
ょ
う
ど
う

章
道
（
歴
史
・
文
学
）、
算さ
ん
ど
う道

（
算
・

天
文
・
暦
術
）
に
分
化
、
書
学
・
筆
道
は
個
人
の
技
能
と
し
て
発
展
し
て
ゆ
く
。
明
経

は
清
原
・
中
原
家
、
明
法
は
坂
上
・
中
原
家
、
紀
伝
・
文
章
は
菅
原
・
大
江
家
、
算

は
三
善
・
小
槻
家
な
ど
が
担
当
、
絵
画
・
医
術
・
陰
陽
道
・
雅
楽
な
ど
の
専
門
分
野

は
、
各
々
特
定
の
「
家か

が
く学
」
を
修
め
る
家
に
属
し
習
得
し
た
。
対
象
は
五
位
以
上
の

諸
臣
・
官
吏
、
地
方
に
お
い
て
は
国
司
・
郡
司
・
里り
ち
ょ
う長
の
子
弟
な
ど
、
い
づ
れ
に
し

て
も
一
部
の
特
権
階
級
に
限
ら
れ
て
お
り
、
試
験
に
及
第
、
彼
ら
は
即
官
吏
と
し
て

の
道
を
歩
ん
だ
の
で
あ
る
。

遣
唐
使
の
廃
止
も
あ
り
、
平
安
時
代
は
大
学
制
度
も
廃
退
し
た
。「
家
学
」
中
心
の

教
育
と
な
り
、
家
庭
に
お
い
て
は
女
子
教
育
も
開
始
さ
れ
た
。
す
で
に
漢
字
の
音
訓

を
用
い
日
本
独
自
の
万
葉
仮
名
・
真ま

が

な
仮
名
は
生
ま
れ
て
い
た
。
が
、
同
時
期
、
漢
字

の
一
部
を
さ
ら
に
省
略
、
平ひ
ら

仮
名
・
片
仮
名
を
発
明
、
思
想
や
感
情
表
現
が
容
易
と

な
り
、
国
文
学
が
擡
頭
し
た
。
朝
廷
で
は
「
才さ
い

、
容か
た
ち貌
、
人
に
秀ひ
い

で
た
」
婦
人
方
の

進
出
も
め
ざ
ま
し
か
っ
た
が
、
教
養
に
は
書
・
和
歌
・
箏そ

う

が
求
め
ら
れ
、
な
か
で
も

和
歌
は
そ
の
筆
頭
、
表
現
の
優
美
な
こ
と
、
知
性
、
技
巧
、
機
智
、
社
交
性
な
ど
が

問
わ
れ
た
と
い
う
。「
私
学
」
も
勃
興
、
有
力
公
家
や
僧
侶
に
よ
る
私
制
の
学
院
が
創

設
、
藤
原
氏
の
勧
学
院
、
和わ

け気
氏
の
弘
文
院
、
橘
氏
の
学
館
院
、
菅
原
家
の
文
章
院
、

乾
山
焼
は
、
尾
形
深
省
乾
山
の
素
養
と
教

養
、
財
力
の
も
と
に
創
始
さ
れ
た
。
乾
山
の

人
と
為
り
は
時
代
、
環
境
、
教
育
が
育
む
が
、

乾
山
焼
作
品
様
式
は
、
当
時
の
も
の
造
り
・

も
の
売
り
、
愛
好
者
、
何
よ
り
そ
れ
を
支
え

た
乾
山
窯
の
技
術
力
、
文
事
・
芸
事
、
美
術
・

工
芸
、
料
理
ほ
か
、
時
代
の
嗜
好
・
流
行
な

ど
が
関
わ
り
を
も
つ
。

一
、
教
育

一
、
乾
山
焼
創
始
ま
で
の
大
概
（
教
育
・
職
人
商
人
）



乾山焼  発想とデザインの資源 (7)

在
原
家
の
奨
学
院
、
空
海
の
綜し

ゅ
げ
い芸

種し
ゅ
ち
い
ん

智
院
、
最
澄
の
一
乗
止し

か
ん観

院
な
ど
が
歴
史
に
残

る
。「
い
ろ
は
」「
あ
め
つ
ち
」
歌
な
ど
の
手
習
い
、
男
子
は
行
書
・
草
書
・
楷
書
、

公
的
に
は
漢
字
を
用
い
漢
詩
・
漢
文
、
私
的
に
お
い
て
は
仮
名
を
使
用
、
官
僚
教
育

は
文
字
を
習
得
、
次
い
で
儒
学
、
漢
文
学
、
詩
作
に
及
ぶ
と
さ
れ
た
。
空
海
は
世
俗

の
別
な
く
広
く
門
戸
を
庶
民
に
開
く
が
、
図
書
館
の
開
設
も
始
ま
り
、
和
気
家
の

弘こ
う
ぶ
ん
い
ん

文
院
文
庫
、
大
江
家
の
江こ

う
け家

文
庫
、
菅
原
家
の
紅
梅
文
庫
な
ど
が
設
け
ら
れ
た
。

『
論
語
』（「
泰
伯
」）
に
は
「
詩
に
興お

こ

り
、
礼
に
立
ち
、
楽が

く

に
成
る
」
と
あ
る
。
詩
は

心
情
を
吐
露
、
よ
く
人
を
感
動
せ
し
め
、
礼
は
不
動
、
善
を
行
う
心
を
育は

ぐ
くみ
、
楽
は

人
を
純
熟
な
ら
し
め
る
と
あ
る
。
こ
れ
ら
三
者
を
学
ぶ
こ
と
は
学
者
と
し
て
自
ず
と

至
善
の
域
に
達
す
る
と
さ
れ
て
い
た
が
、『
禮ら
い
き記
』
に
は
一
〇
歳
で
幼
年
の
心
得
、

一
三
歳
で
楽
、
詩
を
誦
し
、
二
〇
歳
に
な
り
礼
を
学
ぶ
と
あ
る
。
人
格
の
完
成
を
め

ざ
す
順
序
を
い
う
が
、
日
本
に
お
い
て
も
そ
れ
を
模
倣
、
公
家
教
育
の
基
本
と
な
っ

た
。
学
問
は
儒
学
を
主
に
古
道
を
探
り
、
芸
能
は
性
情
を
養
い
穢け

が

れ
を
去
る
。
音
楽

は
笛
・
琴
・
箏
・
笙し
ょ
う・
篳ひ
ち
り
き篥
・
琵び

琶わ

の
い
づ
れ
か
を
習
得
、
詩
・
歌
・
管
弦
に
秀
で

る
こ
と
を
「
三
才
」
と
称
し
た
が
、
や
が
て
貴
族
政
権
は
疲
弊
、
公
家
教
育
は
宮
廷

を
中
心
と
し
た
古
典
文
学
、
公
事
・
故
実
な
ど
の
礼
式
学
・
儀
式
典
礼
、
官
位
・
装

束
・
習
慣
な
ど
の
研
究
に
向
け
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
知
識
・
見
識
が
、
鎌
倉
時
代
に

公
家
風
俗
「
有
職
」、
武
家
の
儀
礼
・
制
度
・
習
慣
「
故
実
」
に
併
合
、
今
日
に
残
る

「
有ゆ
う
そ
く
こ
じ
つ

職
故
実
」
の
形
式
が
整
え
ら
れ
る
。

二
、
武
家
教
育

平
安
末
期
、
貴
族
は
没
落
、
や
が
て
軍
事
力
を
蓄
え
た
武
家
政
権
の
時
代
と
な
る

が
、
武
家
は
全
国
の
武
士
を
御
家
人
と
し
て
主
従
関
係
を
組
織
、
関
東
鎌
倉
に
幕
府

を
開
く
。
譜
代
勇
士
・
弓
馬
達
者
・
容
儀
神
妙
を
三
徳
と
し
て
封
建
体
制
、
統
治
機

構
を
整
備
す
る
が
、
京
都
か
ら
は
文
教
に
通
じ
た
公
家
、
学
者
ら
を
招
き
、
文
化
は

京
都
、
政
治
は
関
東
を
理
念
と
し
た
。
初
期
、
戦
さ
に
生
死
を
賭
け
る
武
士
に
と
っ

て
学
問
は
軟
弱
至
極
、
む
し
ろ
無
用
の
長
物
と
考
え
ら
れ
た
。
目
で
追
う
文
字
よ
り

耳
に
入
る
こ
と
ば
に
親
し
ん
だ
が
、
も
と
よ
り
地
方
豪
族
の
武
士
に
学
問
の
基
盤
は

な
か
っ
た
。
当
時
は
す
べ
て
公
家
文
化
に
依
存
。
が
、
一
方
で
新
た
に
渡
来
し
た
禅

宗
の
直
観
悟
入
、
自
己
鍛
錬
に
よ
り
真
相
を
掴
む
と
し
た
理
念
、
宋
学
（
朱
子
学
）
の

儒
学
・
道
徳
・
哲
学
な
ど
に
傾
倒
す
る
。
巷
間
で
は
琵
琶
法
師
の
弾
き
語
る
軍
記
物

語
な
ど
に
心
を
寄
せ
た
が
、「
も
の
の
あ
は
れ
」「
幽
玄
」「
有う
し
ん心
の
美
」
な
ど
、
生
死

を
超
え
た
妙
境
は
、
む
し
ろ
こ
の
折
り
武
士
の
心
を
捉
え
、
貴
族
専
有
で
あ
っ
た
学

問
も
徐
々
に
武
士
社
会
へ
と
歩
み
を
進
め
る
。

武
家
教
育
は
主
従
道
徳
「
御
恩
」「
奉
公
」
を
基
本
と
し
て
、
礼
儀
、
忠
節
、
孝
養

を
重
視
し
た
。
や
が
て
武
家
独
自
の
道
理
・
支
配
秩
序
を
樹
立
す
る
が
、
禅
僧
の
説

く
啓
蒙
的
な
学
問
、
詩
・
文
を
基
礎
に
、
武
芸
・
武
勇
を
第
一
義
と
為
し
、
あ
く
ま

で
も
兵
の
道
・
弓
馬
の
道
を
本
義
と
し
た
。
武
家
の
子
弟
は
寺
に
預
け
ら
れ
教
育
さ

れ
た
。
一
〇
歳
に
達
し
子
供
は
寺
へ
上
り
学
問
を
積
む
。
精
神
を
鍛
え
四
、
五
年
し

て
下
山
す
る
が
、
教
育
は
、
仏
学
よ
り
も
儒
学
が
中
心
、「
孝
経
」
は
忠
臣
、「
四
書

五
経
」
は
仁
義
道
徳
、「
武
七
書
」
は
兵
法
の
た
め
で
あ
る
と
教
導
し
た
。『
三さ

ん
て
い
し

體
詩
』

『
詩
學
大
成
』
は
詩
作
の
教
科
書
、
和
歌
は
「
三
代
集
」、
物
語
は
『
源
氏
物
語
』『
伊

勢
物
語
』、
連
歌
の
指
導
も
行
わ
れ
て
い
た
。
手
習
い
は
平
安
時
代
以
来
の
往
来
物
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（
手
紙
の
模
範
文
集
成
）
を
手
本
と
し
た
が
、
往
来
物
に
は
子
弟
の
得
る
べ
き
す
べ
て
の

知
識
が
含
ま
れ
て
い
た
。
年
齢
に
合
わ
せ
音
曲
、
内な

い
て
ん典
・
外げ
て
ん典
、「
法
華
経
」「
観
音

経
」
の
読ず
し
ょ
う誦
へ
と
、
武
士
の
嗜
み
を
身
に
つ
け
た
が
、
武
術
は
、
騎
馬
・
弓
射
、
走
・

泳
・
飛
越
・
早
技
・
力
技
な
ど
（『
筆ひ

つ
け
つ
も
の
が
た
り

結
物
語
』）、
剣
・
槍
・
相
撲
、
流や
ぶ
さ
め

鏑
馬
・
笠か
さ
が
け懸
、

犬
を
放
っ
て
矢
を
射
る
犬い
ぬ
お
う
も
の

追
物
な
ど
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。
北
条
実さ
ね
と
き時

（
一
二
二
四
―

七
六
）
は
武
藏
国
称
名
寺
に
金か
ね
さ
わ沢
文
庫
を
設
立
し
た
。
中
世
の
学
校
に
は
足
利
学
校

が
あ
る
。
国
学
の
名
残
り
で
あ
る
が
、
足
利
義よ

し
か
ね兼
は
一
族
の
た
め
下
野
国
足
利
に
学

問
所
を
創
設
、
五
山
文
学
の
最
盛
期
に
は
、
永
享
一
一
年
（
一
四
三
九
）
上
杉
憲の
り

実ざ
ね

（
一
四
一
〇
―
六
六
）
が
鎌
倉
円
覚
寺
の
快
元
を
招
請
、
儒
学
・
漢
学
・
易
学
・
兵
学
・

医
学
な
ど
広
範
囲
に
渉
る
学
問
を
教
授
し
た
。

室
町
時
代
、
幕
府
は
京
都
へ
移
り
、
公く

げ家
文
化
の
吸
収
を
本
格
化
さ
せ
る
。
中
国

本
位
の
学
問
・
文
化
は
、
再
度
和
様
化
、
日
本
化
へ
と
転
換
さ
れ
る
が
、
和
歌
の
復

活
、
地じ

げ下
連
歌
の
流
行
、
茶ち

ゃ
よ
り
あ
い

寄
合
、
大
衆
文
学
も
勃
興
し
、
民
間
伝
承
の
御お

と
ぎ伽

草
子

（「
猿
蟹
合
戦
」「
舌
切
雀
」「
桃
太
郎
」
ほ
か
）
や
劇
文
学
、
民
話
・
説
話
な
ど
が
著
さ
れ

た
。
公
的
な
教
育
機
関
は
廃
絶
し
た
が
、
家
学
、
寺
院
に
お
け
る
初
等
教
育
は
存
続
、

教
育
は
一
貫
し
て
僧
侶
が
独
占
、
公
家
社
会
で
は
専
門
家
が
居
宅
を
訪
問
し
子
弟
の

教
導
に
当
た
っ
て
い
た
。

一
一
年
に
及
ぶ
応
仁
の
乱
は
室
町
時
代
を
大
き
く
変
え
た
。
戦
乱
を
避
け
、
安
全

と
収
入
を
求
め
た
公
家
、
僧
侶
、
学
者
、
文
化
人
は
京
都
を
脱
出
、
保
護
し
た
地
方

大
名
、
城
下
町
に
京
都
文
化
が
拡
散
す
る
。
地
方
に
多
く
の
教
養
人
が
育
ま
れ
、
学

問
、
諸
芸
が
興
隆
、
古
典
、
有
職
故
実
の
研
究
や
詩
会
、
歌
会
、
文
芸
活
動
が
盛
行

す
る
。
商
業
の
繁
栄
は
庶
民
の
文
化
活
動
を
促
進
さ
せ
た
が
、
猿
楽
・
謡
・
狂
言
・

風
流
踊
り
な
ど
民
衆
芸
能
が
普
及
、
茶
の
湯
・
生
花
・
香
道
、
武
家
礼
法
や
食
礼
法

な
ど
、
今
日
い
う
日
本
の
伝
統
文
化
が
成
立
し
た
。

寺て
ら
こ子
と
呼
ば
れ
る
風
習
も
こ
の
頃
生
じ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
。

寺
子
屋
は
、
公
家
・
僧
侶
以
外
に
文
字
を
解
せ
る
者
の
な
か
っ
た
時
代
、
武
家
ほ

か
富
裕
層
が
寺
に
子
弟
教
育
を
托
し
た
こ
と
が
は
じ
ま
り
で
あ
る
。
塾
に
入
る
こ
と

を
寺て

ら
い
り入
・
登と
ざ
ん山
、
入
塾
し
た
子
供
を
寺
子
・
筆ふ
で
こ子
と
称
し
た
が
、
江
戸
時
代
、
日
本

の
教
育
は
著
し
い
発
展
を
遂
げ
た
。
一
つ
に
文
治
政
治
、
庶
民
教
育
の
奨
励
、
二
つ

に
商
業
の
発
達
か
ら
読
み
書
き
・
算そ
ろ
ば
ん盤
、
幕
府
の
高こ
う
さ
つ札
を
理
解
す
べ
く
、
実
用
面
の

教
育
が
要
求
さ
れ
た
こ
と
に
基
因
す
る
。
民
衆
の
経
済
力
と
自
立
心
、
教
育
へ
の
関

心
、
ま
た
そ
れ
を
助
け
る
書
物
の
出
版
と
知
識
の
提
供
が
一
致
し
た
結
果
で
あ
っ
た

が
、
町
人
の
学
問
制
度
は
江
戸
期
に
な
っ
て
確
立
し
た
。
二
五
〇
年
の
徳
川
時
代
、

教
育
機
関
は
学
問
所
、
私
塾
・
家
塾
な
ど
、
す
べ
て
が
同
時
に
活
動
を
始
め
て
い
た
。

一
、
幕
府
直
轄
：
漢
学
・
国
学
・
洋
学
・
兵
学
・
医
学
の
学
問
所

二
、
藩 

経 

営
：
藩
校
と
称
し
藩
主
の
経
営
に
よ
る
藩
士
の
た
め
の
教
育
機
関

 

郷き
ょ
う
こ
う校と
称
し
藩
主
・
家
臣
・
民
間
の
有
志
が
経
営
、
郷ご
う
そ
ん村
に
住
む

子
弟
の
教
育
に
当
た
る
機
関

三
、
私 

学 

塾
：
家
塾
・
私
塾
な
ど
学
者
や
文
化
人
、
庶
民
の
有
志
に
よ
る
学
問
所

寺
子
屋
と
称
し
実
用
学
を
教
え
る
民
衆
の
初
頭
教
育
機
関

貝
原
益
軒
（
一
六
三
〇
―
一
七
一
四
）
は
教
育
に
貴
賤
貧
富
賢
愚
の
別
は
な
い
と
実
用

教
育
に
力
を
入
れ
た
。「
い
と
け
な
き
時
よ
り
道
を
教
え
、
人
の
道
に
立
ち
て
禽き

ん
じ
ゅ
う獣に

近
き
こ
と
を
ま
ぬ
か
る
」（『
童
子
訓
』）
と
述
べ
、
師
を
選
び
、
友
を
選
べ
と
人
間
性
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を
問
題
に
し
た
。
寒さ

む
か
わ
ま
さ
ち
か

河
正
親
の
『
子し

そ
ん
か
が
み

孫
鑑
』（
寛
文
七
年
刊
）
に
は
武
家
教
育
は
、

七
、
八
歳
：
初
文
の
手
習
い

一
一
か
ら
一
三
歳
：
四
書
文
字
読
み
、
茶
湯
・
仕
付
方
・
謡
・
鞁つ

つ
みを
習
い

一
四
か
ら
一
七
歳
：
居い
あ
い相
・
剣
術
・
鑓や
り

・
馬
・
弓
・
鉄
砲
、
鷹
・
盤ば
ん

の
遊

一
八
、
九
歳
：
軍
法
・
兵
術
、
詩
歌
、
医
道
に
至
る
ま
で
次
第
稽
古
あ
る
べ
し

と
あ
る
。
筆
道
重
視
、
漢
学
は
小
学
か
ら
四
書
五
経
の
読
解
、
自
ら
を
修
め
、
人
を
治

め
る
道
を
学
ぶ
。
茶
の
湯
・
謡
曲
・
鼓
・
囲
碁
・
将
棋
、
鷹
狩
も
あ
り
、
一
八
、
九
歳

に
な
れ
ば
詩
歌
の
習
得
も
求
め
ら
れ
た
。
礼
儀
作
法
、
芸
事
の
指
導
は
厳
格
で
あ
り
、

別
し
て
書
は
人
格
の
表
徴
と
さ
れ
、
唐か

ら
よ
う様
主
体
、
王お
う

羲ぎ

し之
・
顔が
ん
し
ん
け
い

真
卿
を
学
び
、
御お
い
え
り
ゅ
う

家
流
、

草
書
・
行
書
・
楷
書
を
嗜
む
こ
と
を
常
と
し
た
。
女
子
教
育
も
専
ら
と
な
り
、
外
を

治
め
る
男
子
に
対
し
、
内
を
治
め
、
女
徳
・
貞
節
、
家
庭
教
育
が
基
本
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
武
家
教
育
の
方
針
が
、
や
が
て
上
昇
志
向
、
財
力
の
あ
る
富
裕
町
人
層
へ

と
浸
透
す
る
。

三
、
庶
民
教
育

「
学
」
は
漢
学
、「
教
」
は
周
公
旦
・
孔
子
の
教
え
を
い
う
。
日
本
で
も
教
育
は
そ

れ
を
軸
に
成
立
し
た
が
、
公
家
は
歌
学
中
心
、
武
家
は
漢
籍
、
町
人
は
往
来
物
を
教

科
書
と
し
て
、
知
識
、
技
芸
、
事
物
の
道
理
、
そ
れ
ら
を
究
め
る
術
な
ど
を
教
導
さ

れ
た
。
特
色
は
、
公
家
・
武
家
・
庶
民
と
も
に
人
格
の
修
養
を
第
一
と
し
た
こ
と
に

あ
り
、
武
士
は
文
武
両
道
を
兼
備
、
儒
教
道
徳
に
基
づ
い
て
仁
政
を
布
く
こ
と
を
理

想
と
し
、
儒
者
は
漢
文
学
、
道
徳
を
説
き
、
仏
者
は
善
悪
を
教
え
風
俗
を
正
す
こ
と

が
求
め
ら
れ
た
。
賤い
や

し
き
技
と
し
た
算
術
も
、
生
き
る
方
便
と
し
て
子
弟
実
学
に
組

み
入
れ
ら
れ
た
が
、
儒
学
も
禅
宗
か
ら
切
り
離
さ
れ
朱
子
学
と
し
て
独
立
、
幕
府
の

正
式
な
学
問
と
な
り
、
教
育
は
僧
侶
の
手
か
ら
俗
世
の
儒
者
の
手
へ
と
移
さ
れ
た
。

私
塾
・
家
塾
教
育
が
盛
行
し
、
金
銭
を
得
て
学
問
・
芸
能
を
教
え
る
職
業
が
一
般

化
。
漢
学
で
は
、
私
塾
の
祖
と
さ
れ
る
中
江
藤と

う

樹じ
ゅ

（
一
六
〇
八
―
四
八
）
が
近
江
小
川
村

に
藤
樹
書
院
を
設
け
、
門
人
熊
沢
蕃ば

ん
ざ
ん山

は
陽
明
学
を
以
っ
て
心
学
を
推
奨
。
山
崎

暗あ
ん
さ
い斎

は
神
儒
兼
学
、
実
践
的
道
徳
を
説
き
、
伊
藤
仁
斎
は
古
学
を
唱
え
て
寛
文
二
年

頃
に
「
古
義
堂
」
塾
を
開
設
し
た
。
国
学
・
古
典
学
・
和
歌
・
連
歌
・
俳
諧
な
ど
で

は
木
下
長ち

ょ
う
し
ょ
う
し

嘯
子
、
松
永
貞
徳
、
北
村
季き
ぎ
ん吟
ら
が
活
躍
。
な
か
で
も
貞
徳
は
文
芸
の
庶

民
化
に
尽
力
、
子
息
尺せ
き
ご五

（
一
五
九
二
―
一
六
五
七
）
は
「
春
秋
館
」「
講
習
堂
」
を
設

立
、
京
都
所
司
代
板
倉
重
宗
、
禁
裏
後
水
尾
上
皇
ら
の
支
援
を
得
た
。
門
人
木
下
順

庵
は
江
戸
へ
下
り
京
学
を
広
め
た
が
、『
割わ
り
ざ
ん
し
ょ

算
書
』（
元
和
八
年
刊
・
一
六
二
二
）
を
著
し
た

毛
利
重し

げ

能よ
し

（
生
没
年
不
詳
）
は
明
へ
留
学
、
帰
国
後
二
条
京
極
に
算
学
塾
を
開
設
し
た
。

西
鶴
は
「
公
家
は
敷し
き
し
ま島
の
道
、
武
家
は
弓
馬
、
町
人
は
算
用
こ
ま
か
に
」
と
述
べ
て

い
る
（『
日
本
永
代
蔵
』）。
町
人
は
算
用
に
巧
み
、
財
宝
を
集
め
て
繁
盛
す
る
こ
と
こ
そ

第
一
で
あ
り
、
連
歌
・
俳
諧
師
山
崎
宗そ
う
か
ん鑑

（
？
―
一
五
三
九
頃
）
は
「
そ
れ
に
つ
け
て
も

か
ね
の
ほ
し
さ
よ
」
と
詠
み
、
世
間
で
は
一
代
で
分
限
に
成
る
夢
、
こ
れ
が
「
町
人

道
」
の
行
く
着
く
所
と
考
え
た
。
庶
民
教
育
は
『
悔く
や
み
ぐ
さ草』（

正
保
四
年
刊
・
一
六
四
七
）
に
、

七
、
八
歳
：
手
習
・
読
物
・
躾し
つ

け
な
ど
の
幼
学
の
道

一
〇
か
ら
一
五
歳
：
学
文
・
芸
能
、
女
子
は
読
み
書
き
、
縫ぬ

い
も
の物

一
五
、
六
か
ら
二
〇
歳
：
友
を
選
ぶ
大
切
さ
を
教
え
る

と
あ
る
。
読
み
書
き
・
算そ

ろ
ば
ん盤

、
仮
名
と
算
術
を
基
本
と
し
た
が
、
就
学
は
三
年
か
ら
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五
年
ま
で
、
長
く
て
七
、
八
年
、
専
門
的
な
道
を
目
指
す
者
は
一
七
、
八
歳
に
は
そ
の

師
に
つ
き
、
誰
も
が
こ
の
頃
に
は
己
れ
の
将
来
、
進
路
を
見
出
し
て
い
た
と
い
う
。

往
来
物
が
教
本
と
な
り
書
簡
用
語
・
地
理
・
歴
史
、
動
・
植
物
の
名
称
、
衣
食
住
、

職
業
に
関
す
る
知
識
を
習
得
、
算
術
は
売
買
の
計
算
を
主
に
『
塵じ

ん
ご
う
き

劫
記
』『
日
用
算
法

書
』、
心
学
道
話
、
四
書
の
講
釈
、
素そ
ど
く読
に
は
庶
民
教
育
に
も
『
古
文
眞
寶
』
が
用
い
ら

れ
た
。
五
節
句
、
天て
ん
じ
ん
こ
う

神
講
な
ど
の
年
中
行
事
に
も
参
加
、
情
緒
、
道
徳
心
を
養
っ
た
が
、

天
神
参
り
の
「
二
十
五
日
」
は
月
に
一
度
の
休
み
と
さ
れ
た
。
学
問
好
き
の
武
士
・
僧

侶
・
神
官
・
婦
人
方
が
師
匠
で
あ
り
、
囲
碁
・
将
棋
・
裁
縫
な
ど
の
指
南
、
謡
曲
を
教

え
る
小こ

う
た
い謡
か
ら
は
、
切
り
取
っ
た
詞
章
の
一
句
・
一
節
に
中
国
、
日
本
の
故
事
・
逸
話

を
学
び
、
自
ず
と
和
歌
・
連
歌
、
古
典
文
学
に
親
し
む
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。

四
、
乾
山
の
受
け
た
教
育

学
問
、
諸
芸
の
習
得
に
は
そ
れ
相
応
の
経
済
力
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
を
惜
し
ま

ぬ
階
級
に
限
ら
れ
た
が
、
富
商
雁
金
屋
で
は
、
貴
族
並
み
の
子
弟
教
育
を
施
し
た
。

乾
山
父
宗
謙
の
書
・
画
・
能
に
始
ま
り
、
長
兄
藤
三
郎
は
書
・
能
、
次
兄
光
琳
は

画
・
能
、
自
ら
の
書
・
能
・
管
弦
な
ど
が
記
録
に
残
る
が
、
乾
山
は
さ
ら
に
黄
檗
禅

に
傾
倒
し
、
洛
西
に
独
居
、
十
年
余
に
及
ぶ
隠
棲
生
活
を
お
く
る
。
尾
形
家
に
は
書

家
小
島
宗
眞
、
能
楽
師
渋
谷
七
郎
右
衛
門
の
出
入
り
が
あ
っ
た
。
が
、
具
体
的
に
兄

弟
が
ど
の
よ
う
な
教
育
を
受
け
た
か
に
つ
い
て
詳
し
く
伝
え
る
資
料
は
見
当
た
ら
な

い
。「
小
西
家
文
書
」、
師
や
知
人
、
同
時
代
の
教
育
一
般
を
伝
え
る
出
版
物
を
参
照

し
、
そ
の
大
概
を
推
測
す
る
に
留
ま
る
が
、『
本
阿
弥
行
状
記
』
に
は
「
七
、
八
に
な

れ
ば
四
書
五
経
を
よ
ま
せ
、
素
読
の
時
よ
り
講
釈
を
聞
か
せ
、
歌
道
、
躾し
つ
けか
た
を
も

少
し
覚
え
さ
せ
、
そ
の
ま
ま
家
職
を
励
ま
せ
か
る
」
と
あ
る
。『
日
本
永
代
蔵
』
は
当

時
一
流
と
す
る
師
匠
の
名
を
挙
げ
、
身
過
ぎ
の
遊
芸
に
熱
中
す
る
町
人
層
の
奢お

ご

り
を

諭さ
と

す
が
、
そ
れ
ら
の
書
物
を
参
考
に
、
乾
山
の
受
け
た
教
育
、
就
学
時
期
、
習
得
分

野
、
ま
た
師
匠
な
ど
を
推
定
、
西
鶴
の
い
う
芸
は
身
を
助
く
術す
べ

と
し
た
意
な
ど
を
確

認
す
る
。『
町
人
考
見
録
』
は
倹
約
第
一
、
大
名
と
の
金
銭
取
引
は
慎
重
に
、
奢
り
を

慎
み
、
学
問
・
遊
芸
に
過
ぎ
ず
、
宗
教
に
も
溺
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
戒
め
た
。

が
、
尾
形
家
も
数
代
続
く
御
用
商
人
、
子
弟
ら
は
父
の
遺
産
を
譲
り
受
け
る
と

個
々
に
勝
手
な
道
を
歩
む
。

乾
山
は
、
隠
逸
精
神
に
動
か
さ
れ
黄
檗
宗
独
照
禅
師
に
参
禅
し
た
。
若
く
し
て
隠

居
の
身
と
な
り
、
好
む
が
ま
ま
に
学
問
・
風
雅
・
宗
教
に
傾
倒
、
伝
世
す
る
乾
山
焼

作
品
を
総
覧
す
れ
ば
、
筆
道
、
作
詩
・
作
文
、
和
歌
・
俳
諧
、
能
・
笙
、
茶
の
湯
の

遊
芸
に
励
ん
だ
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
西
鶴
の
指
摘
に
似
て
お
そ
ら
く
当
時
一
流
と
さ

れ
た
専
門
家
が
尾
形
家
を
訪
い
、
教
授
し
た
と
推
定
す
る
。

一
、
筆
道
は
、
文
書
・
作
品
に
残
る
筆
跡
か
ら
推
測
。
一
つ
に
祖
父
宗
柏
、
父
宗

謙
、
尾
形
家
出
入
り
の
書
家
小
島
宗
眞
の
影
響
も
あ
り
光
悦
流
、
二
つ
に
御お

い
え
り
ゅ
う

家
流
を

学
ん
だ
も
の
と
考
え
る
。
御
家
流
は
当
時
第
一
の
書
流
で
あ
っ
た
。
家
康
の
好
み
も

あ
り
、
開
幕
以
来
公
文
書
は
御
家
流
に
統
一
、
巷
間
で
は
大
名
以
下
庶
民
に
至
る
ま

で
書
は
同
流
を
手
本
と
し
て
い
た
。
師
匠
に
は
佐
々
木
志
須
磨
・
佐
々
木
照
元
・
堀

江
治
部
斎
・
北
向
雲
竹
・
北
方
長
雲
・
鈴
木
儀
左
衛
門
な
ど
の
名
が
残
る
が
（『
京
羽

二
重
』『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
』）、
乾
山
の
師
に
つ
い
て
は
よ
く
解
ら
な
い
。
さ
ら
に
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蔵
書
中
か
ら
禅
者
の
親
し
む
宋
代
張ち

ょ
う
そ
く
し

即
之
流
、
明
代
唐か

ら
よ
う様

、
茶
人
に
好
ま
れ
た
定
家

様
の
習
得
を
推
定
、
の
ち
に
乾
山
の
隠
居
所
「
習
静
堂
」
に
移
り
住
ん
だ
書
学
者
桑

原
空
洞
と
の
交
流
も
意
味
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
絵
画
の
師
は
不
明
で
あ
る
。

光
琳
の
師
に
は
山
本
素
軒
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
乾
山
は
作
品
か
ら
推
考
、
特
定

の
師
匠
は
な
く
光
琳
を
手
本
に
し
た
か
と
考
え
る
。

二
、
茶
の
湯
は
、
表
千
家
五
代
随
流
斎
良
休
宗
左
（
一
六
六
〇
―
一
七
〇
一
）
に
師
事

し
た
こ
と
が
記
録
に
残
る
（『
古
今
茶
人
系
譜
』
天
保
三
年
序
・
一
八
三
二
）。
良
休
宗
左
は

四
代
江
岑
宗
左
の
養
嗣
で
あ
っ
た
。
紀
州
徳
川
家
の
茶
頭
と
な
り
、
日
蓮
宗
に
帰
依
、

「
日
蓮
宗
左
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
日
蓮
宗
は
本
阿
弥
・
茶
屋
・
後
藤
・
狩
野
・
尾

形
家
な
ど
も
同
門
で
あ
る
。
結
束
の
固
い
同
宗
の
こ
と
、
茶
の
湯
を
学
ぶ
所
縁
と

な
っ
た
こ
と
も
想
像
さ
れ
る
。
習
静
堂
に
は
二
畳
台
目
の
茶
室
が
あ
っ
た
。

三
、
漢
学
の
師
は
不
明
で
あ
る
。
詩
の
講
釈
・
作
詩
教
授
に
は
、
当
時
父
が
東
福

門
院
に
仕
え
た
と
い
う
鳥
山
芝
軒
、
原
雲
谿
、
熊
谷
了
庵
・
鴨
水
如
実
の
名
も
あ
る

が
（『
京
羽
二
重
』）、
尾
形
本
家
に
は
医
者
・
儒
者
も
お
り
、
東
涯
に
よ
れ
ば
（『
紹
述
先

生
文
集
』
序
）
彼
ら
は
仁
斎
門
に
連
な
っ
て
い
た
。
乾
山
も
古
義
堂
訪
問
、
門
下
生
で

は
な
い
ま
で
も
儒
書
講
説
へ
の
興
味
は
推
測
さ
れ
る
。
作
詩
・
作
文
は
独
照
・
月
潭
、

那
波
義
山
・
祐
英
ら
と
の
交
流
、
詩
仙
堂
遊
記
「
過
凹
凸
窠
記
」
に
示
さ
れ
た
。

乾
山
焼
に
は
詩
讃
も
多
く
、
詩
・
文
の
出
典
は
、
語
彙
集
成
『
圓
機
活
法
』『
詩
學

大
成
』、
文
人
の
愛
読
書
『
古
文
眞
寶
』、
陳
輿
義
ら
個
人
詩
集
ほ
か
に
確
認
で
き
る
。

四
、
古
典
学
は
、
和
歌
の
師
と
し
て
貞
徳
門
人
望
月
長
好
（
一
六
一
九
―
八
一
）
が
考

え
ら
れ
た
。
長
好
は
四
〇
歳
で
剃
髪
、
広
沢
池
畔
に
隠
居
し
た
が
、
乾
山
一
八
歳
の

春
に
没
し
て
お
り
、
師
弟
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
門
人
に
よ
る
指
導
も
推
察
、
友
人

に
は
相
馬
藩
和
歌
の
師
と
な
っ
た
打
它
光
軌
が
お
り
、
乾
山
焼
和
様
作
品
を
証
左
と

し
、
出
典
は
勅
撰
和
歌
集
な
ど
父
の
蔵
書
（「
小
西
家
文
書
」）
に
認
め
ら
れ
る
。

仁
斎
も
晩
年
和
歌
を
嗜た

し
なむ
が
、
師
と
し
た
人
物
は
な
い
と
す
る
（『
和
謌
愚
草
』
元
禄
一
六

年
）。
乾
山
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
仁
斎
長
子
東
涯
（
一
六
七
〇
―

一
七
三
六
）
は
乾
山
よ
り
七
歳
年
少
、
ほ
ぼ
同
時
代
を
生
存
し
た
が
、
東
涯
の
母
嘉か

那な

（
一
六
四
六
―
七
八
）
は
乾
山
の
い
と
こ
で
あ
っ
た
。
嘉
那
母
妙
千
院
の
仁
斎
宛
書
状
に

は
、
東
涯
は
文
字
を
覚
え
作
詩
に
入
り
、
の
ち
手
習
稽
古
を
始
め
た
と
あ
る
。
三
、

四
歳
で
文
字
を
覚
え
、
一
〇
歳
に
し
て
作
詩
、
一
四
歳
で
は
『
詩
経
』
を
講
じ
た
と

伝
え
ら
れ
る
。
連
歌
師
は
里
村
家
、
俳
諧
師
に
は
談
林
お
よ
び
蕉
風
師
匠
の
名
も
残

る
が
、
乾
山
直
接
の
師
匠
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

五
、
能
・
謡
・
笙
の
習
得
は
、
光
琳
の
師
、
渋
谷
七
郎
右
衛
門
・
小
畠
七
左
衛

門
（
左
近
右
衛
門
）
の
指
導
が
わ
か
る
（「
小
西
家
文
書
」・『
三
寶
院
日
記
』）。
光
琳
の
『
花

伝
抄
』『
装
束
付
百
二
十
番
』
の
筆
写
も
残
り
、
観
世
能
の
鑑
賞
ほ
か
、
一
家
揃
っ

て
謡う

た
い・
仕
舞
・
能
を
嗜
む
様
子
が
認
め
ら
れ
る
（「
小
西
家
文
書
」）。
す
で
に
乾
山
は

一
二
、
三
歳
に
し
て
、
三
寶
院
門
跡
に
披
露
で
き
る
ほ
ど
の
技わ
ざ

を
身
に
付
け
て
い
た
。

謡
・
仕
舞
・
能
、
さ
ら
に
藤
三
郎
は
太
鼓
、
乾
山
は
笙
を
奏
す
る
が
、
当
時
の
慣
例
に

従
え
ば
六
歳
の
六
月
六
日
、
各
々
三
兄
弟
は
そ
の
頃
か
ら
稽
古
を
始
め
た
も
の
と
推

定
さ
れ
る
。
光
琳
は
二
條
家
伺
公
、
生
涯
能
を
楽
し
み
、
藤
三
郎
は
江
戸
下
向
後
川

口
家
に
仕
官
、
こ
と
に
よ
る
と
芸
は
身
を
助
く
の
処
遇
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

乾
山
は
如
何
で
あ
っ
た
か
。
隠
棲
し
俗
世
を
遮
断
し
た
と
は
い
え
、
か
つ
て
取
っ

た
杵き

ね
ず
か柄

は
、
乾
山
焼
能
絵
皿
ほ
か
諸
作
品
に
そ
の
心
得
が
現
れ
る
。
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江
戸
時
代
の
庶
民
教
育

学
問
、
諸
芸
の
習
得
に
は
そ
れ
相
応
の
財
力
が
求
め
ら
れ
る
。
西
鶴
は
、
師
匠
に
当
時
一

流
の
専
門
家
の
名
を
掲
げ
た
が
、
多
く
は
京
都
在
住
で
あ
り
、
当
時
の
京
都
文
化
へ
の
憧

憬
が
わ
か
る
。『
日
本
永
代
蔵
』（
貞
享
五
年
刊
・
一
六
八
八
）
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
た
。

 
手
は
平
野
仲
庵
に
筆
道
を
ゆ
る
さ
れ
、
茶
の
湯
は
金
森
宗
和
の
流
れ
を
汲
、
詩
文
は

深
草
の
元
政
に
学
び
、
連
俳
は
西
山
宗
因
の
門
下
と
成な

り

、
能
は
小
畠
の
扇
を
請う

け

、
鼓

は
生
田
与
右
衛
門
の
手
筋
、
朝
に
伊
藤
源
吉
に
道
を
聞き

き

、
ゆ
ふ
べ
に
飛あ

す
か
い

鳥
井
殿
の
御

鞠ま
り

の
色
を
見
、
昼
は
玄
斎
の
碁ご

会
に
ま
じ
は
り
、
夜
は
八
橋
検
校
に
弾
き
な
ら
ひ
、

一ひ
と
よ
ぎ
り

節
切
は
宗
三
に
弟
子
と
な
り
て
息
づ
か
い
、
浄
る
り
は
宇
治
嘉
太
夫
節
、
お
ど
り

は
大
和
屋
の
甚
兵
衛
に
立
な
ら
ぶ

『
西さ

い
か
く
お
り
ど
め

鶴
織
留
』（
西
鶴
没
後
、
弟
子
北
条
団
水
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
遺
稿
集
。
元
禄
七
年
刊
・

一
六
九
四
）
は
、
当
世
の
人
ご
こ
ろ
を
著
し
、
身
分
不
相
応
の
蹴け

ま
り鞠

、
楊よ

う
き
ゅ
う弓

、
聞ぶ

ん
こ
う香

、
茶
の

湯
、
能
、
囃
子
、
小
謡
、
生
花
、
碁
、
将
棋
、
三
味
線
、
浄
瑠
璃
な
ど
の
稽
古
執
心
を
戒

め
た
。
和
歌
は
、「
和
朝
の
風
俗
」
故
に
心
懸
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
連
歌
の
掟
を
ゆ

る
め
た
俳
諧
も
同
様
と
し
て
、
そ
れ
が
今
日
流は

や行
り
す
ぎ
て
弄

も
て
あ
そび
事
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
を
嘆
い
て
い
る
。
俳
諧
は
近
頃
小こ

も
の者

、
下げ

じ
ょ女

ま
で
好
む
が
、
総
じ
て
芸げ

い
ご
と事

は
下し

も
じ
も々

の

手
に
わ
た
る
と
廃す

た

れ
る
と
い
う
。
菓
子
袋
に
押
す
よ
う
な
大
き
な
印
判
を
こ
し
ら
え
、
軒

号
を
名
乗
り
、
人
を
驚
か
せ
る
。
が
、
宗
匠
も
愚
か
に
し
て
徳
な
く
、
和
歌
の
は
し
く
れ

で
あ
る
俳
諧
に
お
い
て
こ
の
様
で
あ
れ
ば
、
諸
芸
の
師
匠
の
堕
落
ぶ
り
も
こ
れ
に
擬な

ぞ
ら

え
る

と
評
し
て
い
る
。
元
禄
と
い
う
時
代
性
が
窺
わ
れ
る
。

『
町
人
考
見
録
』（
三
井
高
房
著

享
保
一
三
年
序
・
一
七
二
八
）
は
、
富
貴
に
育
ち
、
物
ご

と
の
艱
難
、
金
銀
の
大
切
さ
を
知
ら
ず
、
た
だ
世
間
を
真
似
て
家
職
を
人
ま
か
せ
に
し
、

う
か
う
か
と
月
日
を
送
る
商
人
を
戒
め
る
が
、
身
の
奢
り
・
心
の
奢
り
は
そ
の
身
を
滅
ぼ

す
。
商
人
は
倹
約
第
一
、
大
名
と
の
金
銭
取
引
は
慎
重
に
、
衣
食
住
の
奢
り
を
慎
み
、
学

問
・
遊
芸
に
過
ぎ
ず
、
宗
教
に
も
溺
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
述
べ
て
い
る
が
、
富
商

の
多
く
は
財
に
任
せ
、
不
条
理
な
大
名
貸
し
に
の
め
り
込
み
、
風
流
三
昧
、
遊
芸
三
昧
に

身
を
も
ち
崩
す
者
の
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

尾
形
一
族
（
分
家
）
の
没
落
も
こ
れ
に
似
る
が
、
東
福
門
院
・
御
所
御
用
の
特
権
商
人
、

多
か
れ
少
な
か
れ
こ
れ
ら
の
記
述
に
近
似
し
た
道
を
辿
る
。

古
義
堂
塾
の
祖
伊
藤
仁
斎
（
一
六
二
七
―
一
七
〇
五
）
は
、「
町
人
、
百
姓
も
学
問
な
く
し

て
叶
わ
ざ
る
も
の
な
り
」
と
唱
え
、
学
問
と
道
徳
を
重
ん
じ
、
慈
愛
の
徳
「
仁
」
を
説
い

た
（『
童
子
問
』）。

仁
と
は
一
言
を
以
っ
て
す
れ
ば
愛
で
あ
り
、
君
臣
に
は
義
、
父
子
に
は
親
、
夫
婦
に
は

別
、
兄
弟
に
は
敍
、
朋
友
に
は
信
で
あ
る
と
い
う
が
、「
行
ふ
と
し
て
得
ず
と
い
ふ
こ
と
な

く
、
事
と
し
て
成
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
」
と
述
べ
、
教
育
は
一
に
仁
の
教
育
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
し
た
。
道
理
、
識
見
は
活
か
す
べ
き
も
の
と
し
、
読
書
、
作
文
の
大
切
さ

を
導
く
が
、
仁
斎
の
風
格
は
「
温
ニ
シ
テ
恭
」「
何
と
な
く
一
所
に
居
り
た
き
人
、
さ
れ
ど

太
山
の
如
く
に
て
中
々
動
か
し
難
き
人
」「
大
納
言
以
上
の
人
品
」
な
ど
と
評
さ
れ
た
。

那
波
祐
英
、
北
村
篤
所
、
村
上
冬
嶺
、
ま
た
詩
仙
堂
堂
主
三
好
安
宅
と
も
親
交
が
あ
り
、

東
涯
の
『
紹
述
先
生
文
集
』
に
よ
れ
ば
尾
形
本
家
の
元
眞
、
長
子
新
三
郎
維
定
、
緒
方
宗

哲
と
も
交
流
、
新
年
の
挨
拶
に
仁
斎
宅
を
訪
う
従
兄
弟
新
三
郎
維
定
は
乾
山
と
も
親
し

か
っ
た
と
想
像
す
る
が
、
仁
斎
の
妻
嘉
那
も
ま
た
乾
山
の
い
と
こ
で
あ
っ
た
。

隠
棲
時
代
、
乾
山
は
詩
仙
堂
遊
記
（「
過
凹
凸
窠
記
」）
を
著
し
た
。
七
言
絶
句
の
作
詩
も

あ
り
、
や
き
も
の
に
も
多
く
の
詩
讃
を
施
し
た
。
漢
学
講
義
に
列
し
た
こ
と
も
想
像
す
る

が
、
師
は
不
明
。
が
、
書
物
を
好
む
性
格
は
父
の
与
え
た
書
籍
一
式
が
伝
え
て
お
り
、
文

人
へ
の
憧
憬
は
、
自
ら
隠
棲
し
た
若
年
時
代
、
好
ん
で
用
い
た
「
緒
方
」
姓
、
独
照
禅
師
、

那
波
義
山
ら
と
の
交
流
に
も
窺
わ
れ
る
。
仁
斎
の
言
の
如
く
、
乾
山
も
身
に
付
け
た
知

識
・
識
見
は
、
見
事
、
乾
山
焼
全
作
品
の
様
式
に
活
用
し
た
。

伊
藤
仁
斎

伊
藤
東
涯



乾山焼  発想とデザインの資源 (13)

学
者
と
は
、「
世
俗
に
は
儒
者
を
い
ふ
な
り
。
孔
子
の
掟
を
守
て
、
仁
義
礼
智
信
の
五
常

よ
り
五
倫
の
道
を
を
し
へ
、
諸

も
ろ
も
ろの
儒
教
を
を
し
へ
、
ま
た
詩
経
、
老
荘
の
道
を
も
人
の
乞こ

ふ

に
し
た
が
ひ
て
、
釈
し
教
ゆ
る
世
間
出
世
の
名
師
也
。
医
は
医
学
者
、
哥う

た

は
哥
学
者
、
そ

れ
ぞ
れ
の
師
有あ

る

な
り
」（『
人じ
ん
り
ん
き
ん
も
う
ず
い

倫
訓
蒙
図
彙
』
元
禄
三
年
刊
・
一
六
九
〇
）
と
あ
る
。

筆
道
者
は
書
家
、
書
の
師
匠
を
い
う
が
、『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
に
は
「
唐も

ろ
こ
し土
の
蒼そ

う

頡け
つ

、
鳥

の
足
跡
を
み
て
字
を
つ
く
り
し
よ
り
、
代
々
宝
と
な
れ
り
。
字
畫
筆
勢
の
あ
や
と
り
に
つ

ゐ
て
種
々
の
す
が
た
あ
り
。
唐
土
に
お
ゐ
て
は
晋し

ん
の
お
う
ぎ
し

王
羲
子
を
は
じ
め
、
歴
代
の
名
人
あ
り
。

日
本
に
お
ゐ
て
は
弘こ

う
ぼ
う法
を
は
じ
め
、
佐さ

り理
、
道と

う
ふ
う風
、
橘

た
ち
ば
な
の
は
や
な
り

逸
勢
等
の
名
筆
、
家
々
書
伝
あ

り
。
近
代
十
二
点
と
い
ふ
事
出い

で
き来

た
り
」
と
あ
る
。

左
図
は
、
本
屋
の
二
階
に
設
け
ら
れ
た
手
習
所
の
様
子
で
あ
る
。「
幼
筆
指
南
所
」
と
も

称
し
、
文
字
の
読
み
書
き
を
教
え
た
が
、
本
屋
の
主
人
、
ま
た
は
町
の
師
匠
が
出
張
し
て

手
ほ
ど
き
を
し
た
も
の
か
。
階
下
で
は
本
を
売
る
な
ど
商
い
兼
用
、
町
人
の
合
理
性
が
窺

わ
れ
る
。
庶
民
教
育
を
奨
励
し
た
吉
宗
の
治
世
、
享
保
以
後
に
激
増
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、

師
匠
に
つ
い
て
の
教
育
が
一
般
化
、
習
い
事
、
大
人
の
学
習
も
事
業
・
商
業
の
一
環
と
し

て
組
み
込
ま
れ
て
ゆ
く
。

左
図
は
、
巷
間
に
『
平
家
物
語
』
を
聞
く
人
々
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
元
禄
末
年
頃

に
は
町
角
に
集
ま
り
、
万
人
が
即
興
的
に
知
識
、
智
慧
、
学
問
を
積
む
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
。
祇
園
、
糺た

だ
す
の
森
な
ど
に
は
筵む

し
ろ
を
敷
い
て
講
釈
す
る
者
も
あ
っ
た
と
い
う
（『
人
倫

訓
蒙
図
彙
』）。

男
子
の
嗜
み
は
俳
諧
、
謡
、
茶
の
湯
で
あ
っ
た
。

『
男な

ん
ち
ょ
う
ほ
う
き

重
寶
記
』（
元
禄
六
年
刊
・
一
六
九
三
）
に
は
、
俳
諧
図
に
「
貞
徳
」「
宗
因
」
の
名
。

謡
図
に
は
「
高
砂
・
松
風
・
江
口
」
な
ど
の
番
組
。
茶
の
湯
図
に
は
「
数
寄
屋
に
て
ち
ゃ

の
ゆ
す
る
所

か
こ
ひ
の
て
い
」
と
し
た
も
の
が
あ
り
、
待
合
・
腰
掛
・
に
じ
り
あ
が
り

（
躙
口
）
が
描
か
れ
て
い
る
。

『
西
鶴
織
留
』
に
は
「
芸
者
は
人
を
そ
し
り
の
種
」
と
し
て
当
世
の
身
分
不
相
応
の
人
心

を
指
摘
。
香
道
は
暇
人
の
風
流
事
、
茶
の
湯
は
貧
乏
人
に
は
出
来
な
い
こ
と
。
立い

け
ば
な花
は
元

来
仏
前
に
供
え
る
花
に
始
ま
り
、
近
世
寺
に
入
っ
た
宮
門
跡
の
慰
み
事
に
な
っ
た
と
あ
る
。

野
辺
に
咲
く
四
季
と
り
ど
り
の
草
花
を
見
る
こ
と
の
な
い
人
の
た
め
の
も
の
と
し
、
近
年

は
植
物
の
栽
培
熱
の
高
ま
り
か
ら
庶
民
の
無
用
の
習
事
に
な
っ
た
と
記
す
。
西
鶴
は
諸
芸

の
鍛
錬
も
結
構
な
が
ら
、
家
業
以
外
の
道
に
深
く
入
り
過
ぎ
て
は
な
ら
な
い
と
戒
め
た
。

女
性
の
「
嗜た

し
な
み
良
き
芸
」（『
女
重
寶
記
』
元
禄
五
年
刊
・
一
六
九
二
）
は
、
香
道
、
手
習
、

音
曲
、
機は

た
お
り織
、
裁
縫
な
ど
で
あ
っ
た
。

絵
画
・
刊
本
に
み
ら
れ
る
学
び
事

平
家
物
語
を
聞
く
図
『
絵
本
唐
紅
』
元
禄
末
年
頃
刊
（
一
七
〇
三
頃
）

本
屋
と
そ
の
二
階
、
寺
子
屋
手
習
風
景

住
吉
具
慶
筆

都と

ひ鄙
図
巻
（
部
分
）
興
福
院



職人商人 (14)

一
、
職
人

乾
山
焼
を
創
始
し
て
以
来
、
乾
山
は
職
人
で
あ
り
、
商
人
で
あ
っ
た
。

作
品
に
は
文
人
を
誇
示
、「
陶
隠
」「
陶
匠
」
ま
た
「
陶
工
」
な
ど
銘
記
し
た
が
、

製
作
に
携
わ
り
、
そ
れ
を
商
う
。
根
幹
に
は
生
家
呉
服
商
の
思
考
・
認
識
も
あ
っ
た

と
考
え
る
が
、
陶
磁
器
は
、
当
時
茶
の
湯
、
ま
た
町
人
の
生
活
向
上
に
伴
い
、
機
能

性
に
加
え
食
膳
を
飾
る
器
と
し
て
の
余
裕
も
有
し
た
。
白
地
に
鮮
や
か
な
色
彩
、
装

飾
を
施
し
た
中
国
・
阿
蘭
陀
な
ど
の
輸
入
陶
磁
器
、
日
本
で
は
伊
万
里
焼
、
仁
清
焼

な
ど
が
注
目
さ
れ
た
が
、
乾
山
焼
は
そ
の
只
中
に
現
れ
た
。
普
遍
性
、
機
能
性
の
重

視
さ
れ
る
や
き
も
の
に
、
紙
絹
の
代
用
と
し
て
陶
器
に
書
・
画
を
描
き
意
表
を
つ
く
。

世
俗
の
も
て
囃
す
服
飾
・
友
禅
染
、
兄
光
琳
の
染
色
・
漆
芸
意
匠
も
取
り
入
れ
、
一

つ
に
文
人
、
二
つ
に
市
井
の
代
表
的
な
風
俗
を
色
濃
く
伝
え
、
個
人
、
大
衆
性
を
巧

み
に
交
ぜ
る
。
両
趣
向
は
乾
山
焼
の
商
標
と
し
て
発
展
す
る
が
、
巧
み
と
申
せ
、
乾

山
焼
は
専
門
絵
師
の
筆
を
頼
り
に
事
物
を
写
し
て
巧
み
と
い
う
の
で
は
な
く
、
む
し

ろ
主
題
・
画
題
は
作
品
の
背
後
に
潜
め
、
器
形
・
文
様
・
色
彩
の
変
化
に
よ
っ
て
絵

師
の
描
く
所
を
抽
象
化
、
適
確
に
そ
の
意
を
捉
え
、
脚
色
す
る
能
力
に
巧
み
で
あ
っ
た
。

一
般
に
、
物
事
に
巧
み
な
人
、
手
先
の
技
芸
・
技
術
を
身
に
つ
け
た
人
、
ま
た
器

用
・
巧
者
・
働
き
者
な
ど
そ
の
道
の
熟
練
者
を
「
職
人
」
と
い
う
。
貧
を
資
け
冨
を

致
す
者
、
も
の
を
売
り
稼
ぎ
と
す
る
者
を
「
商
人
」
と
称
す
る
が
、
商
人
も
物
を
売

る
そ
の
道
の
人
で
あ
り
、
職
人
図
に
は
し
ば
し
ば
と
も
に
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。

職
人
は
、
染
織
、
土
器
造
り
、
冶や

き
ん金
術
な
ど
に
秀
で
た
者
を
先
駆
け
と
す
る
。
未い
ま

だ
職
人
の
呼
称
は
な
い
が
、
手
仕
事
、
無
償
で
生
産
に
携
わ
っ
た
こ
と
が
起
源
と
さ

れ
る
。
古
代
社
会
は
異
国
の
制
度
・
知
識
・
新
技
術
を
取
り
入
れ
成
長
し
た
が
、
鉄

工
・
陶
工
・
織
工
な
ど
、
手
工
業
、
建
築
技
術
に
携
わ
る
者
は
生
産
の
た
め
職
業
集

団
を
形
成
、
五
世
紀
頃
に
は
大
和
朝
廷
に
服は

た
お
り
べ部（

織
物
）・
土は

じ

べ
師
部
（
土
器
）・
鍛か
ぬ
ち
べ

冶
部

（
冶
金
）・
猪い

な

べ
名
部
（
大
工
）
な
ど
の
部べ
み
ん民
が
生
じ
た
。

奈
良
時
代
に
は
品し

な

部べ

・
雑ぞ

う
こ戸

の
制
度
の
も
と
、
技
術
者
・
工
人
は
半
ば
強
制
的
に

労
働
さ
せ
ら
れ
た
が
、
租そ

・
庸よ

う

・
調ち

ょ
うの

税
制
度
に
も
関
係
、
無
報
酬
、
手
工
業
者
は

帰
化
人
ら
の
指
導
の
も
と
仏
教
建
築
、
仏
像
制
作
、
金
工
、
漆
工
、
高
級
織
物
な
ど

の
制
作
に
従
事
し
た
。
一
般
の
生
活
は
自
給
自
足
が
原
則
で
あ
っ
た
と
い
う
。

平
安
時
代
は
、
手
工
業
も
次
第
に
分
化
、
社
会
の
変
化
に
伴
っ
て
家
内
仕
事
、
賃

仕
事
な
ど
、
需
要
に
応
じ
い
く
つ
か
の
労
働
形
式
が
生
ま
れ
て
ゆ
く
。

鎌
倉
期
は
、
大
き
く
分
け
て
職
人
は
京
都
と
鎌
倉
に
分
布
し
た
。
農
業
生
産
の
拡

大
も
あ
り
、
手
工
業
、
商
業
も
発
展
、
定
期
市
、
見み

せ世
棚
（
小
売
店
）
な
ど
も
設
け
ら

れ
た
が
、
貨
幣
経
済
の
発
達
は
社
会
体
制
、
賃
金
制
度
、
職
人
・
商
人
ら
の
職
業
意

識
を
高
め
、
一
二
世
紀
は
専
門
業
種
の
生
ま
れ
た
時
代
と
さ
れ
て
い
る
。
貴
族
、
寺

社
の
ほ
か
、
新
た
に
地
主
と
な
っ
た
武
家
階
層
が
顧
客
で
あ
っ
た
が
、
中
国
か
ら
は

宋
代
の
文
化
・
文
物
が
移
入
、
寺
院
建
築
、
仏
典
や
類
書
な
ど
の
出
版
物
、
文
房
具
、

二
、
職
人

商
人

乾
山
は
商
家
の
出
で
あ
る
。
父
は
女
院
御

所
御
用
達
の
呉
服
商
。
折
に
ふ
れ
て
下
職
で

あ
っ
た
下
絵
師
・
装
飾
家
、
織
り
・
染
め
・

縫
い
・
仕
立
な
ど
の
職
人
、
ま
た
そ
の
技
な

ど
は
見
聞
き
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』（
元
禄
三
年

刊
・
一
六
九
〇
）
を
参
考
に
、
当
時
の
職
人
・

商
人
に
つ
き
一
考
し
た
い
。



乾山焼  発想とデザインの資源 (15)

書
画
、
茶
種
と
飲
茶
法
、
料
理
・
食
品
・
調
味
料
、
器
物
・
用
具
が
も
た
ら
さ
れ
、

博
多
商
人
を
中
心
と
し
て
諸
工
芸
品
、
薬
品
、
香
料
、
宋
銭
な
ど
が
輸
入
さ
れ
た
。

農
業
主
体
の
武
家
社
会
で
は
そ
れ
ら
の
影
響
下
、
荘
園
管
理
、
租
税
徴
収
、
治
安
維

持
を
任
務
と
し
、
簡
素
・
倹
約
、
奉
公
の
精
神
を
徹
底
し
た
が
、「
住
」
は
都
市
、
地

方
に
関
わ
ら
ず
母
屋
を
仕
切
る
板い

た
ぶ
き葺

一
棟
の
簡
素
な
屋
敷
、
日
常
「
衣
」「
食
」
も
質

素
な
こ
と
を
旨
と
し
た
。
武
家
の
多
く
は
領
地
に
居
住
、
牛
馬
を
用
い
て
田
畑
拡
張
、

米
作
・
畑
作
、
種
々
の
生
産
物
の
向
上
に
目
を
向
け
た
が
、
労
働
分
野
も
開
拓
さ
れ
、

地
方
独
自
の
特
産
物
な
ど
、
河
内
・
大
和
・
相
模
な
ど
に
鋳い

も
の物
業
、
陸
奥
・
伯ほ
う
き耆
・

備
前
・
備
中
・
山
城
な
ど
に
鍛か

じ冶
業
、
播
磨
・
京
都
・
讃
岐
な
ど
に
紙
業
、
尾
張
・

加
賀
・
美
濃
・
京
都
な
ど
に
織
物
産
業
が
盛
ん
に
な
る
。
賃
仕
事
の
発
展
も
あ
り
、

公
家
・
寺
社
の
保
護
の
も
と
、
製
造
・
販
売
の
特
権
を
も
つ
同
業
者
組
合
「
座
」
が

生
ま
れ
、
交
通
の
要
地
に
は
市
場
「
市
」
が
設
け
ら
れ
た
。
領
主
の
支
配
下
、
未
だ

自
由
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
徐
々
に
工
人
の
統
制
、
利
益
の
保
持
も
図
ら
れ
る

な
ど
、
室
町
、
江
戸
期
へ
つ
づ
く
仕
事
形
態
が
整
備
さ
れ
る
。

室
町
時
代
は
日
明
貿
易
・
日
朝
貿
易
の
結
果
も
あ
り
、
明み

ん
の
生
糸
・
絹
織
物
、
織
工

ら
も
渡
来
、
朝
鮮
の
綿
布
・
高
麗
人
参
な
ど
が
流
入
し
た
。
京
都
西
陣
で
は
金
襴
・
緞ど
ん

子す

・
縮ち
り
め
ん緬
な
ど
の
織
物
生
産
が
盛
行
、
各
地
に
絹
・
木
綿
・
麻
織
物
、
種
々
の
産
物
、

林
業
・
鉱
業
、
加
工
業
が
盛
ん
に
な
る
。
製
紙
、
製
油
、
な
か
で
も
酒
造
業
は
莫
大
な

利
潤
を
あ
げ
た
が
、
商
品
の
購
買
に
は
銭
貨
が
流
通
、
農
村
に
も
貨
幣
の
取
引
、
貸

し
付
け
な
ど
の
金
融
業
が
浸
透
し
て
ゆ
く
。
仕
事
と
技わ

ざ

、
腕
の
良
し
悪
し
、
今
日
い

う
職
人
意
識
も
萌
芽
し
た
が
、
徒
弟
制
度
や
技
の
伝
承
は
近
世
の
こ
と
と
さ
れ
る
。

一
六
世
紀
末
、
織
田
信
長
の
も
と
統
一
さ
れ
た
日
本
に
、
領
主
の
城
を
中
心
に
城

下
町
が
現
れ
た
。
侍
屋
敷
が
配
置
さ
れ
、
町
に
は
各
大
名
の
家
臣
団
が
移
り
住
む
。

そ
れ
に
伴
う
手
工
業
者
や
商
人
も
移
動
し
た
が
、
城
下
町
の
繁
栄
の
た
め
、
多
く
の

職
人
・
商
人
が
誘
致
さ
れ
、
機
能
に
応
じ
市
場
町
・
門
前
町
・
宿
場
町
な
ど
が
形
成

さ
れ
た
。
城
下
町
に
は
町ま
ち
や屋

が
成
立
、
町
屋
は
業
種
ご
と
に
職
人
町
・
商
人
町
と
に

二
分
さ
れ
、
職
人
町
に
は
大
工
町
・
紺
屋
町
・
研
屋
町
な
ど
、
商
人
町
に
は
両
替

町
・
呉
服
町
・
茶
町
な
ど
が
つ
く
ら
れ
た
。
港
町
も
発
展
、
こ
の
頃
か
ら
絵
巻
物
や

歌
合
わ
せ
な
ど
に
職
人
図
が
現
れ
る
。

江
戸
時
代
は
手
工
業
者
の
隆
盛
期
で
あ
る
。
都
市
に
居
住
、
京
都
・
大
坂
・
江
戸

の
三
都
に
は
全
国
か
ら
武
士
が
転
入
、
江
戸
の
町
は
享
保
頃
に
は
百
万
都
市
に
膨
れ

あ
が
る
。
異
常
な
消
費
の
高
ま
り
に
、
も
の
造
り
は
追
い
つ
か
な
い
。
徒
弟
制
度
を

考
え
る
な
ど
職
人
養
成
を
図
っ
た
が
、
職
人
は
一
〇
歳
頃
に
弟
子
入
り
し
、
仕
事
を

習
い
、
の
ち
一
〇
年
ほ
ど
の
年
季
を
勤
め
て
独
立
す
る
。
技
術
は
し
だ
い
に
専
門
化
、

禁
裏
・
幕
府
・
大
名
家
な
ど
特
権
階
級
に
出
入
り
を
す
る
御
用
職
人
、
家
に
居
て
仕

事
を
す
る
者
、
他
所
に
お
い
て
作
業
を
す
る
者
、
酒
造
り
（
杜と

う
じ氏

）・
漆う
る
し
か
き掻・
鉱
山
の

仕
事
な
ど
一
定
期
間
地
域
に
お
い
て
働
く
者
な
ど
に
分
散
し
た
。

職
人
独
自
の
気
風
も
生
じ
、
技わ
ざ

・
仕
事
ぶ
り
を
誇
り
と
し
、
律
儀
・
実
直
、
利
益

を
超
え
た
所
に
意
識
を
お
く
が
、
総
体
と
し
て
賃
金
労
働
者
の
暮
ら
し
は
低
く
、
江

戸
後
期
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
職
人
は
一
日
八
時
間
労
働
し
、
手
間
賃
は
五
〇
〇
文
が

相
場
。
生
活
費
も
一
日
ほ
ぼ
同
額
程
度
が
推
測
さ
れ
て
い
る
。
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二
、
商
人

近
世
商
業
の
発
展
は
、
城
下
町
の
成
立
と
と
も
に
信
長
・
秀
吉
に
よ
る
封
建
制
の

完
成
に
基
づ
く
と
さ
れ
る
。
江
戸
時
代
、
そ
れ
を
踏
襲
、
多
く
は
推
進
し
た
形
を
と

る
が
、
信
長
は
、
従
来
の
寺
社
を
中
心
と
し
た
特
権
的
な
「
市
」「
座
」
を
廃
止
、
関

所
も
撤
廃
、
新
興
商
人
に
も
自
由
に
商
売
の
で
き
る
「
楽
市
楽
座
」
の
令
を
出
し
た
。

撰え
り
せ
ん
れ
い

銭
令
を
発
し
貨
幣
の
流
通
も
促
進
さ
せ
た
が
、
秀
吉
は
さ
ら
に
徹
底
、
鉱
山
を
直

営
、
金
座
・
銀
座
を
設
け
て
貨
幣
を
鋳
造
、
堺
・
京
都
・
長
崎
な
ど
の
貿
易
商
に
は

朱
印
状
を
与
え
海
外
貿
易
を
奨
励
し
た
。
検
地
に
よ
っ
て
農
地
・
農
民
を
統
制
、
商

人
を
支
配
下
に
お
き
冨
を
手
に
入
れ
る
が
、
徳
川
幕
府
も
貨
幣
鋳
造
を
一
手
に
握
り
、

南
蛮
貿
易
は
渡
航
禁
止
と
な
る
寛
永
一
二
年
（
一
六
三
五
）
ま
で
、
島
津
家
・
松ま

つ
ら浦

家
・
有
馬
家
な
ど
の
九
州
大
名
、
角す

み
の
く
ら倉了

以
・
茶ち

ゃ
や屋

四
郎
次
郎
・
末す

え
よ
し吉

孫
左
衛
門
・

末す
え
つ
ぐ次

平
蔵
、
亀
屋
・
大
沢
家
な
ど
の
豪
商
に
当
た
ら
せ
た
。

京
都
を
代
表
す
る
角
倉
家
は
姓
を
吉
田
、
先
祖
を
室
町
幕
府
に
仕
え
た
医
師
と
す

る
。
勘
合
貿
易
、
土
倉
衆
・
金
融
業
を
営
み
、
の
ち
嵯
峨
角
倉
、
京
角
倉
に
分
派
し

た
が
、
嵯
峨
角
倉
家
は
衰
微
。
京
角
倉
家
が
土
木
事
業
に
関
与
し
、
京
・
大
坂
間
の

水
運
を
掌
握
、
運
河
高
瀬
川
、
大お

お
い堰

川
・
木
津
川
・
富
士
川
・
天
竜
川
な
ど
の
水
路

開
通
、
奉
行
と
し
て
幕
府
代
官
の
役
割
を
担
う
。
茶
屋
家
は
姓
中
嶋
、
三
河
徳
川
家

の
御
用
商
人
、
の
ち
分
家
し
て
貿
易
商
・
糸い

と
わ
っ
ぷ

割
符
・
呉
服
商
を
営
む
が
、
末
吉
家
は

平
野
屋
と
称
し
摂
津
平
野
庄
の
豪
族
、
秀
吉
に
仕
え
廻
船
業
、
家
康
時
代
に
銀
座
に

関
与
、
貿
易
商
ま
た
馬
座
の
権
利
を
取
得
し
て
運
搬
事
業
を
独
占
し
た
。
末
次
家
は

長
崎
代
官
、
貿
易
に
関
与
。
亀
屋
も
貿
易
・
呉
服
・
金
融
業
。
大
沢
家
は
下
鳥
羽
村

出
身
、
材
木
・
米
な
ど
の
運
送
業
に
携
わ
り
、
貿
易
商
・
廻
船
業
を
営
む
と
い
う
。

当
時
は
手
工
業
者
後
藤
家
（
彫
金
）
な
ど
も
特
権
的
門
閥
の
座
に
加
わ
る
が
、
江
戸

に
お
い
て
は
材
木
商
奈
良
屋
・
樽
屋
・
喜
多
村
家
な
ど
が
幕
府
、
大
名
家
の
御
用
を

つ
と
め
、
市
政
に
参
加
。
京
都
で
は
こ
れ
ら
町
の
富
裕
層
を
「
有う
と
く
に
ん

徳
人
」「
町
衆
」
と

称
し
、
頼
る
べ
き
権
力
の
な
い
町
人
社
会
の
秩
序
維
持
、
自
治
的
機
関
の
指
導
的
役

割
を
担
っ
て
い
た
。

地
方
に
お
け
る
城
下
町
も
発
展
、
特
産
物
や
職
人
の
造
る
諸
製
品
を
売
買
す
る
家

業
が
盛
行
、
行
商
、
常
設
店
舗
、
京
都
・
江
戸
に
店た

な

持も
ち

と
す
る
地
方
商
人
が
現
れ
る
。

三
井
・
鴻
池
・
住
友
・
下
村
家
な
ど
の
諸
家
で
あ
る
。
三
井
家
は
屋
号
越
後
屋
、
今

日
の
三
越
の
祖
で
あ
る
が
、
伊
勢
松
阪
に
お
い
て
酒
・
質
屋
を
営
み
、
京
に
出
て
呉

服
・
金
融
業
に
携
わ
る
。
鴻
池
家
は
祖
姓
を
山
中
、
摂
津
川
辺
郡
鴻
池
村
に
酒
造

業
・
回
船
業
を
経
営
、
の
ち
金
融
業
（
両
替
屋
）・
長
崎
貿
易
に
従
事
し
た
。
住
友
家

は
越
前
丸
岡
か
ら
京
都
、
大
坂
へ
と
進
出
、
鉱
山
経
営
、
銅
吹
・
南
蛮
吹
を
開
発
、

貨
幣
改
鋳
に
関
与
し
て
両
替
商
を
営
む
と
い
う
。
近
江
長
浜
村
の
大
村
家
は
材
木
商

か
ら
小
間
物
・
呉
服
商
、
屋
号
を
白
木
屋
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
伏
見
下
村
家
は
古

着
商
か
ら
呉
服
・
木
綿
商
と
し
て
活
躍
、
今
日
の
大
丸
の
祖
と
な
っ
た
。

元
禄
期
は
、
門
閥
的
特
権
商
人
か
ら
、
こ
れ
ら
地
方
商
人
の
時
代
と
な
る
。
乾
山

生
家
、
東
福
門
院
呉
服
御
用
「
雁
金
屋
」
も
こ
の
期
に
遭
遇
、
父
が
没
し
、
長
兄
藤

三
郎
が
新
た
な
時
代
に
対
峙
し
た
。
那
波
家
文
書
に
は
延
宝
二
年
七
月
一
日
「
雁
金

屋
藤
右
衛
門
」（
松
本
四
郎
「
寛
文
―
元
禄
期
に
お
け
る
大
名
貸
し
の
特
質
」）・
元
禄
二
年
九

月
「
雁
金
屋
」（
足
立
政
男
「
近
世
京
都
商
人
那
波
家
の
江
戸
店
経
営
と
そ
の
没
落
に
つ
い
て
」）
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の
名
が
み
ら
れ
る
。
藤
三
郎
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
時
も
移
り
、
商
法
も
変
化
、

家
業
を
継
承
し
た
と
は
い
え
藤
三
郎
は
元
禄
半な

か
ば名

を
助
右
衛
門
と
改
め
江
戸
へ
下
向
、

旗
本
川
口
家
に
仕
官
し
た
。
雁
金
屋
は
廃
業
、
時
は
、
御
用
達
な
ど
名
誉
、
恩
恵
に

依
存
し
た
時
代
か
ら
、
個
々
の
才
覚
、
智
慧
を
求
め
、
合
理
的
か
つ
手
堅
く
商
う
新

商
法
へ
と
移
っ
て
い
た
。

服
装
は
冨
の
表
徴
、
呉
服
商
は
商
人
の
花
形
で
あ
っ
た
。
多
く
公
家
・
武
家
・
富

裕
層
の
誂

あ
つ
ら
え
ひ
ん

品
、
単
価
も
高
く
決
済
は
年
一
回
（
一
二
月
）、
ま
た
二
回
（
六
月
・
一
二
月
）

の
掛
け
売
り
が
常
で
あ
っ
た
。
新
興
商
人
は
そ
れ
に
異
な
り
「
店た
な
さ
き前
売う
り

」「
掛か
け
ね値
無

し
」「
薄
利
多
売
」
な
ど
、
新
た
に
店
売
り
、
現
金
取
引
、
商
売
相
手
を
庶
民
・
大
衆

と
見
据
え
て
い
た
。
享
保
以
後
商
人
は
大
名
貸
し
に
も
危
険
を
分
散
、
枝
手
形
な
ど

を
発
行
し
安
全
を
考
慮
、
奢
侈
を
戒
め
、
投
機
を
避
け
て
堅
実
か
つ
細
心
な
商
法
へ

と
転
じ
て
い
た
。
が
、
江
戸
集
住
の
武
家
、
家
臣
団
の
大
口
消
費
に
は
、
大
量
の
金

銭
を
動
か
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

当
時
、
武
家
は
大
坂
、
江
戸
に
俸
禄
米
・
年
貢
米
を
保
管
す
る
蔵
屋
敷
を
有
し
て

い
た
。
蔵
役
人
、
の
ち
町
人
が
蔵
元
と
な
り
そ
れ
ら
の
米
を
売
却
、
口
銭
を
得
て
い

た
が
、
代
価
を
保
管
、
藩
元
へ
は
入
用
に
応
じ
金
融
業
掛
屋
（
江
戸
で
は
札
差
）
が
送

金
、
武
家
は
そ
れ
を
以
っ
て
消
費
生
活
を
為
し
て
い
た
。
直
接
貨
幣
の
送
付
な
く
江

戸
に
お
い
て
決
済
す
る
方
法
が
「
為か
わ
せ替
」
で
あ
る
。
為
替
は
中
世
「
割さ
い
ふ符
」
と
称
し
、

酒
造
・
土
倉
衆
が
金
融
業
を
担
っ
て
い
た
。
公
金
を
手
元
に
預
か
り
、
そ
の
金
銭
を

他
所
に
貸
し
付
け
、
利
益
を
得
る
。
江
戸
期
は
大
金
を
扱
う
呉
服
商
も
金
融
業
を
兼

務
し
た
が
、
三
井
家
で
は
そ
の
た
め
一
族
の
資
産
も
共
有
、
奉
公
人
の
所
持
金
な
ど
も

利
息
付
き
で
運
用
金
に
廻
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

商
人
は
、
一
〇
歳
か
ら
一
二
歳
に
丁
稚
入
り
、
掃
除
・
雑
用
を
つ
と
め
、
一
三
歳

に
は
商
い
見
習
い
・
読
み
書
き
習
得
、
一
七
、
八
歳
で
手
代
見
習
い
、
二
一
、
二
歳
で

手
代
に
な
る
こ
と
が
通
例
で
あ
っ
た
と
い
う
。
手
代
は
一
〇
年
、
通
算
二
〇
年
を
経

て
独
立
、
時
に
は
番
頭
と
し
て
主
家
に
残
る
道
な
ど
二
手
が
あ
っ
た
が
、
暖の
れ
ん簾
分
け

に
は
主
家
か
ら
元
手
銀
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
常
と
し
た
。
夢
は
一
代
の
内
に
分
限

と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
が
、
商
人
も
儲
け
る
ば
か
り
が
道
で
は
な
い
。
人
倫
を
欠
い

て
商
道
は
な
く
、
利
害
の
み
に
執
着
、
放
縦
な
れ
ば
家
業
滅
す
る
は
必
定
と
訓
戒
。

商
い
も
そ
の
も
と
誠
実
、
商
人
も
商
人
と
し
て
の
倫
理
観
を
培
う
が
、
商
家
の
浮
沈

は
「
親
苦
・
子
楽
・
孫
乞
食
」
と
表
さ
れ
た
。
初
代
の
苦
労
、
二
代
の
身
過
ぎ
、
三

代
の
難
儀
を
い
う
が
、
商
人
は
身
分
制
度
の
最
下
位
に
置
か
れ
て
い
た
。
が
、
経
済

力
ほ
ど
強
い
も
の
は
な
い
。
西
鶴
、
三
井
高
房
は
彼
ら
の
暮
ら
し
、
身
の
処
し
方
な

ど
当
時
の
出
版
物
に
著
し
た
。

算
盤
と
紙
・
筆
・
墨
は
商
人
の
必
需
品
で
あ
る
。
商
い
に
は
そ
れ
相
応
の
知
識
を

求
め
ら
れ
た
が
、
呉
服
で
あ
れ
ば
、
糸
・
布
・
意
匠
と
そ
の
技
術
、
仕
立
て
に
関
す

る
知
識
も
必
要
、
絹
・
麻
・
木
綿
、
輸
入
織
物
の
判
別
、
階
級
に
よ
る
装
束
、
風
習
、

嗜
好
な
ど
を
辨わ

き
まえ
る
。
庶
民
は
麻
・
木
綿
、
古
着
を
着
用
す
る
こ
と
も
多
く
、
洗
い
、

糊の
り

付
け
、
縫
い
直
し
て
用
い
る
こ
と
が
常
で
あ
っ
た
。
絹
は
高
級
、
公
家
・
武
家
・

富
商
の
一
部
と
そ
れ
の
許
さ
れ
る
範
疇
の
者
、
多
く
は
縮ち
り
め
ん緬
、
綸り
ん
ず子
な
ど
を
用
い
た

と
い
う
。
当
時
、
一
般
に
針
仕
事
は
婦
人
の
仕
事
と
さ
れ
て
い
た
。
が
、
仕
立
て
・

刺
繍
類
に
は
専
門
の
職
人
が
お
り
、
装
束
・
頭
巾
・
股
引
・
足
袋
な
ど
は
誂
品
で

あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
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洛
中
の
や
き
も
の
商
売

商
業
の
発
達
は
、
諸
産
業
の
発
展
や
参
勤
交
代
な
ど
、
交
通
お
よ
び
都
市
の
進
歩
、

消
費
生
活
の
向
上
、
貨
幣
制
度
の
発
達
な
ど
が
原
因
し
て
い
た
。
商
人
も
問
屋
、
仲

買
、
小
売
、
振
り
売
り
な
ど
に
分
け
ら
れ
る
が
、
や
き
も
の
製
作
も
、
庇
護
者
の
も

と
、
彼
ら
の
求
め
に
応
じ
作
陶
し
た
時
代
か
ら
、
江
戸
中
期
は
注
文
、
店
売
り
、
個
人

の
能
力
に
従
っ
て
仕
事
の
で
き
る
時
代
と
な
っ
て
い
た
。
仁
清
は
誂
え
製
作
を
専
ら
と

し
た
時
代
の
陶
工
、
乾
山
は
自
ら
の
才
覚
で
製
陶
の
で
き
た
時
代
の
人
で
あ
る
。
顧

客
、
ま
た
不
特
定
の
一
般
購
買
者
を
相
手
と
し
、
時
流
、
流
行
を
認
識
、
個
人
の
才
覚

に
よ
り
や
き
も
の
商
売
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

寛
文
年
間
の
「
職
人
尽
図
巻
」（
作
者
不
明
）
に
は
店
頭
に
や
き
も
の
を
並
べ
客
を
待

つ
店
主
の
姿
が

描
か
れ
て
い
る
。

「
洛
中
洛
外
図

巻
」（
住
吉
具
慶

筆
）

を
照
合
、

当
時
の
商
人
、

消
費
者
、
売
買

さ
れ
て
い
た
国

内
外
の
や
き
も

の
な
ど
、
そ
の
一

端
を
み
る
こ
と

が
で
き
る
。

「
職
人
尽
図
巻
」

（
部
分
）
寛
文
時

代
（
一
六
六
一
―

七
三
）

「
洛
中
洛
外
図
巻
」（
部
分
） 

住
吉
具
慶
（
一
六
三
一
―
一
七
〇
五
）
筆

柿右衛門
仁清か

肥前伊万里
染付・色絵

天目茶碗

獅子置物

茶入 御本茶碗擂鉢黒楽青磁瀬戸赤楽志野南蛮

河南三彩



乾山焼  発想とデザインの資源 (19)

道
具
の
目
利
き
・
唐
物
屋

道
具
の
目
利
き
、
斡
旋
、
売
買
に
関
し
「
か

ら
も
の
屋
」
の
名
が
残
る
。
秀
吉
の
洛
中
整
備

の
結
果
、
寛
永
頃
（
一
六
二
四
―
四
四
）
に
は
京

都
柳
馬
場
三
条
辺
り
に
多
く
集
住
、
元
禄
時
代

は
二
条
・
三
条
・
五
条
辺
り
、
江
戸
で
は
霊
岸

嶋
長
崎
町
に
商
地
が
あ
り
、
大
平
五
兵
衛
・
海

老
屋
唐
兵
衛
・
片
岡
与
兵
衛
な
ど
の
商
人
の
名

が
伝
承
す
る
（『
萬
買
物
調
方
記
』）。

唐
物
屋
は
「
器う

つ
は
も
の物

、
香こ

う
ぐ具

、
革
紙
藥
墨
筆
等

万よ
ろ
づ

長な
が
さ
き崎
着ち

ゃ
く
が
ん
岸
の
物も

の

を
か
い
と
り
て
こ
れ
を
あ
き

な
ふ
。
所し

ょ
し
ょ々

に
あ
り
」（『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』）
と
あ

る
が
、
長
崎
を
通
じ
輸
入
さ
れ
た
文
物
を
取
り

扱
う
商
人
で
あ
っ
た
。
陶
磁
器
・
織
物
・
書
籍
・

文
具
・
薬
品
・
香
料
、
そ
の
他
中
国
、
朝
鮮
、

諸
外
国
か
ら
の
舶
載
品
を
商
い
、
徐
々
に
そ
れ

ら
に
関
わ
ら
ず
茶
道
具
・
書
画
・
骨
董
な
ど
を

扱
う
商
人
に
転
じ
て
ゆ
く
。
数
寄
者
・
趣
味
人

を
製
作
者
に
結
び
つ
け
る
仲
介
者
で
も
あ
っ
た

が
、
江
戸
中
期
に
は
経
済
力
を
つ
け
た
町
人
層

の
擡
頭
も
め
ざ
ま
し
く
、
や
が
て
仲
介
者
は
不

用
、
製
作
者
が
直
接
消
費
者
に
結
び
つ
く
道
が

開
か
れ
る
。

乾
山
は
こ
の
時
期
に
遭
遇
。
が
、
初
代
仁
清

は
そ
れ
以
前
の
陶
工
、
仁
和
寺
、
金
森
宗
和
な

ど
特
定
の
庇
護
者
を
要
し
、
彼
ら
に
よ
っ
て
引

き
立
て
ら
れ
、
そ
の
意
に
沿そ

う
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
た
。

元
禄
期
に
は
道
具
の
目
利
書
な
ど
も
刊
行
さ

れ
た
。
数
寄
者
は
こ
れ
ら
書
物
を
頼
り
と
し
て

自
由
に
好
み
の
道
具
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
あ
る
。

歌
合
わ
せ
は
、
平
安
以
来
宮
廷
間
に
お
い
て
行
わ
れ
た
和
歌
の
優
劣
を
競
う
遊
び
で

あ
る
。
中
国
文
学
が
「
道
を
載
せ
る
器
」
と
し
て
始
ま
っ
た
こ
と
に
対
し
、
和
歌
は
個

人
の
感
情
、
想
い
を
表
す
手
段
と
し
て
盛
行
し
た
。
職
人
歌
合
わ
せ
も
、
歌
・
詞
は
多

く
公
家
や
僧
侶
、
武
人
が
詠
じ
、
設
定
と
し
て
職
人
同
志
が
集
合
、
一
対
の
和
歌
を
詠

じ
合
う
形
と
し
て
い
た
（『
職
人
の
誕
生
』）。
事
物
の
理
解
に
絵
図
は
大
き
な
補
助
と
な

る
。
歴
史
・
地
理
・
教
訓
書
な
ど
中
国
で
は
古
く
か
ら
文
書
の
意
味
を
支
え
る
も
の
と

し
て
活
用
さ
れ
た
が
、
一
見
し
て
対
象
物
の
如
何
を
表
示
、
目
に
文
字
の
な
い
者
に
も

そ
の
意
を
伝
え
る
。
職
人
図
は
注
文
者
、
詞
書
の
作
者
・
書
師
・
画
師
の
共
同
制
作
で

あ
っ
た
。
乾
山
時
代
の
絵
図
に
は
、

『
職
人
尽
絵
屏
風
』
寛
永
五
年
頃
（
一
六
二
八
） 

狩
野
吉
信
（
一
五
五
二
―
一
六
四
〇
）

『
和
国
諸
職
絵
尽
』
貞
享
二
年
刊
（
一
六
八
五
） 

菱
川
師
宣
（
一
六
一
八
―
九
四
）

『
職
人
尽
絵
合
か
る
た
』
一
七
世
紀
後
半
（
推
定
） 

作
者
不
明

『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
元
禄
三
年
刊
（
一
六
九
〇
） 

蒔
絵
師
源
三
郎
（
生
没
年
不
詳
）

『
今
様
職
人
尽
百
人
一
首
』
一
八
世
紀
前
半
制
作

近
藤
清
春
（
生
没
年
不
詳
）

『
百
人
女
郎
品
定
』
享
保
八
年
刊
（
一
七
二
三
） 

西
川
祐
信
（
一
六
七
一
―
一
七
五
〇
）

著
述
集
に
は
、

『
訓
蒙
図
彙
』（
中
村
惕て
き
さ
い斎

編
寛
文
六
年
刊
・
一
六
六
六
）・『
京
羽
二
重
』（
貞
享
二
年
刊
・

一
六
八
五
）・『
雍
州
府
志
』（
黒
川
道
祐
著
貞
享
三
年
刊
・
一
六
八
六
）・『
和
漢
三
才
図
会
』

（
寺
島
良
安
著
正
徳
三
年
刊
・
一
七
一
三
）・『
難
波
雀
』（
延
宝
七
年
刊
・
一
六
七
九
）・『
江
戸

鹿
の
子
』（
貞
享
四
年
刊
・
一
六
八
七
）・『
萬
買
物
調
方
記
』（
元
禄
五
年
刊
・
一
六
九
二
）・

『
国
花
万
葉
記
』（
元
禄
一
〇
年
刊
・
一
六
九
七
） 

な
ど
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
乾
山
焼
を
取
り
巻
く
状
況
を
知
る
べ
く
、
元
禄
時
代
の
職
人
・
商
人
に

つ
い
て
一
考
し
た
。『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』（
七
巻
七
冊
）
を
参
考
に
、
時
代
相
、
風
俗
な
ど

を
探
り
、
乾
山
時
代
の
大
概
を
知
る
手
懸
か
り
と
し
た
が
、
同
書
は
京
都
の
蒔
絵
師
源

三
郎
著
、
和
文
の
詞
書
・
挿
図
か
ら
成
り
、
図
入
り
の
職
業
図
鑑
、
風
俗
事
典
と
し
て

も
活
用
さ
れ
た
。
序
文
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

上か
み

貴た
っ
とき
公く

ぎ
ょ
う卿
よ
り
庶し

ょ
じ
ん人
の
賤い

や
し
き
に
い
た
る
ま
で
の
、
其そ

の

所し
ょ
さ作
を
く
は
し
く
家い

え
い
え々

に

尋た
づ
ねて
、
来ら

い
ゆ
う由
を
た
ゞ
し
、
或あ

る
ひ
は
唐か

ら

大や
ま
と和
の
書し

ょ

に
あ
る
考か

ん
が
へ
あ
つ
め
て
、
人じ

ん
り
ん
き
ん
も
う

倫
訓
蒙

図ず

い彙
と
名
付
る
物
な
ら
し

職
人
・
商
人
図
の
出
現

『
萬
買
物
調
方
記
』
元
禄
五
年
刊



職人商人 (20)

出
版
関
係
職
人
（
板
木
彫
・
表
紙
屋
・
嘉
留
多
師
）

商
人
（
紙
屋
・
本
屋
・
絵
双
紙
賣
）

①
板は

ん
ぎ
ほ
り

木
彫

 

印
刷
物
の
た
め
の
板
木
を
彫
る
職
人
で
あ
る
。
木
版
印
刷
は
奈
良
時
代
の

陀だ

ら

に
羅
尼
に
始
ま
り
、
興
福
寺
の
春
日
版
、
禅
院
の
五
山
版
、
高
野
版
、
光

悦
本
な
ど
の
出
版
物
に
み
ら
れ
る
が
、
一
七
世
紀
、
私
版
の
刊
行
物
が
多

く
な
る
に
つ
れ
、
本
屋
の
下
職
と
し
て
職
分
化
。
本
文
・
挿
図
と
も
に
彫

る
職
人
も
お
り
、
板
木
は
刷す

り
し師
へ
廻
り
、
刷
師
か
ら
表
紙
屋
へ
と
送
ら
れ

製
本
さ
れ
た
。

②
表ひ

ょ
う
し
や

紙
屋

 

写
経
師
が
経き

ょ
う
を
巻
物
に
す
る
こ
と
に
始
ま
り
、
一
二
世
紀
に
職
人
と
し
て

独
立
、
一
七
世
紀
に
本
屋
よ
り
受
け
取
り
巻ま

き
ぼ
ん本
の
ほ
か
折お

り
ぼ
ん本
、
綴と

じ
ぼ
ん本
の
製

本
も
行
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
中
身
を
整
え
、
裏
打
ち
、
柔
ら
か
く

し
た
表
紙
を
付
け
、
糸
で
綴
じ
て
製
本
す
る
。

③
嘉か

る

た

し

留
多
師

 

嘉
留
多
は
一
六
世
紀
末
期
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
「
う
ん
す
ん
」
が
伝
え
ら
れ
、

日
本
で
は
天
正
頃
に
北
九
州
三
池
で
天
正
か
る
た
が
制
作
さ
れ
た
。
の
ち

京
都
が
中
心
地
と
な
り
、
歌
か
る
た
・
詩
か
る
た
・
物
語
か
る
た
な
ど
が

作
ら
れ
た
が
、
か
る
た
師
は
一
人
で
全
行
程
を
こ
な
し
た
と
さ
れ
、
彩
色

に
は
絵
師
の
参
加
も
あ
っ
た
と
い
う
。

④
紙
屋

 

日
本
最
古
の
紙
は
聖
徳
太
子
筆
の
「
三さ

ん
ぎ
ょ
う
ぎ
し
ょ

経
義
疏
」
と
さ
れ
る
。
紙
の
需
要

は
七
世
紀
に
本
格
化
、
官
営
工
房
、
地
方
に
お
い
て
も
生
産
さ
れ
、
税
と

し
て
も
徴
収
さ
れ
た
。
江
戸
時
代
に
は
自
由
販
売
も
行
わ
れ
、
都
市
で
は

紙
屑
買
も
現
れ
た
。

⑤
本
屋

 

本
は
、
朝
廷
・
寺
院
・
幕
府
な
ど
公
的
機
関
の
出
版
を
専
ら
と
し
た
が
、

江
戸
時
代
に
な
り
個
人
の
本
屋
、
版
元
が
生
ま
れ
、
従
来
の
書か

き
ほ
ん本
に
対
し

印
刷
本
の
板は

ん
ぼ
ん本
が
作
ら
れ
た
。
板
木
彫
と
表
紙
屋
を
下
職
と
し
た
。

⑥
絵え

ぞ
う
し
う
り

双
紙
賣

 

絵
双
紙
は
仮
名
本
の
草そ

う
し子
に
挿
図
を
入
れ
た
も
の
。
こ
こ
で
は
木
版
刷
り
、

心
中
事
件
や
地
震
・
洪
水
な
ど
を
扱
っ
た
瓦か

わ
ら
ば
ん版
、
読
売
の
類
い
で
あ
る
が
、

小
歌
に
つ
く
り
節
を
つ
け
て
売
り
歩
い
た
と
い
う
。

①
板
木
彫

②
表
紙
屋

③
嘉
留
多
師

④
紙
屋

⑤
本
屋

⑥
絵
双
紙
賣



乾山焼  発想とデザインの資源 (21)

「
衣
」
職
人
（
機
織
・
縫
物
師
・
形
彫
）

商
人
（
糸
や
・
木
綿
や
・
呉
服
や
）

①
機は

た
お
り
し

織
師

 

本
来
は
自
給
自
足
、
麻
・
葛
・
か
ら
む
し
（
青あ
お
そ苧

）
な
ど
の
糸
を
使
用
、
絹

は
貢
納
、
貴
族
の
た
め
の
織
物
で
あ
っ
た
。
一
七
世
紀
ま
で
は
京
都
が
中

心
地
で
あ
っ
た
が
、
一
八
世
紀
以
後
は
江
戸
を
中
心
に
関
東
に
も
機
業
地

が
作
ら
れ
て
ゆ
く
。
織
り
・
染
め
・
刺
繍
・
仕
立
て
な
ど
、
機
織
業
種
は

二
四
種
の
部
門
に
分
か
れ
て
い
た
。

②
縫ぬ

い
も
の
し

物
師

 

主
と
し
て
刺
繍
職
人
を
い
う
。
中
国
か
ら
渡
来
、
京
都
を
中
心
に
発
達
し

た
。
地
布
の
裏
に
下
絵
を
貼
り
五
彩
糸
、
金
・
銀
糸
な
ど
を
用
い
、
刺
繍
・

平ひ
ら
ぬ
い繍

・
相さ

が
ら
ぬ
い

良
繍
な
ど
の
技
法
に
よ
っ
て
文
様
を
浮
き
出
さ
せ
る
装
飾
で
あ

る
。

③
形か

た
ほ
り
し

彫
師

 

型
紙
を
作
る
職
人
で
あ
る
。
和
紙
に
柿
渋
を
塗
り
文
様
を
彫
り
抜
く
が
、

染
織
な
ど
に
使
用
、
京
都
、
伊
勢
を
中
心
に
技
術
は
全
国
に
広
が
っ
た
。

「
紺
屋
形
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
乾
山
焼
に
も
型
紙
使
用
が
あ
る
。

④
糸
や

 
組く

み
い
と糸

、
組く

み
ひ
も紐

な
ど
を
作
り
商
い
と
し
た
。
組
紐
作
り
は
『
延
喜
式
』
に
も

あ
り
、
古
く
か
ら
武
具
・
馬
具
・
楽
器
・
調
度
・
装
飾
品
に
使
わ
れ
る
な

ど
、
婦
人
の
好
む
所
と
し
て
平
安
時
代
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
た
。

⑤
木も
め
ん綿

や

 

絹
織
物
の
呉
服
に
対
し
、
太ふ

と
も
の物
と
称
し
、
木
綿
・
麻
を
主
に
商
う
商
家
で

あ
る
。
一
五
世
紀
に
大
陸
・
半
島
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
が
、
綿
の
栽
培
は

桃
山
期
以
来
日
本
に
お
い
て
も
始
め
ら
れ
、
寛
永
頃
に
は
九
州
・
山
城
・
摂

津
・
甲
斐
・
武
藏
国
な
ど
の
特
産
物
と
し
て
生
産
さ
れ
た
。

店
売
り
、
行
商
と
し
て
も
商
わ
れ
て
い
た
。

⑥
呉
服
や

 

絹
織
物
、
上じ

ょ
う
ぼ
ん品
の
着
る
装
束
を
扱
う
店
を
い
う
。
応
神
天
皇
代
、
唐
か
ら

呉く
れ
は服

、
空あ

や
は織

の
姉
妹
が
渡
来
、
絹
織
物
を
製
し
た
こ
と
を
始
ま
り
と
す
る
。

絹
は
蚕
綿
、
綿
は
木き

わ

た
和
多
、
そ
の
織
物
を
毛も

女め

牟ん

と
称
し
、
麻
を
一
般
に
は

布
と
呼
ん
で
い
た
。

①
機
織
師

③
形
彫
師

②
縫
物
師

④
糸
や

⑤
木
綿
や

⑥
呉
服
や



職人商人 (22)

茶
の
湯
（
茶
師
・
茶
堂
・
茶
湯
者
）

能
・
狂
言
（
面
打
・
能
・
狂
言
太
夫
）

①
茶
師

 

茶
は
奈
良
・
平
安
時
代
か
ら
貴
族
、
僧
侶
な
ど
一
部
の
人
々
に
薬
用
と
し

て
好
ま
れ
た
。
鎌
倉
時
代
に
僧
栄
西
が
中
国
か
ら
茶
種
、
製
茶
法
、
喫
茶

法
を
伝
え
る
と
、
筑
前
背せ

ぶ
り
や
ま

振
山
を
は
じ
め
と
し
て
、
京
都
栂と

が
の
お尾
、
宇
治
、

や
が
て
全
国
へ
と
拡
散
す
る
。
宇
治
の
上か

ん
ば
や
し林

は
茶
園
を
も
ち
、
将
軍
、
大

名
家
な
ど
へ
茶
を
献
上
、
御
茶
師
と
し
て
の
名
を
高
め
た
。
一
七
世
紀
後

半
に
は
茶
の
湯
の
流
行
に
伴
っ
て
葉
茶
を
挽
い
て
商
い
に
す
る
挽ひ

き
ち
ゃ
や

茶
屋
が

現
れ
た
。

②
茶さ

ど
う堂

 

茶
頭
と
も
い
う
。
茶
事
を
司
る
頭
で
あ
る
。
東
山
時
代
の
同
朋
衆
に
は
じ

ま
り
、
安
土
・
桃
山
時
代
に
は
信
長
・
秀
吉
な
ど
の
武
将
に
仕
え
た
茶
の

湯
者
を
い
う
。
茶
会
・
道
具
・
料
理
な
ど
を
担
当
、
清
き
を
嗜
み
と
す
る

と
あ
る
が
、
茶
の
指
導
か
ら
権
力
者
の
側
に
あ
っ
て
政
治
に
も
介
入
、
江

戸
時
代
は
茶
道
方
・
茶
道
頭
と
称
し
て
い
た
。

③
茶ち

ゃ
の
ゆ
し
ゃ

湯
者

 

飲
茶
の
風
習
は
中
国
、
朝
鮮
に
も
あ
っ
た
。
日
本
で
は
薬
用
と
し
た
時
代

か
ら
、
南
北
朝
期
に
茶
寄
合
、
闘
茶
会
の
娯
楽
と
し
て
親
し
み
、
室
町
期

に
は
義
政
が
銀
閣
寺
に
東
求
堂
を
設
け
書
院
の
茶
を
成
立
さ
せ
た
。
村
田

珠
光
は
庶
民
の
茶
へ
の
道
を
開
き
、
紹
鷗
、
利
休
は
草
庵
茶
を
大
成
し
た

が
、
茶
の
湯
は
人
倫
の
交
わ
り
、
行
儀
を
知
る
べ
き
一
助
と
し
て
日
本
独

自
の
文
化
・
芸
能
・
工
芸
・
衣
食
住
諸
々
を
育
ん
だ
。

④
面め

ん
う
ち打

 

能
面
な
ど
の
製
作
者
を
い
う
。
鑿
を
木
槌
で
打
っ
て
造
る
所
か
ら
の
名
称

で
あ
る
。
古
く
は
仏
師
の
余
技
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
能
の
大
成
に
よ

り
専
門
の
面
打
が
生
ま
れ
た
と
い
う
。

⑤
能の

う

・
狂き

ょ
う
げ
ん
た
ゆ
う

言
太
夫

 

室
町
時
代
、
貴
族
を
監
視
す
る
べ
く
京
都
に
幕
府
を
開
い
た
足
利
氏
の
庇

護
の
も
と
、
大
和
猿
楽
観
阿
弥
・
世
阿
弥
父
子
に
よ
っ
て
大
成
さ
れ
た
芸

能
で
あ
る
。
武
家
は
典
雅
な
堂
上
人
の
文
化
、
芸
術
に
憧
憬
、
和
歌
に
代

わ
る
連
歌
、
王
朝
物
語
に
対
し
軍
記
物
語
、
舞
楽
に
代
わ
る
能
を
推
奨
。

江
戸
時
代
に
は
武
家
の
式
楽
と
し
て
定
着
し
た
。
狂
言
は
猿
楽
の
う
ち
、

人
に
笑
い
を
供
す
る
喜
劇
で
あ
る
。

①
茶
師

②
茶
堂

③
茶
湯
者

④
面め
ん
う
ち打

⑤
能
・
狂
言
太
夫



乾山焼  発想とデザインの資源 (23)

「
食
」
職
人
（
料
理
・
割
肴
師
・
菓
子
師
）

商
人
（
米
屋
・
酒
屋
・
菪
莨
屋
）

①
料
理
人
（
庖
丁
師
）

 

中
国
で
は
庖
丁
師
と
は
庖
（
く
り
や
・
台
所
）
に
い
て
動
物
の
肉
を
扱
う
者

を
表
し
た
。
日
本
で
は
平
安
時
代
に
魚
・
鳥
の
料
理
を
担
当
、
一
五
世
紀

に
な
り
客
の
面
前
で
庖
丁
の
技
を
披
露
す
る
接
待
法
が
流
行
、
庖
丁
を
扱

う
専
門
職
種
が
現
れ
た
。

②
割き

ざ
み
さ
か
な
し

肴
師

 

包
丁
師
と
と
も
に
客
の
面
前
で
料
理
を
し
た
調ち

ょ
う
さ
い菜

か
ら
転
じ
た
も
の
。
精

進
料
理
の
調
理
師
で
あ
る
が
、
食
材
を
刻
む
、
蒸
饅
頭
ほ
か
点
心
を
作
る

な
ど
の
作
業
に
当
た
る
。
一
八
世
紀
に
は
庖
丁
師
と
割
肴
師
の
技
術
が
一

体
化
、
板
前
が
生
ま
れ
た
と
さ
れ
る
。

③
菓か

し

し
子
師

 

菓
子
は
果
物
の
意
で
あ
る
。
平
安
時
代
に
は
中
国
模
倣
の
唐
菓
子
、
木
菓

子
（
果
物
）
が
食
さ
れ
た
が
、
一
四
世
紀
に
中
国
か
ら
砂
糖
を
輸
入
、
甘
い

菓
子
類
、
一
六
世
紀
に
は
南
蛮
菓
子
が
移
入
、
カ
ス
テ
ラ
・
有あ

り
へ
い平

糖と
う

・
カ

ラ
メ
ル
な
ど
が
作
ら
れ
た
。

④
米こ

め
や屋

 
米
は
税
と
し
て
徴
収
、
都
市
以
外
で
は
特
別
食
と
さ
れ
て
い
た
。
中
世
に

商
品
化
、
一
五
世
紀
に
米
屋
が
現
れ
、
近
世
に
な
っ
て
流
通
機
構
も
整
え

ら
れ
た
が
、
米
相
場
は
武
家
の
俸
禄
米
を
扱
う
大
坂
市
場
の
力
が
強
く
、

江
戸
で
は
貢
租
米
を
扱
う
商
人
米
が
主
流
で
あ
っ
た
。
取
引
は
玄
米
、
小

売
業
が
米こ

め
つ
き
や

搗
屋
を
兼
ね
て
い
た
。

⑤
酒
屋

 

酒
屋
は
、
一
三
世
紀
に
京
都
を
主
体
に
地
方
へ
拡
散
。
酒
造
は
三
世
紀
、

朝
鮮
か
ら
渡
来
、
神
酒
に
始
ま
り
、
神
に
仕
え
る
女
性
の
手
に
よ
り
造
ら

れ
た
と
い
う
。
貴
賤
、
世
間
・
出
世
間
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
飲
酒
の

広
ま
り
は
各
地
に
酒
造
業
を
盛
ん
に
し
た
。

⑥
菪た

ば
こ
や

莨
屋

 

煙
草
は
コ
ロ
ン
ブ
ス
に
よ
っ
て
発
見
、
一
六
世
紀
末
南
蛮
貿
易
に
よ
っ
て

日
本
へ
渡
来
。
慶
長
年
間
に
九
州
か
ら
畿
内
へ
広
ま
っ
た
と
い
う
。
煙き

せ
る管

は
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
竹ら

う管
は
産
地
の
羅ら

う宇
国
（
ラ
オ
ス
）
か
ら
の
名
称
と
さ
れ

る
が
、
葉
た
ば
こ
は
刻
み
加
減
に
よ
っ
て
味
が
異
な
り
、
元
禄
頃
に
は
刻

煙
草
の
行
商
人
が
現
れ
た
。

①
料
理
人
（
庖
丁
師
）

②
割
肴
師

③
菓
子
師

④
米
屋

⑤
酒
屋

⑥
菪た
ば
こ
や

莨
屋



職人商人 (24)

「
漆
」
職
人
（
蒔
絵
師
・
印
籠
師
・
堆
朱
彫
）

商
人
（
椀
家
具
や
・
漆
屋
）

①
蒔
絵
師

 

蒔ま
き
え
し

絵
師
は
塗ぬ

し師
か
ら
分
化
し
た
職
人
で
あ
る
。
実
用
品
か
ら
装
飾
品
、
武

具
・
馬
具
・
家
具
・
調
度
な
ど
を
製
作
し
た
が
、
文
様
に
従
っ
て
五
彩
、

金
・
銀
粉
な
ど
を
蒔
く
技
術
に
よ
っ
て
蒔
絵
師
と
称
さ
れ
た
。
絵
漆
専
門

の
職
人
と
し
て
久
し
く
工
芸
分
野
の
花
形
で
あ
っ
た
。

②
印い

ん
ろ
う
し

籠
師

 

印
籠
を
作
る
職
人
で
あ
る
。
印
籠
は
、
室
町
時
代
に
中
国
か
ら
移
入
、
印

形
・
印
肉
を
入
れ
る
容
器
で
あ
っ
た
が
、
戦
国
時
代
に
救
急
薬
を
入
れ
、

江
戸
時
代
に
は
男
子
の
装
飾
品
と
し
て
腰
に
下
げ
る
こ
と
が
定
着
し
た
。

木
製
の
三
重
・
四
重
の
小
箱
で
あ
る
が
、
蒔
絵
、
堆
朱
、
螺ら

で
ん鈿
な
ど
の
装

飾
、
左
右
に
緒
を
通
し
、
緒
締
め
、
根
付
け
を
付
け
て
一
式
と
し
た
。

③
堆つ

い
し
ゅ
ほ
り

朱
彫

 

堆
朱
は
中
国
宋
代
に
盛
行
、
一
四
世
紀
禅
僧
に
よ
っ
て
日
本
へ
も
た
ら
さ

れ
た
漆
芸
で
あ
る
。
器
物
に
色
漆
を
重
ね
塗
り
、
文
様
に
沿
っ
て
錐
や
小

刀
、
鑿
な
ど
に
よ
り
彫
刻
す
る
技
法
で
あ
る
。
漆
の
色
彩
に
よ
り
、
堆
朱
・

堆
黒
・
堆
黄
な
ど
に
分
け
ら
れ
る
。

④
椀わ

ん

家か

ぐ具
や

 

塗
物
一
式
を
商
う
商
人
で
あ
る
。
椀
・
折お

し
き敷

・
盆
・
弁
当
箱
・
重
箱
・

提さ
げ
じ
ゅ
う

重
な
ど
の
食
器
の
ほ
か
、
貼
付
屏
風
・
障
子
縁
・
書
院
の
床
縁
な
ど
の

調
度
品
、
よ
ろ
ず
塗
物
を
扱
う
と
す
る
。
一
例
と
し
て
京
都
で
は
新
町
二

条
北
に
あ
っ
た
と
い
う
。

⑤
漆う

る
し
や屋

 

漆
芸
は
、
紀
元
前
か
ら
み
ら
れ
る
工
芸
で
あ
る
。
漆
の
樹
か
ら
樹
液
を
採

取
、
器
物
に
塗
る
が
、
機
能
性
、
装
飾
性
の
両
面
か
ら
活
用
、
日
本
で
は

八
世
紀
か
ら
漆
樹
の
栽
培
、
や
が
て
各
地
に
漆
芸
の
特
産
物
が
作
ら
れ
た
。

漆
屋
は
、
種
々
の
漆
の
ほ
か
、
下
準
備
に
用
い
る
砥と

の

粉こ

な
ど
も
扱
っ
て
い

た
。

①
蒔
絵
師

②
印
籠
師

③
堆
朱
彫

④
椀
家
具
や

⑤
漆
屋



乾山焼  発想とデザインの資源 (25)

「
陶
」
職
人
（
土
器
師
・
焼
物
師
）

商
人
（
瀬
戸
物
や
・
道
具
屋
・
目
利
）

①
土か

わ
ら
け
し

器
師

 

素
焼
、
釉
薬
の
な
い
低
温
焼
成
の
や
き
も
の
を
土
器
と
い
う
。
縄
文
か
ら

弥
生
時
代
に
煮
炊
き
・
貯
蔵
用
、
食
器
、
神
饌
を
盛
る
器
と
し
て
造
ら
れ

た
が
、
朝
鮮
半
島
か
ら
須
恵
器
の
技
術
が
伝
わ
る
と
、
食
器
・
酒
器
・

盃
・
灯
明
具
な
ど
の
硬
質
土
器
が
製
さ
れ
た
。
一
二
世
紀
に
は
瓦
焼
と
分

化
、
土
器
生
産
は
一
四
世
紀
に
は
各
地
へ
と
広
が
る
が
、
京
都
に
は
深
草
・

嵯
峨
・
幡
枝
な
ど
に
土
器
師
集
団
が
住
し
、
朝
廷
や
幕
府
、
野
々
宮
・
愛

宕
神
社
な
ど
の
需
要
に
応
え
た
。

②
焼や

き
も
の
し

物
師

 

茶
道
具
、
特
殊
道
具
を
除
き
、
木
椀
と
と
も
に
や
き
も
の
は
食
器
と
し
て

多
く
の
需
要
に
応
え
て
生
産
。
各
地
に
そ
れ
ぞ
れ
特
色
の
あ
る
や
き
も
の

が
造
ら
れ
た
。
西
日
本
で
は
唐
津
、
東
日
本
で
は
瀬
戸
地
域
を
中
心
に
発

達
、
一
七
世
紀
か
ら
は
九
州
有
田
に
お
い
て
は
磁
器
生
産
が
始
め
ら
れ
た
。

大
量
生
産
に
伴
っ
て
は
経
営
者
・
窯
元
と
、
や
き
も
の
師
と
し
て
の
職
方

が
分
離
し
て
ゆ
く
。

③
瀬せ

と
も
の

戸
物
や

 
諸
国
全
般
の
や
き
も
の
を
扱
う
商
人
で
あ
る
。
肥
前
、
唐
津
焼
が
多
く
、

日
常
生
活
に
必
要
な
食
器
・
貯
蔵
器
な
ど
を
主
体
と
し
た
が
、
趣
味
の
茶

道
具
類
も
商
っ
て
お
り
、
図
に
は
大
甕
・
壷
・
鉢
・
徳
利
・
蓋
物
・
茶

碗
・
皿
・
小
鉢
類
が
並
ん
で
い
る
。

④
道
具
屋

 

古
道
具
を
買
い
取
り
、
そ
れ
を
商
う
と
詞
書
に
あ
る
。
大お

お
み
せ

見
世
を
道
具
屋
、

小
見
世
を
古ふ

る

金か
ね
た
な棚
と
い
う
と
あ
り
、
店
内
に
は
大
壷
・
小
壷
・
尊
式
花

入
・
高
坏
・
香
合
・
文
箱
・
段
重
な
ど
が
並
び
、
背
後
に
は
滝
図
屏
風
、

店
先
に
は
小
刀
・
瓢
箪
・
印
籠
な
ど
が
吊
さ
れ
て
い
る
。
一
条
西
堀
川
、

四
条
下
押
小
路
、
藪
下
な
ど
に
あ
っ
た
と
い
う
。

⑤
目め

き
き利

 

鑑
定
家
で
あ
る
。
刀
剣
を
は
じ
め
、
絵
画
・
墨
蹟
、
器
物
種
々
の
良
し
悪

し
、
真
・
贋
な
ど
を
判
定
す
る
。
各
々
得
意
と
す
る
分
野
が
あ
り
、
道
を

志
す
者
の
学
ぶ
べ
き
こ
と
と
詞
書
に
あ
る
。
能
芸
者
と
さ
れ
、
職
人
で
は

な
か
っ
た
。

①
土
器
師

②
焼
物
師

③
瀬
戸
物
や

④
道
具
屋

⑤
目め

き
き利



書籍 (26)

三
、
書
籍

書
籍
は
、
乾
山
焼
三
様
式
（
画
讃
・
琳
派
・

写
し
も
の
）
の
う
ち
、
画
讃
様
式
の
典
拠
と

な
っ
た
も
の
の
筆
頭
で
あ
る
。
父
か
ら
譲
ら

れ
た
蔵
書
中
、
ま
た
巷
間
に
人
気
を
得
て
い

た
書
物
の
う
ち
、
漢
詩
・
和
歌
集
・
語
彙
集

成
な
ど
、
乾
山
の
知
識
・
見
識
を
知
る
手
懸

か
り
と
も
な
る
。
琳
派
様
式
は
嵯
峨
本
・
雛

形
本
・
図
彙
集
な
ど
を
本
居
と
し
た
が
、
こ

こ
で
は
具
体
的
に
乾
山
焼
と
そ
れ
ら
書
物
の

検
証
を
試
み
た
。

二
、
作
品
様
式
の
典
拠
と
実
証
（
書
籍
・
服
飾
・
茶
の
湯
・
料
理
・
漆
芸
・
陶
芸
）

画
讃
作
品
の
詩
歌
・
詩
文
、
作
画
の
典
拠

家
大
綱
（『
御
成
敗
式
目
』）・
暦
・『
節
用
集
』
な
ど
の
辞
書
類
が
刊
行
さ
れ
た
。

桃
山
期
は
朝
鮮
か
ら
活
字
印
刷
の
技
術
が
伝
播
、
そ
れ
を
契
機
に
印
刷
術
は
大

き
く
変
わ
る
が
、
江
戸
初
期
に
は
活
字
印
刷
を
第
一
と
し
て
、
五
山
に
独
占
さ
れ

て
い
た
出
版
事
業
は
庶
民
間
へ
と
拡
散
、
寺
院
工
房
か
ら
は
刻
工
も
独
立
、
町
で

は
知
識
人
が
参
加
し
町
版
な
ど
も
作
ら
れ
た
。
そ
の
先
駆
け
が
慶
長
・
元
和
初
年
刊

（
一
五
九
六
―
一
六
一
五
）
の
嵯
峨
本
で
あ
る
。
嵯
峨
本
は
古
典
を
題
材
、
当
時
の
キ
リ

シ
タ
ン
版
仮
名
交
じ
り
活
字
体
の
影
響
を
受
け
、
仮
名
連
綿
体
交
じ
り
の
活
字
体
、

日
本
初
の
絵
入
り
、
料
紙
・
用
紙
に
工
夫
の
施
さ
れ
た
書
物
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
出
版
事
業
は
京
都
が
基
盤
、
明
暦
（
一
六
五
五
―
五
八
）
大
火
後
に
な
り
江
戸
、

寛
文
（
一
六
六
一
―
七
三
）
末
年
頃
か
ら
大
坂
が
活
動
、
三
都
は
出
版
事
業
の
中
心
地
と

し
て
発
展
し
た
。
が
、
活
字
印
刷
は
文
字
製
作
・
保
存
、
技
術
上
の
行
き
詰
ま
り
も

あ
り
一
時
中
断
、
そ
の
後
は
専
ら
製
版
印
刷
の
時
代
と
な
る
が
、
江
戸
後
期
に
な
り

再
び
盛
行
、
先
の
嵯
峨
本
な
ど
は
の
ち
に
「
古
活
字
本
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。

日
本
の
印
刷
物
は
漢
字
・
漢
文
、
そ
れ
を
訓
読
す
る
た
め
の
訓
点
、
仮
名
書
き
な

ど
複
雑
で
あ
る
。
活
字
印
刷
か
ら
、
寛
永
頃
（
一
六
二
四
―
四
四
）
に
は
再
び
板
木
に
よ

る
製
版
印
刷
が
活
発
化
す
る
が
、
料
理
、
園
芸
な
ど
へ
と
分
野
は
広
が
り
、
民
間
に

本
屋
が
出
現
、
図
書
と
い
え
ば
、
以
後
印
刷
本
が
主
流
と
な
っ
た
。
寄
付
、
支
援
に

頼
っ
た
出
版
事
業
は
、
江
戸
期
に
な
り
商
業
化
、
寺
院
出
版
の
刻
工
が
門
前
、
寺
町

書
物
の
歴
史
と
出
版

日
本
の
出
版
状
況

書
物
に
は
書か
き
ほ
ん本
と
版は
ん
ぼ
ん本
が
あ
る
。
書
本
は
筆
者
の
自
筆
本
、
ま
た
他
者
が
そ
れ
を

書
き
写
し
た
も
の
、
版
本
（
板
本
）
は
文
章
・
挿
図
を
板
木
に
彫
る
製
版
印
刷
、
木

製
・
銅
製
の
活
字
を
用
い
た
活
字
印
刷
の
二
種
に
分
け
ら
れ
る
。

日
本
で
は
室
町
時
代
ま
で
は
本
と
い
え
ば
筆
写
に
よ
る
写
本
で
あ
っ
た
。
が
、
印

刷
術
を
知
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
唐
代
の
技
術
に
学
び
、
奈
良
時
代
に
は
日

本
最
古
の
印
刷
物
梵ぼ

ん
ご語

に
よ
る
経
文
「
百ひ

ゃ
く
ま
ん
と
う
だ
ら
に

万
塔
陀
羅
尼
」
が
作
ら
れ
て
お
り
、
平
安

末
期
に
は
摺す

り
き
ょ
う経、

寺
院
で
は
寛
治
二
年
（
一
〇
八
八
）
に
奈
良
の
興
福
寺
・
春
日
神
社

に
春
日
版
が
開
版
さ
れ
て
い
た
。
鎌
倉
期
に
は
仏
教
関
係
、
南
北
朝
期
に
は
鎌
倉
・

京
都
五
山
に
五
山
版
が
盛
行
、
室
町
期
に
な
り
仏
書
以
外
の
医
学
書
、
実
用
書
、
武



乾山焼  発想とデザインの資源 (27)

な
ど
に
工
房
を
構
え
る
ま
で
に
本
格
化
。
知
識
人
の
要
望
に
従
う
形
で
出
発
し
、
寛

文
・
元
禄
頃
に
は
武
家
、
町
方
も
多
数
参
加
、
仮
名
交
じ
り
の
実
用
書
、
教
訓
書
、

謡
本
な
ど
、
読
書
層
の
拡
大
か
ら
訓
点
を
施
し
た
付
訓
刻
本
の
出
版
が
盛
行
し
た
。

本
は
、
一
つ
に
漢
籍
・
詩
文
集
・
古
典
国
書
・
専
門
書
類
、
二
つ
に
女
子
供
の
読

物
と
す
る
草
紙
本
に
分
け
ら
れ
た
。
詩
文
集
で
は
杜
甫
・
李
白
の
愛
好
者
に
『
唐
詩

選
』『
唐
詩
品
彙
』、
蘇
東
坡
・
黄
山
谷
の
支
持
者
に
『
三さ

ん
て
い
し

體
詩
』『
瀛え
い
け
い奎
律り
つ
ず
い髄
』、
総

体
と
し
て
『
古
文
眞し
ん
ぽ
う寶
』『
詩
人
玉ぎ
ょ
く
せ
つ屑』『
冷
斎
夜や

わ話
』
な
ど
が
人
気
を
集
め
、
明
暦

頃
に
は
作
詩
・
鑑
賞
の
手
引
書
『
圓え

ん
き
か
っ
ぽ
う

機
活
法
』、
日
本
人
に
よ
る
漢
籍
注
釈
書
、
延
宝

か
ら
元
禄
期
に
は
詩
学
・
詩
法
の
指
南
書
、
俳
諧
句
集
類
が
多
く
出
廻
る
。
古
く
は

五
山
僧
、
世
阿
弥
な
ど
、
近
く
は
西
鶴
、
近
松
、
芭
蕉
、
乾
山
に
と
、
語
彙
集
成
、

詩
集
、
句
集
、
要
約
書
の
引
用
や
転
載
が
盛
ん
に
な
り
、
著
述
・
戯
曲
・
俳
諧
に
と

詩
文
の
切
り
取
り
、
貼
付
、
挿
入
な
ど
の
転
用
・
応
用
、
そ
の
利
用
が
活
発
化
す
る
。

乾
山
焼
画
讃
様
式
は
や
き
も
の
に
そ
の
転
用
を
図
っ
た
も
の
で
あ
る
。

和
文
学
の
出
版
に
も
特
色
が
あ
る
。
特
権
階
級
の
手
に
あ
っ
た
古
典
文
学
が
庶
民

の
も
と
に
花
開
く
が
、「
古
き
こ
と
ぶ
み
」
は
娯
楽
色
を
強
め
、
上
方
地
方
を
中
心
に

小
説
・
歌
論
・
名
所
記
・
俳
諧
書
、
浮
世
草
子
・
戯
曲
・
絵
抄
類
が
親
し
ま
れ
た
。

草
紙
本
と
は
、
仮
名
交
じ
り
、
挿
図
の
多
い
絵
本
・
噺は

な
し
ぼ
ん本・

読よ
み
ほ
ん本

（
中
国
物
の
翻

訳
）・
好
色
本
・
教
訓
書
・
遊
芸
書
・
料
理
書
・
旅
の
書
な
ど
の
類
い
で
あ
る
。
色
摺

り
印
刷
も
人
気
を
集
め
浮
世
絵
版
画
が
流
行
、
並
本
・
上
製
本
な
ど
の
製
本
上
の
区

別
も
生
ま
れ
、
大
著
に
は
百
科
事
典
と
し
て
重
寶
記
、
大
成
・
集
成
・
諺げ

ん
か
い解

・
詳し

ょ
う
か
い解

な
ど
の
全
書
類
が
刊
行
さ
れ
た
。
好
色
本
は
世
情
・
人
情
・
気
質
を
描
写
、
町
人
文

学
の
代
表
と
な
る
が
、
好
色
物
・
町
人
物
・
武
家
物
な
ど
に
分
け
ら
れ
る
。
京
都
に

は
固
定
の
読
者
層
が
控
え
て
い
た
。
上
流
文
化
人
を
対
象
に
仏
書
・
儒
学
書
な
ど
堅

実
な
書
物
出
版
に
固
執
し
た
が
、
大
坂
は
特
殊
な
読
者
層
と
の
結
び
つ
き
も
な
く
、

同
地
に
生
ま
れ
不
動
の
人
気
を
得
て
い
た
好
色
本
を
中
心
に
、
独
立
し
た
本
つ
く
り
、

販
売
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
た
。
町
売
り
、
農
村
へ
と
売
り
込
み
に
も
廻
り
、
貸
本
商

売
に
も
取
り
組
む
が
、
庶
民
の
多
く
が
文
字
を
習
い
、
能
・
謡
を
楽
し
み
、
俳
諧
を

嗜
み
と
し
た
。
遊
芸
を
披
露
、
集
会
・
寄
合
に
も
積
極
的
に
参
会
、
そ
の
交
流
は
勢

い
本
の
売
買
、
貸
借
な
ど
に
も
影
響
し
、
書
物
の
増
加
は
図
書
目
録
の
刊
行
を
盛
ん

に
し
た
。
禁
書
は
軍
書
類
、
歌
書
類
、
暦
類
、
幕
府
へ
の
批
判
書
、
噂
事
、
一
部
の

好
色
本
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。

乾
山
作
品
と
関
係
図
書

乾
山
は
遺
産
に
書
籍
一
式
を
贈
ら
れ
た
。
父
宗
謙
か
ら
乾
山
の
蔵
書
へ
と
、
知
識
、

心
の
糧
と
な
っ
た
そ
れ
ら
の
書
物
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
文
人
時
代

の
隠
居
生
活
を
支
え
、
乾
山
焼
作
品
の
基
本
様
式
を
築
い
た
書
物
は
如
何
な
る
も
の

で
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
書
物
は
の
ち
ど
こ
へ
消
え
て
し
ま
っ
た
の
か
。
日
記
、
蔵
書

目
録
も
残
っ
て
お
ら
ず
、
詳
び
ら
か
に
は
為
し
得
な
い
が
、
父
の
予
見
通
り
書
籍
一

式
は
生
涯
を
支
え
る
宝
と
な
っ
た
。「
小
西
家
文
書
」
に
は
宗
謙
の
趣
味
を
伝
え
る
漢

詩
集
・
和
歌
集
の
写
し
が
あ
る
。
漢
詩
に
は
『
文も

ん
ぜ
ん選
』
か
ら
「
答
が
ん
え
ん
ね
ん
に
こ
た
ふ

顔
延
年
」（
王
僧
達
）、

「だ
い
し
ょ
う
ぐ
ん
の
え
ん
か
い
に
め
い
を
こ
う
む
り
て
つ
く
れ
る
し

大
将
軍
讌
會
被
命
作
詩
」（
陸
雲
・
陸
士
龍
）、「は
く
ば
お
う
ひ
ょ
う
に
お
く
る

贈
白
馬
王
彪
」（
曹
植
・
曹
子
建
）

ほ
か
、
廬ろ
ど
う同
「
茶
歌
」、
陶
淵
明
「
擬
古
」
な
ど
、
和
歌
集
に
は
『
新
古
今
集
』『
拾

遺
集
』『
後
拾
遺
集
』『
新
拾
遺
集
』『
続
古
今
集
』『
後
撰
集
』『
玉
葉
集
』『
千
載
集
』
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な
ど
が
あ
る
。
乾
山
焼
作
品
に
は
以
下
の
書
物
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

一
、
類
書
：
画
讃
様
式
と
そ
の
知
識
を
補
う
も
の

二
、
絵
本
：
絵
画
・
絵
付
け
の
参
考
に
用
い
た
も
の

三
、
画
譜
：
絵
画
・
絵
付
け
の
参
考
に
用
い
た
も
の

一
、
類
書

中
国
で
は
六
朝
か
ら
唐
代
に
か
け
て
漢
籍
を
「
経け

い

・
史
・
子し

・
集
」
の
四
部
に
分

類
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
。
図
書
目
録
の
規
範
で
あ
る
が
、「
経
」
は
四
書
五
経
な
ど

儒
教
経
典
・
注
釈
・
訓
詁
学
。「
史
」
は
歴
史
・
地
理
・
王
朝
関
係
。「
子
」
は
諸
子

百
家
・
天
文
学
・
暦
学
・
医
学
・
指
南
書
・
類
書
な
ど
。「
集
」
は
詩
集
・
文
集
・
全

集
な
ど
の
文
芸
書
・
文
芸
評
論
書
・
類
書
な
ど
。
今
日
そ
れ
ら
を
総
合
し
包
括
的
に

内
容
を
一
書
に
総
集
、「
叢そ

う

」
と
称
し
て
五
部
と
す
る
こ
と
も
あ
る
。

類
書
は
中
国
三
国
時
代
の
魏ぎ

に
始
ま
る
。『
皇こ

う
ら
ん覧

』
を
嚆こ

う
し矢

と
し
、
現
存
す
る
最
古

の
類
書
は
隋
末
期
の
『
北ほ

く
ど
う
し
ょ
し
ょ
う

堂
書
鈔
』
で
あ
る
。
唐
代
に
は
『
藝げ

い
も
ん
る
い
じ
ゅ
う

文
類
聚
』
が
編
纂
さ

れ
、
事
典
・
辞
書
・
百
科
全
書
と
し
て
活
用
、
以
後
類
書
の
規
範
と
な
る
が
、
類
書

は
、
大
量
の
古
書
の
内
か
ら
慣
用
語
・
文
章
・
詩
賦
・
故
実
な
ど
を
集
め
、
項
目
別

に
配
列
し
た
抜
書
集
で
あ
る
。
国
家
事
業
と
し
て
記
録
、
時
の
為
政
者
に
知
ら
し
め

る
こ
と
を
意
図
し
た
が
、
過
去
・
現
在
の
す
ぐ
れ
た
知
識
が
集
積
、
刊
行
は
士
大
夫
、

第
一
資
料
を
も
た
な
か
っ
た
人
々
、
科
挙
試
験
の
受
験
生
に
は
別
し
て
必
要
不
可
欠

の
書
物
と
な
っ
た
。
宋
代
版
を
基
と
す
る
『
詩
學
大
成
』、
明
代
の
『
圓
機
活
法
』
は

そ
れ
ら
の
代
表
的
な
類
書
・
詩
学
書
で
あ
る
。

日
本
は
、
中
国
の
類
書
を
多
用
、
邦
人
に
よ
る
類
書
の
作
成
は
平
安
時
代
に
始
め

ら
れ
た
。
往
来
物
、
の
ち
の
節
用
集
・
重
寶
記
な
ど
の
類
い
で
あ
る
が
、
往
来
物
は

手
紙
の
書
式
・
文
案
を
教
え
、
歴
史
・
地
理
・
道
徳
な
ど
、
寺
子
屋
教
育
で
は
教
本
・

教
訓
書
と
し
て
活
用
し
た
。
節
用
集
は
礼
儀
作
法
、
常
識
、
日
常
生
活
の
暮
ら
し
の

智
慧
・
知
識
全
般
、
重
寶
記
（
調
法
記
・
調
方
記
）
は
躾し
つ

け
・
嗜た
し
なみ
・
教
養
・
諸
芸
の
あ

り
方
を
指
導
、
家
庭
生
活
、
さ
ら
に
は
商
売
・
風
俗
・
芸
事
に
至
る
諸
相
を
説
い
た
。

『
新
撰
字じ
き
ょ
う鏡
』『
和わ
み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
し
ょ
う

名
類
聚
抄
』（
平
安
時
代
）、『
十
二
月
往
来
』『
貴き
れ
い嶺
往
来
』（
鎌
倉

時
代
）、『
下か
が
く
し
ゅ
う

学
集
』『
節せ
つ
よ
う用
集
』『
庭て
い
き
ん訓
往
来
』『
尺せ
き

素そ

往
来
』（
室
町
時
代
）、『
万
宝
全

書
』『
和
漢
三
才
図
会
』『
女
重
寶
記
』『
男
重
寶
記
』『
買
物
調
方
記
』（
江
戸
時
代
）
は

代
表
的
な
書
物
で
あ
る
。

二
、
絵
本

絵
本
は
絵
入
り
本
と
画
譜
に
別
け
ら
れ
る
。
中
国
で
は
絵
入
り
本
は
教
訓
書
、
地

理
・
歴
史
書
な
ど
、
漢
代
の
『
大
学
』『
小
学
』『
山せ

ん
が
い
き
ょ
う

海
経
』
ほ
か
に
例
が
あ
る
。
典

型
図
、
模
範
図
、
文
書
の
意
味
を
支
え
る
役
割
を
担
う
が
、
挿
図
は
仏
教
書
、
伝
記

物
、
本
草
学
書
、
元
代
に
は
俗
文
学
に
結
び
つ
き
、
明
代
に
は
類
書
・
手
引
書
・
軍

事
・
医
学
書
な
ど
へ
と
広
く
用
い
ら
れ
た
。

日
本
で
は
、
文
章
と
絵
画
の
結
び
つ
き
は
平
安
時
代
の
絵
巻
物
に
始
ま
っ
た
。
絵

入
り
本
は
、
奈
良
絵
と
称
し
、
室
町
末
期
、
奈
良
の
仏
師
が
土
産
物
と
し
て
描
い
た

御
伽
草
子
の
冊
子
化
し
た
も
の
が
起
こ
り
と
さ
れ
る
。
謡
曲
・
幸こ

う
わ
か
ま
い

若
舞
、
古
典
物
語

を
題
材
と
し
て
大
量
制
作
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
初
期
を
迎
え
嵯
峨
本
が
刊
行
さ
れ
た
。

江
戸
時
代
は
絵
入
り
本
の
全
盛
期
で
あ
る
。
大
和
絵
師
、
狩
野
絵
師
も
参
加
、
菱
川

師も
ろ
の
ぶ宣
・
奥
村
政
信
・
西
川
祐す
け
の
ぶ信
な
ど
の
絵
師
が
知
ら
れ
、
絵
入
り
本
は
草
紙
屋
・
地
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本
問
屋
の
扱
う
も
の
、
読
者
は
女
子
供
が
主
体
で
あ
っ
た
。『
訓き
ん
も
う蒙
図ず

い彙
』『
好
色
一

代
男
』『
絵
本
寶
鑑
』『
鴫し

ぎ
の
は
ね
が
き

羽
掻
』
な
ど
が
例
で
あ
る
。
画
譜
と
分
別
、
絵
入
り
本
は

娯
楽
性
が
強
く
「
俗
」、
画
譜
は
文
学
的
か
つ
教
訓
的
「
雅
」
と
さ
れ
て
い
た
。

三
、
画
譜

画
譜
は
、
図
の
無
い
も
の
と
有
る
も
の
、
無
い
も
の
に
は
北
宋
代
の
『
宣せ
ん
な和
画
譜
』、

有
る
も
の
は
南
宋
代
の
『
梅
花
喜
神
譜
』
を
始
め
と
す
る
。
唐
代
の
仏
教
画
に
端
緒

が
あ
り
、
絵
画
の
一
般
化
、
通
俗
化
に
関
係
す
る
が
、
元
代
、
大
衆
文
学
が
盛
行
し

た
。
通
俗
書
に
は
挿
絵
が
増
加
、
絵
画
は
一
段
と
民
衆
に
接
近
し
た
が
、
素
人
画
家
、

絵
画
の
蒐
集
も
盛
ん
に
な
り
、
結
果
、
画
譜
は
南
宋
代
か
ら
明
・
清
代
に
か
け
最
も

盛
ん
に
刊
行
さ
れ
た
出
版
物
と
な
る
。
花
鳥
画
、
花か

き卉
画
か
ら
の
移
行
で
あ
っ
た
が
、

初
期
、
画
題
は
単
独
が
多
く
、『
梅
譜
』『
竹
譜
』『
菊
譜
』『
図
絵
宗そ
う
い彝
』『
八
種
画

譜
』『
芥か

い
し
え
ん

子
園
画
伝
』
な
ど
、
技
法
の
解
説
、
教
訓
を
提
示
、
広
く
陶
芸
、
漆
芸
な
ど

の
工
芸
分
野
に
応
用
さ
れ
た
。
景
徳
鎮
で
は
絵
付
け
・
装
飾
の
手
本
と
し
た
。

日
本
で
は
、
中
国
の
画
譜
の
翻
刻
を
始
め
と
す
る
。
絵
入
り
本
と
の
判
別
は
、
主

題
と
漢
詩
文
、
本
文
と
挿
絵
の
兼
ね
合
い
な
ど
の
様
式
上
、
漢
画
系
の
絵
師
の
参
加
、

書
物
屋
・
書
物
問
屋
な
ど
の
本
屋
扱
い
な
ど
に
相
異
が
あ
っ
た
。
邦
人
に
よ
る
画
譜

の
出
版
は
、
正
徳
二
年
序
享
保
六
年
刊
（
一
七
二
一
）『
画が

せ
ん筌

』
が
早
い
例
と
さ
れ
て
い

る
。
和
漢
の
画
本
を
参
考
に
、
絵
画
制
作
の
基
本
・
構
図
を
教
導
、
初
学
者
向
け
の

手
引
書
と
な
る
が
、
当
時
人
物
図
な
ど
絵
入
り
伝
記
本
は
画
譜
と
は
み
な
さ
れ
ず
、

狩
野
派
で
は
専
ら
作
品
模
写
の
縮
図
を
粉ふ

ん
ぽ
ん本
と
し
て
用
い
て
い
た
。
享
保
年
間
に
な

り
『
画
本
手て
か
が
み鑑
』『
扶
桑
画
譜
』
な
ど
の
刊
行
が
み
ら
れ
る
。

乾
山
作
品
の
典
拠

乾
山
焼
は
、
画
讃
様
式
に
乾
山
個
人
の
見
識
と
書
、
兄
光
琳
お
よ
び
絵
師
渡
邊
素

信
の
画
法
が
残
る
。
作
品
に
は
和
・
漢
、
彩
色
・
無
彩
色
、
低
火
度
焼
成
・
高
火
度

焼
成
の
別
が
あ
り
、「
漢
」
の
絵
付
け
は
絵
本
・
画
譜
、
讃
は
『
詩
學
大
成
』『
圓
機

活
法
』
な
ど
詩
学
書
・
漢
詩
集
・
文
集
他
、「
和
」
に
は
絵
本
・
謡
本
、『
雪
玉
集
』
な

ど
和
歌
集
・
歌
書
他
が
使
わ
れ
た
。
多
く
は
乾
山
座
右
の
書
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
。

一
、
漢
画
的
主
題

画

： 『
列
仙
全
傳
』『
図
絵
宗
彙
』『
八
種
画
譜
』『
瀟
湘
八
景
詩
歌
鈔
』

 

『
絵
本
宝
鑑
』『
画
筌
』
な
ど

詩
文
： 『
圓
機
活
法
』『
詩
學
大
成
』『
古
文
眞
寶
』『
司
馬
温
公
文
集
』

 

『
東
隠
録
』『
三
籟
集
』『
全
芳
備
祖
』『
廣
群
芳
譜
』『
全
唐
詩
』

 

『
三
體
詩
』『
寒
山
詩
』『
陳
輿
義
集
』『
杜
詩
註
解
』『
李
太
白
詩
』
な
ど

二
、
日
本
的
主
題

画

： 『
伊
勢
物
語
』『
源
氏
物
語
』『
三
十
六
歌
仙
』『
謡
本
』（
嵯
峨
本
）

 

『
百
人
一
首
像
讃
抄
』『
鴫
羽
掻
』『
光
琳
絵
本
道
知
辺
』、
雛
形
本
種
々

和
歌
： 『
伊
勢
物
語
』『
源
氏
物
語
』『
つ
れ
づ
れ
草
』『
瀟
湘
八
景
詩
歌
鈔
』

 

『
和
漢
朗
詠
集
』『
雍
州
府
志
』『
拾
遺
愚
草
』『
題
林
愚
抄
』『
百
人
一
首
』

 

『
古
今
和
歌
集
』『
新
古
今
和
歌
集
』『
拾
遺
和
歌
集
』『
後
拾
遺
和
歌
集
』

 

『
新
拾
遺
和
歌
集
』『
後
撰
和
歌
集
』『
玉
葉
和
家
集
』『
風
葉
和
歌
集
』

 
『
六
歌
仙
』『
俊
成
三
十
六
人
歌
合
』『
千
載
和
歌
集
』『
新
勅
撰
和
歌
集
』

 

『
詞
花
和
歌
集
』『
続
詞
花
和
歌
集
』『
黄
葉
和
歌
集
』『
雪
玉
集
』『
柏
玉
集
』

な
ど
、
以
上
の
諸
本
が
和
漢
の
画
讃
様
式
の
典
拠
・
参
考
と
し
て
指
摘
で
き
る
。
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『
圓
機
活
法
』
は
、
乾
山
焼
の
画
讃
様
式
、
漢
画
作

品
詩
文
の
大
半
を
占
め
た
詩
学
書
で
あ
る
。
詩
學
巻

二
四
巻
、
韻
學
巻
一
四
巻
の
二
部
か
ら
成
り
、
序
文
に

は
「
時

萬
歴
年

吉
旦

大
理
寺
評
事
吉
水
李
衡
仲

嶽
甫
識
」
と
あ
る
。
萬
歴
年
間
（
一
五
七
三
―
一
六
一
九
）

の
出
版
で
あ
る
が
、
康
煕
三
六
年
序
と
し
た
も
の
も
あ

る
。
日
本
へ
は
元
和
・
寛
永
頃
に
到
来
、
和
刻
版
は
明

暦
二
丙
申
歳
（
一
六
五
六
）
の
序
の
あ
る
も
の
が
は
じ

め
と
さ
れ
る
。
王お

う
せ
い
て
い

世
貞
校
正
・
楊よ

う
そ
う淙

参
閲
と
あ
り
、

唐
・
宋
・
明
代
の
有
名
無
名
の
詩
人
の
詩
句
、
四
四
部

の
詠
物
部
門
、
叙
事
・
事
実
・
品
題
・
大
意
・
起
句
・

聯
句
・
結
句
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

題
画
詩
「
畫
梅
」
に
は
梅
の
大
意
「
清
淡
横
斜
」、
品
題
と

し
て
明
の
王お

う
ち
ょ
う
き

肇
基
の
七
言
律
詩
が
あ
る
。

乾
山
は
律
詩
の
一
句
か
ら
四
句
ま
で
を
二
枚
の
角
皿
に
分

け
て
引
用
、
筆
画
に
は
光
琳
銘
・
光
琳
花
押
が
記
さ
れ
た
。

兄
弟
合
作
で
あ
る
。
梅
花
の
詩
に
は
、
浙
江
省
西
湖
に
浮
か

ぶ
孤
山
に
隠
棲
、
梅
と
鶴
を
愛
し
て
生
涯
を
終
え
た
林
逋
（
和

靖
）
の
氷
の
如
き
透
き
と
お
る
清
さ
が
流
れ
る
。

乾
山
作
品
と
典
拠

一
、
漢
『
圓
機
詩
學
活
法
全
書
』 （『
圓
機
活
法
詩
學
大
全
』） 

明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
和
刻
版

『
圓
機
活
法
』
奥
付

『
圓
機
活
法
』
序

「
畫
梅
」『
圓
機
活
法
』

銹
絵
梅
図
角
皿

銹
絵
梅
図
角
皿

銹
絵
梅
図
角
皿

耻
隨
萬
物
迹
枯
栄

別
借
人
間
造
化
成

乾
山
深
省
書

（
印
）
乾
山尚

古
・
陶
隱
（
逆
）

寂
明
光
琳

香
断
孤
山
添
雪
冷

標
分
南
浦
挺
氷
清

乾
山
陶
隱
書

（
印
）
乾
山尚

古
・
陶
隱
（
逆
）

法
橋
光
琳

（
花
押
）「
寿
」
型

清
淡
横
斜

乾
山
省
書

（
花
押
）
巾
着
型

（
裏
）
寳
永
辛
夘
歳
三
月

五
日
造
之
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典
拠

乾
山
焼

参
考

『
圓
機
活
法
』「
宮
室
門
・
酒
楼
」
明
の
濮ぼ

く
よ
う
で
ん

陽
傳
に
よ
る
酒
楼

を
詠
じ
た
五
言
律
詩
で
あ
る
。
乾
山
は
全
句
を
引
用
、
山
水
図

銹
絵
額
皿
の
詩
讃
と
し
た
。

南な
ん
ぼ
く
せ
ん
ぎ
ょ
う
の
か
り

北
千
行
鴈

東と
う
ざ
い
ば
ん
り
の
あ
き

西
萬
里
秋

情じ
ょ
う
こ
ま
や
か
に
し
て
た
だ
さ
け
を
こ
わ
ん
に

濃
惟
眷
酒

脚あ
し
う
み
て
ろ
う
に
の
ぼ
る
こ
と
を
お
そ
る

倦
怯
登
樓

雲う
ん
れ
い
じ
ん
ぼ
う
を
ま
よ
わ
し

嶺
迷
人
望

風ふ
う
は
ん
か
く
し
ゅ
う
を
か
く

帆
挂
客
愁

水み
ず
め
ぐ
り
て
や
ま
た
た
ず

流
山
不
断

誰た
れ
か
ふ
て
ん
の
ゆ
う
を
え
ん

得
普
天
遊

『
圓
機
活
法
』「
天
文
門
・
老
人
星
」
四
言
律
詩
で
あ
る
。「
賛

南
極
老
人
星
」
と
あ
り
、
乾
山
は
一
句
か
ら
四
句
ま
で
を
寿
老

人
図
銹
絵
角
皿
に
用
い
て
い
る
。

鴻こ
う
も
う
は
じ
め
て
わ
か
れ
て

濠
肇
判

南な
ん
き
ょ
く
ひ
か
り
を
た
く
わ
う

極
儲
精

乾け
ん
こ
ん
ひ
さ
し
き
こ
と
を
お
な
じ
く
す

坤
同
久

曰い
う
に
じ
ゅ
せ
い
と
な
す

爲
壽
星

『
圓
機
活
法
』「
書
畫
門
・
畫
竹
」
明
の
夏か

け
い
し
ゅ
う

桂
洲
に
よ
る
七
言

律
詩
で
あ
る
。
竹
図
銹
絵
角
皿
に
七
句
・
八
句
が
記
さ
れ
て
お

り
、
同
書
と
乾
山
焼
に
は
「
中
」「
裏
」
の
異
字
が
あ
る
。

寫う
つ
し
い
る
た
ん
せ
い
ず
が
の
う
ち

入
丹
青
圖
畫
中
（
裏
）

高こ
う
ど
う
ひ
び
へ
い
あ
ん
を
ほ
う
ず

堂
日
日
報
平
安

『
圓
機
活
法
』「
地
理
門
・
瀑
布
泉
」
唐
の
方ほ

う
か
ん干

（
方
三
拝
・

玄
英
先
生
）「
東
山
瀑
布
」
を
詠
じ
た
七
言
律
詩
で
あ
る
。
山
水

図
銹
絵
茶
碗
に
は
五
句
・
六
句
が
使
わ
れ
て
い
る
。

素そ
し
き
ふ
き
な
す
さ
ん
ぷ
く
の
ゆ
き

色
噴
成
三
伏
雪

餘よ
は
な
が
れ
な
す
ま
ん
ね
ん
の
か
ん

波
流
作
萬
年
澗

（『
圓
機
活
法
』
日
本
版
は
明
暦
二
年
・
寛
文
一
二
年
・
同
一
三
年
・
延

宝
元
年
・
天
明
二
年
・
文
政
七
年
・
明
治
一
五
年
・
同
三
四
年
刊
が
あ

る
。）

『圓機活法』
「地理門・瀑布泉」巻四

『圓機活法』
夏桂洲詩「書畫門・畫竹」
巻十八

『圓機活法』
賛南極老人星「天文
門・老人星」巻一

『圓機活法』
濮陽傳詩「宮室門・酒樓」
巻五

滝図茶碗 竹図角皿 寿老人図角皿 山水図額皿



書籍 (32)

典
拠

参
考

『
詩
學
大
成
』（
三
〇
巻
・
林り
ん
て
い楨
）
は
、『
圓
機
活
法
』（
三
八
巻
）

に
先
立
ち
宋
代
に
刊
行
さ
れ
た
詩
学
書
で
あ
る
。
宋
代
版
（
毛

直
方
）、
そ
れ
を
基
に
し
て
明
版
（
司
禮
監
・
李
攀
龍
）
も
刊
行

さ
れ
た
が
、
蒙
古
支
配
の
元
朝
下
に
人
気
も
高
く
、
日
本
へ
は

鎌
倉
末
期
に
渡
来
、
早
く
も
南
北
朝
期
に
は
五
山
僧
に
よ
っ
て

和
刻
版
が
作
ら
れ
た
。『
辨べ

ん
ぎ
し
ょ
も
く
ろ
く

疑
書
目
録
』（
宝
永
七
年
刊
）
に
は

足
利
版
と
し
て
『
群
玉
韻
府
』『
詩
學
大
成
』『
三
體
詩
』『
古
文

眞
寶
』
な
ど
の
記
録
が
あ
る
。
詩
歌
の
多
く
は
『
圓
機
活
法
』

に
重
複
す
る
。

『
詩
學
大
成
』「
飛
禽
門
・
雀
」
周
愛
蓮
詩
、
七
言
律
詩
で
あ

る
。
乾
山
は
三
句
・
四
句
を
用
い
て
い
る
。

嘖さ
く
さ
く
と
し
て
え
ん
ぜ
ん
だ
ん
ぴ
に
か
ま
び
す
し
く

嘖
簷
前
喧
暖
日

嘐こ
う
こ
う
と
し
て
り
ん
じ
ょ
う
せ
い
て
ん
に
さ
わ
ぐ

嘐
林
上
噪
晴
天

『
詩
學
大
成
』「
圖
畫
門
・
畫
鶴
」
明
の
夏
桂
洲
「
飛
鳴
宿

食
・
四
絶
」
中
「
鳴
」
を
詠
じ
た
七
言
絶
句
で
あ
る
。
乾
山
は

三
句
・
四
句
を
引
用
し
た
。

仰ぎ
ょ
う
こ
す
る
も
い
ま
だ
し
ょ
う
か
ん
の
き
ょ
を
な
さ
ず

顧
未
爲
霄
漢
擧

一い
っ
せ
い
の
せ
い
れ
い
ひ
と
を
お
ど
ろ
か
す
こ
と
を
か
い
す

聲
清
唳
解
驚
人

『
詩
學
大
成
』「
百
木
門
・
栽
松
」
徐じ

ょ
け
い
せ
ん

瓊
泉
に
よ
る
七
言
律
詩

で
あ
る
。
一
句
・
二
句
が
使
わ
れ
て
い
る
。

愛あ
い
し
ょ
う
た
だ
て
っ
し
ん
の
か
た
き
に
あ
り

松
唯
有
鉄
心
堅

是こ
れ
の
ゆ
え
に
さ
い
ば
い
す
き
ょ
く
か
ん
の
ま
え

故
栽
培
曲
檻
前

『
詩
學
大
成
』「
宮
室
門
・
閑
居
」
劉り

ゅ
う
は
く
じ
ょ

伯
序
の
七
言
律
詩
で
あ

る
。『
圓
機
活
法
』
に
も
あ
る
が
、
乾
山
焼
で
は
一
句
か
ら
四

句
ま
で
を
二
句
毎
火
入
と
茶
碗
に
分
け
て
引
用
。
火
入
に
は
一

句
・
二
句
、
山
水
図
茶
碗
に
は
三
・
四
句
が
記
さ
れ
て
い
る
。

黄お
う
ご
ん
い
ち
ざ
い（
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
こ
う
だ
い
を
き
ず
く

金
一
在
（
任
）
築
高
臺

此こ
の
ち
に
ゆ
う
せ
い
こ
こ
ろ
じ
か
い
す

地
幽
栖
心
自
灰

乾
山
焼

『詩學大成』
劉伯序詩「宮室門・閑居」
巻七

『詩學大成』
徐瓊泉詩「百木門・栽松」
巻十一

『詩學大成』
夏桂洲詠鶴圖飛鳴宿食四絶
「圖畫門・畫鶴」巻二十

『詩學大成』
周愛蓮詩「飛禽門・雀」
巻二十二

山水図火入 松図角皿 鶴図角皿 竹雀図角皿



乾山焼  発想とデザインの資源 (33)

典
拠

乾
山
焼

参
考

『
簡
斎
詩
集
』（
一
五
巻
）
は
、
宋
の
陳ち

ん

與よ

ぎ義
撰
、
宋
劉
辰
翁

評
で
あ
る
。
日
本
で
は
江
戸
時
代
前
期
に
朝
鮮
版
を
複
刻
、
乾

山
は
「
題
許
道
寧
畫
」
と
題
し
た
五
言
律
詩
の
全
句
を
採
録
、

山
水
図
銹
絵
八
角
皿
に
書
き
入
れ
た
。「
唯
」「
今
」
の
異
字
。

満ま
ん
が
ん
ち
ょ
う
こ
う
の
な
が
れ

眼
長
江
水

蒼そ
う
ぜ
ん
い
づ
れ
の
ぐ
ん
の
や
ま
ぞ

然
何
郡
山

向き
ょ
う
ら
い
ば
ん
り
の
い

來
萬
里
意

唯た
だ（
い
ま
い
っ
そ
う
の
か
ん
に
あ
り

（
今
）
在
一
窓
間

衆し
ゅ
う
も
く
と
も
に
く
れ
を
ふ
く
み

木
倶
含
晩

孤こ
う
ん
つ
い
に
か
え
ら
ず

雲
遂
不
還

此こ
こ
に
か
く
あ
り

中
有
佳
句

吟ぎ
ん
じ
た
え
て
あ
い
か
か
わ
ら
ず

断
不
相
關

『
五
燈
會
元
』（
二
〇
巻
・
宋
釋
普
濟
編
）
は
、
明
の
崇
禎
七
年

（
一
六
三
四
）
に
刊
行
さ
れ
た
。『
景
徳
伝
燈
録
』『
天
聖
広
燈
録
』

『
建
中
靖
国
続
燈
録
』『
聯
燈
会
要
』『
嘉
泰
普
燈
録
』
の
五
燈

を
整
理
、
一
書
と
し
て
「
会
元
」
と
称
し
た
が
、『（
増
集
）
續
傳

燈
録
』
に
は
元
和
二
年
刊
（
一
六
一
六
）
妙
心
寺
宗
鐵
に
よ
る
古

活
字
本
が
あ
る
。
蘭
の
五
言
詩
は
宋
代
禅
僧
程て

い
せ
ん先

（
東
隠
）
の

詩
で
あ
る
が
、
乾
山
焼
と
は
「
只
・
祇
」「
枝
・
株
」
の
異
字
。

緑み
ど
り
に
ち
ぐ
さ
の
く
さ
あ
り
と
い
え
ど
も

雖
千
種
草

香か
は
た
だ
い
っ
し
（
し
ゅ

の
ら
ん
の
み

只
（
祇
）
一
枝
（
株
）
蘭

『
寒
山
詩
』（
一
巻
）
は
、
唐
の
寒
山
撰
、
豐
干
撰
坿
録
拾
得
、

日
本
で
は
寛
永
一
〇
年
（
一
六
三
三
）
に
刊
行
さ
れ
た
。
淳
煕

一
六
年
（
一
一
八
九
）
天
台
山
国こ

く
せ
い
じ

清
寺
志し

な
ん南

老
師
に
よ
る
刊
行
を

最
古
と
す
る
が
、
和
刻
版
は
南
北
朝
期
正
中
二
年
（
一
三
二
五
）

の
五
山
刊
を
始
め
と
し
、
寛
永
年
間
に
覆
刻
さ
れ
た
。
乾
山
は

寒
山
の
三
言
古
詩
を
引
用
、
銹
絵
角
皿
の
讃
に
用
い
た
。

我わ
れ
や
ま
に
き
ょ
す

居
山

勿ひ
と
の
し
る
な
し

人
識 

白は
く
う
ん
の
な
か

雲
中 

常つ
ね
に
じ
ゃ
く
じ
ゃ
く

寂
寂

『
古
文
眞
寶
』（
前
・
後
集
二
〇
巻
）
は
、
宋
の
黄
堅
編
、
漢
代

か
ら
宋
代
ま
で
の
古
詩
（
前
集
）
や
文
辞
（
後
集
）
を
集
成
、
宋

末
元
初
の
成
立
と
さ
れ
る
。
日
本
で
は
五
山
僧
が
愛
読
、
慶
長
・

元
和
・
元
文
年
間
に
翻
刻
、
後
集
に
は
司
馬
温
公
の
独
楽
園
記

が
あ
る
。
乾
山
は
同
詩
文
を
引
用
、
大
鉢
や
火
入
の
画
題
に
活

用
し
た
。「
獨ど

く
ら
く
え
ん
き

樂
園
記

司し
ば
お
ん
こ
う

馬
温
公
」（
以
下
は
別
稿
に
掲
載
）。

『古文眞寶』後集巻四
「獨樂園記」

『寒山詩』
「寒山詩」三言古詩

『五燈會元』巻十七
程先・東隠詩

『簡斎詩集』巻十五
「題許道寧畫」巻四

獨樂園記大鉢・四方火入 寒山図角皿 蘭図角皿 山水図八角皿



書籍 (34)

典
拠

参
考

『
万ま

ん
ぽ
う宝

全
書
』
中
国
版
（
二
〇
巻
）
は
萬
暦
元
年
刊
（
一
五
七
三
）、

明
の
陳ち

ん
け
い
じ
ゅ

繼
儒
纂
輯
、
清
の
毛
煥
文
増
補
、
明
清
時
代
の
民
間
生

活
・
万
法
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
版
（
一
三
巻
一
三
冊
）

は
享
保
三
年
刊
（
一
七
一
八
）、
菊
木
嘉
保
編
著
、
和
漢
の
画
印

伝
・
古
筆
・
墨
蹟
・
茶
道
具
全
般
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。

乾
山
焼
火
入
図
は
「
画
譜
」（
巻
一
一
）
蘭
図
に
類
似
、
丸
文

を
窓
絵
に
転
用
、
窓
絵
内
に
蘭
図
を
描
く
。

『
八
種
画
譜
』（
八
巻
）
は
、
天
啓
年
代
（
一
六
二
一
―
二
七
）

の
刊
行
、
日
本
に
は
寛
文
一
二
年
（
一
六
七
二
）
の
刊
本
が
あ
る
。

乾
山
焼
菊
図
と
は
直
接
の
関
係
は
な
い
が
、
単
独
画
題
、
構
図

な
ど
、
類
似
点
が
指
摘
で
き
る
。

『
瀟

し
ょ
う
し
ょ
う
湘
八
景
詩
歌
鈔
』
は
、
貞
享
五
年
刊
（
一
六
八
八
）、
和

学
者
宮
川
道
達
（
？
―
一
七
〇
一
）
の
著
書
で
あ
る
。
道
達
は

号
を
一
翠
、
和
竹
軒
、
漢
学
、
書
・
画
に
も
す
ぐ
れ
た
と
い

う
。
八
景
詩
は
、
玉ぎ

ょ
く
か
ん澗

・
許き

ょ
ど
う
ね
い

道
寧
・
董と

う
げ
ん源

ほ
か
五
山
の
禅
僧
、

和
歌
は
冷
泉
為た

め
す
け相

を
中
心
に
為た

め
か
ね兼

、
明み

ょ
う
ぎ魏

、
三
條
西
実
隆
な
ど

の
詠
歌
が
採
録
さ
れ
た
。

乾
山
は
同
書
を
手
本
に
、
平
面
作
品
・
角
皿
に
は
漢
詩
・
和

歌
を
そ
の
ま
ま
引
用
、
表
に
絵
付
け
、
裏
に
詩
歌
、
立
体
作

品
・
筒
茶
碗
に
は
漢
詩
の
み
二
句
を
選
択
、
書
と
絵
付
け
を
碗

の
胴
部
に
図
巻
形
式
に
描
い
て
い
る
。
流
布
本
か
ら
の
着
想
、

詩
歌
と
作
品
・
形
態
の
適
合
を
考
慮
し
た
一
例
で
あ
る
。

乾
山
焼

『瀟湘八景詩歌鈔』
「平沙落雁」和歌

『瀟湘八景詩歌鈔』
「洞庭秋月」

『八種画譜』
菊図

『万宝全書』
蘭図

梅水仙蘭図火入平沙落鴈図角皿 菊図角皿洞庭秋月図茶碗

「
平
沙
落
鴈
」
詩
歌

『
瀟
湘
八
景
詩
歌
鈔
』
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『
絵え

ほ
ん
ほ
う
か
ん

本
宝
鑑
』
は
、
貞
享
五
年
跋
（
元
禄
元
年
・
一
六
八
八
）、

橘
宗
重
著
、
長
谷
川
等
雲
画
に
よ
る
絵
入
り
伝
記
本
で
あ
る
。

詩
人
・
文
人
の
像
を
描
き
、
そ
れ
に
解
説
、
逸
話
を
載
せ
る

が
、
黄
山
谷
図
に
は
、
我
身
の
閑
か
な
る
こ
と
鷗か

も
めに
比
す
る
図

と
あ
る
。
蘇
東
坡
・
黄
山
谷
・
李
太
白
ら
の
詩
歌
は
当
時
世
の

人
多
く
口
ず
さ
む
所
と
あ
り
、「
詩
に
自
由
を
得
た
詩
人
」
と

し
て
敬
さ
れ
て
い
た
。

『
画が

せ
ん筌
』
は
、
正
徳
二
年
序
、
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
に
刊

行
さ
れ
た
画
譜
で
あ
る
。
探
幽
門
下
、
幽
元
の
門
人
林
守も

り
あ
つ篤
の

筆
で
あ
る
が
、
和
漢
の
画
本
を
参
考
に
、
初
心
者
、
絵
画
制
作

の
基
本
と
し
て
作
成
し
た
も
の
と
い
う
。
弾
琴
・
聴
琴
図
は
古

典
絵
画
の
画
題
の
一
つ
、
中
国
で
も
「
知ち

い
ん音
」（
伯
牙
・
鐘
子

期
）
の
故
事
に
よ
っ
て
親
し
ま
れ
た
が
、
讃
は
明
の
羅ら

ね
ん
あ
ん

念
庵
の

七
言
律
詩
、
乾
山
は
五
句
、
六
句
を
引
用
し
た
。
乾
山
焼
角
皿

手
前
の
人
物
が
妙
に
小
さ
く
、
異
な
る
画
題
も
想
定
で
き
る
。

『
画
筌
』
の
竹
図
で
あ
る
。
墨
竹
は
宋
代
文ぶ

ん
ど
う同
が
得
意
と
し
た

が
、
図
に
は
「
東
坡
」
と
あ
り
、
文
同
に
教
え
を
受
け
た
蘇
東

坡
が
題
跋
を
記
し
て
以
来
文
人
画
の
主
要
画
題
の
一
つ
と
な
っ

た
。
写
意
と
形
似
の
問
題
は
常
に
文
人
画
の
課
題
で
あ
る
が
、
胸

中
に
生
じ
た
竹
図
を
描
く
こ
と
、
乾
山
焼
で
は
光
琳
画
、
讃
は
明

の
夏
桂
洲
に
よ
る
七
言
律
詩
、
七
句
・
八
句
が
引
用
さ
れ
た
。

『
画
筌
』
の
馬
図
で
あ
る
。「
す
み
ゑ
の
馬
、
尾
髪
ハ
淡
墨
に

て
」（
最
上
段
上
部
図
）、「
土
佐
筆
」（
下
部
図
）
と
二
種
が
あ
る

が
、
中
国
で
は
馬
図
は
文
治
政
治
の
象
徴
、
科
挙
に
及
第
、
栄

達
の
早
き
を
意
図
し
た
も
の
と
い
う
。
日
本
で
は
鎌
倉
時
代
に

藤
原
信
実
が
描
き
、
室
町
時
代
の
雪
舟
・
雪
村
・
友ゆ

う
し
ょ
う松
へ
、
江

戸
時
代
に
は
武
威
の
象
徴
と
し
て
百
馬
・
野
馬
・
牧
馬
図
な
ど

狩
野
派
絵
師
が
得
意
と
し
た
。
乾
山
焼
で
は
光
琳
（
狩
野
派
様

式
）
の
影
響
も
あ
り
、
減
筆
体
、「
乾
山
七
十
九
翁
造
之
」
と
記

し
、
江
戸
入
谷
窯
時
代
の
作
製
で
あ
る
こ
と
を
証
し
て
い
る
。

典
拠

参
考

乾
山
焼

『画筌』
蘇東坡竹図

『画筌』
伯牙鐘子期図

『画筌』
すみゑの馬図

『絵本宝鑑』
黄山谷観鴎図

黄山谷観鴎図角皿馬図茶碗 伯牙鐘子期（弾琴図）角皿竹図角皿
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二
、
和
『
雪
玉
集
』
寛
文
一
〇
年
刊
（
一
六
七
〇
）

霞

行
末
も
さ
ら
に
か
か
ら
む
と
し
浪
の

八
十
島
と
ほ
く
か
す
む
春
か
な

（
裏
）
乾
山
（
花
押
）
巾
着
型

若
菜

つ
む
と
し
の
わ
か
な
も
あ
れ
な
野
べ
の
雪

さ
は
べ
の
氷
袖
は
ぬ
る
と
も

（
裏
）
乾
山
（
花
押
）
巾
着
型

花

か
ぎ
り
な
き
春
に
も
あ
る
か
な
麓
よ
り

花
さ
き
の
ぼ
る
み
よ
し
野
の
山

（
裏
）
乾
山
（
花
押
）
巾
着
型

郭
公

つ
く
ば
ね
の
こ
の
も
か
の
も
に
お
の
が
名
の

き
こ
え
て
ふ
り
ぬ
時
鳥
か
な

五
月
雨

さ
み
だ
れ
は
岩
ね
に
あ
ま
る
滝
の
糸
の

お
ち
そ
ふ
数
や
ち
よ
の
玉
の
緒

（
裏
）
乾
山
（
花
押
）
巾
着
型

納
凉

し
づ
か
に
て
す
め
る
山
水
お
の
づ
か
ら

し
か
も
す
ず
し
き
心
を
ぞ
み
る

秋
野

思
ひ
あ
る
秋
と
は
た
れ
か
夕
露
に

花
は
い
ろ
い
ろ
の
野
べ
の
さ
か
り
を

（
裏
）
乾
山
（
花
押
）
巾
着
型

月

い
く
め
ぐ
り
な
れ
し
を
し
ら
ば
月
も
又

老
い
ぬ
る
人
を
め
で
ざ
ら
め
や
は

（
裏
）
乾
山
（
花
押
）
巾
着
型

紅
葉

手
向
せ
し
も
み
ぢ
の
錦
た
め
し
あ
れ
ば

こ
の
こ
と
の
は
も
神
の
ま
に
ま
に

（
裏
）
乾
山
（
花
押
）
巾
着
型

千
鳥

聞
き
お
き
し
和
歌
の
う
ら
風
身
に
し
み
て

わ
か
（
す
）
れ
ぬ
道
の
友
ち
ど
り
か
な

（
裏
）
乾
山
（
花
押
）
巾
着
型

氷

あ
し
た
づ
の
影
み
る
池
の
う
す
氷

こ
こ
ろ
と
け
た
る
は
る
や
待
つ
ら
ん

（
裏
）
乾
山
（
花
押
）
巾
着
型

雪

名
に
た
か
き
雪
の
山
な
る
薬
も
が

ふ
り
ぬ
る
と
し
ハ
（
を
）
さ
ら
に
か
へ
さ
む

（
裏
）
乾
山
（
花
押
）
巾
着
型

『
雪

せ
つ
ぎ
ょ
く
し
ゅ
う

玉
集
』（
三
條
西
実
隆
）
は
、
乾
山
作
品
の
和
歌

の
大
半
を
占
め
た
書
で
あ
る
。『
柏
玉
集
』（
後
柏
原
天

皇
）、『
碧
玉
集
』（
下
冷
泉
政
為
）
と
と
も
に
三
玉
集

の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
が
、
寛
文
年
間
に
刊
行
後
、

元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
に
三
玉
集
類
題
と
し
て
出
版

さ
れ
た
。
定
家
同
様
、
実
隆
の
和
歌
は
当
時
高
い
評

価
を
得
て
お
り
、
歌
人
・
連
歌
師
、
趣
味
人
ら
の
手

本
お
よ
び
和
歌
の
指
導
書
と
し
て
も
活
用
さ
れ
た
。

乾
山
焼
に
も
、
宗
祇
と
の
関
わ
り
を
示
す
「
北
野

奉
納
十
二
首
和
歌
」、『
源
氏
物
語
』「
夕
顔
」
題
詠

歌
、「
花
籠
図
」「
柳
図
」
な
ど
の
絵
画
作
品
、
そ
の

他
数
々
の
草
花
図
和
歌
の
出
典
を
占
め
て
お
り
、
こ

こ
に
示
し
た
「
十
二
首
和
歌
」
で
は
「
郭ほ

と
と
ぎ
す公
」「
納
涼
」

の
二
首
が
欠
落
、
一
〇
枚
の
組
物
と
し
て
現
存
す
る
。

郭
公

納
涼

『
雪
玉
集
』

表
紙

『
雪
玉
集
』

奥
付

『
雪
玉
集
』
北
野
奉
納
十
二
首
和
歌

「
北
野
奉
納
十
二
首
和
歌
」

色
絵
和
歌
短
冊
皿
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参
考

『
雪
玉
集
』「
夏
」
に
み
ら
れ
る
和
歌
で
あ
る
。
乾
山
焼
で
は

角
皿
表
に
歌
意
図
、
裏
面
に
和
歌
書
を
入
れ
色
紙
風
に
仕
立
て

た
が
、
茶
碗
類
に
は
書
画
を
巻
物
風
に
配
置
す
る
な
ど
立
体
作

品
、
小
画
面
の
活
用
法
を
考
え
た
。

蚊か
や
り
び

遣
火

う
き
わ
ざ
を
よ
る
も
や
し
づ
が
す
く
も
た
く

か
や
り
の
け
ぶ
り
む
す
び
は
て
つ
つ

蛍

年
を
へ
て
お
な
じ
光
は
も
へ
て
し
も

身
を
た
き
す
て
ぬ
蛍
と
ぞ
み
る

『
雪
玉
集
』
第
十
一
夏
四
五
一
三
・
四
五
一
五

詠
源
氏
物
語
巻
和
歌

夕
顔

よ
り
て
だ
に
露
の
光
や
い
か
に
と
も

思
ひ
も
わ
か
ぬ
花
の
夕
が
ほ

『
雪
玉
集
』
第
十
三
・
五
五
〇
五

夕
顔
図
茶
碗
の
出
典
は
か
つ
て
さ
ま
ざ
ま
に
語
ら
れ
た
が
、

三
條
西
実
隆
「
詠
源
氏
物
語
巻
和
歌
夕
顔
」
と
題
し
た
題
詠
和

歌
を
採
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
物
語
の
内
容
か
ら
暗
い
背
景

は
夕
闇
を
意
図
、
そ
こ
に
ふ
わ
り
と
図
案
化
し
た
夕
顔
の
花
を

浮
か
べ
、
和
歌
を
記
す
。
白
絵
具
を
巧
み
に
活
用
、
歌
意
を
捉

え
茶
碗
の
形
状
を
ふ
っ
く
ら
と
、
乾
山
の
見
識
の
高
さ
を
示
す

一
例
で
あ
る
。

山
家
雲

三
十
首

山
深
き
柴
の
扉
は
さ
し
な
が
ら

く
る
と
あ
く
と
の
雲
に
ま
か
せ
て

『
雪
玉
集
』
第
十
七
・
七
六
七
〇

銹
絵
、
筒
型
茶
碗
は
詩
讃
が
多
い
。
が
、
こ
こ
で
は
山
家
図

を
描
き
、「
山
家
雲
」
三
十
首
中
の
和
歌
一
首
を
入
れ
和
歌
図

と
し
た
。

 

（
和
歌
は
『
国
歌
大
観
』
の
番
号
に
従
う
。）

典
拠

乾
山
焼

『雪玉集』
夕顔

『雪玉集』
山家雲

『雪玉集』
蚊遣火・蛍

和歌山水図茶碗 和歌夕顔図茶碗 和歌蛍図角皿 和歌蚊遣火図角皿
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参
考

『
題だ

い
り
ん
ぐ
し
ょ
う

林
愚
抄
』
は
、
室
町
時
代
の
和
歌
集
で
あ
る
。
山
科
言と

き

緒お

（
一
五
七
七
―
一
六
二
〇
）
の
写
本
が
伝
世
、
撰
者
と
も
目
さ

れ
て
い
る
。
文
明
頃
の
成
立
で
あ
る
が
、
平
安
後
期
か
ら
室
町

前
期
ま
で
の
和
歌
二
六
〇
〇
首
余
を
集
録
、
類
題
ご
と
に
分

別
、
刊
本
に
は
寛
永
・
元
禄
・
寛
政
版
が
伝
え
ら
れ
る
。
当
時

の
題
詠
歌
の
教
科
書
的
役
割
を
果
た
し
た
書
で
あ
る
。

河
紅
葉

紅
に
梢
の
色
の
う
つ
る
よ
り

秋
の
に
し
き
を
あ
ら
ふ
谷
川

『
題
林
愚
抄
』
題
十
一
秋
部
四
・
四
七
五
一

仁
和
寺
宮
道
助
法
親
王
の
和
歌
で
あ
る
。
角
皿
表
に
歌
意

図
、
裏
面
に
和
歌
を
記
す
。

光
明
峰
寺
入
道
前
摂
政
家
百
首
歌
に

夕ゆ
う
べ
の
お
ぎ

荻

軒
ち
か
き
山
下
荻お

ぎ

の
声お

と

た
て
て

夕
日
が
く
れ
に
秋
か
ぜ
ぞ
ふ
く

『
題
林
愚
抄
』
題
九
秋
部
二
・
三
四
六
九

藤
原
家
隆
の
「
夕
荻
」
と
題
し
た
和
歌
図
茶
碗
で
あ
る
。
家

隆
は
藤
原
俊
成
の
門
人
と
し
て
名
高
く
、
定
家
と
並
び
称
さ
れ

た
歌
人
で
あ
っ
た
。
乾
山
は
秋
風
に
音
を
た
て
て
揺
れ
動
く
荻

を
描
き
、
沈
み
か
け
る
夕
日
を
う
っ
す
ら
と
白
化
粧
を
施
し
て

表
現
し
た
。

『
百
人
一
首
像ぞ

う
さ
ん
し
ょ
う

讃
抄
』（
三
巻
）
は
、
細
川
幽
斎
著
、
中
院
通

勝
補
訂
、
菱
川
師も

ろ
の
ぶ宣

画
に
よ
る
絵
入
り
百
人
一
首
の
注
釈
書
で

あ
る
。
歌
意
絵
と
し
て
は
現
存
最
古
、
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）

に
上
方
、
同
六
年
に
江
戸
版
が
刊
行
さ
れ
た
。
百
人
一
首
は
室

町
中
期
、
定
家
の
流
れ
を
く
む
二
条
派
歌
学
に
お
き
『
詠
歌
大

概
』『
未
来
記
』
と
と
も
に
三
部
抄
伝
授
と
し
て
重
視
、
江
戸

時
代
に
歌
仙
絵
や
歌
か
る
た
と
し
て
広
め
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は

大
伴
家
持
、
後
徳
大
寺
左
大
臣
の
歌
意
図
を
取
り
あ
げ
、
一
般

化
し
た
図
柄
の
乾
山
焼
応
用
の
一
例
と
し
た
。

典
拠

乾
山
焼

『百人一首像讃抄』
（上）大伴家持 （下）藤原実定（後徳大寺左大臣）

『題林愚抄』
夕萩・藤原家隆

『題林愚抄』
河紅葉・仁和寺宮道助法親王

右
拡
大
図

右
拡
大
図

（上）家持和歌小色紙皿
（下）定家和歌小色紙皿 夕荻図茶碗 河紅葉図角皿
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十
二
月

色
う
づ
む
か
き
ね
の
雪
の
頃
な
が
ら

年
の
こ
な
た
に
匂
ふ
梅
が
え

な
が
め
す
る
池
の
氷
に
ふ
る
雪
の

か
さ
な
る
年
を
を
し
の
毛
ご
ろ
も

紫
翠
深
省
八
十
一
歳
冩

（
印
）
逃
禅

典
拠

参
考『

鴫し
ぎ
の
は
ね
が
き

羽
掻
』（
三
巻
）
は
、
元
禄
四
年
刊
（
一
六
九
一
）、
絵
入

り
の
名
数
和
歌
書
で
あ
る
。
三
体
に
始
ま
り
俊
成
卿
九
十
賀
ま

で
、
二
九
の
題
に
分
け
て
和
歌
を
収
載
、
挿
絵
が
入
る
。
図
は

一
説
に
宮
崎
友
禅
と
も
推
測
さ
れ
て
い
る
が
、
書
名
「
鴫
羽

掻
」
は
、
羽
虫
を
と
る
た
め
羽
を
し
ご
く
鴫
の
喙

く
ち
ば
しの
動
き
の
多

い
所
か
ら
、
数
の
多
い
こ
と
を
喩
え
た
と
い
う
。

十
二
ヵ
月
花
鳥
和
歌
は
定
家
の
自
撰
集
『
拾
遺
愚
草
』
に
収

め
ら
れ
て
い
る
。
乾
山
焼
で
は
色
紙
に
見
立
て
た
角
皿
表
に
図

を
描
き
、
裏
面
に
花
鳥
二
首
の
和
歌
を
記
し
た
。

十
躰
和
歌
は
定
家
の
歌
学
書
で
あ
る
。
承
久
元
年
か
ら
建
保

三
年
（
一
二
〇
七
―
一
五
）
頃
の
成
立
と
さ
れ
、
歌
の
体
を
一
〇

種
に
分
別
、
各
体
に
例
歌
を
お
い
て
解
説
す
る
。

お
も
ひ
で
よ
た
が
か
ね
ご
と
の
す
ゑ
な
ら
む

き
の
ふ
の
雲
の
跡あ

と

の
山
か
ぜ

藤ふ
じ
わ
ら
の
い
え
た
か

原
家
隆
（
短
冊
皿
）

歌
仙
絵
は
平
安
末
期
に
始
ま
る
が
、
新
六
歌
仙
は
牡
丹
花
肖

柏
（
一
四
四
三
―
一
五
二
七
）
の
撰
と
さ
れ
る
。
後
京
極
摂
政
前

太
政
大
臣
（
良
経
）、
従
二
位
家
隆
、
前
中
納
言
定
家
、
前
大
僧

正
慈じ

え
ん圓

、
皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
、
西
行
法
師
の
六
歌
人
で
あ
る
。

扁
額
は
中
国
に
お
い
て
周
代
に
始
ま
り
、
日
本
で
は
室
町
時
代
に

神
社
へ
の
歌
仙
絵
奉
納
行
事
が
生
ま
れ
た
こ
と
に
因
る
と
い
う
。

乾
山
焼

『鴫羽掻』 新六歌仙
良経・定家・俊成・家隆・慈圓・西行

『鴫羽掻』
十躰和歌・鬼

きらつたい

拉躰
『鴫羽掻』
十二ヵ月花鳥和歌
梅・鴛鴦（水鳥）

新六歌仙図額皿

定家十躰「鬼拉躰」短冊皿 十二ヵ月和歌花鳥図図角皿

乾
山
絵
画

十
二
ヵ
月
和
歌
花
鳥
図
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典
拠

乾
山
焼

参
考嵯

峨
本
は
、
慶
長
中
頃
か
ら
元
和
元
年
ま
で
の
一
〇
年
間
に

刊
行
さ
れ
た
古
活
字
印
刷
、
仮
名
交
じ
り
の
書
物
で
あ
る
。

『
伊
勢
物
語
』
は
慶
長
一
三
年
刊
（
一
六
〇
八
）、
中
院
通み

ち
か
つ勝

の
刊
記
が
あ
る
。
胡ご

ふ
ん粉
を
引
い
た
料
紙
に
色
変
わ
り
の
料
紙
が

混
じ
り
、
袋ふ

く
ろ
と
じ綴

の
冊
子
、
光
悦
流
の
書
体
、
土
佐
風
の
筆
画
に

特
色
が
あ
る
。
日
本
初
の
絵
入
り
本
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
様
式

が
後
世
の
絵
入
り
本
・
草
子
類
の
手
本
と
な
る
。

「
宇う

つ
の
や
ま

津
山
」
は
駿
河
国
、
蔦
や
楓
の
生
い
茂
る
山
中
で
偶
然

に
京
都
へ
向
か
う
修
行
僧
に
出
会
い
、
主
人
公
（
業
平
）
は
都

に
手
紙
を
託こ

と
ずけ
る
が
、
乾
山
焼
で
は
香
合
の
形
状
を
山
に
見
立

て
道
を
描
き
、
人
物
を
入
れ
、
巧
み
に
情
景
を
表
し
た
。

『
源
氏
物
語
』
は
「
蓬よ

も
ぎ
う生
」
図
で
あ
る
。
源
氏
の
須
磨
流る

た
く謫

中
、
蓬
が
生
い
茂
る
ほ
ど
に
荒
れ
果
て
た
末す

え
つ
む
は
な

摘
花
の
侘
び
住
ま

い
を
再
度
訪
う
情
景
を
図
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

謡
本
の
表
紙
「
花は

な
が
た
み筺

」
は
世
阿
弥
作
の
劇
能
で
あ
る
。
物
語

は
文
と
花
筺
（
花
籠
）
を
も
と
に
、
継
体
天
皇
と
侍
女
の
別
離

と
再
会
を
描
く
が
、
表
紙
の
紅
葉
は
天
皇
の
「
紅
葉
御み

ゆ
き幸
」
の

情
景
を
暗
示
す
る
。

「
う
と
ふ
」
は
世
阿
弥
作
の
夢
幻
能
で
あ
る
。
諸
国
一
見
の

僧
が
陸む

つ奥
国
外そ

と

の
浜は

ま

を
見
物
す
る
情
景
か
ら
、
浜
松
と
波
を
描

く
。
う
と
ふ
は
鳥
の
名
、
母
鳥
の
子
を
呼
ぶ
声
を
模
し
て
子
鳥

を
殺
し
て
し
ま
っ
た
猟
師
の
罪
業
を
説
く
物
語
で
あ
る
。

伝
観
世
小
次
郎
信
光
筆
謡
本
は
写
本
で
あ
る
。
表
紙
の
文
様

も
手
描
き
で
あ
る
が
、
信
光
（
一
四
三
五
―
一
五
一
六
）
は
世
阿

弥
甥
音
阿
弥
の
七
男
で
あ
っ
た
。「
三
輪
」
は
三
輪
神
社
「
杉

村
ば
か
り
立
つ
な
る

神
垣
は
い
づ
く
な
る
ら
ん
」
の
謡
に
因

る
。「
花
月
」
は
花
の
頃
、
清
水
寺
が
舞
台
で
あ
る
。
七
歳
の

折
り
行
き
別
れ
た
親
子
の
巡
り
会
い
が
荒
筋
で
あ
る
。

『嵯峨本』
光悦流謡本表紙
（上）「花かたみ」
（下）「うとふ」

謡本
伝観世小次郎信光筆謡本表紙
（上）「三輪」
（下）「花月」

絵入り本
（上）『伊勢物語』「宇津山」
（下）『源氏物語』「蓬生」

（上）紅葉型向付
（下）松図蓋物

（上）「三輪」能絵皿
（下）「花月」能絵皿

（上）宇津山図香合
（下）蓬生図香合
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典
拠

参
考『

訓き
ん
も
う
ず
い

蒙
図
彙
』（
二
〇
巻
一
四
冊
）
は
、
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）

に
刊
行
さ
れ
た
図
説
百
科
事
典
で
あ
る
。
中
村
惕て

き
さ
い斎
編
、
各
事

項
を
天
文
・
地
理
・
動
物
・
植
物
な
ど
一
七
部
門
に
分
類
、
挿

図
を
も
と
に
解
説
が
施
さ
れ
た
。

「
石せ

き
ろ
う籠

」
は
大
蛇
が
伏
せ
た
よ
う
な
形
状
か
ら
俗
に
蛇じ

ゃ
か
ご籠

と

も
い
う
が
、
細
長
く
編
ん
だ
籠
に
石
を
詰
め
、
川
な
ど
の
護

岸
、
水
流
の
制
御
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
。
水
辺
の
一
景
で
あ
る
。

「
水み

る松
」
は
浅
瀬
の
岩
石
に
生
え
る
海
藻
で
あ
る
。
古
く
か

ら
食
用
と
さ
れ
、「
み
る
め
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

『
蒔
絵
ゐ
井
と
草
』（
二
巻
）
は
、
宝
永
二
年
刊
（
一
七
〇
五
）

京
都
漆
匠
井
上
茶
全
子
（
井
上
新
七
）
の
著
書
で
あ
る
。
印
籠
・

盃
・
櫛
ほ
か
蒔
絵
の
制
作
、
装
飾
、
下
絵
な
ど
を
図
示
、
元

禄
・
宝
永
頃
の
文
様
、
意
匠
様
式
を
伝
え
て
い
る
。「
か
き
つ

ば
た
」
は
『
伊
勢
物
語
』
の
三
河
国
八
橋
を
画
題
と
し
、
詞
書

に
は
「
又
三
河
の
国
八
は
し
ハ
、
心
あ
る
も
や
う
に
て
侍
る

に
、
其
上
に
定
紋
を
付
ク
、
又
男
ら
し
き
か
へ
も
ん
取
合
付
け

た
る
ハ
常
な
ら
ん
、
女
の
好
也
」
と
あ
る
。

『
光
林
絵
本
道み

ち
し
る
べ

知
辺
』（
三
巻
）
は
享
保
二
〇
年
刊
（
一
七
三
五
）、

光
琳
文
様
に
心
を
寄
せ
る
野
々
村
忠
兵
衛
が
著
し
た
光
琳
意
匠

様
式
の
図
案
集
で
あ
る
。
当
世
時は

や流
り
の
衣
類
の
模
様
、
扇

子
・
団
扇
・
風
呂
敷
、
や
き
も
の
類
の
絵
図
を
集
成
、
道
し
る

べ
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
雛ひ

い
な
が
た形
音
羽
の
滝
』
は
元
文
二
年
刊
（
一
七
三
七
）、「
当
流
光

林
新
模
様
」
と
あ
り
、
野
々
村
信
武
の
著
し
た
雛
形
本
で
あ

る
。
図
は
「
萩
」
の
文
様
で
あ
る
が
、
乾
山
絵
画
と
す
る
作
品

に
同
図
を
描
い
た
も
の
が
あ
り
、『
雪
玉
集
』「
萩
漸
盛
」
と
題

し
た
和
歌
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

た
ち
残
す
錦
い
く
む
ら
秋
は
ぎ
の

花
に
お
く
あ
る
宮み

や
ぎ木

の
ゝ
原

三
條
西
実
隆

乾
山
作
品

『雛形音羽の滝』
萩図

『光林絵本道知辺』
薊茉図

『蒔絵ゐ井と草』
かきつばた図櫛

『訓蒙図彙』
（上）石籠 （下）水松図

拡
大
図

薊茉図角皿

「杜若」能絵皿

（上）波蛇籠図乱箱
（下）「海士」能絵皿絵画・和歌萩図
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一
、
小
袖

小
袖
の
変
遷

雛
形
本
に
描
か
れ
た
衣
装
図
の
大
半
は
小
袖
で
あ
る
。

小
袖
は
、
古
く
漢
時
代
に
中
国
で
は
高こ
う
そ祖

（
劉
邦
）
が
汗あ
せ
と
り衫
と
し
て
着
用
、
日
本
で

は
平
安
時
代
襲か
さ
ね
ぎ着
装
束
が
生
ま
れ
て
か
ら
公
家
装
束
の
下
着
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。

筒
袖
（
窄つ

つ
そ
で袖
）、
動
き
易
い
こ
と
も
あ
り
庶
民
の
労
働
着
と
し
て
も
使
わ
れ
た
が
、
肌

着
か
ら
日
常
着
、
日
常
着
か
ら
晴
着
へ
と
、
袖
丈
・
袖
幅
・
袘ふ
き

な
ど
に
変
化
を
つ
け
、

装
飾
・
意
匠
・
技
術
を
違
え
、
今
日
へ
と
つ
づ
く
和
装
・
き
も
の
の
道
を
辿
る
。

民
間
に
小
袖
の
着
流
し
姿
が
定
着
し
た
の
は
平
安
末
期
の
こ
と
と
さ
れ
る
。

小
袖
は
公く

げ家
装
束
の
下
着
で
あ
っ
た
。
束そ
く
た
い帯
な
ど
袖
口
の
広
い
礼
服
の
表う
わ
ぎ衣
に
対

し
、
狭
い
袖
口
、
筒つ
つ
そ
で袖
仕
立
、
色
も
白
色
を
基
調
と
し
た
が
、
鎌
倉
期
に
袖
丈
を
伸

ば
し
、
装
飾
を
加
え
、
内う
ち
ぎ衣
の
小
袖
と
表う
わ
ぎ衣
の
小
袖
が
合
流
、
武
家
社
会
の
擡
頭
と

と
も
に
武
家
婦
人
の
表お
も
て
ぎ衣
と
な
る
。
男
子
も
着
用
、
や
が
て
公
家
婦
人
の
日
常
衣
に

も
な
り
、
室
町
期
に
は
機
能
的
か
つ
装
飾
も
巻ま

き
ぞ
め染

・
絞し

ぼ
り
ぞ
め染ほ

か
多
彩
化
し
た
小
袖
が

流
行
。
桃
山
期
に
は
そ
れ
を
重
ね
着
、
女
子
の
正
装
打う

ち

掛か
け

、
さ
ら
に
提さ

げ
お
び帯

の
両
端
に

袖
を
通
す
夏
の
正
装
腰こ
し
ま
き巻
姿
へ
と
進
展
し
た
。
江
戸
期
は
掻か
い
ど
り取
と
い
う
褄つ
ま

を
手
に
も

つ
打う

ち
か
け掛
小
袖
、
打
掛
小
袖
の
下
に
着
る
間あ
い
ぎ着
小
袖
、
白
羽は
ぶ
た
え

二
重
・
晒さ
ら
しに
よ
る
肌は
だ

小
袖

が
一
般
化
。
庶
民
は
麻
、
武
家
階
層
で
は
麻
や
錦
・
綾
織
物
、
室
町
期
を
迎
え
服
飾

へ
の
関
心
の
強
か
っ
た
足
利
将
軍
三
代
義
満
の
庇
護
の
も
と
唐か
ら
お
り織
技
術
が
開
発
さ
れ

た
。
袷あ
わ
せ、
単ひ
と
え衣
、
振
袖
・
裏
な
し
麻
仕
立
て
の
帷か
た
び
ら子
な
ど
に
分
け
ら
れ
る
が
、
平
常

時
は
公
家
、
武
家
と
も
に
小
袖
を
着
用
、
公
家
は
刺
繍
に
よ
る
伝
統
的
な
草
花
文
様
、

武
家
は
絞
染
・
摺す

り
か
の
こ

鹿
子
・
刺
繍
に
よ
る
草
花
・
有
職
文
様
を
変
化
さ
せ
た
も
の
、
町

人
は
、
専
ら
染
色
、
友
禅
染
に
傾
倒
し
た
。

江
戸
期
、
富
裕
層
は
奢
侈
の
禁
令
、
風
俗
の
質
素
化
の
喚
起
さ
れ
る
な
か
、
隠
れ

た
所
に
粋す
い

を
凝
ら
し
小
さ
な
自
己
主
張
に
固
執
し
た
。
結
果
、
大
き
な
時
代
の
う
ね

り
を
招
き
、
流
行
の
波
を
捲
き
起
こ
す
が
、
晴
着
、
日
常
着
、
い
づ
れ
に
し
て
も
小

袖
が
中
心
、
旺
盛
な
装
飾
意
欲
は
彼
ら
の
興
じ
た
歌
舞
伎
役
者
の
舞
台
衣
裳
、
芸
事
、

遊
女
の
装
束
な
ど
に
表
れ
る
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
下
層
か
ら
上
層
へ
と
常
と
は
逆
の

形
で
流
行
す
る
が
、
糊の

り
ぼ
う
せ
ん

防
染
な
ど
染
織
技
術
の
改
良
も
あ
り
、
衣
裳
見
本
・
雛
形
本

の
刊
行
、
売
り
出
す
た
め
に
は
商
人
・
職
人
の
工
夫
・
商
法
が
絡
ん
で
い
た
。
町
人

の
上
昇
志
向
、
そ
こ
へ
簡
便
に
な
っ
た
技
術
が
加
わ
り
、
豪
華
な
彩
色
文
様
に
特
色

を
も
つ
友
禅
染
が
時
流
に
乗
る
が
、
別
け
て
も
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
の
江
戸
大
火

後
に
は
大
量
の
衣
服
需
要
を
招
い
て
お
り
、
京
都
を
は
じ
め
各
地
方
の
機
業
地
が
発

展
す
る
。
分
業
体
制
も
確
立
、
服
飾
産
業
は
大
き
な
進
歩
を
遂
げ
て
ゆ
く
。

応
仁
の
乱
（
一
四
六
七
―
七
七
）
は
京
都
の
機
織
業
地
を
衰
退
さ
せ
た
。
争
乱
の
の
ち

全
国
は
統
一
、
桃
山
時
代
、
焦
土
と
化
し
た
西
陣
か
ら
絞
り
・
摺す

り
ぞ
め染
・
縫ぬ
い
は
く箔
・
墨す
み
が
き描

な
ど
の
技
法
に
依
り
桃
山
小
袖
と
呼
ば
れ
る
様
式
が
成
立
。

四
、
服
飾

乾
山
焼
琳
派
様
式
を
支
え
た
も
の
は
、
兄
光

琳
の
絵
画
、
漆
芸
・
服
飾
な
ど
、
今
日
光
琳
様

式
と
称
さ
れ
る
工
芸
意
匠
の
種
々
で
あ
っ
た
。

古
典
、
伝
統
に
裏
付
け
さ
れ
た
色
彩
・
モ
チ
ー

フ
・
デ
ザ
イ
ン
・
技
術
は
、
主
と
し
て
乾
山
焼

色
絵
陶
器
の
絵
付
け
・
装
飾
ほ
か
に
活
か
さ
れ

た
が
、
時
代
の
流
れ
、
世
人
の
求
め
を
多
く
反

映
。
正
徳
・
享
保
年
間
に
は
光
琳
ブ
ー
ム
に
乗

じ
、
工
房
を
洛
西
か
ら
洛
中
へ
と
移
転
、
職

人
・
商
人
と
し
て
の
成
功
を
手
中
に
し
た
。

琳
派
作
品
の
文
様
・
意
匠
構
成
の
典
拠
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桃
山
小
袖
は
、
経
済
力
を
つ
け
た
町
衆
、
武
人
に
愛
好
さ
れ
た
装
束
で
あ
る
。
支

配
者
、
上
層
階
級
を
顕
示
す
べ
く
生
地
・
文
様
・
加
飾
方
法
な
ど
を
考
案
、
公
・
武
、

町
人
各
階
層
の
共
通
衣
と
し
て
発
展
し
た
が
、
い
ま
だ
中
世
の
遺
風
が
残
り
、
均
一
、

連
続
、
規
則
的
な
織
物
意
匠
が
基
調
で
あ
っ
た
。
左
右
対
称
、
平
安
以
来
の
四
季
草

花
・
吉
祥
文
様
を
主
流
と
し
た
が
、
唐か

ら
お
り織

と
い
う
浮
織
り
技
術
、
縫
箔
と
称
す
る
刺

繍
方
法
、
さ
ら
に
絞
染
「
辻
が
花
染
」
な
ど
の
加
工
に
よ
っ
て
、
片
身
替
り
・
段
替

り
・
腰
替
り
・
肩か

た
す
そ裾

な
ど
の
意
匠
構
成
も
生
み
出
さ
れ
た
。
生
地
は
絹
の
平
織
、

練ね
り
ぎ
ぬ緯
、
南
蛮
貿
易
の
影
響
も
あ
り
地
色
は
南
方
産
の
赤
色
系
統
が
好
ま
れ
た
。

家
居
の
結
構
は
秀
吉
で
あ
る
が
、
衣
裳
の
結
構
は
家
康
に
始
ま
る
と
い
う
。
江
戸

期
の
小
袖
は
慶
長
・
寛
文
・
元
禄
小
袖
の
三
様
式
に
代
表
さ
れ
る
。

一
、
慶
長
小
袖
は
、
江
戸
初
期
、
元
和
か
ら
寛
永
頃
（
一
六
一
五
―
四
三
）
に
武
家
婦
人

間
に
流
行
し
た
。
い
ま
だ
織
物
意
匠
を
基
本
と
し
、
地じ

無な
し

小
袖
と
呼
ば
れ
る
総そ
う
が
ら柄
文

様
に
特
色
が
あ
る
。
左
右
対
称
の
型
は
崩
れ
、
曲
線
に
よ
る
文
様
区
分
、
図
と
地
の

対
比
に
新
味
を
有
し
、
生
地
も
地
紋
の
あ
る
綸り
ん
ず子
、
紗さ

や綾
が
使
わ
れ
始
め
た
。
地
色

は
白
・
赤
・
黒
が
基
調
で
あ
り
、
文
様
は
絞
り
・
刺
繍
・
摺
箔
な
ど
を
入
れ
、
草

花
・
器
物
・
景
物
文
様
が
施
さ
れ
た
。
乾
山
生
家
雁
金
屋
に
は
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）

の
「
御
染
地
之
帳
」（「
小
西
家
文
書
」）
が
残
る
。
家
康
・
秀
忠
・
秀
忠
夫
人
・
北
政

所
・
淀
君
・
秀
頼
・
京
極
高
次
・
京
極
高
知
ほ
か
の
注
文
が
列
記
、「
州す
さ
き崎
島
の
ち
ら

し
・
雪
ち
ら
し
・
鷺さ

ぎ

ち
ら
し
」「
唐か
ら
な
し梨
の
立
木
・
梶
の
立
木
・
銀
杏
の
立
木
」「
井い
せ
き堰

に
立
波
・
武
田
菱
・
葵
・
梅
・
牡
丹
唐
草
・
唐
花
・
縄な

わ
め
す
じ

目
筋
・
碁ご

ば
ん
ご
う
し

盤
格
子
」
な
ど
、

散
ら
し
・
木
立
・
波
、
ま
た
唐
草
文
様
、
色
調
は
浅あ

さ
ぎ葱

・
萌も

え
ぎ葱

・
紫
・
薄う

す
か
き柿

・
茶
・

濃
茶
色
な
ど
が
多
く
み
ら
れ
る
。

民
間
芸
能
が
盛
行
、
北
野
神
社
・
四
条
・
五
条
橋
詰
の
遊
興
場
が
繁
栄
、
歌
舞
伎

小
屋
や
遊
里
が
賑
わ
う
が
、
若
衆
・
人
気
役
者
・
遊
女
ら
の
衣
装
・
装
束
が
注
目
を

集
め
、
流
行
の
一
端
を
担
う
。

二
、
寛
文
小
袖
は
、
町
人
か
ら
武
家
婦
人
、
上
層
階
級
へ
と
流
行
し
た
。
雁
金
屋
に

は
東
福
門
院
の
衣
裳
図
案
帖
が
あ
り
、「
女
御
様
御
め
し
の
御
ふ
く
同
御
つ
か
い
こ
そ

て
上
申
候
帳
」（
元
和
九
年
・
一
六
二
三
）、「
女
院
御
所
様
御
用

御
呉
服
諸
色
調
上
申

代
付
之
御
帳
」（
延
宝
六
年
・
一
六
七
八
）、
万
治
四
年
（
一
六
六
一
）・
寛
文
三
年

（
一
六
六
三
）
の
雛
形
集
数
冊
が
残
る
（「
小
西
家
文
書
」）。
文
様
集
成
・
雛
形
本
に
比
較
、

庶
民
階
級
と
の
大
差
は
な
い
が
、
寛
文
小
袖
は
元
和
・
寛
永
頃
の
湯ゆ

な女
・
遊
女
の
好

み
に
始
ま
る
と
い
う
。
大
胆
か
つ
大
柄
な
文
様
が
小
袖
背
面
、
左
右
い
づ
れ
か
の
肩

に
寄
せ
ら
れ
、
裾
に
向
か
っ
て
大
き
く
流
れ
る
。
構
成
は
簡
潔
、
地
と
文
様
の
対
比

も
明
確
、
主
文
様
は
草
花
・
器
物
、
古
典
文
学
や
謡
曲
の
故
事
・
物
語
、
文
字
文
様

な
ど
も
現
れ
た
。
黒
・
赤
地
色
を
基
調
と
し
、
金
糸
の
刺
繍
、
絞
染
で
は
鹿か

の
こ
し
ぼ
り

子
絞
が

多
く
な
り
、
生
地
は
綸
子
、
繻
子
、
麻
な
ど
が
用
い
ら
れ
た
。

三
、
元
禄
小
袖
は
、
元
禄
年
間
、
江
戸
に
先
立
ち
京
都
・
大
坂
の
富
裕
町
人
を
中
心

と
し
て
流
行
し
た
。
寛
文
小
袖
の
刺
繍
、
鹿
子
絞
、
重
々
し
い
加
飾
方
法
が
残
る
一

方
、
貞
享
頃
（
一
六
八
四
―
八
八
）
か
ら
友
禅
染
が
盛
行
、
軽
快
、
絵
画
的
な
染
色
衣
裳

が
人
気
を
呼
ぶ
。
生
地
は
縮ち
り
め
ん緬
、
意
匠
の
対
称
は
消
え
、
余
白
も
少
な
く
、
絵
画
的

な
花
柄
文
様
・
丸
尽
く
し
・
文
字
文
様
、
モ
チ
ー
フ
を
組
み
合
わ
せ
た
判
じ
絵
的
な

面
白
さ
が
加
え
ら
れ
る
。
文
字
は
武
家
に
漢
字
、
町
人
に
平
仮
名
・
片
仮
名
文
字
な

ど
が
親
し
ま
れ
、
元
禄
七
年
頃
に
は
直
接
小
袖
に
文
様
を
描
く
「
描か

き
え絵

友
禅
」
が
評
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判
を
得
た
。

二
、
織
・
染
と
光
琳
様
式
・
雛
形
本

服
飾
の
装
飾
技
術
は
、
織
り
と
染
め
が
基
本
で
あ
る
。
織
り
は
編あ
み
も
の物
か
ら
発
展
、

染
色
は
花
や
葉
の
汁
を
布
に
摺
り
つ
け
た
先
史
時
代
の
摺
染
に
起
源
が
あ
る
。
無
地

染
は
平
安
時
代
の
襲か

さ
ね
ぎ着
装
束
、
鎌
倉
期
に
な
り
武
家
・
庶
民
間
に
文
様
染
が
発
生
し

た
。
小
袖
が
表
着
に
な
っ
た
こ
と
に
関
係
す
る
が
、
染
色
上
の
大
き
な
飛
躍
は
桃
山

か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
の
こ
と
と
さ
れ
る
。
辻
が
花
染
、
友
禅
染
が
出
現
、
型
や

統
一
性
の
あ
る
織
物
に
対
し
、
文
様
や
意
匠
本
意
の
自
由
な
表
現
が
可
能
と
な
っ
た
。

織
り
か
ら
染
め
へ
の
転
換
は
、
技
法
も
簡
易
、
実
用
的
、
幕
府
の
禁
令
、
衣
裳
法

度
が
作
用
し
た
が
、
農
民
は
麻
・
木
綿
、
町
人
は
絹
以
下
、
使
用
人
は
木
綿
を
着
用
。

平
安
以
来
の
草
花
・
景
物
、
季
節
感
に
彩
ら
れ
た
和
文
様
が
定
着
す
る
。
海
外
貿
易

に
よ
る
更さ

ら
さ紗

布
も
影
響
し
た
が
、
大
衆
化
、
大
量
生
産
が
図
ら
れ
る
な
ど
、
当
時
は

「
太
夫
染
・
茶
屋
染
・
伊
達
染
・
更
紗
染
・
ゆ
か
た
染
・
し
も
ふ
り
染
・
こ
ん
や
染
」

（『
新
撰
御
ひ
い
な
が
た
』・
寛
文
七
年
刊
）
な
ど
藍
染
・
色
染
・
更
紗
染
・
鹿
子
絞
・
型
染

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
た
。
工
房
は
「
さ
め
が
い
四
条
下
ル
丁
三
丁
の
間
」（『
京
雀
跡あ

と

追お
い

』・
延
宝
六
年
刊
）
と
あ
り
、
京
都
堀
川
東
四
条
・
五
条
間
に
集
中
し
て
い
た
。
染
色

に
は
、
織
る
以
前
の
糸
を
染
め
る
先さ

き
ぞ
め染

（
平
織
・
浮
文
織
・
縞
・
格
子
・
絣
な
ど
）、
織
り

上
げ
た
生
地
に
文
様
や
染
色
を
施
す
後あ

と

染ぞ
め

（
絞
染
・
蝋
纈
染
・
友
禅
染
な
ど
）
の
二
法
が

あ
る
。
描か

き
え絵

（
つ
け
た
て
）
と
称
し
顔
料
を
用
い
て
直
接
生
地
に
文
様
を
描
く
法
、

摺す
り
え絵
と
称
し
木
型
を
用
い
て
文
様
を
摺
り
出
す
型
染
法
も
行
わ
れ
て
い
た
。

辻
が
花
染

「
辻
が
花
」
は
、
絞
染
の
盛
ん
に
な
る
室
町
か
ら
桃
山
時
代
に
あ
ら
わ
れ
、
江
戸
時

代
に
は
姿
を
消
し
た
文
様
染
で
あ
る
。
生
地
は
練ね
り
ぬ
き緯
が
多
く
、
紫
・
藍
・
白
・
茶
・

朱
・
緑
な
ど
の
色
を
用
い
、
文
様
部
分
を
括く
く

り
・
縫
い
な
ど
し
て
絞
り
染
め
、
そ
れ

に
朱
や
墨
に
よ
り
花
文
様
を
線
描
き
、
摺
箔
・
刺
繍
、
具
象
的
な
絵
文
様
を
染
め
出

す
技
法
で
あ
る
。
織
り
も
の
か
ら
染
め
も
の
、
均
一
的
な
重
々
し
い
文
様
か
ら
自
由

な
意
匠
、
染
色
へ
の
過
渡
期
を
示
す
様
式
と
さ
れ
る
。

友
禅
染

友
禅
染
は
、
江
戸
時
代
を
代
表
す
る
文
様
染
で
あ
る
。
天
和
頃
か
ら
貞
享
・
元
禄

時
代
に
流
行
し
た
が
、
京
都
東
山
知
恩
院
前
に
住
し
た
扇
絵
師
宮
崎
友
禅
（
生
没
年
不

詳
）
の
意
匠
に
始
ま
る
。
友
禅
は
扇
絵
師
で
あ
っ
た
。
下
絵
は
描
く
が
、
染
色
の
考

案
者
で
は
な
く
、
の
ち
に
そ
の
名
が
技
術
や
文
様
様
式
の
呼
称
と
し
て
継
続
さ
れ
た
。

染
色
は
、
明
暦
の
江
戸
大
火
、
南
蛮
船
の
も
た
ら
し
た
イ
ン
ド
更
紗
が
刺
激
と
な

る
。
更
紗
は
紗し

ゃ
む
ろ
ぞ
め

羅
染
と
も
呼
ば
れ
、
木
綿
生
地
に
手
描
・
型
に
よ
る
染
色
を
基
本
と

し
た
が
、
蝋ろ

う

描
き
に
よ
る
線
文
様
は
簡
便
か
つ
絵
画
を
描
く
よ
う
に
染
色
を
可
能
に

し
て
い
た
。
こ
れ
が
友
禅
染
に
影
響
す
る
が
、
友
禅
は
絹
地
、
多
彩
な
顔
料
を
用
い

る
こ
と
に
特
色
が
あ
る
。
更
紗
染
の
蝋
置
き
技
法
を
糊の

り

置
き
に
換
え
、「
古こ

ふ
う風

の
賤い

や

し

か
ら
ぬ
を
ふ
く
み
て
、
今い

ま
よ
う様

の
香き

ゃ
し
ゃ車

な
る
物も

の

数す

き寄
に
か
な
ひ
た
る
」（『
友
禅
ひ
い
な
か

た
』）
意
匠
を
染
色
、
古
典
の
伝
統
、
時
流
の
斬
新
さ
が
融
合
、
軽
妙
な
意
匠
・
装
飾
、

簡
便
な
染
色
技
法
が
人
気
を
集
め
る
。
有
職
文
様
の
意
匠
を
借
り
、
円
文
・
菱
文
・

扇
面
形
の
散
ら
し
を
配
置
、
そ
れ
ら
の
中
に
今
様
式
の
繊
細
な
草
花
、
景
物
、
生
き

も
の
な
ど
を
描
き
入
れ
る
。
和
歌
・
物
語
絵
、
判
じ
絵
的
な
面
白
さ
や
趣
味
性
も
発
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揮
し
た
が
、
友
禅
染
は
糸
目
友
禅
、
描か

き
え絵

友
禅
に
分
け
ら
れ
る
。
糸
目
友
禅
は
、
従

来
の
藍
染
・
茶
屋
染
（
型
染
）
な
ど
文
様
部
分
を
残
し
て
糊
を
置
く
防
染
に
対
し
、
糊

を
細
い
筒
状
の
容
器
に
入
れ
下
絵
上
に
糸
の
よ
う
に
絞
り
出
す
筒つ

つ
が
き描
糊
置
き
法
を
特

色
と
し
た
。
染
料
に
は
豆ご
じ
る汁

（
豆
の
汁
）
を
混
合
、
刷
毛
を
用
い
た
引
染
め
に
因
り
、

文
様
は
絵
画
の
よ
う
に
自
在
に
描
く
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
描
絵
友
禅
は
、
絵
筆

を
使
い
直
接
生
地
に
文
様
を
描
く
方
法
で
あ
る
。
名
の
あ
る
絵
師
に
依
頼
、
西
鶴
の

著
述
に
も
現
れ
る
が
、
一
品
制
作
、
銘
柄
品
、
光
琳
筆
に
は
冬
木
小
袖
、『
好
色
文ふ

み

伝

授
』（
元
禄
一
二
年
刊
・
一
六
九
九
）
に
は
白
繻
子
小
袖
の
墨
松
図
が
評
判
を
得
た
と
あ
る
。

友
禅
染
は
江
戸
期
の
呉
服
衣
料
の
主
流
と
な
っ
た
。
派
手
な
も
の
か
ら
地
味
な
も

の
ま
で
、
京
都
を
中
心
に
主
と
し
て
上
方
地
方
に
盛
行
し
た
が
、
別
し
て
明
暦
大
火

後
に
は
簡
易
・
簡
便
を
望
む
江
戸
に
お
い
て
大
流
行
。
衣
類
か
ら
扇
子
・
団
扇
・
風

呂
敷
・
や
き
も
の
・
色
紙
・
短
冊
な
ど
の
装
飾
と
し
て
も
て
囃
さ
れ
る
が
、
流
行
は

一
〇
年
を
限
り
と
し
て
移
り
ゆ
く
。
万
人
に
親
し
ま
れ
た
友
禅
も
や
が
て
元
禄
半な

か
ばに

は
時
代
遅
れ
、
代
わ
っ
て
光
琳
文
様
が
現
れ
る
。

光
琳
様
式

光
琳
文
様
は
正
徳
・
享
保
年
間
に
人
気
を
集
め
る
。
友
禅
意
匠
は
そ
れ
に
吸
収
さ

れ
て
ゆ
く
が
、
光
琳
様
式
の
底
流
に
は
先
の
慶
長
・
寛
文
・
元
禄
小
袖
の
色
調
、
総

柄
・
大
柄
文
様
、
非
対
称
、
地
と
文
様
の
明
確
な
対
比
、
友
禅
の
繊
細
な
装
飾
と
鮮

や
か
な
色
彩
な
ど
が
流
れ
て
い
る
。
豪
華
な
が
ら
、
個
性
の
乏
し
い
そ
れ
ら
の
意
匠

は
、
友
禅
文
様
を
橋
渡
し
と
し
て
光
琳
文
様
へ
と
移
行
す
る
が
、
描
き
尽
く
し
、
飾

り
尽
く
し
そ
れ
を
捨
て
去
る
大
胆
さ
な
ど
、
奢
侈
を
誇
る
元
禄
と
い
う
時
代
背
景
な

く
し
て
生
ま
れ
な
か
っ
た
意
匠
で
あ
る
。
画
題
は
古
典
、
画
の
細
部
は
省
略
、
染
色

な
が
ら
描
絵
小
袖
の
風
合
が
残
る
な
ど
、
そ
の
様
式
は
以
下
の
特
色
を
具
え
て
い
た
。

一
、
誇
張
と
簡
略
化
、
軽
妙
な
運
筆
と
表
現
の
意
外
性

二
、
象
徴
的
、
対
象
の
明
確
な
捉
え
方
と
空
間
と
の
対
比

三
、
古
典
の
主
題
、
モ
チ
ー
フ
の
組
み
合
わ
せ
と
捨
象
技
巧

四
、
判
じ
絵
的
な
面
白
さ
と
遊
び
心
、
速
筆
・
減
筆
に
よ
る
余
裕

最
小
の
描
写
に
し
て
最
大
の
効
果
を
ね
ら
う
が
、
光
琳
意
匠
は
和
歌
・
連
歌
か
ら

俳
諧
へ
と
移
行
し
た
時
代
の
流
れ
、
判
り
易
さ
を
求
め
た
庶
民
の
嗜
好
に
合
致
し
た
。

簡
潔
、
優
美
、
文
様
そ
の
も
の
に
独
立
性
が
あ
り
、
光
琳
梅
・
光
琳
菊
・
光
琳
桐
な

ど
独
自
の
形
状
が
創
り
出
さ
れ
、
意
匠
作
家
は
競
っ
て
光
琳
文
様
に
取
り
組
む
が
、

そ
れ
ら
の
意
匠
は
「
当
世
光
林マ
マ

」「
当
流
模
様
」「
光
林
模
様
」
な
ど
諸
本
に
冠
記
。

人
気
の
ほ
ど
は
正
徳
か
ら
享
保
年
間
へ
と
ま
さ
に
乾
山
の
二
条
進
出
時
期
に
同
じ
く

す
る
。
時
を
合
わ
せ
て
乾
山
焼
も
琳
派
様
式
の
作
品
を
主
軸
と
し
た
。

享
保
元
年
、
光
琳
は
生
涯
を
閉
じ
た
。
流
行
を
知
り
、
乾
山
焼
の
成
功
を
目
に
し

て
い
た
が
、
琳
派
の
み
な
ら
ず
、
鳴
滝
時
代
の
画
讃
様
式
に
も
力
を
貸
し
、
乾
山
焼

は
兄
弟
合
作
が
基
盤
を
成
し
た
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
光
琳
文
様
は
や
が
て
江
戸

へ
進
出
、
が
、
江
戸
は
武
家
中
心
の
町
で
あ
っ
た
。
渋
い
色
調
、
小
紋
、
色
彩
変
化

に
視
点
は
移
り
、
宝
暦
頃
（
一
七
五
一
―
六
四
）
に
は
光
琳
名
も
し
だ
い
に
消
え
る
。
代

わ
っ
て
紋
章
意
匠
、
小
紋
染
が
出
廻
る
が
、
京
友
禅
は
以
後
古
い
も
の
、
伝
統
、
野

暮
な
意
匠
と
み
な
さ
れ
て
古
典
の
領
域
へ
と
移
っ
て
ゆ
く
。
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雛
形
本
は
、
小
袖
文
様
の
染
色
見
本
帳
で
あ
る
。
の
ち
に
鑑
賞
本
と
し
て
も
流
布
す
る

が
、
時
流
に
従
い
種
々
の
文
様
を
集
成
、
業
界
用
書
と
し
て
染
色
の
見
本
、
服
飾
の
流
行

を
つ
く
り
出
し
た
。
文
様
集
と
し
て
判
じ
絵
な
ど
の
面
白
さ
も
加
え
ら
れ
、
女
性
の
み
な

ら
ず
、
多
く
の
読
書
人
を
惹
き
つ
け
た
が
、
元
禄
期
に
は
独
自
の
刊
行
物
、
絵
本
と
し
て

も
定
着
、
木
版
刷
り
、
肉
筆
に
よ
る
図
案
帳
も
含
ま
れ
た
。
大
型
・
小
型
の
二
種
が
あ
り
、

小
型
本
は
袖し

ゅ
う
ち
ん
ぼ
ん

珍
本
と
呼
ば
れ
、
京
都
の
書
林
を
筆
頭
に
、
元
禄
後
期
に
は
大
坂
、
次
い
で

江
戸
と
三
都
の
出
版
に
限
定
さ
れ
た
。
上
方
中
心
の
町
絵
師
か
ら
や
が
て
地
方
絵
師
の
参

加
も
み
ら
れ
、
題
名
を
変
え
、
版
元
を
移
し
、
改
編
、
再
版
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

町
人
衣
裳
の
主
流
と
な
っ
た
友
禅
染
は
刊
本
に
そ
の
意
匠
の
推
移
が
確
認
で
き
る
。

一
、『
友
禅
ひ
い
な
か
た
』（
貞
享
五
年
刊
・
一
六
八
八
）
の
序
文
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
。

夫
衣い

し
ょ
う裳
の
模も

よ
う様
さ
ま
ざ
ま
に
し
て
、
柳
は
み
ど
り
、
花
は
く
れ
な
い
の
い
ろ
い
ろ
を
好
。 

鷽う
そ

、
う
ぐ
ひ
す
の
を
の
が
と
り
ど
り
の
下し

た
え絵

を
写う

つ

し
て
、
世
に
お
こ
な
わ
る
ゝ
事
お

な
じ
と
い
へ
ど
も
、
鹿か

の
こ子

、
縫ぬ

い
は
く薄

、
正し

ょ
う
へ
い平

よ
し
な
が
の
染そ

め

分わ
け

の
昔む

か
しに

か
は
ら
ず
し
て
、

当と
う
せ
い世

を
こ
の
む
た
よ
り
に
な
ら
ず
。
爰こ

こ

に
宮
崎
氏う

じ

友ゆ
う
ぜ
ん禅

と
い
ふ
人
有
て
、
絵え

に
た
く

み
な
る
事
、
い
ふ
に
斗は

か
り
な
く
、
古こ

ふ
う風
の
賤い

や

し
か
ら
ぬ
を
ふ
く
み
て
、
今い

ま
よ
う様
の
香き

ゃ
し
ゃ車
な

る
物も

の

数す

き寄
に
か
な
ひ
、
上
は
日
の
め
も
し
ら
ぬ
お
く
方が

た

、
下し

も

は
ど
ろ
ふ
む
女
の
わ
ら

は
に
い
た
る
ま
で
、
此こ

の

風ふ
う
り
ゅ
う

流
に
な
れ
り
。
予よ

、
幸さ

い
わ

ひ
に
し
る
事
あ
り
て
、
よ
く
ま
な

び
得え

た
り
。
故ゆ

へ

に
ひ
い
な
か
た
を
出
し
て
、
世
に
行
ふ
と
自
云
□

友ゆ
う
じ
ん
さ
い

盡
斎
清
親

衣
裳
の
ほ
か
扇
子
、
団
扇
、
風
呂
敷
、
の
ち
に
乾
山
焼
な
ど
や
き
も
の
類
の
絵
付
け
に

も
活
用
さ
れ
る
が
、
凡
例
に
よ
れ
ば
、
染
色
に
つ
き
、
小
袖
・
帷
子
・
帯
・
抱か

か
へ
お
び帯

・
幅ふ

く

紗さ

の
類
は
彩
色
・
金
銀
泥
入
と
し
、
浴
衣
・
風
呂
敷
・
三
尺
・
手
拭
の
類
は
地
色
に
染
分
模

様
を
白
く
お
と
す
と
あ
る
。
風
呂
敷
は
平
安
時
代
か
ら
使
わ
れ
た
が
、
入
浴
の
折
り
衣
類

の
脱
ぎ
着
の
た
め
下
に
敷
い
た
布
と
さ
れ
、
江
戸
時
代
は
平
包
み
と
も
呼
ば
れ
、
衣
類
、

ふ
と
ん
、
諸
々
の
物
を
包
む
用
布
と
な
っ
て
い
た
。
浴
衣
は
湯ゆ

か
た
び
ら

帷
子
、
入
浴
の
時
に
着
用

し
た
白
麻
無
地
の
身
拭
い
で
あ
り
、
の
ち
衣
料
と
し
て
家
庭
で
着
用
、
白
木
綿
に
藍
染
め

が
一
般
で
あ
っ
た
。
手
拭
は
手
や
身
体
を
拭
う
布
、
江
戸
時
代
に
は
麻
か
ら
木
綿
に
代

わ
っ
て
い
る
。
衣
裳
の
ほ
か
香こ

う
つ
つ
み包
・
匂
い
袋
・
色
紙
・
短
冊
・
畳
紙
・
折お

り
た
ば
こ
い

莨
入
れ
・
扇

子
・
手
箱
・
火ひ

お
け桶
・
張は

り
ば
こ箱
・
文
庫
・
櫛く

し

・
盃

さ
か
ず
きに
至
る
文
様
に
も
応
用
さ
れ
た
が
、
作
者
の

友ゆ
う

盡じ
ん

斎さ
い

清き
よ
ち
か親

は
日へ

き置
徳
右
衛
門
と
称
し
た
浮
世
絵
師
で
あ
る
。
生
没
年
は
不
詳
で
あ
る
が
、

天
和
二
年
（
一
六
八
二
）、
村
上
座
狂
言
図
を
描
い
た
額
が
伝
え
ら
れ
る
。

『
友
禅
ひ
い
な
か
た
』
に
み
ら
れ
る
文
様

松
に
藤
・
松
に
梅
・
松
に
竹
・
松
竹
梅
の
丸
・
浜
松
・
瀧
に
松
・
若
松
・
竹
色
々
・

根
笹
（
隈
笹
）・
杉
・
桐
・
友
禅
桐
・
芭
蕉
・
蒲た

ん
ぽ
ぽ

公
英
・
撫な

で
し
こ子

・
忍
ぶ
草
・
桜
・
桜
に

扇
子
・
桜
川
・
花
筏
・
梅
・
梅
に
鶯
・
梅
桜
花
の
丸
・
花
き
り
・
菊
に
琴
・
秋
の
野

（
萩
・
薄
）・
武
藏
野

芦
に
流
れ
水
・
芦
に
鴈
・
芦
に
鷺
・
芦
に
藁
屋
・
水
に
山
吹
・
み
な
の
川
・
八
橋
杜

若
・
四
季
の
柳
・
柳
に
鞠ま

り

・
雪
の
輪
・
御
所
車
・
傘か

さ

井い
げ
た桁

・
石
籠
・
御み

す簾
几
帳
・
足

駄
・
つ
く
ば
ね
・
ほ
と
と
ぎ
す
・
鯉
・
亀
・
鶴
・
蝶
・
雁
が
ね
・
貝
つ
く
し
・
蝶
つ

く
し
・
本
つ
く
し
・
杉
戸
つ
く
し
・
色
紙
つ
く
し
・
枕
つ
く
し
・
瓢
つ
く
し
・
団
扇

つ
く
し
・
松ま

つ
か
わ
び
し

皮
菱
花
つ
く
し
・
梅
ば
ち
花
つ
く
し
・
扇
に
花
つ
く
し
・
幕
に
花
つ
く

し

二
、『
女
重
寶
記
』（
元
禄
五
年
刊
・
一
六
九
二
）
は
往
来
物
、
当
時
の
婦
人
の
教
訓
書
で
あ
る

が
、
友
禅
に
関
し
「
衣
類
の
沙
汰
并な

ら
びに

染そ
め

や
う
の
事
」
に
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

都み
や
この

町ま
ち
ふ
う風

も
、
時と

き

、
世よ

に
う
つ
り
か
わ
り
て
、
時と

き
ど
き々

の
は
や
り
そ
め
も
五
年
か
八
年

の
間あ

い
だ
に
み
な
す
た
り
、
中な

か
ご
ろ比
の
吉よ

し
な
が長
の
小こ

い
ろ色
そ
め
、
友ゆ

う
ぜ
ん禅
そ
め
の
丸ま

る

づ
く
し
、
上

か
み
ぎ
ょ
う京

八は
ち
も
ん
じ
や

文
字
屋
ぞ
め
の
山や

ま

み
ち
す
崎さ

き

、
下し

も

京ぎ
ょ
うそ
め
の
う
ち
だ
し
か
の
こ
、
今い

ま

み
れ
は
、
は

や
ふ
る
め
か
し
く
初し

ょ
し
ん心

な
り
。
比こ

の

こ
ろ
は
地じ

ち
ゃ茶

地じ
し
ろ白

、
か
た
の
も
や
う
、
や
う
や
く

は
や
り
出い

で

た
れ
ど
も
、
こ
れ
も
又
い
つ
し
か
に
す
た
る
べ
し
。
時と

き

の
は
や
り
も
や
う

は
、
大お

お

か
た
哥か

ぶ

き
舞
伎
し
ば
い
よ
り
出い

づ

る
な
れ
ば
、
こ
れ
を
こ
の
み
着き

給た
も

ふ
も
、
破は

で手

に
み
へ
て
あ
し
し
。
衣
類
は
上じ

ょ
う
だ
い
ふ
う

代
風
の
、
今い

ま

の
目
に
は
初し

ょ
し
ん心
め
き
た
る
を
着き

給
ふ

女じ
ょ
ち
ゅ
う

中
こ
そ
、
心こ

こ
ろも

艶え
ん

に
や
さ
し
く
お
も
わ
る
る
も
の
也
（
略
）

こ
れ
に
よ
っ
て
流
行
は
移
ろ
い
易
く
、
五
年
か
ら
八
年
の
間
と
み
ら
れ
て
い
る
が
、
友

禅
文
様
も
貞
享
・
元
禄
時
代
に
大
流
行
、
元
禄
五
年
頃
に
は
す
で
に
代
表
的
な
丸
文
様
も

時
代
遅
れ
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
に
は
そ
の
後
も
友
禅
染
は
継
続
し
た
が
、
当

時
の
染
色
は
そ
の
ほ
か
正
平
絞
染
、
八
文
字
屋
染
、
う
ち
だ
し
鹿
子
な
ど
の
染
色
技
法
の

あ
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

雛
形
本
・
好
色
本
・
重
寶
記
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三
、『
西さ

い
か
く鶴

織お
り
ど
め留

』（
元
禄
七
年
刊
・
一
六
九
四
）
は
井
原
西
鶴
の
小
説
・
浮
世
草
子
で
あ
る
。

「
塩
う
り
の
樂ら

く

す
け
」（
巻
二
）
に
は
「
近
年
書か

き
え絵

小
袖
を
仕
出
し
、
俄に

わ
か分

限
と
な
り
ぬ
」
と

あ
り
、
京
都
室
町
通
り
の
呉
服
商
菱ひ

し
や屋

の
手
代
が
西
国
筋
の
問
屋
か
ら
一
二
〇
両
の
小
判

を
請
け
取
り
そ
れ
を
紛
失
、
塩
う
り
の
樂
す
け
が
拾
い
、
本
人
の
手
に
戻
す
が
、
手
代
は

そ
の
厚
恩
を
忘
れ
ず
、
や
が
て
独
立
し
て
書
絵
小
袖
を
考
案
、
評
判
を
得
て
、
俄
か
分
限

に
な
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
衣
裳
の
禁
令
は
天
和
三
年
・
貞
享
三
年
・
元
禄
二
年
と
つ

づ
き
、
豪
奢
、
過
多
な
装
飾
を
戒
め
ら
れ
た
が
、
友
禅
も
染
色
か
ら
し
だ
い
に
墨
絵
の
描

絵
友
禅
が
人
気
を
得
た
と
さ
れ
て
い
る
。
描
絵
は
新
た
に
呉
服
商
の
考
案
し
た
商
品
の
一

つ
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

四
、
そ
の
他
、
町
人
の
経
済
生
活
と
世
の
人ひ

と

心ご
こ
ろを
著
し
た
浮
世
草
子
中
、
西
鶴
や
西
村
未

達
（
市
郎
右
衛
門
）
な
ど
、
友
禅
を
取
り
あ
げ
た
作
品
に
は
以
下
が
あ
る
。

（
一
）『
好
色
一
代
男
』（
天
和
二
年
刊
・
一
六
八
二
）

「
全ぜ

ん
せ
い
か
し
ょ
ば
お
り

盛
歌
書
羽
織
」（
巻
六
）
で
は
「
女
郎
も
衣
裳
つ
き
し
ゃ
れ
て
、
墨
絵
に
源
氏
、
紋
所

も
ち
い
さ
く
な
ら
べ
て
」
と
あ
る
。
贅
沢
に
な
っ
た
女
郎
の
衣
裳
に
墨
絵
の
源
氏
物
語
絵

が
み
ら
れ
、
紋
所
に
も
客
と
遊
女
の
紋
所
を
二
つ
並
べ
て
入
れ
る
比
翼
紋
の
現
れ
た
こ
と

を
伝
え
て
い
る
が
、
風
俗
は
移
り
変
わ
り
、
西
鶴
は
流
行
も
そ
の
盛
り
だ
け
が
よ
い
と
述

べ
る
。「
末ま

つ
し
ゃ社

ら
く
遊あ

そ

び
」（
巻
七
）
に
は
「
扇
の
十
二
本
祐ゆ

う
ぜ
ん善

が
浮
世
絵
」
と
あ
る
。
骨
の

多
い
扇
は
上
物
と
さ
れ
る
が
、
友
禅
は
扇
絵
師
、
そ
れ
に
風
俗
画
を
描
い
た
と
さ
れ
る
。

（
二
）『
椀わ

ん
き
ゅ
う久

一
世
の
物
語
』（
貞
享
二
年
刊
・
一
六
八
五
）

「
夢む

ち
ゅ
う中

の
鎰か

ぎ

」（
上
巻
）
に
「
し
ま
ぢ
り
め
ん
の
浅
黄
に
、
白
襦
子
の
長
羽
織
に
京
の
幽ゆ

う
ぜ
ん禅

が
墨
絵
の
源
氏
、
人
の
目
だ
つ
程
な
れ
ど
も
、
其
頃
い
ま
だ
世
に
衣
裳
法
度
も
な
き
時
ぞ

か
し
」
と
あ
る
。
正
月
七
日
に
弁
財
天
へ
の
初
詣
に
向
か
う
大
坂
堺
筋
の
椀
屋
久
兵
衛

（
椀
久
・
九
右
衛
門
）
の
装
束
を
表
す
が
、
白
襦
子
の
長
羽
織
に
友
禅
手
描
き
の
墨
絵
源
氏
物

語
図
が
あ
っ
た
と
い
う
。

（
三
）『
好
色
一
代
女
』（
貞
享
三
年
刊
・
一
六
八
六
）

「
小こ

う
た哥

の
傳で

ん
じ
ゅ受

女
」（
巻
五
）
に
「
似
せ
幽
禅
の
扇
に
し
て
、
涼
風
を
ま
ね
き
」
と
あ
る
。

風
呂
屋
女
が
、
湯
上
が
り
客
を
煽
ぐ
た
め
に
友
禅
画
の
紛ま

が

い
も
の
扇
を
使
う
さ
ま
を
記
し

て
い
る
が
、「
美び

せ
ん
の扇

戀れ
ん
ぷ
う風

」（
巻
五
）
に
は
「
御み

か
げ
ど
う

影
堂
も
物
さ
び
、
幽
禅
絵
も
ふ
る
さ
れ
」
と

あ
り
、
御
影
堂
は
五
条
寺
町
に
あ
っ
た
時
宗
新
善
光
寺
、
そ
こ
の
尼
僧
の
折
る
扇
は
「
御

影
堂
折
」
と
称
し
上
等
品
と
さ
れ
て
い
た
。
が
、
そ
れ
も
今
は
寂
れ
、
友
禅
扇
も
同
じ
く

流
行
遅
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。

（
四
）『
好
色
三
代
男
』（
貞
享
三
年
刊
・
一
六
八
六
）

「
肌
は
雪
の
綿
に
ひ
か
る
ゝ
」（
巻
五
）
に
「
柳
や
が
下さ

げ
お緒
、
ゆ
う
ぜ
ん
扇
、
音お

と
わ羽
の
か
る

焼
の
干ひ

が

し
菓
子
」
と
あ
り
、
下
緒
は
刀
の
鞘
に
つ
け
る
緒
、
か
る
焼
は
京
都
五
条
坂
・
清
水

辺
り
で
売
ら
れ
て
い
た
名
物
の
煎
餅
と
い
う
が
、
は
や
り
物
の
一
つ
に
友
禅
扇
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
。

（
五
）『
男
色
大
鑑
』（
貞
享
四
年
刊
・
一
六
八
七
）

「
聲こ

え

に
色い

ろ

あ
る
化ば

け
も
の物

の
一
ふ
し
」（
巻
八
）
に
「
餝か

ざ

り
縄な

は

の
染そ

め
い
だ出

し
明ゆ

か
た衣

・
御
所
ち
ら
し
・

千せ
ん
す
じ筋
・
山
づ
き
し
・
曙
嶋
・
幽
禅
が
萩は

ぎ

の
す
そ
書が

き

・
白は

く
え
ん鳶
が
若
松
、
色
々
の
も
や
う
好
み
、

素し
ろ
う
と人
目め

に
は
あ
だ
に
見
る
ら
ん
」
と
あ
る
。
友
禅
文
様
は
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
る
も
の

の
一
つ
と
さ
れ
て
い
た
。
宮
崎
友
禅
の
自
筆
画
に
は
以
下
が
あ
る
。

「
未
明
友
禅
」
の
落
款
を
も
つ
源
氏
物
語
図
掛
物

「
洛
東
智
恩
院
前
扶
桑
扇
工
友
禅
」
と
あ
る
『
余
情
ひ
な
か
た
』（
元
禄
五
年
刊
）

「
洛
陽
画
工
友
禅
子
圖
之
」
と
あ
る
『
祇
園
梶
の
葉
』（
宝
永
四
年
刊
）

五
、『
光こ

う
り
ん
え
ほ
ん
み
ち
し
る
べ

林
絵
本
道
知
辺
』（
享
保
二
〇
年
刊
・
一
七
三
五
）
は
衣
裳
文
様
と
し
て
光
琳
文
様
が

頂
点
に
達
し
た
享
保
年
間
の
図
案
集
で
あ
る
。
序
文
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

世
に
草そ

う
か花

の
類た

ぐ

ひ
を
軽け

い
ひ
つ筆

に
画え

が
き

し
此
絵え

し師
は
、
風ふ

う
り
ゅ
う流

優ゆ
う
び美

の
人
に
し
て
、
天て

ん

性せ
い

畫え

を

好こ
の
んで

妙み
ょ
うを

得え

、
一い

ち
り
ゅ
う流

を
畫

え
が
き

初は
じ
めら

れ
、
今
専も

っ
ぱら

時は
や
れ流

り
。
予よ

、
数す

ね
ん年

此
絵え

の
流り

ゅ
うに

心
を

よ
せ
て
学ま

な

び
み
れ
ど
も
、
生し

ょ
う
と
く得

筆
重お

も

ふ
し
て
、
書か

き

得え

が
た
し
と
い
へ
ど
も
、
衣い

る
い類

の

模も
よ
う様
を
始は

じ
め、
扇せ

ん
す子
、
団う

ち
わ、
或あ

る
い
は
風ふ

ろ
し
き

呂
敷
、
又
は
焼や

き

物も
の

類る
い

の
図づ

を
、
及お

よ
ば
ず
な
が
ら
写う

つ

し

て
、
此
流り

ゅ
う
ぎ義

を
好こ

の
ま

る
ゝ
輩

と
も
が
らの

、
便た

よ
り

に
も
な
ら
ん
か
し
と
、
三
巻
に
書か

き

続つ
づ
けて

、
道み

ち
し
る
べ

知
辺

と
題だ

い

し
て
、
梓あ

づ
さに

鏤
ち
り
ば
め、

世
に
弘ひ

ろ
むる

も
の
な
ら
し

以
上
の
こ
と
か
ら
、
友
禅
の
盛
衰
は
、
天
和
か
ら
貞
享
年
間
に
か
け
て
盛
行
、
元
禄
五

年
に
は
す
で
に
流
行
遅
れ
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
染
色
に
代
わ
り
元
禄
七
年
に
は
書
絵
（
描

絵
）
友
禅
の
も
て
囃
さ
れ
た
こ
と
、
正
徳
か
ら
享
保
頃
に
は
光
琳
文
様
へ
と
移
行
、
流
行
、

こ
れ
に
よ
っ
て
工
芸
意
匠
の
大
概
が
把
握
で
き
る
。

こ
の
機
に
乗
じ
、
乾
山
焼
も
人
気
を
集
め
る
。
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乾
山
時
代
を
考
慮
、
雛
形
本
は
、
寛
文
か
ら
寛
保
年
間
の
刊
行
を
中
心
に
掲
載
し
た
。

別
名
の
あ
る
も
の
は
カ
ッ
コ
内
に
そ
の
異
名
を
記
し
、
寛
文
風
・
光
琳
風
と
し
た
も
の
は

多
く
そ
の
特
徴
を
具
え
た
雛

ひ
な
ひ
い
な
が
た

形
の
意
で
あ
る
。
正
徳
元
年
か
ら
光
琳
風
が
急
増
し
、
乾

山
は
ま
さ
に
そ
の
期
に
合
わ
せ
た
よ
う
に
洛
西
鳴
滝
か
ら
洛
中
二
条
丁
子
屋
町
へ
移
転
、

享
保
末
年
、
光
琳
様
式
の
全
盛
の
な
か
工
房
を
猪
八
に
任
せ
、
独
り
江
戸
へ
下
る
。
光
琳

意
匠
の
流
行
と
や
き
も
の
商
売
、
軌
道
に
の
っ
た
乾
山
焼
が
浮
か
び
上
が
る
。

一
六
六
〇
年
代

六
〇
―
八
四
・
万
治
三
年
―
天
和

 

『
四
季
模
様
諸
礼
絵
鑑
』
菱
川
師
宣
画

六
六
・
寛
文
六
年 

『
御
ひ
い
な
か
た
』（『
新
撰
御
ひ
い
な
か
た
』）
絵
師
不
明
・
序
文

 

瓢
水
子
・
寛
文
風

一
六
七
〇
年
代

七
三
―
八
四
・
延
宝
―
天
和

 

『
御
雛
形
万
女
集
』
伝
菱
川
師
宣
・
杉
村
治
兵
衛
画

七
四
・
延
宝
二
年 

『
御
所
雛
形
』（『
延
宝
雛
形
』）
絵
師
不
明

七
七
・
延
宝
五
年 

『
小
袖
御
ひ
い
な
か
た
』（『
当
世
ひ
い
な
形
』）
菱
川
師
宣
画

 

刊
記
に
「
菱
川
真
跡
」
と
あ
る

一
六
八
〇
年
代

八
一
―
八
八
・
天
和
―
貞
享

 

『
徒つ

れ
づ
れ
し
ゅ
う
い
ひ
な
か
た

然
拾
遺
雛
形
』
絵
師
不
明
・
寛
文
風

八
四
・
天
和
四
年 

『
当
風
御
ひ
い
な
か
た
』（『
当
世
早は
や
る流
雛
形
』）
菱
川
師
宣
画

八
四
―
八
八
・
貞
享
年
間

 

『
絵
本
御
ひ
い
な
か
た
』
絵
師
不
明

八
四
―
一
七
〇
四
・
貞
享
―
元
禄

 

『
小
袖
模
様
鑑か

が
み』

絵
師
不
明

 

『
模も

よ
う
い
せ
み
や
げ

様
伊
勢
土
産
』
伊
勢
・
遊
静
堂
画

 

『
小
袖
の
姿す

が
た
み見

』
伝
菱
川
師
宣
画

八
五
・
貞
享
二
年 

『
今い

ま
よ
う用

御
ひ
い
な
か
た
』
染
色
之
作
者
中
都
辺
重
次
・
模
様
之

作
絵
正
則
画

八
六
・
貞
享
三
年 

『
諸
国
御
ひ
い
な
か
た
』（『
諸
方
雛
形
』）
絵
師
不
明
・
友
禅
風

八
七
・
貞
享
四
年 

『
源
氏
ひ
な
か
た
』
模
様
絵
加
藤
氏
吉
定
画
・
友
禅
風

八
八
・
貞
享
五
年 

『
友
禅
ひ
い
な
か
た
』
友ゆ

う
じ
ん
さ
い

盡
斎
日へ

き置
徳
右
衛
門
清
親
画
・
友
禅
風

 

『
小
倉
山
百
首
雛
形
』（『
百
人
一
首
歌
ひ
い
な
か
た
』）
柏
葉
軒
暁

峰
画

八
八
―
一
七
〇
四
・
元
禄
年
間

 

『
当と

う
せ
い世

染ぞ
め

ひ
な
か
た
』
絵
師
不
明

 

『
当
世
四
季
ひ
い
な
形
』
絵
師
不
明
・
序
文
染
徳
堂

一
六
九
〇
年
代

九
〇
・
元
禄
三
年 

『
謡う

た
いひ

な
か
た
』（『
元
禄
三
年
雛
形
』）
絵
師
不
明

 

『
新
ひ
な
か
た
』
菊
屋
五
郎
右
衛
門
画

 

『
高
砂
雛
形
』
陰
山
北
雪
画

九
一
・
元
禄
四
年 

『
都
ひ
い
な
か
た
』
海
老
軒
南
陽
子
加
藤
良
信
画

 

『
野
郎
ひ
い
な
か
た
』（『
野
郎
役
者
』『
と
し
の
花
』
か
）

 

伝
吉
田
半
兵
衛
画

九
二
・
元
禄
五
年 

『
新
編
百
人
一
首
抄
雛
形
』
絵
師
不
明
・
序
末
永
昌
坊
書
肆

 

『
袖そ

で

ひ
い
な
か
た
』
絵
師
不
明
・
袖
珍
本

 

『
万ば

ん
ぽ
う宝

御
雛
形
』
絵
師
不
明
・
寛
文
風

 

『
本ほ

ん
え絵

ひ
い
な
形
』（『
当
流
雛
形
都
染
』）
雪
舟
末
流
伊い

し志
氏
睦ち

か

友と
も

画

 

『
余よ

せ
い情

ひ
な
か
た
』（『
元
禄
模
様
余
情
雛
形
』）「
洛
東
智
恩
院
門

 

前
扶
桑
扇
工
友
禅
」
友
禅
正
筆
唯
一
の
雛
形
本
・
寛
文
風

九
四
・
元
禄
七
年 

『
千
代
の
ひ
い
な
か
た
』
絵
師
不
明

九
六
・
元
禄
九
年 

『
太
平
ひ
い
な
か
た
』
絵
師
不
明

元
禄
九
年
頃 

『
替か

わ
りひ

な
形が

た

』（『
下す
そ
も
よ
う

模
様
御
ひ
い
な
か
た
』）
絵
師
不
明

九
七
・
元
禄
一
〇
年 

『お
ん
な
ひ
い
な
か
た
よ
う
ぶ
ん
し
ょ
う

女
雛
形
用
文
章
』
絵
師
不
明
・
序
文
橘
納
軒
永
康

 

『
雛
形
松
の
月
』（『
元
禄
模
様
雛
形
』）
江
戸
・
武
平
次
画

九
八
・
元
禄
一
一
年 

『
和
国
ひ
い
な
か
た
大
全
』（『
和
国
注
文
ひ
い
な
か
た
』『
雛
形
注
文 

帳
』『
古
今
模
様
雛
形
大
全
』）「
洛
下
染
物
絵
師
井
村
勝
吉
画
」

九
九
・
元
禄
一
二
年 

『
百
首
歌
入
名
所
ひ
い
な
か
た
』
白
葉
洞
南
枝
画

一
七
〇
〇
年
代

〇
〇
・
元
禄
一
三
年 

『
常と

き
わ磐
ひ
い
な
か
た
』（
一
部
『
小
紋
ひ
な
形
』
を
収
載
）
馬
場
盛

正
画

〇
三
・
元
禄
一
六
年 

『
花
鳥
雛
形
』
白
葉
洞
南
枝
画

雛
形
本
目
録
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〇
四
―
一
一
・
宝
永
年
間

 

『
女じ

ょ
ち
ゅ
う
だ
ん
ご
う

中
談
合
ひ
い
な
か
た
』
絵
師
不
明

〇
四
・
宝
永
元
年 

『
丹た

ん
ぜ
ん前
ひ
い
な
か
た
』
染
物
絵
師
井
村
勝
吉
画

〇
五
・
宝
永
二
年 

『
委い

さ
い細

ひ
い
な
か
た
』
澤
杜と

じ
ゃ
く
け
ん

若
軒
画

 

『
千せ

ん
ざ
い載
ひ
な
か
た
』（『
源
氏
千
載
ひ
な
か
た
』）
白
葉
洞
南
枝
画

 

『
雛
形
京
の
水
』
絵
師
不
明
・
序
文
末
挙
堂

〇
八
・
宝
永
五
年 

『
花
陽
ひ
い
な
か
た
綱こ

う
も
く目
』
中
京
下
絵
師
清
経
画

一
〇
・
宝
永
七
年 

『
雛
形
重
宝
記
拾
遺
大
成
』（『
委
細
ひ
い
な
か
た
』
の
改
題
再
版
）

澤
杜
若
軒
画

一
七
一
〇
年
代

一
一
―
三
六
・
正
徳
―
享
保

 

『
雛
形
花
見
車
』
絵
師
自
序
と
あ
る
が
絵
師
名
不
明

一
一
・
正
徳
元
年 

『
相
生
雛
か
た
』
絵
師
不
明
・
光
琳
風

一
二
・
正
徳
二
年 

『
風
流
雛
形
大
成
』
洛
下
畫
工
井
村
勝
吉
画
・
光
琳
風

一
三
・
正
徳
三
年 

『
正
徳
雛
形
』
西
川
祐
信
画
・「
大
和
画
師
西
川
祐
信
謹
序
」

一
四
・
正
徳
四
年 

『
雛
形
祇ぎ

お
ん
ば
や
し

園
林
』
松
根
氏
高
当
・
万
字
軒
画
、
序
文
柏
窓
子

一
五
・
正
徳
五
年 

『
美
女
ひ
な
か
た
』（『
当
風
美
女
雛
形
』『
光
林
美
女
雛
形
』、
享
保

一
二
年
版
も
あ
る
）・
絵
師
不
明
・
光
琳
風

 

『
雛
形
花
の
錦
』（『
時
粧
雛
形
華
奢
車
』）
浄
風
軒
音
山
画
・
序
文

 

「
祇
林
木
尾
書
」

 

『
ひ
な
か
た
都み

や
こ
あ
き
ん
ど

商
人
』
御
小
袖
墨
絵
師
吉
田
光
義
画

 

『
四
季
ひ
い
な
形
』・
絵
師
不
明

一
六
・
正
徳
六
年 

『
雛
形
都
風
俗
』
絵
師
不
明
、
祐
信
風

一
八
・
享
保
三
年 

『
染
分
四
季
雛
形
』
金
沢
・
車
屋
善
兵
衛
画

 

『
西
川
ひ
な
形
』
西
川
祐
信
画

 

『
西
川
夕ゆ

う
も
み
じ

紅
葉
』
絵
師
不
明
、
祐
信
風

一
九
・
享
保
四
年 

『
雛
形
菊
の
井
』
武
藤
氏
柳
子
ほ
か
数
人
画
・
序
文
白
窓
主
人

一
七
二
〇
年
代

二
〇
・
享
保
五
年 

『
雛
形
菊
の
苗
』
武
藤
氏
柳
子
・
け
ん
ひ
し
や
伊
兵
衛
画

 

『
雛
形
浜は

ま
お
ぎ荻

』
伊
勢
白
子
・
南
花
堂
山
形
屋
市
郎
兵
衛
画

 

『
雛
形
不ふ

だ
ん
ざ
く
ら

断
桜
』
伊
勢
白
子
・
南
花
堂
山
形
屋
市
郎
兵
衛
画

 

『
雛
形
八
重
桜
』
絵
師
不
明

二
一
・
享
保
六
年 

『
雛
形
艶え

ん
ひ
つ筆
八や

え
む
ぐ
ら

重
葎
』
絵
師
不
明
・
序
文
閑
楽
子
艸
作
・
光
琳
風

二
四
・
享
保
九
年 

『
当
流
万
歳
雛
形
』（
正
徳
初
版
か
）
浄
風
軒
音
山
甚
七
画

 

『
雛
形
鶴
の
声
』（『
紺
屋
雛
形
鶴
の
声
』）
万
字
軒
中
嶋
丹
次
郎
ほ

か
七
人
画
・
光
琳
風

二
七
・
享
保
一
二
年 

『
若
緑
新
模
様
』（『
光
林
雛
形
若
み
と
り
』）
推
定
幸
水
堂
兼
信
画
・ 

序
文
洛
陽
楮
三
子
・
光
琳
風

 

『
雛
形
糸
す
す
き
』
光
林
絵
師
長
谷
川
清
久
画
・
光
琳
風

 

『
雛
形
天
の
橋
立
』
万
字
軒
中
嶋
丹
次
郎
ほ
か
三
絵
師
画

 

『
雛
形
加
賀
名
物
』（『
加
賀
友
禅
雛
形
』）
推
定
金
沢
・
長
嶋
屋
与

助
画

一
七
三
〇
年
代

三
〇
・
享
保
一
五
年 

『
雛
形
宿
の
梅
』
万
字
軒
ほ
か
大
坂
・
播
州
絵
師
画
・
光
琳
風

三
二
・
享
保
一
七
年 

『
雛
形
三
光
鳥
』
東
嬰え

い

子
前
田
匡
長
画
「
当
流
替
新
模
様
光
琳

入
」・
光
琳
風

 

『
雛
形
染そ

め
い
ろ色
の
山
』
野
々
村
氏
（
通
正
）
画
「
当
流
光
林
新
模

様
」・
光
琳
風

三
四
・
享
保
一
九
年 

『
新
雛
形
名な

と
り
が
わ

取
川
』
井
野
口
氏
画
・
序
文
好
水
堂
・
光
琳
風

三
五
・
享
保
二
〇
年 

『
光
林
絵
本
道
知
辺
』（
図
案
集
）
野
々
村
氏
（
忠
兵
衛
）
画
・
光

琳
風

三
七
・
元
文
二
年 

『
雛
形
音お

と
わ羽
の
滝
』
野
々
村
氏
（
信
武
）
画
「
当
流
光
林
新
模
様
」・ 

光
琳
風

三
八
・
元
文
三
年 

『
雛
形
水
の
色
』
洛
東
斎
藤
氏
画
「
当
世
光
林
新
模
様
」・
光
琳
風

 

『
雛
形
紅
葉
の
錦
』
菱
屋
八
郎
兵
衛
峯
忠
画
「
当
流
光
林
新
模

様
」・
光
琳
風

三
九
・
元
文
四
年 

『
雛
形
絹き

ぬ
が
さ
や
ま

笠
山
』
洛
陽
絵
工
大
西
氏
画
・
光
琳
風

 

『
雛
形
鶴
の
友
』
安
田
氏
充
雄
画
「
光
琳
す
が
た
」・
光
琳
風

 

『
雛
形
軒の

き

の
玉た

ま
み
ず水
』
野
々
村
氏
（
信
武
）
画
・
光
琳
風

 

『
雛
形
富
士
の
根
』
高
樹
軒
榎
新
右
衛
門
・
野
洲
喜
兵
衛
・
田

中
彦
兵
衛
画
・
序
文
高
樹
軒
・
光
琳
風

一
七
四
〇
年
代

四
〇
・
元
文
五
年 

『
雛
形
紅も

み
じ葉
の
山
』
大
坂
・
亀
屋
清
右
衛
門
画

四
一
・
元
文
六
年 

『
雛
形
萩は

ぎ

の
野
』（
享
保
版
と
も
）
絵
師
不
明
・
花
梗
序
・
光
琳
風

四
二
・
寛
保
二
年 

『
雛
形
朧お

ぼ
ろの

清し
み
ず水

』
井
崎
氏
絵
菱
屋
忠
七
画

 
『
雛
形
龍た

つ
た
が
わ

田
川
』
洛
陽
絵
師
野
々
村
氏
（
忠
兵
衛
）
画
・
光
琳
風
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小
袖
の
基
本
意
匠
構
成

一
、
室
町
・
桃
山
・
江
戸
時
代
初
期

こ
れ
ら
は
友
禅
様
式
に
至
る

前
、
小
袖
の
基
本
的
な
意
匠
構

成
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

染
色
以
前
、
織
り
技
法
が
基

軸
と
な
っ
た
。

①
片
身
替
り
は
模
様
配
置
の
一

方
法
で
あ
る
。
桃
山
時
代
初
期

か
ら
流
行
、
左
右
の
袖
、
身
頃

の
地
色
、
文
様
、
生
地
な
ど
を

替
え
仕
立
て
ら
れ
た
。

②
地
色
や
文
様
を
段
ご
と
に
替

え
る
構
成
で
あ
る
。
異
な
る
織

り
・
生
地
・
色
彩
を
配
す
る
こ

と
も
あ
り
、
片
身
替
り
と
も
に

能
装
束
な
ど
に
多
く
み
ら
れ
る
。

③
腰
の
部
分
を
異
な
る
色
彩
、

文
様
を
配
す
る
構
成
で
あ
る
。

白
く
残
す
場
合
も
あ
る
が
、
武

家
男
子
の
礼
服
、
熨
斗
目
小
袖

に
多
い
形
式
で
あ
る
。

④
帯
に
隠
れ
る
部
分
を
白
く
残

し
、
肩
と
裾
に
文
様
を
配
す
る

構
成
で
あ
る
。

二
、
江
戸
時
代
前
期

友
禅
様
式
・
友
禅
雛
形
本

参
考

①
は
江
戸
時
代
中
期
の
歌
人
祇
園
梶か

じ
こ子

（
生
没
年
不
詳
）

の
歌
集
『
梶
の
葉
』（
宝
永
四
年
刊
・
一
七
〇
七
）
で
あ
る
。

京
都
祇
園
八
坂
神
社
の
周
辺
に
茶
店
を
経
営
、
祇
園
梶
子

と
呼
ば
れ
た
が
、
冷れ

い
ぜ
い泉

為た
め
む
ら村

か
ら
和
歌
を
贈
ら
れ
客
の
頼

み
に
よ
っ
て
友
禅
画
の
扇
子
に
歌
を
書
付
け
た
と
伝
承
。

和
歌
集
奥
付
に
は
「
洛
陽
画
工
友
禅
子
圖
之
」
と
あ
り
、

宮
崎
友
禅
の
挿
絵
で
あ
っ
た
。

②
友
禅
自
筆
と
確
認
で
き
る
唯
一
の
雛
形
本
『
余よ

せ
い情

ひ
な

か
た
』
で
あ
る
。
元
禄
五
年
刊
（
一
六
九
二
）、
奥
書
に
「
洛

東
智
恩
院
門
前
扶
桑
扇
工
友
禅
」
と
あ
り
、
扇
絵
師
友
禅

の
筆
画
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
図
は
雲
取
り
に
よ
る
画

面
区
分
、
遠
近
を
表
し
、
野
に
若
松
と
桜
を
描
く
が
、
題

に
「
山
道
松
桜
模
様
」
と
あ
る
。（
以
上
二
図
友
禅
筆
画
）

③
『
友
禅
ひ
い
な
か
た
』
は
貞
享
五
年
刊
（
一
六
八
八
）。

浮
世
絵
師
友ゆ

う
じ
ん
さ
い

盡
斎
日へ

き置
徳
右
衛
門
清
親
の
描
い
た
雛
形
本

で
あ
る
。
友
禅
風
の
文
様
主
体
、
な
か
で
も
代
表
で
あ
る

「
花
の
丸
尽
く
し
」
な
ど
、
こ
れ
ら
丸
・
四
角
・
扇
面
・

菱
型
な
ど
の
意
匠
区
分
は
有
職
文
様
の
織
り
の
転
用
と
さ

れ
、
染
色
で
は
「
窓
」
と
称
し
、
草
花
・
景
物
・
水
波
な

ど
を
描
き
入
れ
る
。
梅
花
な
ど
花
形
を
下
地
に
、
さ
ら
に

梅
花
文
様
を
施
す
こ
と
も
行
わ
れ
た
。
同
種
類
の
文
様
を

集
め
た
も
の
を
「
尽
く
し
」
と
い
う
が
、
丸
尽
く
し
・
扇

尽
く
し
・
松
皮
菱
尽
く
し
な
ど
、
モ
チ
ー
フ
に
依
り
貝
づ

く
し
・
蝶
づ
く
し
・
瓢
づ
く
し
な
ど
が
人
気
を
集
め
た
。

④
『
人
倫
重
寶
記
』、
扇
に
友
禅
画
を
描
く
図
で
あ
る
。

乾
山
焼
開
窯
三
年
前
に
は
、
す
で
に
こ
の
よ
う
な
工
芸
作

業
が
一
般
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

④肩裾形式 ③腰替り形式 ②段替り形式 ①片身替り形式

友
禅
様
式
・
扇
絵
師

①『梶の葉』宝永四年刊③『友禅ひいなかた』
貞享五年刊

②『余情ひなかた』元禄五
年刊 松坂屋コレクション

④『人倫重寶記』
元禄九年刊



乾山焼  発想とデザインの資源 (51)

（
二
）
モ
チ
ー
フ

（
三
）
染
色
技
法

『
雛
形
三
光
鳥
』
に
は
「
つ
た

だ
す
き

地
ね
ず
み

つ
た
こ

ん

そ
ら
色
染
入
」
と
あ
る
。

蔦
は
文
学
・
絵
巻
物
・
工
芸
意

匠
へ
と
広
く
活
用
。
宗
達
は
扇

面
画
・
光
悦
は
料
紙
下
絵
に
用

い
て
い
る
。
光
琳
様
式
は
「
光

琳
蔦
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

『
雛
形
宿
の
梅
』
に
は
「
上
地

白
そ
う
と
め
き
り

こ
ん
も
へ

き
茶
或
ハ
鼠

水
い
と
め
中
色

下
花
い
ろ
ま
た
は
と
ひ
い
ろ
」

と
あ
る
。
片
身
替
り
、
濃
色
素

地
に
図
案
化
し
た
梅
樹
を
白
抜

き
、
白
素
地
上
に
は
流
水
・
菱

実
を
描
く
が
、
乾
山
は
さ
ら
に

自
然
的
な
要
素
を
取
り
去
り
絵

付
け
と
し
た
。

『
雛
形
染
色
の
山
』
に
は
「
井

関
川
柳

地
白
川
柳
こ
ん
も
へ

ぎ
み
ど
り
ね
ず
み

糸
ぬ
い

水
中
色
」
と
あ
る
。
井
関
は
石せ

き

籠ろ
う

（
蛇
籠
）、
細
長
い
駕
籠
に
石

を
詰
め
、
水
流
の
制
御
、
護
岸

の
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。

『
雛
形
艶
筆
八
重
葎
』
に
み
ら

れ
る
俳
句
讃
鮎
図
で
あ
る
。「
み

ち
と
せ
」「
山
川
に
つ
れ
た
つ
あ

ゆ
や

お
な
ひ
と
し
」
と
あ
り
、

画
讃
様
式
の
意
匠
で
あ
る
。

三
、
江
戸
時
代
中
期

光
琳
様
式
・
光
琳
雛
形
本

（
一
）
意
匠
構
成

服
飾
は
流
行
に
敏
感
で
あ
る
。

染そ
め

友
禅
は
、
貞
享
頃
か
ら
元
禄
中
頃
ま
で
盛
行
し
た
。

が
、『
重
寶
記
』
な
ど
に
よ
れ
ば
十
年
余
を
経
て
そ
の
後

は
時
代
遅
れ
と
考
え
ら
れ
、
代
わ
っ
て
描か

き
え絵

友
禅
が
時は

流や

り
出
す
。
正
徳
か
ら
享
保
に
か
け
て
は
光
琳
意
匠
が
盛
行

し
、
雛
形
本
に
は
専
ら
光
琳
様
式
が
顕
著
と
な
る
が
、
友

禅
文
様
は
慶
長
・
寛
文
小
袖
か
ら
光
琳
様
式
へ
と
橋
渡
し

的
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
光
琳
意
匠
は
色
数
少
な
く
、
地

色
を
濃
く
、
糊
置
き
の
工
夫
に
よ
っ
て
白
く
浮
き
出
さ
せ

る
技
法
な
ど
、
新
た
な
特
色
を
具
え
て
い
た
。

モ
チ
ー
フ
と
し
て
光
琳
画
、
乾
山
焼
の
代
表
的
な
鳥
・

流
水
・
紅
葉
を
取
り
あ
げ
た
が
、『
美
女
雛
形
』「
光
林
の

鷺さ
ぎ

」
で
は
、
す
や
り
霞
を
描
き
画
面
を
区
分
、
遠
近
を
表

示
、
飛
翔
す
る
鷺
の
姿
を
反
復
す
る
。

『
雛
形
糸
す
す
き
』「
巻ま

き
み
ず水

と
木と

く
さ賊

」
は
、
渦
を
巻
い
て

流
れ
る
観
世
水
と
す
っ
く
と
立
つ
木
賊
を
大
胆
に
配
置
、

手
描
き
の
風
趣
を
残
す
構
成
で
あ
る
。
水
の
意
匠
に
は
流

水
・
水
波
・
波
し
ぶ
き
・
波
頭
な
ど
が
あ
る
。

『（
光
林
雛
形
）
若
み
と
り
』
に
は
「
紅も

み
ち
な
が
し

葉
流

地
白
水

の
所
ち
く
さ
も
み
ち

光
林
染
云
々
」
と
あ
る
。
紅
葉
と

流
水
、
杭
を
描
く
が
、
嵯
峨
本
、
光
琳
画
、
乾
山
焼
に
も

屡
々
使
わ
れ
た
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
雛
形
本
で
は
地
色
を

白
く
、
肩
・
裾
模
様
と
な
っ
て
い
る
。

染
色
技
法
の
特
色
は
『
雛
形
染
色
の
山
』
に
光
琳
独
特

の
白
上
げ
染
色
技
法
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。「
薊あ

ざ
み茉

地

と
び
い
ろ
白
あ
が
り
」
と
あ
り
、
地
は
鳶
色
・
茶
褐
色
で

あ
る
が
、
あ
ざ
み
を
白
く
抜
き
出
す
「
白
上
げ
」
と
称
す

る
防
染
技
法
は
、
乾
山
焼
の
白
化
粧
に
相
通
す
る
。
地
色

を
濃
色
、
描
く
対
象
物
、
細
部
を
省
略
、
白
く
浮
き
立
た

せ
る
光
琳
様
式
は
、
や
が
て
江
戸
に
始
ま
る
「
粋
」
の
精

神
に
適
う
も
の
と
な
る
。

腰高形式
『雛形染色の山』

片身替り形式
『雛形宿の梅』

総柄・総文様形式
『雛形三光鳥』

書画形式・俳句讃
『雛形艶筆八重葎』

松坂屋コレクション

『美女ひなかた』『雛形糸すすき』『（光琳雛形）若みとり』『雛形染色の山』



服飾 (52)

桐
は
吉
祥
文

様
、
鳳
凰
の
棲

む
嘉
木
と
さ
れ

る
。
光
琳
桐
に

は
単
一
桐
、
組

合
せ
桐
の
二
種

が
あ
る
。

菊
は
長
寿
を

表
徴
す
る
。
桐

と
共
に
吉
祥
文

様
で
あ
る
が
、

後
鳥
羽
天
皇
以

来
皇
室
の
紋
章

と
な
る
。

作
土
は
耕
作

の
折
に
掘
り
起
こ

さ
れ
る
土
を
い

う
。
作
物
の
根

付
く
こ
と
を
象

徴
す
る
が
、
光
琳

画
稿
に
は
椿
が

描
か
れ
て
い
る
。

蝶
花
飾
り
は

光
琳
画
稿
に
折

紙
「
蝶
花
飾
り
」

と
あ
る
。「
壽
」と

菊
花
が
施
さ
れ

て
い
る
。

四
、
光
琳
画
稿
と
染
織

（
一
）
雛
形
本
に
み
ら
れ
る
光
琳
画
稿

（
二
）
小
西
家
文
書
・
光
琳
画
稿

『
美
女
ひ
な
か

た
』
に
み
ら
れ

る
「
光こ

う
り
ん林
の
桐き

り

」

で
あ
る
。「
小
西

家
文
書
」
中
光

琳
画
稿
の
図
案

化
し
た
桐
が
肩
・

裾
模
様
に
入
れ

ら
れ
て
い
る
。

同
書
に
み
ら

れ
る
「
作つ

く
り
つ
ち土
」
を

意
匠
化
し
た
文

様
で
あ
る
。
す

や
り
霞
を
施
し
、

情
景
、
遠
近
の

趣
き
を
表
現
す

る
。光

琳
画
稿
に

も
あ
る
が
、
折

り
紙
「
蝶
花
飾

り
」
図
で
あ
る
。

婚
礼
や
祝
宴
に

お
い
て
銚
子
や

瓶
子
の
口
飾
り

に
用
い
ら
れ
、

巫
女
の
髪
飾
り

に
も
使
わ
れ
た
。

折
り
方
に
は
陰

陽
が
あ
る
。

参
考正

徳
以
後
、
新
味
の
乏
し
い
友
禅
に
代
わ
り
、
誇
張
と
簡

略
、
明
確
な
自
己
主
張
を
も
つ
光
琳
意
匠
が
注
目
さ
れ
た
。

能
を
嗜
む
光
琳
は
演
技
者
と
し
て
人
目
を
意
識
、
古
式
の
構

成
を
、
着
る
人
・
機
会
・
目
的
・
場
所
を
考
慮
、「
当
流
光
林マ

マ

新
模
様
」
に
転
換
し
た
。
結
果
、
刊
行
物
の
雛
形
本
、
衣
類
の

ほ
か
広
く
扇
子
・
団
扇
・
風
呂
敷
・
乾
山
焼
に
と
引
用
さ
れ
た

が
、「
小
西
家
文
書
」
に
は
鶴
丸
文
・
菊
花
丸
文
・
蓮
花
丸
文
・

葵
丸
文
・
巴
丸
文
、
楓
・
菱
形
牡
丹
文
な
ど
の
画
稿
が
残
り
、

さ
ら
に
紋
章
の
意
匠
化
な
ど
に
も
取
り
組
ん
だ
こ
と
を
伝
え
て

い
る
。
鶴
丸
文
は
古
く
鏡
な
ど
に
現
れ
る
。
漆
芸
・
陶
芸
、
衣

類
で
は
大
き
な
背
一
つ
紋
と
し
て
花お

い
ら
ん魁
み
ち
と
せ
の
衣
裳
に
あ

る
が
（『
雛
形
艶
筆
八
重
葎
』）、
鶴
が
羽
を
広
げ
て
丸
を
構
成
す
る

向
鶴
文
・
飛
鶴
文
・
千
羽
鶴
な
ど
、
吉
祥
文
様
と
し
て
織
り
・

染
め
と
も
に
活
用
さ
れ
た
。
打
掛
け
、
振
袖
、
帯
に
多
い
。

桐
は
、
花
・
花
柄
・
葉
と
を
組
み
合
わ
せ
て
文
様
と
す
る
こ

と
が
多
い
。
平
安
時
代
か
ら
貴
族
間
に
親
し
ま
れ
た
が
、
足
利

尊
氏
が
後
醍
醐
天
皇
よ
り
拝
領
、
足
利
家
の
家
紋
と
な
っ
た
。

秀
吉
も
後
陽
成
天
皇
か
ら
下
賜
、
五
三
桐
を
太
閤
桐
と
し
て
愛

用
し
、
他
者
の
使
用
を
禁
じ
た
と
い
う
。

作
土
は
、
作
物
栽
培
の
よ
ろ
し
き
を
表
徴
、
草
花
・
動
物
紋

に
土
壌
を
と
も
に
配
し
た
図
で
あ
る
。
中
国
渡
来
の
金
襴
に
鶏

頭
花
を
円
錐
形
に
意
匠
化
し
た
も
の
が
あ
り
、
日
本
で
は
名
物

裂
と
し
て
珍
重
し
た
。

蝶
文
様
は
奈
良
時
代
か
ら
用
い
ら
れ
た
。
蝶
花
飾
り
は
瓶

子
・
間
鍋
の
口
飾
り
、
巫
女
の
髪
飾
り
に
も
使
わ
れ
た
が
、
光

琳
画
稿
中
に
は
、
折
紙
な
ど
の
図
案
も
残
る
。
折
り
方
に
は
陰

陽
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。

『美女ひなかた』『美女ひなかた』『伊達紋雛形』（明和六年刊）
蝶花飾り
松坂屋コレクション

作り土文 菊桐文 桐文蝶花飾り





服飾 (54)

友
禅
時
代
か
ら
装
飾
様
式
の
一
方
法
と
し
て
、
扇
や
花
形
、
丸
や
幾

何
学
文
様
の
中
に
文
様
を
描
く
こ
と
が
流
行
し
た
。「
窓
」
と
し
て
扱

わ
れ
た
が
、『
友
禅
ひ
い
な
か
た
』（
貞
享
五
年
刊
）
に
は
そ
れ
ら
の
意
匠

が
多
く
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
雛
形
に
共
通
す
る
意
匠
を
選
択
、
乾
山

焼
に
お
け
る
応
用
を
考
え
た
。

薄
・
荻
な
ど
秋
野
意
匠
は
雛
形
、
ま
た
中
世
の
漆
芸
に
も
多
く
、
江

戸
期
に
は
大
和
の
古
典
文
様
の
一
つ
と
し
て
定
着
、
古
き
歌
・
物
語
・

故
事
や
逸
話
の
心
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
人
気
を
集
め
た
。
な
か
で
も

伝
統
的
な
衣
裳
様
式
を
も
た
な
か
っ
た
町
人
は
、
好
ん
で
上
層
階
級
の

し
き
た
り
、
嗜
好
な
ど
に
固
執
、
身
の
回
り
品
、
趣
味
、
習
い
事
に
取

り
入
れ
る
こ
と
を
好
し
と
し
た
。

菊
桐
文
様
は
、
光
琳
画
稿
に
も
残
さ
れ
た
。
乾
山
は
菊
を
白
泥
、
桐

を
呉
須
に
よ
っ
て
表
し
た
が
、
型
紙
を
用
い
る
こ
と
は
染
色
に
も
使
わ

れ
た
技
法
で
あ
る
。

八や
え
む
ぐ
ら

重
葎
は
、
夏
期
に
小
花
を
咲
か
せ
る
蔓
草
で
あ
る
。
繁
茂
す
る
習

性
か
ら
八
重
葎
と
呼
ば
れ
る
が
、
乾
山
は
白
化
粧
の
霞
取
り
に
象
徴
的

な
葎
を
描
く
。

根
笹
・
隈く

ま
ざ
さ笹

は
大
和
絵
に
も
あ
り
、『
好
色
五
人
女
』（
巻
五
）
に
は

「
根ね

ざ
さ笹

の
霜し

も

を
打
拂は

ら

ひ
、
比こ

ろ

は
神か

み
な
ず
き

無
月
」
と
あ
る
。
根
笹
は
山
野
に
自

生
す
る
背
の
低
い
笹
で
あ
る
が
、
冬
に
は
葉
の
周
囲
に
白
い
隈
取
り
が

生
じ
、
趣
き
を
添
え
る
。

六
、
雛
形
本

参
考

乾
山
焼

根笹（隈笹） 花の丸（八重葎） 菊桐
『友禅ひいなかた』

秋野

隈笹図茶碗 八重葎図土器皿 菊桐図四方皿 薄図四方蓋物

土器皿絵替り構想

絵
替
り
土
器
皿
は
、
友
禅
の
代
表
意

匠
、
丸
文
尽
く
し
・
花
の
丸
意
匠
に
相
通

す
る
。
友
禅
の
丸
文
尽
く
し
も
内
に
描
く

草
花
は
絵
替
り
で
あ
り
、
組
物
と
し
て
も

考
え
ら
れ
た
。



乾山焼  発想とデザインの資源 (55)

雛
形
本

参
考帰き

は
ん帆
の
図
で
あ
る
。
港
に
帰
る
帆ほ

ぶ
ね舟
を
描
く
が
、
画
材
は
友
禅
時
代

か
ら
親
し
ま
れ
た
図
様
で
あ
る
。
瀟
湘
八
景
図
に
典
拠
が
あ
り
、
日
本

の
八
景
・
東
山
に
は
「
鴨
川
の
流
の
末
に
行
く
舟
は
、
遠
帆
の
帰
帆

か
、
さ
え
わ
た
る
清
水
寺
の
鐘
の
声
」
と
し
た
歌
謡
が
残
る
（『
松
の
葉
』

元
禄
一
六
年
刊
）。

雪
杉
の
図
で
あ
る
。
群
が
り
生
う
る
杉
木
立
は
神
霊
が
宿
る
と
さ
れ

る
三
輪
山
を
象
徴
す
る
。
光
琳
は
蒔
絵
印
籠
、
乾
山
焼
で
は
変
形
皿
の

器
形
と
し
て
杉
山
、
木
々
は
緑
に
、
白
化
粧
を
雪
に
見
立
て
た
。

葵
に
似
る
が
、
河こ

う
ほ
ね骨
図
蓋
茶
碗
で
あ
る
。
俳
諧
で
は
夏
六
月
の
季
語

で
あ
り
、『
毛け

ふ
き
ぐ
さ

吹
草
』
ほ
か
俳
諧
集
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
図
案
化
し
、

紋
所
に
も
使
わ
れ
た
。

春
草
の
図
で
あ
る
。
愛め

で
る
春
の
景
物
、
山
菜
と
し
て
親
し
ま
れ
る

が
、「
愛
で
る
は
愛
づ
ら
し
」
と
あ
り
、
モ
チ
ー
フ
に
は
、
た
ん
ぽ
ぽ
・

す
み
れ
・
れ
ん
げ
・
つ
く
し
・
わ
ら
び
・
す
ぎ
な
な
ど
が
描
か
れ
る
。

乾
山
焼

『丹前ひいなかた』『花陽ひいなかた綱目』『相生雛かた』
春草図 河骨と霞 杉木立 帰帆

春草図蓋茶碗 河骨図蓋茶碗 杉木立型向付 帆舟波図土器皿

左
図
は
、
雛
形
本
と
乾
山
焼
に
み
ら
れ
る
、
梅
花
に
梅
花

文
様
を
描
き
入
れ
た
例
で
あ
る
。

梅花文『女中談合ひなかた』と土器皿



茶の湯 (56)

一
、
茶
の
歴
史

（
一
）
団
茶
法

茶
は
、
品
質
や
製
法
、
時
代
や
飲
用
法
に
よ
っ
て
団
茶
、
抹
茶
、
煎
茶
に
分
け
ら

れ
る
。
飲
茶
の
慣
習
は
紀
元
前
中
国
に
お
い
て
薬
用
と
し
て
始
ま
り
、
三
国
時
代
に

嗜
好
品
、
唐
代
に
な
り
広
く
教
養
人
に
普
及
し
た
と
伝
承
す
る
。

団
茶
は
、
中
国
唐
代
に
飲
用
さ
れ
た
茶
、
茶
式
で
あ
る
。
飲
茶
文
化
は
『
茶ち

ゃ
き
ょ
う経』

を
著
し
た
陸り

く
う羽

・
鴻こ

う
ぜ
ん漸

（
七
三
三
―
八
〇
三
）
に
発
し
、「
茶ち

ゃ
の
う
た歌」（

七
椀
詩
）
を
残
し
た

廬ろ
ど
う仝
・
玉ぎ
ょ
く
せ
ん
し

川
子
（
？
―
八
三
五
）
に
依
り
精
神
性
が
高
め
ら
れ
た
が
、
日
本
へ
は
奈
良

時
代
に
遣
唐
使
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
団
茶
と
は
粉
末
に
し
た
茶
葉
を
団
子
状

に
固
め
乾
燥
し
、
そ
れ
に
香
料
・
甘
味
料
を
加
え
煮
出
し
て
飲
用
。
嵯
峨
天
皇
の

「
禾き

の
御み

読ど
き
ょ
う経
」
に
記
録
が
残
り
、
茶
は
朝
廷
の
儀
式
、
年
中
行
事
、
節
会
な
ど
貴
族

間
に
お
い
て
飲
用
さ
れ
た
。
遣
唐
使
の
廃
止
と
と
も
に
廃す
た

れ
て
ゆ
く
。

（
二
）
抹
茶
法

抹
茶
は
、
宋
代
に
考
案
、
徽き
そ
う宗
皇
帝
は
『
大
観
茶
論
』
を
著
し
た
。
日
本
へ
は
鎌

倉
時
代
に
薬
用
と
し
て
臨
済
僧
栄
西
禅
師
（
一
一
四
一
―
一
二
一
五
）
が
伝
え
た
が
、
粉

末
に
し
た
茶
葉
に
湯
を
注
ぎ
、
茶
筅
を
用
い
て
か
き
回
し
飲
む
茶
で
あ
る
。
寺
院
の

茶
式
を
基
本
と
し
、
修
行
僧
の
喉
の
渇
き
、
睡
魔
を
払
う
も
の
と
し
て
飲
用
さ
れ
た

が
、
道
元
禅
師
（
一
二
〇
〇
―
五
三
）
は
『
永
平
清
規
』
を
著
し
、
喫
茶
、
行ぎ
ょ
う
ち
ゃ茶、
大

衆
に
茶
を
振
る
舞
う
大だ
い

座ざ

茶さ
と
う湯
な
ど
の
儀
式
を
定
め
た
。
南な
ん
ぽ
じ
ょ
う
み
ょ
う

浦
紹
明
（
一
二
三
五
―

一
三
〇
九
）
は
浙
江
省
径き
ん
ざ
ん
じ

山
寺
に
学
び
、
文
永
四
年
（
一
二
六
七
）
帰
朝
に
際
し
の
ち
に

茶
の
湯
道
具
と
な
る
台だ
い
す子
、
仏
具
、
茶
書
七
部
を
持
ち
帰
る
。

鎌
倉
末
期
か
ら
南
北
朝
期
は
茶
の
転
換
期
で
あ
っ
た
。

宋
代
中
国
で
は
茶
の
本
非
を
競
う
闘と

う

茶ち
ゃ

が
流
行
、
日
本
に
お
い
て
も
武
家
間
に
闘

茶
会
、
茶ち
ゃ
よ
り
あ
い

寄
合
が
盛
行
し
た
。「
婆ば

さ

ら
佐
羅
」
の
流
行
で
あ
る
が
、
寺
院
か
ら
俗
世
間
へ

と
茶
は
拡
散
、
薬
用
か
ら
嗜
好
品
、
さ
ら
に
遊
芸
へ
と
、
守
護
大
名
ら
は
錦
繍
を
ま

と
い
、
宋
代
の
闘
茶
会
を
模
倣
、
茶
の
本
非
を
競
い
合
う
。
栄
西
禅
師
か
ら
茶
種
を

贈
ら
れ
た
明み

ょ
う
え恵

上
人
（
一
一
七
三
―
一
二
三
二
）
の
植
え
た
栂と

が
の
お
ち
ゃ

尾
茶
を
本
茶
と
し
、
宇
治

ほ
か
地
方
に
生
育
し
た
茶
を
非
茶
と
し
た
が
、
二
階
建
て
の
階
下
を
待ま

ち
あ
い合

、
階
上
を

喫き
っ
さ
の
て
い

茶
亭
と
し
、
室
内
中
央
に
屏
風
を
立
て
三
幅
対
の
仏
画
を
掛
け
た
。
未い

ま

だ
床
の
間

は
な
く
、
仏
画
の
前
に
香
炉
・
花
入
・
燭
台
の
三
具
足
を
置
く
が
、
道
具
は
専
ら
唐

物
主
体
、
珍
菓
・
珍
品
、
豪
華
な
賭
物
に
溢
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
（『
太
平
記
』）。

室
町
時
代
は
夏
風
呂
に
入
り
茶
を
喫
し
点
心
・
酒
を
楽
し
む
専
ら
淋り

ん
か
ん汗

の
茶
の
湯

が
盛
行
。
奈
良
興
福
寺
の
衆
徒
に
始
ま
り
や
が
て
風
流
な
遊
び
と
な
る
が
、
足
利
三

代
義よ

し
み
つ満

時
代
の
連
歌
の
席
を
模
倣
、
喫
茶
亭
を
会か

い
し
ょ所

と
称
し
会
所
飾
り
、
書
院
・
広

間
の
茶
が
催
さ
れ
た
。
六
代
義よ

し
の
り教

時
代
に
同
朋
衆
能の

う
あ
み

阿
弥
（
一
三
九
七
―
一
四
七
一
）
は

会
所
飾
り
に
対
し
て
書
院
飾
り
、
武
家
の
茶
式
を
制
定
。
義よ

し

政ま
さ

時
代
に
芸
阿
弥
・
相

阿
弥
ら
と
と
も
に
将
軍
家
代
々
の
名
器
を
集
成
、「
東
山
御
物
」
と
称
す
る
名
物
道
具

五
、
茶
の
湯

茶
の
湯
は
、
当
時
芸
事
の
一
つ
と
し
て
広

く
町
人
層
に
浸
透
し
て
い
た
。
闘
茶
を
去
り
、

能
阿
弥
の
書
院
の
茶
と
珠
光
の
茶
儀
を
併
せ

も
つ
草
庵
の
茶
は
、
利
休
没
後
、
千
家
流
の

再
興
に
依
り
流
派
が
生
ま
れ
庶
民
間
に
盛
行
。

「
侘わ
び

」
の
風
体
を
冬
と
仮
定
、
名
人
の
境
地
を

富
者
の
そ
の
冨
・
名
利
名
声
を
抛な
げ
うつ
と
し
た

利
休
の
理
念
は
、
遠
く
「
遊
芸
」
の
そ
の
内

に
潜
め
ら
れ
た
。

乾
山
焼
茶
道
具
・
懐
石
道
具
の
種
類
・
様
式



乾山焼  発想とデザインの資源 (57)

の
蒐
集
・
記
録
を
残
し
、
点
茶
の
た
め
に
は
台
子
飾
り
、
武
家
礼
法
、
能
の
仕
様
か

ら
作
法
を
考
案
、
厳
粛
な
武
家
書
院
の
茶
の
湯
を
成
立
さ
せ
た
。

草
庵
の
茶
は
、
能
阿
弥
に
立
華
（
花
）、
唐
物
道
具
の
目
利
を
学
ん
だ
奈
良
の
村
田

珠
光
（
一
四
二
三
―
一
五
〇
二
）
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
。
珠
光
は
大
徳
寺
一
休
宗
純

（
一
三
九
四
―
一
四
八
一
）
に
参
禅
、
仏
法
も
茶
の
湯
の
所
作
の
内
に
あ
る
と
悟
り
、

茶
は
遊
に
非
ず
、
芸
に
非
ず
、
一
味
清
浄
、
禅
喜
法
悦
の
境
地
な
り

と
茶
禅
一
味
の
大
道
に
至
る
。
形
式
か
ら
精
神
へ
と
、
茶
は
そ
の
心
に
重
き
を
移
す

が
、
会
所
か
ら
四
畳
半
の
茶
室
を
考
案
、
印
可
の
証
と
し
て
一
休
禅
師
か
ら
与
え
ら

れ
た
圓え

ん
ご悟
克こ
く
ご
ん勤

（
一
〇
六
三
―
一
一
三
五
）
の
墨
蹟
を
掛
け
、
唐
物
偏
重
の
道
具
意
識
を

改
め
た
。
自
然
を
取
り
入
れ
、
藁わ
ら
や屋
に
名
馬
を
繋
ぐ
風
情
を
好
し
と
し
た
が
、
貴
族

本
位
の
茶
の
湯
を
改
良
、
広
く
庶
民
の
茶
へ
と
門
戸
を
開
く
。
志
し
は
、
堺
の
茶
人

武
野
紹じ
ょ
う
お
う鷗（

一
五
〇
二
―
五
五
）
が
受
け
継
ぐ
が
、
泉
州
堺
は
南
蛮
貿
易
の
交
易
地
で

あ
っ
た
。
豪
商
は
時
に
大
名
に
匹
敵
す
る
財
力
を
誇
っ
た
が
、
茶
の
湯
に
異
国
の
情

趣
が
加
わ
り
、
一
方
、
日
本
古
来
の
古
典
を
尊
重
。
紹
鷗
は
藤
原
定
家
の
「
詠
歌
大

概
之
序
」
を
茶
の
極
意
と
認
識
、
茶
室
・
道
具
・
そ
の
風
体
に
新
た
な
作
意
を
加
え

て
ゆ
く
。
が
、
信
長
の
堺
進
出
は
彼
ら
の
茶
の
湯
を
圧
迫
、
道
具
を
奪
取
、
茶
人
は

為
政
者
へ
の
服
従
を
余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ
た
。

千
利
休
（
一
五
二
二
―
九
一
）
は
信
長
の
茶
頭
を
一
〇
年
、
秀
吉
に
近
仕
し
て
一
〇

年
、
書
院
の
茶
、
小
座
敷
の
茶
の
湯
を
統
合
し
草
庵
の
茶
を
大
成
、
天
下
一
の
茶
匠

と
な
る
。
数
寄
屋
造
り
、
今
焼
茶
碗
（
楽
茶
碗
）・
高
麗
茶
碗
、
当
世
風
の
利
休
好
み

と
す
る
道
具
を
活
用
、
武
家
・
禅
院
の
食
礼
か
ら
料
理
を
制
定
、
一
汁
二
、三
菜
の
ふ

る
ま
い
を
成
立
さ
せ
た
。
茶
の
湯
者
は
胸
の
覚
悟
を
第
一
と
す
る
こ
と
を
説
き
自
刃

し
た
が
、
茶
の
湯
は
、
今
日
日
本
文
化
の
真
髄
を
伝
え
る
芸
道
と
し
て
続
け
ら
れ
る
。

利
休
没
後
、
茶
の
湯
は
武
家
、
町
人
の
茶
の
二
流
に
分
か
れ
た
。
武
家
の
茶
は
古

田
織
部
（
一
五
四
四
―
一
六
一
五
）、
小
堀
遠
州
（
一
五
七
九
―
一
六
四
七
）
へ
と
書
院
の
茶

が
隆
盛
、
式し
き
が
く楽
と
な
っ
た
能
に
同
じ
く
武
家
遊
芸
の
一
つ
と
な
る
。
時
同
じ
く
京
都

で
は
金
森
宗
和
（
一
五
八
四
―
一
六
五
六
）
が
公
家
・
武
家
、
富
商
に
出
入
り
し
独
自
の

茶
を
確
立
、
品
格
を
貴
び
「
姫
さ
び
」
を
風
趣
と
し
た
が
、
宗
和
好
み
の
茶
器
を
製

し
た
陶
工
が
御
室
焼
の
仁
清
で
あ
る
。
仁
清
は
乾
山
へ
陶
法
伝
書
を
譲
り
渡
す
が
、

乾
山
生
家
も
御
所
御
用
の
特
権
商
人
、
仁
清
、
乾
山
に
相
通
す
る
や
き
も
の
意
識
が

浮
か
び
上
が
る
。

町
人
の
茶
は
千
家
流
が
繁
栄
し
た
。
侘わ

び
ち
ゃ茶
を
唱
え
た
宗
旦
（
一
五
七
八
―
一
六
五
八
）

は
利
休
の
孫
で
あ
っ
た
。
大
徳
寺
の
喝か
つ

食じ
き

か
ら
還げ
ん
ぞ
く俗
し
、
千
家
再
興
に
尽
力
し
た
が
、

父
少
庵
か
ら
三
世
を
継
承
、
生
涯
を
仕
官
す
る
こ
と
な
く
侘
茶
の
理
念
を
徹
底
す
る
。

三
人
の
男
子
は
表
千
家
（
紀
州
徳
川
家
茶
頭
）・
裏
千
家
（
加
賀
前
田
家
茶
頭
）・
武
者
小
路

千
家
（
讃
岐
高
松
藩
茶
頭
）
の
三
千
家
を
確
立
。
流
派
が
生
じ
、
折
か
ら
草
庵
の
茶
の
湯

秘
伝
書
『
南
方
録
』
が
流
布
（
元
禄
三
年
立
花
実
山
が
発
見
）、
茶
の
本
義
は
武
家
茶
に
対

し
草
庵
茶
に
あ
る
と
し
た
動
き
が
活
発
化
。
家
元
制
度
、
世
襲
制
度
の
制
定
、
時
同

じ
く
金
銭
を
得
て
芸
能
を
教
え
る
こ
と
も
一
般
化
。
泰
平
の
世
に
あ
っ
て
精
神
性
を

重
視
す
る
茶
の
湯
も
娯
楽
化
・
遊
興
化
へ
の
兆
し
を
強
め
る
。
元
禄
時
代
は
芸
道
も

遊
び
の
一
つ
、
遊
興
、
芸
能
に
身
を
も
ち
崩
し
た
町
人
は
、
そ
れ
を
世
渡
り
の

「
方た

つ
き便
」
と
為
し
、
無
用
の
用
の
評
価
か
ら
や
が
て
有
用
の
用
へ
と
変
え
て
ゆ
く
。

（
三
）
煎
茶
法
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煎
茶
は
、
明
代
に
流
行
し
た
茶
、
茶
式
で
あ
る
。
煎
茶
の
語
は
、
古
く
唐
末
期
に

茶
を
煎に

る
、
の
ち
一
般
に
茶
を
飲
む
意
と
解
さ
れ
た
。
明
代
は
煎
茶
法
、
煎
茶
趣
味

が
流
行
、
福
建
省
黄
檗
山
は
そ
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。

煎
茶
法
は
、
江
戸
中
期
黄
檗
僧
隠い
ん
げ
ん元
隆り
ゅ
う
き琦

（
一
五
九
二
―
一
六
七
三
）
と
そ
の
一
派
が

も
た
ら
し
た
。
茶
葉
を
蒸
し
、
揉
み
乾
燥
さ
せ
た
も
の
に
湯
を
注
い
で
飲
用
す
る
が
、

煎
茶
、
淹だ
し
ち
ゃ茶
の
二
法
が
あ
り
、
明
代
は
釜
で
炒
る
「
炒
り
茶
」
を
用
い
た
も
の
と
伝

え
ら
れ
る
。
日
本
に
も
山さ

ん
ち
ゃ茶
と
称
し
、
民
間
に
お
い
て
自
生
の
茶
葉
を
飲
用
す
る
習

慣
が
あ
っ
た
。
古
く
応
永
一
〇
年
（
一
四
〇
三
）
頃
に
は
京
都
東
寺
南
大
門
周
辺
に
立

売
り
茶
の
記
録
が
残
り
（「
東
寺
百
合
文
書
」）、
簡
便
か
つ
造
作
な
く
飲
用
で
き
る
煎
茶

は
一
服
一
銭
、
売
茶
翁
（
高
遊
外
・
一
六
七
五
―
一
七
六
三
）
が
大
道
に
茶
を
売
り
大
衆

化
を
促
し
た
。
売
茶
翁
は
肥
前
の
人
、
名
を
柴
山
元
昭
、
法
名
月げ

っ
か
い海

、
一
一
歳
で
黄

檗
宗
の
門
に
入
り
五
七
歳
の
頃
に
還
俗
し
た
が
、
六
一
歳
の
折
り
京
都
東
山
に
廬ろ

ど
う仝

の
詩
に
因
み
「
通
仙
亭
」
を
設
け
、
茶
具
を
担に

な

っ
て
路
傍
に
売
茶
生
活
を
始
め
た
と

さ
れ
る
。
当
時
の
出
家
者
の
心
を
見
据
え
「
袈
裟
の
仏
徳
を
誇
り
、
世
人
の
喜
捨
を

煩
わ
せ
る
」
寺
社
の
あ
り
方
、
当
時
の
出
家
者
の
怠
惰
な
精
神
を
問
う
た
と
い
う
が
、

仏
法
は
尋
常
茶
飯
、
日
々
の
暮
ら
し
そ
の
も
の
に
あ
り
、
日
常
に
あ
っ
て
日
常
性
を

超
え
る
も
の
、
売
茶
翁
は
茶
の
作
用
を
提
示
し
た
。
残
る
詩
句
に
以
下
が
あ
る
。

諸
君
莫
笑
生
涯
乏

諸
君
笑
う
莫な

か

れ
、
生
涯
の
乏と

ぼ

し
き
を

貧
不
苦
人
人
苦
貧

貧ひ
ん

、
人
を
苦
し
め
ず
、
人
、
貧
に
苦
し
む

元
文
三
年
（
一
七
三
八
）、
宇
治
田
原
村
永
谷
宗
円
・
三
之
丞
（
一
六
八
一
―
一
七
七
八
）

は
「
青
製
」
と
称
す
る
蒸
し
茶
の
製
法
を
開
発
し
た
。
文
化
・
文
政
時
代
、
文
人
ら

は
煎
茶
を
愛
飲
、
煎
茶
趣
味
を
盛
行
さ
せ
る
が
、
茶
の
品
質
、
風
味
を
評
価
、
茶
会

を
催
し
詩
箋
の
遊
び
に
結
び
つ
け
る
。
伝
統
は
室
町
期
の
五
山
僧
の
詩
会
・
画
会
に

求
め
ら
れ
る
が
、
煎
茶
会
は
禅
院
、
詩
人
、
学
者
、
隠
者
、
趣
味
人
ら
の
風
流
事
と

し
て
普
及
す
る
。「
習
静
堂
」
を
訪
れ
た
月
潭
道
澄
も
「
煎
茶
歌
」
を
詠
じ
た
が
、
世

間
・
出
世
間
、
い
づ
れ
の
別
な
く
茶
を
賞
味
、
文
芸
を
楽
し
み
、
茶
器
・
文
具
の
鑑

賞
を
楽
し
ん
だ
。

文
人
茶
の
祖
は
売
茶
翁
と
い
う
。
が
、
一
方
で
茶
礼
法
式
を
定
め
た
宗
匠
茶
も
興

り
、
伝
承
と
し
て
祖
は
石
川
丈
山
（
一
五
八
三
―
一
六
七
二
）、
こ
れ
ら
文
人
茶
・
宗
匠

茶
の
茶
趣
が
合
流
、
今
日
の
煎
茶
道
が
成
立
し
た
。

二
、
茶
道
具

「
具
」
は
「
そ
な
へ
る
・
は
た
ら
き
・
う
つ
は
」
の
意
で
あ
る
。

茶
道
具
は
、
茶
の
湯
を
実
践
す
る
た
め
の
道
具
で
あ
る
。
席
中
に
は
炭
道
具
・
点て

前ま
え

道
具
、
裏
方
に
は
水み
ず
や谷
道
具
、
茶
事
に
は
懐
石
道
具
・
露
地
道
具
、
そ
の
他
が
加

わ
り
、
柄
杓
・
茶
筅
・
茶
巾
ほ
か
の
消
耗
品
が
求
め
ら
れ
る
。

一
碗
の
茶
に
は
、
水
と
茶
、
湯
を
沸
か
す
炭
が
要
る
。
茶
の
湯
は
、
道
具
、
作
法
、

設し
つ
らえ

と
な
る
数す

き

や
寄
屋
、
露ろ

じ地
が
一
体
と
な
っ
て
雅
の
一
時
を
つ
く
り
出
す
。「
遊
に
あ

ら
ず
、
芸
に
あ
ら
ず
」
と
珠
光
は
説
い
た
が
、
心
と
形
、
そ
の
た
め
に
は
文
芸
・
工

芸
・
美
術
・
建
築
・
料
理
・
自
然
へ
の
個
々
の
関
心
が
理
解
を
深
め
る
。
茶
は
薬
用

に
始
ま
り
、
日
本
文
化
の
真
髄
に
至
り
得
た
。
茶
を
飲
む
動
作
が
日
常
生
活
に
直
結

し
た
こ
と
、
気
候
・
風
土
、
何
よ
り
先
人
の
智
慧
・
精
神
・
美
意
識
に
負
う
の
で
あ
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る
が
、「
胸
の
覚
悟
と
作さ

く
ぶ
ん分

」、
そ
の
意
を
伝
え
る
茶
道
具
類
も
時
代
に
洗
わ
れ
、
磨

き
が
か
け
ら
れ
、
今
日
へ
と
受
け
継
が
れ
た
。
こ
こ
で
は
代
表
と
し
て
掛
物
・
釜
・

茶
入
・
茶
碗
を
取
り
あ
げ
た
。

一
、
掛
物

道
具
は
使
う
者
の
才
覚
と
力
量
に
よ
っ
て
変
化
を
す
る
。
趣
旨
、
客
組
、
季
節
感

な
ど
、
茶
の
湯
道
具
は
亭
主
の
意
に
添
い
、
掛
物
、
釜
、
茶
入
、
茶
碗
な
ど
が
組
み

合
わ
さ
れ
る
。「
掛
物
ほ
ど
第
一
の
も
の
は
な
し
」
と
利
休
は
説
い
た
が
、
席
中
第
一

の
も
の
は
掛
物
で
あ
る
。
茶
祖
珠
光
が
一
休
に
参
禅
、
印
可
証
と
し
て
『
碧へ

き
が
ん巌
録ろ
く

』

著
者
圓
悟
克
勤
の
墨
蹟
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
が
、
以
後
墨
蹟
は
茶
席
に

お
け
る
第
一
の
道
具
と
な
り
、
先
人
の
徳
、
遺
風
を
偲
び
、
公
案
・
法
語
・
詩
文
な

ど
が
賞
翫
さ
れ
る
。

二
、
釜

「
釜
一
つ
あ
れ
ば
茶
の
湯
は
な
る
も
の
を

数
の
道
具
を
も
つ
は
愚
か
な
」（
利
休
道

歌
）
と
あ
る
。
茶
の
湯
を
象
徴
、「
釜
を
か
け
る
」
な
ど
茶
事
、
茶
会
の
代
名
詞
と
な

る
が
、
も
と
は
雑
器
、
茶
釜
へ
の
変
遷
は
鎌
倉
末
期
か
ら
室
町
初
期
と
伝
承
す
る
。

発
生
地
の
名
を
と
り
芦
屋
釜
、
天て
ん
み
ょ
う明釜
に
二
分
さ
れ
る
が
、
芦
屋
釜
は
筑
前
遠お
ん
が賀

川
の
芦
屋
、
福
岡
県
が
産
地
、
技
術
に
す
ぐ
れ
、
薄
作
、
絹
肌
、
形
状
・
装
飾
地
紋

の
美
し
い
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
天
明
釜
は
下
野
国
佐
野
天
明
、
栃
木
県
佐
野
市

に
お
き
芦
屋
に
遅
れ
百
年
後
に
茶
釜
を
製
作
、
厚
手
、
地
紋
は
な
く
肌
の
粗
い
雅
趣

に
特
色
を
も
つ
。
と
も
に
桃
山
期
、
京
釜
の
出
現
に
因
り
衰
退
す
る
が
、
京
釜
は
紹

鷗
時
代
に
京
都
三
条
釜
座
に
成
立
、
西
村
道
仁
、
名な

ご
し越

善
正
、
利
休
時
代
に
辻
与
次

郎
ら
が
活
躍
し
た
。
茶
人
の
指
導
、
茶
の
意
に
適
う
精
巧
さ
、
規
格
化
さ
れ
た
巧
み

な
造
り
に
名
を
残
す
が
、
釜
は
形
状
・
釜
肌
・
地
紋
の
種
類
な
ど
を
鑑
賞
す
る
。

三
、
茶
入

茶
入
は
濃
茶
を
入
れ
る
小
壷
で
あ
る
。
栄
西
禅
師
が
茶
種
を
入
れ
た
柿
形
の
小
壷

に
由
来
、
伝
来
を
重
ん
じ
以
後
貴
重
視
さ
れ
る
が
、
本
来
は
見
立
物
で
あ
り
、
古
く

は
調
味
料
・
香
料
・
薬
料
を
入
れ
る
容
器
で
あ
っ
た
と
い
う
。
茶
入
は
中
国
渡
来
の

「
唐
物
」
を
第
一
と
す
る
。
次
い
で
そ
れ
を
模
し
た
瀬
戸
茶
入
を
好
し
と
す
る
が
、
室

町
期
に
は
足
利
将
軍
家
の
秘
蔵
品
、
信
長
時
代
は
功
あ
る
武
将
に
一
国
一
城
に
代
わ

る
報
奨
と
し
て
贈
与
、
茶
の
湯
道
具
中
王
座
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。
小
堀
遠
州
は

東
山
時
代
の
蔵
品
を
大
名
物
、
利
休
の
蔵
品
を
名
物
、
自
ら
の
見
立
品
を
中
興
名
物

と
分
類
し
た
が
、
一
四
世
紀
前
半
以
後
、
信
楽
・
丹
波
・
膳
所
・
備
前
・
唐
津
・
高

取
・
薩
摩
な
ど
国
内
諸
窯
の
作
陶
も
賞
翫
さ
れ
た
。

四
、
茶
碗

中
国
渡
来
の
天
目
茶
碗
は
「
茶
に
近
き
道
具
」
の
代
表
で
あ
る
。
天
目
山
（
浙
江

省
）
の
禅
院
で
使
用
、
日
本
か
ら
の
修
業
僧
が
持
ち
帰
り
、
書
院
の
茶
の
湯
に
活
用

さ
れ
た
。
福
建
省
建
窯
で
は
大
量
生
産
、
建け
ん

盞さ
ん

天
目
は
黒
褐
色
、
碗
台
に
乗
せ
る
た

め
の
す
ら
り
と
し
た
高
台
脇
の
形
状
に
特
色
が
あ
る
。
窯
中
の
釉
薬
変
化
に
よ
っ
て

瑠
璃
色
の
光
彩
を
放
つ
耀よ
う
へ
ん変
天
目
、
油
の
滴し
ず
くの
よ
う
に
釉
薬
の
熔
解
し
た
油ゆ
て
き滴
天
目

な
ど
が
代
表
で
あ
る
が
、
江
西
省
吉
州
窯
で
も
釉
薬
の
二
重
掛
け
に
よ
る
飴
色
釉
・

斑
文
の
あ
る
玳た
い
ひ
さ
ん

皮
盞
天
目
な
ど
を
焼
成
。
日
本
へ
は
浙
江
省
越
州
窯
、
龍
泉
窯
か
ら

白
磁
・
青
磁
、
河
北
省
磁
州
窯
か
ら
絵
高
麗
・
宋
赤
絵
、
明
代
に
は
江
西
省
景
徳
鎮

窯
の
染
付
・
赤
絵
、
福
建
省
か
ら
は
呉
須
手
な
ど
の
唐
物
茶
碗
が
輸
入
さ
れ
た
。

朝
鮮
渡
来
の
茶
碗
類
は
高
麗
茶
碗
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
例
外
も
あ
る
が
、
大
半
は
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高
麗
以
後
李
朝
時
代
の
作
と
さ
れ
、
井
戸
茶
碗
を
筆
頭
に
形
状
・
様
式
・
伝
来
な
ど

か
ら
蕎そ

ば麦
・
熊こ
も

川が
い

・
堅か
た

手で

・
粉こ
ひ
き引
・
三
島
・
伊い

ら

ぼ
羅
保
・
呉ご

き器
・
御ご
ほ
ん本
・
金き
ん
か
い海
ほ
か
に

別
け
ら
れ
る
。
そ
の
他
舶
載
さ
れ
た
茶
碗
類
は
島
物
茶
碗
と
呼
ば
れ
珍
重
さ
れ
た
。

楽
茶
碗
は
、
天
正
頃
、
茶
の
湯
の
た
め
に
造
ら
れ
た
茶
碗
で
あ
る
。
雑
器
の
転
用
さ

れ
る
な
か
、
手
捏
ね
、
朝
鮮
陶
工
阿あ

め

や
米
夜
、
そ
の
子
長
次
郎
が
京
都
聚
楽
・
岡
崎
土
、

賀
茂
川
鞍
馬
石
・
山
科
日
の
岡
石
を
釉
薬
と
し
た
こ
と
に
発
す
る
が
、
軟
質
陶
器
、

黒
・
赤
・
白
色
の
釉
薬
が
基
本
で
あ
っ
た
。
国
焼
茶
碗
は
、
朝
鮮
の
役
を
契
機
と
し

て
九
州
各
地
に
高
麗
茶
碗
の
模
倣
が
興
り
、
上
野
・
高
取
・
唐
津
・
小し

ょ
う
だ
い代・
八や
つ
し
ろ代
・

薩
摩
焼
、
山
口
萩
で
は
萩
焼
、
瀬
戸
・
美
濃
窯
に
は
黄
瀬
戸
・
瀬
戸
黒
・
志
野
・
織

部
焼
ほ
か
、
備
前
・
伊
賀
・
信
楽
・
丹
波
焼
、
奈
良
赤
膚
焼
が
始
め
ら
れ
た
。
京
都
に

お
い
て
は
東
山
粟
田
口
焼
、
洛
西
仁
清
焼
、
元
禄
一
二
年
に
は
乾
山
窯
が
開
か
れ
た
。

三
、
懐
石
道
具

懐
石
道
具
は
、
茶
事
食
礼
に
用
い
る
器
で
あ
る
。
漆
芸
品
に
は
椀
・
盆
・
盃
・
盃

台
・
飯
器
・
湯
桶
・
縁
高
な
ど
、
や
き
も
の
に
は
向
付
・
鉢
・
皿
な
ど
が
あ
る
。

茶
事
は
茶
礼
・
食
礼
を
兼
ね
た
集
い
で
あ
る
。
初
座
に
掛
物
、
初し

ょ

炭ず
み

と
懐
石
、
座

を
改
め
（
中な

か
だ
ち立

）、
後
座
に
花
、
濃こ

い
ち
ゃ茶

と
後ご

ず
み炭

・
薄う

す
ち
ゃ茶

の
組
み
立
て
で
あ
り
、
茶
礼

（
点
茶
）
は
後
座
の
濃
茶
・
薄
茶
、
食
礼
は
一
汁
二
、三
菜
の
ふ
る
ま
い
を
い
う
。
夏
涼

し
く
冬
暖
か
く
、
古
来
か
ら
の
冷
め
た
食
事
を
温
か
な
も
の
は
温
か
な
内
に
と
考
え

出
さ
れ
た
食
法
で
あ
る
が
、
茶
事
の
根
本
「
一
碗
の
濃
茶
」
を
い
か
に
美
味
し
く
喫

す
る
か
。
懐
石
は
そ
の
た
め
に
用
意
す
る
膳
で
あ
り
、
修
業
僧
が
温お

ん
じ
ゃ
く石を
懐
中
、
ひ

も
じ
さ
に
耐
え
る
ほ
ん
の
軽
い
食
事
を
意
味
し
て
い
た
。
懐
石
道
具
も
禅
苑
食
器
に

結
び
つ
く
が
、
修
業
僧
は
応お
う
り
ょ
う
き

量
器
と
い
う
五
つ
重
ね
の
椀
（
碗
）
を
持
つ
。
そ
れ
を
拭

う
布
巾
を
浄じ
ょ
う
き
ん布、
膳
の
代
用
に
敷
く
紙
を
折お
し
き敷
と
称
し
、
茶
の
湯
の
茶
巾
、
懐
石
道

具
の
折
敷
（
膳
）
に
相
通
す
る
。

露
地
に
は
草ぞ
う
り履
・
笠
・
円え
ん
ざ座
・
煙
草
盆
、
関せ
き
も
り
い
し

守
石
・
手
桶
・
蹲つ
く
ば
い
び
し
ゃ
く

踞
柄
杓
な
ど
を
用

意
、
主
、
客
は
露
地
の
静
寂
に
ひ
た
り
、
季
節
の
風
趣
を
味
わ
い
つ
つ
茶
室
に
入
る
。

床
の
間
の
掛
物
に
意
を
正
し
、
一
輪
の
花
に
天
地
自
然
の
理

こ
と
わ
りを
知
る
。
料
理
に
恵

み
・
施
し
の
心
を
謝
し
、
一
碗
の
茶
に
亭
主
の
ま
ご
こ
ろ
を
味
わ
う
が
、
茶
事
は
、

主
客
直じ
き

心し
ん

の
交
わ
り
と
さ
れ
、
人
の
和
、
道
具
の
和
、
風
趣
の
和
、「
和
」
の
一
語
に

尽
き
る
と
す
る
。
礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ
り
、
帰
ら
ざ
る
時
を
観
念
、
一い
ち
ご
い
ち
え

期
一
会
（
井

伊
直
弼
）
を
極
意
と
す
る
が
、
盛
り
の
短
い
花
を
好
し
と
し
た
利
休
の
真
意
は
瞬
時
を

生
き
る
潔
さ
に
あ
っ
た
。「
春
を
の
み
待
つ
ら
む
人
に
山
里
の

雪
間
の
草
の
春
を
み

せ
ば
や
」（
藤
原
家
隆
）
と
し
た
や
さ
し
い
心
、「
散
れ
ば
こ
そ
い
と
と
桜
は
め
で
た
け
れ

浮
世
に
何
か
久
し
か
る
べ
き
」（
在
原
業
平
）
と
し
た
潔
白
な
平
常
心
が
表
徴
と
な
る
。

四
、
乾
山
焼
の
茶
道
具
・
懐
石
道
具
・
文
人
用
具
な
ど

乾
山
焼
に
は
、
茶
入
・
花
入
・
天
目
茶
碗
・
楽
茶
碗
な
ど
は
見
当
た
ら
な
い
。
茶

の
湯
の
観
念
が
形
式
化
、
固
定
化
さ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
が
、
道
具
類
に
も
規
範
・

典
範
、
正
統
と
す
る
様
式
が
形
づ
く
ら
れ
、
乾
山
も
陶
工
の
出
自
で
あ
れ
ば
開
拓
の

余
地
に
限
り
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

が
、
乾
山
は
文
の
人
で
あ
る
。
作
詩
・
作
文
、
筆
道
に
巧
み
で
あ
っ
た
が
、
兄
光
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琳
は
絵
師
、
意
匠
家
で
あ
っ
た
。
元
禄
時
代
、
溢
れ
る
よ
う
な
情
報
下
、
町
人
の
財

力
を
も
と
に
「
雅
と
俗
」「
古
典
と
今
様
」
の
融
合
文
化
が
育
ま
れ
た
が
、
一
代
で
財

を
成
す
こ
と
、
潰
す
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
学
問
と
芸
能
、
善
所
と
悪
所
、
素
人
と

玄
人
な
ど
が
入
り
混
じ
る
。
雅
・
俗
を
と
も
に
嗜
む
自
由
も
生
じ
、
こ
こ
か
ら
茶
の

湯
も
一
変
す
る
が
、
利
休
の
茶
に
は
明
日
の
命
を
頼
り
と
し
な
い
武
士
の
覚
悟
が
流

れ
て
い
た
。
江
戸
期
『
南
方
録
』
の
流
布
も
あ
り
、
懐
古
精
神
、
利
休
の
茶
に
戻
れ

と
し
た
動
き
が
起
き
る
。
か
く
あ
る
べ
き
と
し
た
作
法
、
道
具
、
風
情
に
そ
の
復
活

を
求
め
た
が
、
世
は
泰
平
の
時
代
で
あ
る
。
精
神
上
の
緊
張
は
表
皮
の
現
象
に
留と

ど

め

ら
れ
、
町
人
は
技
芸
・
遊
芸
を
習
い
、
秘
技
秘
伝
、
規
範
・
資
格
、
免
状
な
ど
を
希

求
し
た
。
結
果
、
茶
の
湯
に
限
ら
ず
文
事
・
芸
事
は
保
守
化
・
統
一
化
・
組
織
化
さ

れ
る
傾
向
を
強
め
て
ゆ
く
。

乾
山
焼
の
茶
道
具
に
は
、
茶
碗
・
水
指
・
香
合
・
火
入
・
建
水
な
ど
が
現
存
す
る
。

和
様
・
唐
様
、
画
讃
形
式
、
装
飾
に
は
狩
野
・
や
ま
と
絵
折
衷
様
式
、
光
琳
様
式
の

意
匠
が
み
ら
れ
る
。
漢
画
に
は
銹
絵
陶
法
、
大
和
絵
調
に
は
色
絵
陶
法
が
使
わ
れ
た

が
、
器
形
も
平
面
・
筒
形
・
鉢
・
蓋
物
な
ど
、
デ
ザ
イ
ン
の
着
想
に
は
画
讃
に
合
わ

せ
た
掛
物
形
式
、
巻
き
つ
け
・
組
合
わ
せ
、
器
物
の
表
裏
を
活
用
す
る
な
ど
、
技
法

と
し
て
は
白
泥
塗
り
・
型
摺
り
・
鉋
目
・
釘
彫
り
・
透
彫
り
、
画
題
に
合
わ
せ
て
凹

凸
・
山
道
・
山
水
を
意
図
し
た
造
形
が
行
わ
れ
た
。

懐
石
道
具
は
、
硯
蓋
・
向
付
・
蓋
茶
碗
・
皿
・
鉢
な
ど
が
主
体
で
あ
る
。
硯
蓋
は

角
皿
・
額
皿
・
多
角
形
皿
が
基
本
で
あ
り
、
文
人
好
み
の
山
水
・
高
士
・
逸
話
図
、

歌
人
・
俳
人
・
芝
居
好
き
に
は
月
次
・
和
歌
図
・
能
絵
も
あ
り
、
全
般
的
に
は
有
識

町
人
の
親
し
む
画
題
が
選
択
さ
れ
た
。
向
付
は
、
仁
清
焼
に
も
手
本
が
あ
っ
た
。
二

代
清
右
衛
門
の
助
力
も
あ
り
、
仁
清
焼
に
み
ら
れ
た
百
合
型
・
筒
型
・
皿
・
壷
状
の

器
物
が
造
ら
れ
た
。
蓋
茶
碗
に
は
漆
芸
品
の
影
響
も
あ
り
内
蓋
・
外
蓋
、
大
鉢
、
食

籠
な
ど
の
新
た
な
形
態
、
釘
彫
り
、
技
術
を
要
す
る
透す
か
し
ぼ彫
り
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
大

鉢
は
の
ち
江
戸
で
は
「
ど
ん
ぶ
り
鉢
」
の
名
で
扱
わ
れ
た
が
、
時
代
が
変
わ
り
使
い

方
に
も
変
化
が
生
ず
る
。

文
人
用
具
は
、
乾
山
の
隠
遁
生
活
に
関
わ
り
が
あ
る
。「
文
人
」
と
は
唐
代
、
科
挙

試
験
の
合
格
者
、
宋
代
に
は
学
問
、
見
識
の
す
ぐ
れ
た
器
量
人
を
表
し
た
。
六り

く
ち
ょ
う朝時

代
に
は
文
書
を
司
る
役
所
、
唐
代
に
は
書
画
鑑
賞
室
を
「
文
房
」
と
称
し
た
が
、
書

斎
を
文
房
と
呼
ぶ
こ
と
は
書
斎
中
心
の
生
活
文
化
が
築
か
れ
る
宋
代
以
後
の
こ
と
で

あ
る
。
文
房
に
は
文
人
の
必
需
品
の
四
宝
が
置
か
れ
た
。
紙
・
硯
・
筆
・
墨
で
あ
る

が
、
実
用
、
文
具
と
し
て
も
賞
翫
、
明
代
、
文
人
文
化
は
頂
点
に
達
し
た
と
さ
れ
る
。

高
い
感
性
を
誇
り
と
し
、
室
廬
・
庭
園
、
書
画
、
事
物
、
花
木
石
に
至
る
ま
で
規
範

を
定
め
、
専
門
書
を
著
し
た
。
日
本
に
そ
の
傾
向
が
顕
著
と
な
る
の
は
江
戸
時
代
中

期
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
乾
山
は
そ
の
兆
候
の
初
期
に
遭
遇
、
文
人
時
代
「
習
静
堂
」

の
書
斎
に
は
紫
檀
の
卓
に
花
瓶
を
置
き
、
机
上
に
硯
屏
・
端た

ん
け
い渓
の
硯
、
堆つ
い
し
ゅ朱
の
筆
な

ど
、
文
人
の
独
り
遊
び
に
安
ら
ぎ
を
覚
え
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

乾
山
焼
に
は
、
掛
物
を
乗
せ
る
軸
盆
・
筆ふ
で
づ
つ筒
・
印
章
・
肉に
く
ち池
な
ど
も
あ
る
。
山

水
・
唐
子
図
、
獅
子
香
炉
・
香
合
な
ど
、
文
人
趣
味
を
意
識
、
画
題
は
漢
画
的
な
も

の
を
主
体
と
し
た
が
、
香
合
を
肉
池
と
し
た
活
用
も
あ
り
、
煎
茶
道
具
に
応
用
、
涼

炉
（
守
屋
雅
史
氏
指
摘
）・
水
注
な
ど
も
残
さ
れ
て
い
る
。



茶の湯 (62)

一
、
乾
山
焼
・
抹
茶
道
具
の
一
例

四
、
そ
の
他
煎
茶
用
具

二
、
乾
山
焼
・
懐
石
道
具
の
一
例

三
、
乾
山
焼
・
文
人
用
具
の
一
例

茶碗 火入・香炉水指・大鉢建水 香合

涼炉水注

『売茶翁茶具』木村孔陽 編
文政六年（一八二三）

右
図
は
、
売
茶
翁
の
用
い
た
瓦
爐
（
涼

炉
）
と
水
注
図
で
あ
る
。
親
交
の
あ
っ
た

木
村
蒹
葭
堂
の
描
い
た
も
の
を
後
嗣
孔
陽

が
ま
と
め
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
瓦
炉

は
半
田
風
炉
、
底
に
天
下
一
の
銘
、
炉
背

に
自
詠
の
四
言
詩
が
あ
り
、
径
一
尺
、
高

さ
八
寸
、
三
足
と
あ
る
。
水
注
に
は
「
山

水
之
主
人

茂
宗
」
と
あ
る
。

向付・皿鉢 硯蓋・角皿他蓋物汁次・猪口

軸盆筆筒印章
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二
、
乾
山
焼
・
懐
石
道
具
の
一
例

（
一
）
硯す

ず
り
ぶ
た蓋

（
角
皿
・
多
角
皿
・
額
皿
な
ど
）

硯
蓋
は
硯
箱
の
蓋
の
意
で
あ
る
。
平
安
時
代
に
花
や
果
物
を

乗
せ
る
盆
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
か
ら
盆
状
容
器
の
名
称
と
な

る
。
祝
儀
の
席
で
は
口
取
り
肴
が
盛
ら
れ
た
が
、
茶
事
に
は
八

寸
や
菓
子
器
、
点
心
を
盛
る
器
な
ど
、
活
用
は
様
々
で
あ
る
。

浮
世
草
子
の
挿
絵
に
は
遊
郭
に
お
い
て
酒
の
肴
、
菓
子
な
ど
を

盛
る
器
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

（
二
）
向む

こ
う
づ
け付

・
皿
・
蓋
物

向
付
は
膳
上
、
手
前
に
飯
椀
・
汁
椀
、
向
こ
う
側
に
置
く
こ

と
か
ら
生
ま
れ
た
名
で
あ
る
。
膾な

ま
す

や
生
魚
、
和あ

え
も
の物

を
盛
る
が
、

食
礼
中
、
膳
を
引
く
ま
で
席
中
に
あ
り
、
懐
石
道
具
中
の
花
形

で
あ
る
。
季
節
の
変
化
、
茶
事
の
目
的
に
依
り
取
り
合
わ
せ
も

決
ま
る
が
、
形
状
に
は
皿
物
・
鉢
物
・
蓋
物
な
ど
が
あ
る
。
皿

は
料
理
を
取
り
廻
す
引
皿
と
し
て
も
活
用
、
乾
山
焼
の
変
形
皿

は
文
様
と
形
態
、
色
彩
と
意
匠
、
絵
替
り
と
し
て
異
才
を
放

つ
。
大
き
な
蓋
物
は
鉢
、
食じ

き
ろ
う籠

と
し
て
の
用
い
方
が
あ
る
。

（
三
）
汁し

る
つ
ぎ次

・
猪ち

ょ
く口

汁
次
は
調
味
料
、
汁
入
れ
、
ま
た
水
滴
と
し
て
文
房
具
に
も

な
る
。
猪
口
は
小
さ
な
筒
状
の
容
器
で
あ
る
が
、
深
向
付
の
一

種
と
な
り
、
珍
味
、
調
味
料
入
れ
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。

（
四
）
鉢

深
鉢
・
浅
鉢
、
輪
花
縁
・
透
し
彫
り
な
ど
乾
山
焼
の
鉢
類
は

色
絵
陶
法
、
色
彩
、
側
面
か
ら
内
側
へ
と
向
か
う
意
匠
に
創
意

が
あ
る
。
菓
子
鉢
・
強

し
い
ざ
か
な肴
鉢
ほ
か
用
途
は
色
々
考
え
ら
れ
る
。

一
、
乾
山
焼
・
抹
茶
道
具
の
一
例

（
一
）
香
合

香
合
は
炭
道
具
を
代
表
し
て
床
の
間
に
飾
ら
れ
る
。
香
は
座

を
清
め
炭
の
臭
気
を
消
し
、
冬
は
陶
磁
器
、
夏
は
漆
芸
品
、
貝

は
そ
の
両
用
と
さ
れ
る
が
、
乾
山
焼
は
色
絵
・
銹
絵
、
型
造

り
、
定
家
十
二
ヵ
月
な
ど
古
典
主
題
の
装
飾
と
そ
の
形
状
の
融

合
に
特
色
が
あ
る
。
金
彩
、
丁
寧
な
作
画
、
独
楽
や
重
ね
香
合

の
製
作
か
ら
は
漆
芸
、
光
琳
の
影
響
が
推
定
さ
れ
る
。

（
二
）
火ひ

い
れ入

・
香こ

う
ろ炉

本
来
は
仏
具
。
火
入
は
煙
草
盆
に
、
香
炉
は
神
仏
掛
物
を
懸

け
た
折
に
焚
く
空そ

ら
た
き炷

香
炉
（
煙
け
む
り
か
え
し
返
の
蓋
・
火ほ

や舎
）、
聞ぶ

ん
こ
う香

に
用
い

る
聞き

き

香
炉
（
一ひ
と
え
ぐ
ち

重
口
）
が
あ
る
。
乾
山
焼
に
も
二
種
が
あ
り
、
銹

絵
、
ロ
ク
ロ
・
板
造
り
、
四
方
や
円
筒
、
釘
彫
り
、
台
座
獅
子

な
ど
絵
高
麗
風
、
独
楽
園
記
の
主
題
が
あ
る
。

（
三
）
水み

ず
さ
し指

台
子
の
茶
の
湯
に
は
金
属
器
が
用
い
ら
れ
た
。
運
び
水
指
は

水み
ず
や
が
め

谷
甕
に
発
し
、
紹
鷗
時
代
に
陶
磁
器
・
木
地
曲
。
大
形
、
平

水
指
は
置お

き

水
指
に
活
用
さ
れ
た
。
乾
山
焼
に
は
銹
絵
、
塗
蓋
が

あ
り
、
独
楽
園
記
主
題
、
朝
鮮
珍
器
の
模
倣
で
あ
る
。

（
四
）
茶
碗

濃
茶
に
は
楽
茶
碗
・
改
ま
っ
た
風
情
の
茶
碗
、
薄
茶
用
は
そ

の
限
り
で
は
な
い
。
夏
は
平ひ

ら

茶
碗
、
冬
は
筒
茶
碗
な
ど
の
趣
向

も
あ
る
が
、
乾
山
焼
で
は
銹
絵
・
色
絵
、
ロ
ク
ロ
成
形
、
ま
た

安
南
・
朝
鮮
・
中
国
写
し
な
ど
の
様
式
が
あ
る
。

（
五
）
建け

ん
す
い水

皆か
い
ぐ具

の
一
つ
、
金
属
器
を
始
め
と
す
る
。
乾
山
焼
は
色
絵
亀

甲
文
様
、
鉢
形
、
建
水
は
鉢
と
し
て
も
応
用
で
き
る
。

参
考

三
、
乾
山
焼
・
文
人
用
具
の
一
例

（
一
）
軸
盆

軸
盆
は
、
床
飾
り
の
掛
物
を
の
せ
る
長
方
形
の
盆
で
あ
る
。

中
国
渡
来
、
螺
鈿
の
軸
盆
が
伝
世
す
る
が
、
茶
入
盆
、
香
盆
に

も
応
用
、
一
例
で
あ
る
が
、
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）、
尾
張
分
家

松
平
義
昌
の
記
録
に
「
青
貝
御
長
盆
」
と
あ
る
。
乾
山
焼
も
ほ

ぼ
同
寸
、
素
信
筆
の
山
水
画
が
描
か
れ
て
い
る
。

（
二
）
筆ふ

で
づ
つ筒

筆
筒
に
は
金
属
・
陶
磁
器
・
竹
木
製
な
ど
が
あ
る
。
中
国
で

は
殷
代
か
ら
筆
を
使
用
、
墳
墓
か
ら
は
戦
国
時
代
の
毛
筆
が
発

見
さ
れ
た
。
乾
山
焼
に
は
呉
須
赤
絵
唐
子
図
が
あ
る
。

（
三
）
印
章
・
肉に

く
ち池

印
章
も
中
国
渡
来
、
石
材
が
多
い
。
日
本
で
は
黄つ

げ楊
木
が
好

ま
れ
、
文
字
を
彫
る
陰
刻
（
白
印
）、
文
字
を
浮
き
出
さ
せ
る
陽

刻
（
朱
印
）
の
二
手
が
あ
る
。
乾
山
焼
で
は
四
方
香
合
、
台
座

に
獅
子
、
側
面
に
詩
文
、
底
部
に
「
関
回
澗
水
」
の
陰
刻
が
み

ら
れ
る
。
肉
池
は
印
肉
を
入
れ
る
容
器
、
漆
・
陶
磁
器
に
多

く
、
乾
山
焼
に
も
印
肉
使
用
の
形
跡
を
残
す
も
の
が
あ
る
。

四
、
そ
の
他
煎
茶
道
具

涼
炉
・
水
注
な
ど

煎
茶
に
用
い
る
涼
炉
で
あ
る
。
三
本
足
で
あ
る
こ
と
か
ら

鼎か
な
え、
火
に
関
わ
り
の
あ
る
道
具
を
示
す
が
、
胴
部
に
窓
の
あ
る

も
の
を
焜こ

ん
ろ炉
、
な
い
も
の
を
手て

あ
ぶ
り焙
と
す
る
。
窓
は
な
く
と
も
内

に
五
徳
を
置
き
瓶び

ん
か
け掛

と
す
る
こ
と
も
あ
る
。

水
注
も
煎
茶
道
具
で
あ
る
が
、
抹
茶
道
具
の
水み

ず
つ
ぎ次
に
も
な

り
、
道
具
類
は
、
意
に
適
え
ば
諸
々
の
活
用
が
可
能
で
あ
る
。



料理 (64)

日
本
の
食
生
活
・
歴
史
と
形
式

一
、
食
の
歴
史

神
に
捧
げ
、
仏
に
供
え
、
我
も
食
す
る
。
日
本
料
理
は
こ
れ
が
本
居
で
あ
る
。

縄
文
末
期
に
米
を
食
し
て
以
来
、
主
食
は
今
日
に
至
る
ま
で
米
で
あ
る
が
、
先
史

時
代
、
山
・
野
・
海
・
川
か
ら
自
然
物
を
採
取
、
焼
く
・
炙あ

ぶ

る
・
煮
る
な
ど
の
方
法

に
よ
り
雑
食
し
た
。
米
・
粟
・
稗ひ

え

・
黍き

び

・
蕎そ

ば麦
・
大
麦
・
小
豆
・
胡
麻
・
荏え

ご

ま
胡
麻
・

豌え
ん
ど
う豆

・
緑
豆
・
瓜う

り

・
紫し

そ蘇
・
牛ご

ぼ
う蒡

・
桃
な
ど
、
魚
獣
類
で
は
鯉
・
鮎
・
鯰な

ま
ず・

鰻
・

鮪
・
鯒こ

ち

・
鱸す
ず
き・
鯛
・
鯨く
じ
ら・
海い
る
か豚
・
鮫
な
ど
を
食
し
、
遺
跡
か
ら
は
人
・
動
物
の
残
し

た
糞
、
花
粉
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
。
弥
生
時
代
は
農
耕
生
活
が
始
ま
り
、
自
然
物
に

頼
る
生
活
か
ら
、
自
ら
食
料
を
つ
く
り
出
す
時
代
と
な
る
。
竈か

ま
どの

出
土
か
ら
は
加
熱

調
理
の
進
歩
が
わ
か
り
、
米
か
ら
酒
、
海
水
か
ら
塩
、
穀
物
や
鳥
獣
を
発
酵
さ
せ
た

醤ひ
し
お、
果
汁
な
ど
の
調
味
料
や
香
辛
料
が
工
夫
さ
れ
て
い
た
。
渡
来
し
た
動
物
な
ど
の

飼
育
も
始
ま
り
、
犬
や
鶏
、
豚
、
牛
、
馬
な
ど
が
家
畜
と
な
り
、
大
陸
か
ら
は
包
丁

や
俎ま
な
い
た板
、
回
転
台
も
伝
播
、
木
製
の
匙
な
ど
も
発
見
さ
れ
た
。

律
令
国
家
が
建
設
さ
れ
る
と
、
貴
族
は
中
央
に
居
り
庶
民
を
支
配
す
る
政
治
体
制

を
整
え
た
。
平
城
京
に
は
内だ
い
り裏
・
朝ち
ょ
う
ど
う
い
ん

堂
院
・
大だ
い
ご
く
で
ん

極
殿
、
官
庁
や
官
工
房
、
宿
舎
、
寺

院
な
ど
が
建
ち
並
び
、
宮
中
に
は
天
皇
の
膳
部
を
司
る
内な

い
ぜ
ん膳

（
奉
膳
・
典
膳
）、
宮
廷
の

膳
部
・
全
国
か
ら
の
貢
納
品
を
司
る
大だ
い
ぜ
ん膳
、
諸
司
の
食
料
を
掌
る
大お
お

炊い
り
ょ
う寮
な
ど
の
職

種
が
生
じ
た
。
中
国
文
化
の
影
響
も
あ
り
、
年
中
行
事
や
節せ
ち
え会
に
お
い
て
は
粉
料
理

や
油
料
理
、
唐
代
の
菓
子
を
模
倣
、
餅
・
索む
ぎ

餅な
わ

・
煎
餅
・
油
菓
子
、
ま
た
地
方
か
ら

は
税
や
貨
幣
の
代
用
と
し
て
稲
・
穀
物
・
塩
・
水
産
物
・
調
味
料
・
香
辛
料
・
加
工

食
品
が
送
ら
れ
て
い
た
。
平
城
宮
址
か
ら
は
土
器
・
木
器
・
漆
器
の
皿
・
椀＊
・
杯＊
が

出
土
、
宮
中
で
は
役
人
や
職
人
に
給
食
が
出
さ
れ
た
と
さ
れ
、
下
級
役
人
は
一
汁
一

菜
を
基
本
と
し
、
身
分
に
応
じ
金
属
器
、
漆
器
、
土
器
（
土
師
器
・
須
恵
器
）
の
三
種
が

使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
。

日
本
料
理
の
基
本
形
は
、
平
安
初
期
に
成
立
し
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
暦
も
普
及
、

年
中
行
事
や
典
礼
、
公
事
が
定
例
化
、
庶
民
間
に
も
定
着
し
た
。
当
時
の
主
食
は
糯も

ち

米ご
め

を
蒸
し
た
強こ

わ
い
い飯

（
お
こ
わ
）
で
あ
る
。
盛
り
切
り
の
高た

か
も
り盛

飯め
し

、
姫ひ

め
い
い飯

と
称
し
今
日
の

飯
に
近
い
固か

た
が
ゆ粥
、
水
分
の
多
い
汁し
る
が
ゆ粥
ほ
か
、
煎
っ
た
焼や
き
ご
め米
の
保
存
食
や
蒸
し
て
日
に
干

し
た
糒ほ
し
いな
ど
の
携
帯
食
も
考
え
ら
れ
た
が
、
餅
も
あ
り
、
大
豆
餅
・
小
豆
餅
・
椿
餅
、

真ま
こ
も菰

に
包
ん
だ
粽ち

ま
きほ

か
、
山
芋
と
粉
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
ほ
う
と
う
、
果
物
（
木
菓
子
）、

唐か
ら

菓
子
と
い
う
胡
麻
や
油
を
用
い
た
粉
製
の
菓
子
も
食
さ
れ
て
い
た
。
神
前
に
供
す

る
こ
と
も
盛
ん
に
な
っ
た
が
、
収
穫
を
祈
り
、
神
の
食
事
と
し
て
酒
・
肴
、
干ほ

し
あ
わ
び鮑や

栗
な
ど
神し

ん

饌せ
ん

（
神み

飯け

）、
塩
・
酢
な
ど
が
捧
げ
ら
れ
た
。
儀
式
（
斎さ

い

）
の
後
に
は
そ
れ
ら

神
饌
を
共
に
食
し
、
祀ま

つ

り
を
終
え
て
平
常
に
戻
る
意
か
ら
直な
お
ら
い会
の
宴
が
催
さ
れ
た
。

貴
族
の
食
膳
は
こ
れ
ら
神
饌
の
生
饌
（
生な

ま
も
の物
）、
熟
饌
（
調
理
物
）
か
ら
発
展
し
た
。

六
、
料
理

料
理
と
器
は
一
体
で
あ
る
。

食
生
活
・
食
事
形
式
の
変
化
と
、
茶
の
湯

に
よ
っ
て
日
本
の
食
膳
器
は
大
き
く
変
わ
る
。

懐
石
料
理
は
素
材
・
調
理
法
・
盛
り
つ
け
に

至
る
ま
で
「
素
・
直
」
な
る
こ
と
を
是
と
し

た
が
、
乾
山
焼
懐
石
道
具
は
機
能
性
・
季
節

感
・
情
趣
を
具
え
、
如
何
に
料
理
を
引
き
立

た
せ
る
か
。
扱
う
者
・
賞
翫
す
る
者
の
意
識
・

美
意
識
を
問
う
。

乾
山
焼
懐
石
道
具
の
種
類
・
様
式
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貴
族
料
理
は
、
宴
会
用
の
大だ
い
き
ょ
う饗料
理
（
儀
式
料
理
）
と
、
日
々
の
平
常
食
に
大
別
さ
れ

る
。
大
饗
は
宮
中
・
公
家
の
即
位
・
任
官
を
祝
う
宴
、
年
中
行
事
な
ど
に
供
さ
れ
、

台だ
い

盤ば
ん

料
理
と
も
い
わ
れ
た
が
、
二
人
以
上
を
基
本
と
し
、
人
数
、
地
位
、
儀
式
の
内

容
に
従
っ
て
大
き
な
台
盤
の
長な
が

台
盤
、
小
さ
な
台
盤
の
小
台
盤
、
切
台
盤
な
ど
が
使
わ

れ
た
と
い
う
。
兀ご
っ
し子

（
椅
子
）
に
坐
し
て
食
す
る
が
、
親
王
以
下
三
位
以
上
は
朱
漆
器
、

五
位
以
上
は
黒
漆
器
と
土
器
、
六
位
以
下
は
土
器
を
用
い
る
と
あ
る
（『
延
喜
式
』）。
台

盤
は
中
国
渡
来
、
料
理
人
を
包
丁
人
と
呼
ぶ
こ
と
、
盃
ご
と
も
中
国
古
来
の
伝
統
で

あ
っ
た
が
、
勧か

ん
ぱ
い盃

（
献
盃
）
は
の
ち
に
武
家
の
酒
礼
、
式
三
献
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
。

小
宴
や
平
常
食
は
そ
の
略
式
で
あ
る
。
こ
れ
が
後
の
武
家
本
膳
料
理
の
基
礎
と
な

る
が
、
鎌
倉
時
代
に
ま
と
め
ら
れ
た
『
厨ち

ゅ
う
じ
る
い
き

事
類
記
』
に
よ
れ
ば
、
使
用
食
器
は
銀
器
、

土
器
が
大
半
で
あ
り
、
膳＊
は
高＊
坏
た
か
つ
き、
折＊
敷
お
し
き

、
懸＊
盤
か
け
ば
ん、
衝＊
重
つ
い
か
さ
ねな
ど
の
銘
々
膳
が
用
い
ら

れ
た
。
一
一
世
紀
中
頃
に
は
柿
渋
に
墨
粉
を
ま
ぜ
た
渋
下
地
の
黒
色
漆
器
が
普
及
し

た
が
、
一
二
世
紀
以
後
、
貴
族
主
体
の
食
膳
器
が
武
家
の
食
器
様
式
へ
と
移
行
す
る
。

浅
く
平
た
い
平
安
様
式
の
椀
形
は
、
中
世
を
迎
え
徐
々
に
深
く
小
さ
な
椀
へ
と
形
態

を
変
え
る
。

平
安
時
代
は
「
切
る
」
技
術
こ
そ
料
理
の
腕
前
を
表
す
と
し
た
。
銘
々
膳
を
使
用
、

形
式
的
か
つ
見
せ
る
料
理
に
重
き
を
お
い
た
が
、
調
理
法
は
整
わ
ず
、
味
付
け
な
ど

も
未
完
成
、
食
事
は
さ
め
て
冷
た
い
も
の
が
奈
良
・
平
安
時
代
ま
で
の
食
生
活
の
典

型
と
さ
れ
る
。
中
国
で
は
「
庖
」
は
台
所
・
厨く

り
やの
意
、「
丁
」
は
男
子
の
使
用
人
を
表

し
た
が
、「
庖
丁
」
と
は
動
物
の
骨
・
肉
を
分
け
る
技
倆
巧
み
な
者
と
さ
れ
、
日
本
で

は
庖
丁
師
は
宮
中
の
典
膳
、
公
家
、
の
ち
武
家
に
仕
え
て
家
職
と
な
り
、
こ
れ
を
ま

ね
て
町
や
村
に
も
調
理
人
が
生
ま
れ
て
ゆ
く
。
下
層
間
に
戒
律
は
な
く
、
武
家
・
庶

民
は
貴
族
の
避
け
た
猪
・
鹿
・
狸
な
ど
も
食
し
た
が
、
平
安
末
期
の
『
病や
ま
い
ぞ
う
し

草
紙
』
に

は
椀
に
盛
ら
れ
た
高た

か
も
り
め
し

盛
飯
に
箸
を
立
て
、
右
横
に
汁
椀
、
向
こ
う
側
に
小
皿
に
の
せ

た
三
菜
が
描
か
れ
て
い
る
。
高
盛
・
盛
り
切
り
飯
は
大
陸
・
朝
鮮
か
ら
の
影
響
で
あ

る
。
平ひ

ら
も
り盛
飯
も
あ
っ
た
が
、
豊
穣
、
豊
か
さ
の
象
徴
と
な
り
、
儀
礼
の
神
饌
・
仏
供
、

宮
中
の
行
事
食
に
も
行
わ
れ
て
い
た
。
嘉
例
と
し
て
庶
民
間
へ
と
広
が
り
、
料
理
は

こ
の
後
、
中
国
渡
来
の
精
進
料
理
に
重
き
が
お
か
れ
る
。

平
安
中
期
以
後
、
京
都
に
は
荘
園
警
備
の
武
士
が
招
か
れ
滝
口
陣
蔵く

ろ
う
ど
ど
こ
ろ

人
所
に
属
し

朝
廷
を
警
固
、
院
に
は
北
面
武
士
が
控
え
、
各
公
家
、
寺
院
も
そ
れ
に
倣
う
。
武
士
は
侍

さ
ぶ
ら
い

と
呼
ば
れ
、
侍
さ
ぶ
ら
い
ど
こ
ろ
所
で
は
役
人
の
辨
当
と
し
て
屯ど
ん
じ
き食

（
握
り
飯
）
が
振
る
舞
わ
れ
て
い

た
。
武
家
の
多
く
は
農
民
出
身
、
魚
鳥
獣
類
も
食
し
た
が
、
主
食
は
玄
米
、
質
素
を

旨
と
し
、
朝
夕
二
回
、
釜
で
煮
て
埦わ
ん

に
盛
る
埦お
う
ば
ん飯

（
宮
中
奉
仕
の
武
士
の
食
事
）
や
屯ど
ん
じ
き食
、

粥
・
湯
漬
・
餅
、「
武
家
に
て
は
必
ず
飯
わ
ん
に
汁
を
か
け
候
」（『
宗
五
大
草
紙
』）
な

ど
、
温
汁
・
冷
汁
と
も
に
飯
に
か
け
て
食
べ
た
と
い
う
。
武
家
の
食
事
は
基
本
的
に
は

公
家
の
平
常
食
、
禅
宗
と
の
関
わ
り
か
ら
禅
院
料
理
と
食
作
法
の
影
響
下
に
あ
っ
た
。

埦
飯
は
鎌
倉
期
に
家け

に
ん人

が
将
軍
を
家
に
招
き
饗
応
す
る
意
、
室
町
期
に
は
足
利
将
軍

の
御
成
と
し
て
年
中
行
事
の
公
式
儀
礼
に
組
み
込
ま
れ
た
が
、
屯
食
は
戦
さ
に
際
し

禅
院
の
常
食
で
あ
る
梅
干
し
・
味
噌
・
鰹
節
な
ど
を
添
え
て
携
帯
。
出
陣
に
は
神
と

の
強
い
結
び
つ
き
を
願
い
八
息
延
命
の
「
引
渡
し
」
の
酒
礼
を
催
し
、「
勝
っ
て
打
っ

て
喜
ぶ
と
組
べ
し
」（『
茶
湯
献
立
指
南
』）
と
し
て
、
三
方
に
三
つ
重
ね
の
土か

わ
ら
け器

、
小こ

角が
く

・

平ひ
ら
か
く角
と
い
う
小
さ
な
四
方
の
板
に
搗か
ち
ぐ
り栗
・
熨の

し斗
鮑
・
昆
布
を
盛
る
。
帰
陣
の
折
り
に

は
「
打
っ
て
勝
っ
て
喜
ぶ
」
の
意
か
ら
熨
斗
鮑
・
搗
栗
・
昆
布
の
順
に
盛
る
が
、
こ
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れ
が
室
町
期
の
本
膳
料
理
・
式
三
献
に
結
び
つ
く
。
神
饌
は
神
の
た
め
の
肴
で
あ
っ

た
。
儀
式
用
と
し
て
古
来
食
す
る
こ
と
は
な
く
、
箸
も
使
わ
ぬ
こ
と
を
定
式
と
し
た
。

料
理
の
変
革
は
南
北
朝
期
後
、
政
治
、
文
化
が
京
都
へ
移
る
室
町
時
代
に
起
き
て

い
る
。
書
院
造
り
の
発
想
か
ら
別
棟
に
あ
っ
た
台
所
・
炊
事
場
は
居
宅
内
へ
と
移
動
、

井
戸
が
掘
ら
れ
、
竈か

ま
どが
設
け
ら
れ
た
。
武
家
の
儀
礼
食
と
し
て
本
膳
料
理
が
成
立
、

公
家
の
饗
応
食
を
土
台
と
し
て
将
軍
の
御お
な
り成
を
も
と
に
式し
き
し
ょ
う正料
理
、
饗
応
膳
が
考
え

出
さ
れ
た
。「
今
の
世
に
く
は
し
く
成
た
る
は
将
軍
義
満
公
の
時
、
今
川
氏う

じ
よ
り頼
礼
法
を

定
め
ら
れ
し
よ
り
、
事
委く
わ
し
く細
な
り
た
る
と
か
や
」（『
當
流
料
理
献
立
抄
』）
と
あ
る
が
、

振
る
舞
い
は
連
歌
会
や
闘
茶
を
催
す
書
院
・
会
所
に
お
い
て
行
わ
れ
、
一
説
に
足
利

氏
が
公
家
に
交
じ
り
無
作
法
を
笑
わ
れ
な
い
た
め
と
さ
れ
て
い
る
。
武
家
礼
法
を
確

立
、
無
力
化
し
た
公
家
に
代
わ
り
武
家
文
化
の
構
築
を
志
し
た
が
、
多
く
は
平
安
時

代
の
朝
廷
蔵
人
所
の
儀
礼
、
院
の
北
面
、
鎌
倉
期
の
武
家
礼
法
が
基
礎
と
な
っ
た
。

有
職
故
実
、
古
典
を
研
究
、
外そ

と
む
き向

礼
法
は
小
笠
原
家
、
内う

ち
む
き向

礼
法
は
伊
勢
家
、
故
実

は
今
川
家
、
饗
応
や
式
日
の
作
り
物
は
朝
廷
出
入
り
と
し
て
四
條
家
、
将
軍
家
出
入

り
は
大お

お
ぐ
さ草
家
、
進し
ん

士じ

家
な
ど
が
任
に
当
た
る
。

式
正
料
理
は
武
家
が
堂
上
礼
儀
を
基
と
し
て
、
配
膳
や
飲
食
作
法
、
包
丁
・
俎ま
な
い
た板

な
ど
の
扱
い
、
式
法
を
整
え
た
も
の
で
あ
る
。
本
膳
料
理
の
基
礎
と
な
る
が
、
平
安

以
来
の
「
庖
丁
」
も
諸
芸
の
一
つ
、
貴
人
の
も
て
な
し
に
庖
丁
捌さ

ば

き
を
披
露
す
る
式し

き

庖ぼ
う
ち
ょ
う

丁
が
考
え
出
さ
れ
、
平
安
中
期
、
四
條
中
納
言
藤
原
山や

ま
か
げ蔭

（
八
二
四
―
八
八
）
の
料

理
作
法
が
基
と
な
っ
た
。
四
條
・
大
草
・
進
士
流
な
ど
の
流
派
が
生
じ
、
料
理
の
手

順
、
箸
の
使
い
方
、
酒
の
飲
み
方
、
式
法
・
作
法
を
も
と
に
『
四
條
流
庖
丁
書
』『
武

家
調
味
故
実
』
な
ど
の
料
理
書
も
著
さ
れ
た
が
、「
庖
丁
人
」
は
秘
伝
・
師
法
を
相
承

し
、
日
本
料
理
の
本
居
が
成
立
。
径き
ん
ざ
ん
じ

山
寺
味
噌
の
製
造
過
程
か
ら
醤
油
が
生
ま
れ
、

豆
腐
・
納
豆
・
蒲か

ま
ぼ
こ鉾
・
蒟こ
ん
に
ゃ
く蒻な
ど
が
食
さ
れ
た
の
も
室
町
以
来
の
こ
と
で
あ
る
。

二
、
食
の
形
式

（
一
）
本
膳
料
理

本
膳
料
理
（
式
正
料
理
）
は
、
公
家
の
饗
応
、
禅
院
の
食
作
法
・
精
進
料
理
を
融
合

し
た
も
の
で
あ
る
。
式
正
で
は
主
殿
に
お
け
る
儀
礼
の
「
三
献
」、
次
い
で
別
室
に
お

い
て
饗
応
膳
と
な
る
が
、
三
献
は
将
軍
と
奉
迎
す
る
家
臣
及
び
そ
の
家
族
の
少
人
数

で
交
わ
さ
れ
る
。
主
従
関
係
の
確
認
、
よ
り
強
固
な
結
合
を
目
的
と
す
る
が
、
そ
の

意
味
合
い
は
の
ち
に
様
々
な
形
に
分
化
し
た
。
式
三
献
は
三さ

ん
ぼ
う方
に
敷
輪
を
敷
き
土か
わ
ら
け器

を
置
い
て
肴
を
盛
る
が
、
一
例
と
し
て
初
献
に
「
引
渡
し
」
の
打う

ち
あ
わ
び鮑・

栗
・
昆
布
、

二
献
に
打う

ち
み身

（
魚
細
造
り
・
な
ま
す
）
と
塩
・
酢
、
三
献
は
腸わ

た
い
り煎

（
吸
物
・
羮

あ
つ
も
の・

さ
し
み
）

な
ど
で
あ
っ
た
。
席
を
改
め
こ
こ
で
書
院
・
会
所
に
お
い
て
相
伴
の
人
々
と
と
も
に
饗

応
の
膳
、
さ
ら
に
別
室
に
移
り
、
酒
宴
と
な
り
四
献
・
五
献
の
酒
が
振
る
舞
わ
れ
た
。

饗
応
膳
は
、
将
軍
・
摂
家
・
門
跡
な
ど
に
は
膳
台
四
方
に
窓
の
あ
る
四
方
、
大
納

言
・
中
納
言
以
下
殿
上
人
に
は
前
・
左
右
に
窓
の
あ
る
三
方
、
大
名
に
は
折
敷
に
足

を
つ
け
た
足あ

し
う
ち打

膳
、
以
下
足
の
な
い
平ひ

ら
お
し
き

折
敷
が
用
い
ら
れ
た
。
中
央
に
本
膳
（
一
の

膳
）
を
据
え
、
飯
・
汁
・
鱠な

ま
す・

煮
物
・
焼
物
な
ど
菜
七
つ
、
両
脇
に
二
の
膳
菜
五
つ
、

三
の
膳
菜
三
つ
が
配
さ
れ
る
。
饗
応
の
内
容
や
規
模
に
従
い
膳
数
、
料
理
の
品
数
は

増
減
す
る
が
、
一
般
に
は
三
の
膳
ま
で
。
料
理
の
基
本
は
本
膳
の
一
汁
三
菜
に
お
か

れ
、
飯
・
香
の
物
は
別
と
し
て
、
膳
上
に
は
汁
椀
、
鱠
や
煮
物
を
盛
る
壷
椀
・
平
椀
、

焼
物
は
別
途
に
焼
物
膳
が
用
意
さ
れ
る
。
酒
は
本
膳
に
は
付
か
ず
、
二
の
膳
の
吸
物
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後
に
運
ば
れ
る
が
、
湯ゆ

づ
け漬

の
場
合
は
酒
の
つ
か
な
い
こ
と
が
決
ま
り
で
あ
っ
た
。
酒

器
は
片か

た
く
ち口

、
長
い
柄
の
付
い
た
金
属
容
器
の
銚ち

ょ
う
し子

、
蔓つ

る

の
付
い
た
小
鍋
形
の
提ひ

さ
げ子

、

盃
は
三
寸
の
土か

わ
ら
け器
と
定
め
ら
れ
た
が
、「
飯
に
汁
、
酒
に
吸
物
」
が
定
則
で
あ
り
、
菓

子
三
種
が
出
さ
れ
て
終
わ
り
と
な
る
。「
人
よ
り
後
に
食
い
始
め
、
箸
を
ば
人
よ
り
先

に
置
な
り
」
と
戒
め
ら
れ
た
が
、
こ
の
後
別
室
に
て
休
息
、
宴
に
よ
っ
て
は
こ
こ
か

ら
酒
宴
、
酒
の
肴
に
太
鼓
・
笛
、
能
楽
な
ど
が
饗
さ
れ
た
。

（
二
）
精
進
料
理

「
精
進
」
は
梵
語
の
訳
語
、
善
行
を
修
す
る
悟
り
の
道
へ
の
一
過
程
を
い
う
。
仏
教

が
渡
来
し
て
以
来
、
精
進
料
理
は
す
で
に
あ
っ
た
。「
せ
う
じ
も
の
」
と
称
し
、
律
令

国
家
以
来
、
穢け
が

れ
を
唱
え
る
神し
ん

道と
う

、
殺
生
を
禁
ず
る
仏
教
で
は
平
安
時
代
に
も
行
わ

れ
た
が
、
寺
院
の
食じ
き
さ
ほ
う

作
法
に
定
ま
り
の
な
か
っ
た
平
安
時
代
、
潔け
っ
さ
い斎
と
称
し
身
を
清

め
言
行
飲
食
を
制
限
す
る
際
、
通
常
と
は
異
な
る
竈
で
煮
炊
き
を
す
る
な
ど
、
こ
の

期
間
の
食
事
を
精
進
料
理
と
呼
ん
で
い
た
。
肉
食
を
避
け
、
美
食
を
し
な
い
こ
と
の

意
で
あ
る
が
、
仏
前
の
供
物
を
食
材
と
し
た
こ
と
に
始
ま
り
、
魚
鳥
獣
類
を
用
い
ず
、

穀
類
・
豆
類
・
野
菜
・
き
の
こ
・
木
の
実
・
果
物
・
海
藻
類
な
ど
が
食
さ
れ
た
。

本
膳
料
理
は
仏
家
に
も
普
及
し
た
。
僧
侶
間
で
は
二
の
膳
ま
で
を
限
り
と
し
、
食

後
に
は
椀
を
一
の
膳
上
へ
と
移
動
、
二
の
膳
も
重
ね
て
下
げ
る
こ
と
を
作
法
と
し
て

い
た
。
精
進
料
理
は
仏
家
の
調
理
、
食
礼
に
従
う
が
、
大
き
な
転
換
は
入
宋
し
食
の

意
味
を
体
得
し
た
道
元
禅
師
（
一
二
〇
〇
―
五
三
）
の
『
永
平
清
規
』『
典て
ん
ぞ
き
ょ
う
く
ん

座
教
訓
』『
赴ふ

粥し
ゅ
く
は
ん
ぽ
う

飯
法
』
の
教
え
で
あ
っ
た
。『
典
座
教
訓
』
は
典
座
の
心
得
、
炊
事
・
食
事
の
整
え

方
・
作
法
、『
赴
粥
飯
法
』
に
は
食
器
の
扱
い
・
給
仕
の
仕
方
ほ
か
、
食
も
「
行
」、

坐
禅
と
同
じ
修
業
と
考
え
ら
れ
た
。
自
ら
の
味
、
自
ら
の
椀
を
持
っ
て
は
じ
め
て
他

者
に
も
う
ま
い
物
を
食
べ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
が
、
客
の
饗
応
、
そ
こ
か

ら
本
膳
料
理
と
の
融
合
も
生
じ
、
御お
な
り成
で
あ
っ
て
も
寺
院
で
は
式
三
献
は
な
く
、
中

酒
と
称
し
、
食
事
中
に
酒
三
献
が
組
み
込
ま
れ
た
。

精
進
料
理
の
形
式
は
室
町
時
代
に
整
え
ら
れ
た
。
が
、
古
く
平
安
時
代
に
そ
の
萌

芽
、
鎌
倉
時
代
に
禅
院
の
茶
礼
・
食じ

き

作さ
ほ
う法

は
す
で
に
成
立
。
禅
家
に
よ
っ
て
煮
る
、
和あ

え
る
、
油
を
使
う
な
ど
の
調
理
法
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
。
料
理
人
は
禅
院
の
調
理
場

「
調ち

ょ
う
さ
い菜」
か
ら
「
調
菜
人
」、
梅
干
・
納
豆
・
沢
庵
漬
、
熱
い
汁
、
雁が
ん

も
ど
き
な
ど
の

「
も
ど
き
」
料
理
、
建
長
六
年
（
一
二
五
四
）
に
は
臨
済
禅
師
心し
ん
ち地
覚か
く
し
ん心

（
一
二
〇
七
―

九
八
）
が
径
山
寺
味
噌
を
伝
え
た
が
、「
少
食
を
心
胸
の
間
に
点
ず
」
と
し
て
非ひ

じ事
に

点
心
（
軽
食
）
と
し
て
水す
い
と
ん団
・
饂う
ん
ど
ん飩
・
索そ
う
め
ん麺
・
饅
頭
、
茶ち
ゃ
の
こ子

（
干
菓
子
）、
ま
た
薬や
く

石せ
き

（
夜
食
）
な
ど
の
食
法
も
伝
播
。
汁
物
は
椀
の
活
用
を
招
来
し
、
椀
は
六
世
紀
末
に
朝

鮮
半
島
か
ら
渡
来
し
た
鋺

か
な
ま
り（

金
属
鋺わ

ん

）
に
本
居
が
あ
っ
た
。

鋺
は
仏
器
で
あ
る
。
八
世
紀
に
聖
武
天
皇
（
七
〇
一
―
五
六
）
が
食
器
と
し
て
活
用
、

貴
族
間
に
金
属
食
器
へ
の
憧
憬
が
生
じ
た
が
、
金
属
製
の
食
膳
器
は
唐
代
皇
帝
の
食

器
と
さ
れ
、
漢
の
方ほ
う
し士
李
少
君
は
上
奏
文
に
「
黄
お
う
ご
ん
な
り
て
も
っ
て
い
ん
し
ょ
く
の
き
と
な
せ
ば
す
な
わ
ち
じ
ゅ
を
ま
す

金
成
以
為
飲
食
器
則
益
壽
」

（『
史
記
』
孝
武
本
紀
第
一
二
）
と
、
黄
金
の
飲
食
器
は
長
寿
を
保
つ
と
記
し
た
。
金
属
食

器
の
尊
重
さ
れ
る
本
意
で
あ
る
が
、
鋺
は
印
度
の
鉢は

た

ら
多
羅
（
鋺
）
に
端
緒
が
あ
り
、
仏

者
は
こ
れ
を
用
い
て
布ふ

せ施
を
乞
い
（『
和
漢
三
才
図
会
』）、
仏
に
法
を
乞
う
の
で
あ
る
。

の
ち
の
入
子
椀
に
結
び
つ
く
。

（
三
）
会
席
料
理
・
懐
石
料
理
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会
席
・
懐
石
料
理
は
天
文
年
間
（
一
五
三
二
―
五
五
）
に
そ
の
本
居
が
成
立
し
た
。
茶

会
の
た
め
の
料
理
で
あ
る
が
、
今
日
の
茶
事
・
懐
石
の
礎い

し
づえ
で
あ
る
。
修
行
僧
が
空

腹
を
凌
ぐ
た
め
温お
ん
じ
ゃ
く石を
懐
中
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
が
、
一
時
の
空
腹
を
凌
ぐ
の
み
、

精
神
性
を
重
視
し
、
簡
素
か
つ
粗
食
で
あ
る
こ
と
を
本
旨
と
し
た
。

永
禄
年
間
（
一
五
五
八
―
七
〇
）、
書
院
の
茶
の
湯
は
、
酒
宴
を
主
体
に
「
会
膳
」
と

称
す
る
会
席
料
理
を
供
し
て
い
た
。
が
、
一
休
宗
純
を
師
と
す
る
珠
光
、
大だ
い
り
ん
そ
う
と
う

林
宗
套

に
師
事
し
た
紹
鷗
、
古こ

け
い溪
宗そ
う
ち
ん陳
に
参
禅
し
た
利
休
ら
を
経
て
草
庵
の
茶
の
湯
が
成
立
、

茶
礼
と
と
も
に
食
作
法
が
整
え
ら
れ
た
。
本
膳
料
理
の
飾
り
を
取
り
去
り
、
茶
の
湯

の
た
め
の
懐
石
料
理
を
考
え
た
が
、
酒
宴
を
切
り
捨
て
酒
礼
と
料
理
を
一
つ
に
成
し

た
。
簡
素
、
理
に
適
う
日
本
料
理
の
源
と
な
る
が
、
懐
石
料
理
は
本
膳
と
精
進
料
理

を
合
体
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
膳
は
一
膳
、
酒
も
軽
く
、
料
理
は
飯
と
汁
、
菜
は
二
、

三
菜
、
取
り
廻
し
の
引
物
、
菓
子
を
基
本
形
式
と
定
め
た
が
、
当
時
こ
れ
に
確
固
た

る
決
ま
り
は
な
く
、
文
書
に
よ
れ
ば
季
節
や
客
組
、
目
的
に
よ
っ
て
か
な
り
自
由
な

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
利
休
門
人
山
上
宗
二
（
一
五
四
四
―
九
〇
）
は
「
茶
湯

は
禅
宗
よ
り
出
た
る
に
依
り
て
、
僧
の
行
を
専
に
す
る
也
」（『
山
上
宗
二
記
』）
と
述
べ

た
。
同
じ
く
門
人
南
坊
宗
啓
（
生
没
年
不
詳
）
は
「
小
座
敷
の
料
理
は
、
汁
一
ツ
菜
二

ツ
か
三
ツ
か
、
酒
も
軽
く
す
べ
し
。
侘
び
座
敷
の
料
理
だ
て
不
相
応
な
り
」（『
南
方

録
』）
と
記
し
た
が
、
膳
は
塗
物
、
土か

わ
ら
け器

は
汁
気
の
多
い
調
理
に
伴
い
曲ま

げ
も
の物

へ
と
転
化
、

曲
物
は
や
が
て
椀
、
椀
は
陶
磁
器
の
皿
・
鉢
・
猪
口
な
ど
へ
と
形
を
変
え
る
。

草
庵
の
茶
の
湯
に
は
黒
塗
折お

し
き敷

（
食お

し
き机
）、
黒
塗
椀
を
好
し
と
し
た
。『
利
休
百
会

記
』
に
は
椀
類
に
加
え
て
一
点
の
陶
器
皿
が
現
れ
る
。
今
日
の
向む

こ
う
づ
け付の
概
念
が
浮
か

ぶ
が
、「
向
付
」
は
膳
中
央
、
向
こ
う
に
置
く
と
す
る
意
で
あ
る
。
折
敷
上
、
終
始
客

の
面
前
に
あ
り
、
さ
し
み
・
酢す
の
も
の物
・
和あ
え
も
の物
な
ど
を
盛
る
が
、
懐
石
料
理
は
簡
素
、
品

数
少
な
く
、
故
に
心
を
込
め
る
。
冷
め
た
食
事
の
習
慣
か
ら
、
冷
は
冷
、
温
は
温
の

う
ち
に
食
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
食
法
で
あ
る
。

江
戸
時
代

（
一
）
乾
山
の
時
代

君
子
は
道
を
謀は

か

り
て
、
食
を
不は
か
ら
ず謀

（『
論
語
』
衛
霊
公
）

と
あ
る
。
日
本
で
も
儒
教
に
基
づ
き
、
古
来
料
理
へ
の
深
い
追
求
は
な
さ
れ
な
か
っ

た
が
、
室
町
期
以
後
、
日
本
料
理
は
本
膳
・
精
進
・
懐
石
料
理
へ
と
発
展
し
、
江
戸

時
代
に
は
庶
民
生
活
の
向
上
に
伴
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
調
理
、
器
、
形
式
、
作
法
、
食

す
る
場
所
へ
の
対
応
が
生
ま
れ
て
ゆ
く
。

近
世
、
都
市
の
発
達
や
流
通
機
構
の
充
実
は
、
食
生
活
に
も
変
化
を
与
え
た
。
江

戸
に
は
全
国
各
地
か
ら
諸
大
名
と
そ
の
家
臣
・
奉
公
人
、
職
人
・
商
人
ら
が
移
住
、

さ
ら
に
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
の
大
火
に
よ
っ
て
各
地
方
の
出
稼
ぎ
人
、
労
働
者
ら

が
集
合
し
た
。
食
を
賄ま

か
なう
飯
屋
・
酒
楼
・
料
理
屋
な
ど
が
急
増
し
、
一
般
の
娯
楽
に

お
い
て
も
詩
会
・
連
歌
会
・
謡う
た
い会
、
観
劇
・
遊
里
、
川
遊
び
・
紅
葉
狩
り
な
ど
、
集

会
や
芝
居
見
物
、
物
見
遊
山
が
盛
ん
に
な
る
。
娯
楽
に
料
理
は
つ
き
も
の
で
あ
る
。

寺
社
の
門
前
に
は
餅
や
団
子
、
蕎
麦
を
商
う
店
が
繁
盛
し
、
茶
店
が
賑
わ
う
。
京
都

で
は
橋
の
袂た

も
とば

か
り
か
橋
の
上
に
も
食
物
屋
が
並
ん
で
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

町
人
は
自
由
な
発
想
が
可
能
で
あ
っ
た
。
料
理
に
お
い
て
も
分
相
応
の
楽
し
み
方

は
是
認
さ
れ
、
災
害
の
興
る
ご
と
に
新
た
な
食
形
式
を
考
え
出
し
た
。
明
暦
大
火
後
、

出
店
が
流は

や
り行
、
元
禄
の
地
震
に
よ
っ
て
は
煮
し
め
・
煮
豆
・
お
で
ん
な
ど
の
煮
売
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り
・
茶
飯
売
り
・
田で

ん
が
く
ど
う
ふ

楽
豆
腐
売
り
が
街
を
往
来
、
洪
水
、
飢
饉
の
た
び
に
食
物
屋
が

出
現
し
た
。
茶
屋
、
料
理
屋
は
宴
席
・
会
席
料
理
を
売
り
物
と
し
、
飲
酒
の
大
衆
化

は
居
酒
屋
商
売
を
発
達
さ
せ
た
。

天
和
か
ら
元
禄
初
期
、
井
原
西
鶴
（
一
六
四
二
―
九
三
）
は
、

分ぶ
ん
ざ
い際

相そ
う
お
う応

に
人
間
、
衣
・
食
・
住
の
三
つ
の
楽

た
の
し
みの

外ほ
か

な
し
（『
世せ

け
ん
む
な
ざ
ん
よ
う

間
胸
算
用
』）

と
述
べ
た
。
三
都
を
中
心
に
元
禄
時
代
は
庶
民
の
衣
食
住
に
余
裕
を
生
む
が
、
住
ま

い
に
座
敷
が
加
え
ら
れ
、
町
屋
建
築
に
平
屋
・
二
階
建
て
、
蔵
・
庭
な
ど
が
造
ら
れ

た
。
入
口
に
土ど

ま間
、
商
家
な
れ
ば
奥
に
向
か
っ
て
見み

せ世
、
台
所
、
座
敷
と
つ
づ
き
、

座
敷
の
奥
に
は
庭
を
設
け
る
こ
と
が
典
型
と
な
る
。
当
時
町
人
の
職
種
に
は
三
〇
〇

余
種
が
あ
っ
た
と
い
う
。
大
半
は
丁
稚
制
度
、
徒
弟
制
度
、
家
族
制
度
の
仕
組
み
に

縛
ら
れ
た
が
、
社
会
の
変
化
は
あ
ら
ゆ
る
面
に
反
映
し
、
町
人
も
居い

な
が
ら
に
し
て

「
雅
・
俗
」
双
方
を
同
時
に
享
受
で
き
る
時
代
を
迎
え
る
。
料
理
本
に
は
文
学
的
な
献

立
が
並
び
、
料
理
の
取
り
合
わ
せ
・
盛
り
合
わ
せ
に
も
名
所
、
詩
歌
、
俳
諧
の
季
語

な
ど
を
意
識
、
絵
画
的
な
構
成
を
楽
し
む
余
裕
も
生
ま
れ
て
い
た
。
乾
山
の
生
涯
も

こ
の
折
り
展
開
、
食
習
慣
も
一
日
三
食
、
夜
食
の
た
の
し
み
、
都
市
に
お
い
て
は
立

ち
食
い
、
仕
出
し
屋
、
料
理
屋
な
ど
の
外
食
商
売
が
増
加
し
た
。
上か

み
が
た方
地
方
は
昼
に

一
回
飯
を
炊
き
、
朝
夕
は
冷
や
飯
、
江
戸
で
は
朝
炊
き
、
昼
夕
は
冷
や
飯
で
あ
っ
た

と
い
う
。
味
噌
・
醤
油
・
塩
・
酢
な
ど
の
調
味
料
も
一
般
化
、
饗
応
に
は
本
膳
料
理
、

禅
院
で
は
精
進
料
理
、
趣
味
人
は
懐
石
料
理
、
渡
来
し
た
南
蛮
・
普ふ
ち
ゃ茶
料
理
な
ど
を

楽
し
ん
だ
。
食
膳
器
も
、
薄
く
白
く
扱
い
易
い
有
田
焼
が
人
気
を
集
め
、
京
都
で
は

粟
田
口
焼
、
仁
清
焼
な
ど
の
懐
石
道
具
、
乾
山
焼
も
そ
れ
に
つ
づ
く
が
、
有
田
の
磁

器
は
集
会
・
行
楽
・
遊
興
の
盛
ん
に
な
る
世
相
に
合
致
、
や
が
て
浅さ

は
ち鉢

（
皿
鉢
）
料
理

の
人
気
と
と
も
に
大
皿
・
中
皿
・
鉢
、
ま
た
向
付
・
猪
口
な
ど
勢
い
を
得
て
全
国
へ

と
普
及
す
る
。
弁
当
・
提さ
げ
じ
ゅ
う重・

重＊
箱
な
ど
の
箱
物
漆
器
も
多
く
出
廻
る
。

（
二
）
乾
山
焼
の
使
用
例

乾
山
焼
の
懐
石
道
具
は
『
二
條
家
内
々
御
番
所
日
次
記
』
に
記
録
が
あ
る
。
鉢＊
・

皿
・
硯＊
蓋
な
ど
で
あ
る
が
、
二
條
家
・
鷹
司
家
・
近
衛
家
な
ど
摂
家
、
ま
た
関
連
す

る
寺
院
、
数
寄
者
、
輪
王
寺
と
周
囲
の
人
々
、
銀
座
役
人
、
趣
味
人
、
文
化
人
ら
に

親
し
ま
れ
た
も
の
と
考
え
る
。『
御
茶
湯
之
記
』（
近
衛
家
熈
）
に
よ
れ
ば
、
正
徳
四
年

か
ら
享
保
一
二
年
ま
で
の
間
、
乾
山
焼
は
平
皿
・
四
角
皿
・
青
絵
皿
な
ど
、
い
づ
れ
も

冬
期
の
茶
事
に
使
用
、
焼
物
・
煮
物
・
和あ

え
も
の物
な
ど
が
盛
ら
れ
て
い
た
。
同
じ
く
同
家

『
槐
記
』
に
は
、
享
保
一
〇
年
「
霜
月
十
日
晝
」「
皿
乾
山
焼

海な
ま
こ鼠
こ
だ
た
み
・
裂

き
海
老
・
海
老
の
鬚ひ
げ

の
け
ん
」
と
あ
る
。
元
文
年
間
に
は
『
献
立
懐
ふ
と
こ
ろ日
記
』（
如
竹
著
）

に
「
け
ん
ざ
ん
刺
身
」「
硯
ふ
た
」、
文
化
年
間
、『
不
昧
公
茶
会
記
』（
松
平
不
昧
）
に

は
文
化
五
年
七
月
「
乾
山
手
鉢
」、
年
不
詳
九
月
「
引
物
乾
山
蓋
物
」
と
記
さ
れ
た

が
、
四
角
皿
・
平
皿
・
硯
蓋
な
ど
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
乾
山
焼
で
あ
っ
た
の
か
。

宗
和
茶
会
記
に
は
仁
清
焼
の
鉢
・
碗
・
猪
口
の
使
用
例
が
多
く
み
ら
れ
る
。
百
合

鉢
・
梅
鉢
・
手
付
鉢
・
角
皿
・
四
角
物
・
茶
碗
皿
・
猪
口
種
々
な
ど
で
あ
る
が
、
香

物
・
鱠
・
煮
物
・
焼
物
・
吸
物
・
塩
辛
・
酢
み
そ
な
ど
が
盛
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら

は
乾
山
焼
の
懐
石
道
具
、
蓋
茶
碗
・
笋し

ゅ
ん
か
ん羹・
猪ち
ょ
く口
様
々
・
角
皿
・
平
皿
な
ど
に
共
通

す
る
。
乾
山
窯
の
開
窯
事
情
、
陶
法
伝
授
を
考
慮
す
れ
ば
、
仁
清
様
式
、
そ
の
継
続

が
乾
山
窯
に
み
ら
れ
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
仁
清
、
乾
山
の
結
び
つ
き
の

確
か
な
こ
と
を
確
認
す
る
。（
文
中
、
＊
印
は
「
料
理
」
項
末
尾
に
寸
考
を
掲
載
し
た
。）
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一
、
古
墳
か
ら
奈
良
時
代

金
属
器
の
輸
入
・
鋺
か
な
ま
り

仏
器
は
、
仏
の
食
器
で
あ
る
。
日
本
へ
は
六
世
紀
末
に

朝
鮮
半
島
か
ら
渡
来
、
高
台
の
あ
る
も
の
・
な
い
も
の
、

銅
の
合
金
で
あ
る
こ
と
か
ら
鋺

か
な
ま
りと
称
さ
れ
た
。
金
属
器
の

尊
重
は
『
史
記
』
に
「
黄
金
を
以
っ
て
飲
食
器
と
す
れ
ば

長
寿
を
保
つ
」
と
あ
る
。
漢
の
武
帝
を
は
じ
め
唐
代
に
は

皇
帝
の
食
器
と
し
て
使
わ
れ
た
が
、
日
本
で
も
聖
武
天
皇

が
食
器
と
し
て
使
用
、
以
来
、
貴
族
間
に
金
属
器
へ
の
憧

憬
が
生
じ
、
平
安
時
代
は
食
器
・
酒
器
・
薬
用
器
に
黄

金
・
銀
器
が
重
用
さ
れ
た
。

八
世
紀
頃
か
ら
漆
の
食
器
も
出
現
、
平
城
京
の
遺
跡
か

ら
は
漆
液
を
入
れ
て
運
搬
し
た
土
器
・
は
け
・
黒
漆
鉢
な

ど
が
見
つ
か
っ
た
。
墨
を
混
ぜ
た
黒
漆
で
あ
る
が
、
当
時

は
い
ま
だ
高
級
品
、
漆
器
は
専
ら
中
国
渡
来
の
金
属
器
・

陶
器
を
模
す
段
階
に
あ
り
、
九
世
紀
を
迎
え
朱
塗
り
の
漆

器
が
作
ら
れ
る
と
、
天
皇
家
は
黄
金
器
・
銀
器
な
ど
の
金

属
器
、
三
位
以
上
は
朱
塗
り
漆
器
、
五
位
以
上
は
黒
塗
り

漆
器
・
土
器
が
食
器
と
し
て
定
め
ら
れ
た
。
一
〇
世
紀
に

は
漆
器
・
陶
磁
器
・
鉄
器
の
釜
・
鍋
な
ど
が
普
及
し
た
。

木
製
品
は
刳く

り
も
の物
・
指さ

し
も
の物
・
曲ま

げ
も
の物
・
挽ひ

き
も
の物
な
ど
に
分
け
ら

れ
る
。
刳
物
は
縄
文
時
代
、
指
物
・
曲
物
・
挽
物
は
弥
生

時
代
に
遡
る
と
さ
れ
る
が
、
木
製
白し

ら
き木
の
器
と
漆
器
の
関

係
は
、
清
浄
感
、
機
能
上
の
適
不
適
、
装
飾
上
の
面
白
さ

な
ど
、
や
き
も
の
に
お
け
る
素
焼
土
器
と
施
釉
陶
磁
器
の

扱
い
に
も
対
比
で
き
る
。

福
岡
県
の
遺
跡
か
ら
は
弥
生
時
代
と
推
定
さ
れ
る
曲
物

容
器
が
見
つ
か
っ
た
。
う
す
い
板
を
曲
げ
て
樹
皮
で
縛
っ

た
も
の
で
あ
る
が
、
平
城
宮
跡
か
ら
も
種
々
の
曲
物
が
出

土
し
た
。

曲
物
と
は
檜
や
杉
の
薄
板
を
円
形
・
楕
円
形
・
方
形
・

長
方
形
な
ど
に
形
作
り
、
樹
皮
で
綴
じ
、
底
板
を
つ
け
た

容
器
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
期
に
か
け
て
普
及
、

用
途
に
よ
っ
て
食
物
用
・
水
用
・
油
用
・
運
搬
用
な
ど
に

分
け
ら
れ
る
。
納
骨
用
、
化
粧
油
入
れ
、
珍
味
入
れ
、
柄

杓
な
ど
の
ほ
か
、
底
に
穴
を
開
け
、
甑こ

し
きと
し
て
使
用
し
た

も
の
も
あ
る
。
職
人
は
檜ひ

の
き
も
の
し

物
師
と
も
呼
ば
れ
た
が
、
三

方
・
膳
・
折
敷
な
ど
も
製
作
、
中
世
に
は
結ゆ

い
お
け
し

桶
師
に
よ
っ

て
樽
や
桶
な
ど
の
結ゆ

い

物も
の

が
つ
く
ら
れ
た
。

曲
物

下
級
役
人
の
食
事

八
世
紀
、
元
明
天
皇
（
六
六
一
―
七
二
一
）
は
平
城
京
へ

遷
都
、
平
城
京
に
は
貴
族
・
僧
侶
・
役
人
・
職
人
・
農
民

な
ど
、
凡
そ
一
〇
万
人
を
超
え
る
人
々
が
住
し
て
い
た
と

推
測
さ
れ
た
。
身
分
の
違
い
は
衣
食
住
に
現
れ
る
が
、
豪

華
な
貴
族
の
生
活
、
宗
教
者
の
寺
院
に
比
し
、
庶
民
は
粗

末
な
板
葺
き
・
草
葺
き
小
屋
に
竹
や
筵む

し
ろを

敷
い
て
暮
ら
し

た
と
い
う
。
正
倉
院
文
書
に
は
、
下
級
役
人
の
残
し
た
金

銭
貸
借
証
文
が
あ
る
。
当
時
、
平
城
宮
内
に
は
役
所
が
あ

り
、
一
万
人
余
の
役
人
が
働
い
て
い
た
。
位
階
は
三
〇
階

に
分
か
れ
て
お
り
、
五
位
以
上
は
貴
族
、
高
級
役
人
に
属

し
た
が
、
下
級
役
人
は
年
二
回
の
季き

禄ろ
く

が
収
入
、
家
族
は

農
に
従
事
し
生
活
を
助
け
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
役
所

に
は
名
札
が
あ
り
、
給
金
・
給
食
も
こ
れ
に
よ
っ
て
配
給

さ
れ
た
が
、
昼
の
給
食
は
一
汁
一
菜
が
基
本
、
玄
米
飯
に

汁
、
小
魚
、
漬
物
、
時
と
し
て
酢
の
物
ま
た
糟か

す
ゆ
ざ
け

湯
酒
が
出

さ
れ
た
と
い
う
。
上
級
役
人
の
食
器
は
金
属
器
・
漆
器
、

下
級
役
人
は
土
器
で
あ
る
。
階
級
差
、
食
器
の
差
別
は
中

国
の
模
倣
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
伴
い
料
理
の
品
数
や
内
容

も
変
化
。
こ
の
頃
か
ら
箸
や
匙
の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
。

漆
器

八
―
九
世
紀

平
城
京
遺
跡
出
土

鋺
（
金
属
器
）
七
世
紀

法
隆
寺
蔵

曲
物

八
世
紀

平
城
宮
・
京
跡
出
土

（
図
左
か
ら
）

高
盛
飯

塩汁
（
後
方
左
か
ら
）

魚漬
物

糟
湯
酒

下
級
役
人
の

食
膳
例
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江
戸
期
、
料
理
も
三
都
を
中
心
に
繁
栄
し
た
。
京
・
大

坂
の
賑
わ
い
は
西
鶴
の
『
日
本
永
代
蔵
』『
西
鶴
織
留
』

な
ど
に
描
か
れ
た
が
、
初
期
、
料
理
へ
の
関
心
は
富
裕
町

人
の
台
所
に
現
れ
、
食
も
財
力
に
任
せ
、
饗
応
か
ら
遊
び

の
分
野
へ
と
広
げ
ら
れ
た
。
花
見
・
紅
葉
狩
り
の
行
楽
、

芝
居
見
物
、
遊
郭
か
ら
料
理
屋
へ
と
贅
は
尽
く
さ
れ
る

が
、
そ
れ
に
は
重
寶
記
（
調
法
記
）
な
ど
の
指
南
書
・
評

判
記
・
料
理
書
な
ど
が
知
識
を
与
え
た
。

享
保
頃
に
は
農
村
に
も
広
が
り
、
祭
礼
・
婚
礼
、
料
理

を
楽
し
む
風
潮
が
一
般
化
す
る
。

（
二
）
町
人
の
食
生
活

会
席
料
理

『
節
用
料
理
大
全
』
は
、
四
條
家
高
嶋
氏
に
よ
っ
て
著

さ
れ
た
料
理
書
で
あ
る
。
底
本
に
は
『
料
理
物
語
』『
料

理
献
立
集
』『
合
類
日
用
料
理
抄
』
ほ
か
数
種
の
料
理
書

が
使
わ
れ
た
と
さ
れ
、
専
門
家
ば
か
り
で
は
な
く
、
広
く

一
般
に
読
物
と
し
て
も
親
し
ま
れ
た
。
本
膳
・
精
進
料
理

の
四
季
の
献
立
と
取
り
合
わ
せ
、
食
材
の
扱
い
・
調
理
法
、

頭あ
た
ま
が
き
書
に
は
事
物
の
由
来
・
因
縁
・
器
物
・
盃
事
・
諸
行
事

の
詳
細
が
述
べ
ら
れ
、
次
頁
に
掲
げ
た
乾
山
焼
に
関
係

し
、
蓋ふ

た
ち
ゃ茶
碗わ

ん

・
笋し

ゅ
ん
か
ん羮
・
ど
ん
ぶ
り
・
大
鉢
・
猪ち

ょ
く口
・
皿
な

ど
の
名
称
、
そ
れ
ら
に
盛
る
献
立
種
々
が
記
さ
れ
て
い
る
。

左
図
は
「
御お

な
り成
式し

き
し
ょ
う正
献
立
」
と
し
て
、

本
膳
に
飯
・
汁
椀
、
香
の
物
、
染
付
茶
碗
皿
に
鱠な

ま
す、

南な
ん
き
ん京

中
長
直ち

ょ
くに

和あ
え
も
の物

、
二
の
膳
に
清
汁
、
小
皿
に
焼
塩
・
割
山

椒
、
平
皿
に
煮
物
、
錦
手
中
皿
に
焼
物
が
盛
ら
れ
て
い

る
。
三
の
膳
に
は
刺
身
が
あ
る
。

遊
里
は
、
三
都
の
京
都
島
原
、
大
坂
新
町
、
江
戸
吉
原

に
代
表
さ
れ
る
。
遊
び
は
一
般
に
遊
女
屋
で
は
な
く
、
揚あ

げ

屋や

で
の
み
行
わ
れ
た
が
、
客
は
ま
づ
揚
屋
に
お
い
て
酒
・

肴
を
注
文
し
、
遊
女
を
呼
ぶ
。
大た

ゆ
う夫
な
ど
遊
女
屋
か
ら
揚

屋
へ
向
か
う
道
中
が
見み

も
の物
で
あ
っ
た
が
、
揚
屋
に
は
料
理

人
が
お
り
、
大
名
や
豪
商
の
遊
興
は
別
と
し
て
、
常
は
粗

末
な
酢
昆
布
・
青
菜
な
ど
の
粗そ

こ
う肴

、
さ
し
み
や
鱠
、
吸

物
・
焼
物
ほ
か
の
佳か

肴こ
う

に
分
け
ら
れ
、
肴
一
品
、
酒
一
銚

子
ご
と
に
値
段
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

『
日
本
永
代
蔵
』

貞
享
五
年
刊

（
一
六
八
八
）

『
西
鶴
織
留
』

元
禄
七
年
刊

（
一
六
九
四
）

『
節
用
料
理
大

全
』正
徳
四
年

刊
（
一
七
一
四
）

『
傾け

い
せ
い城

伽き
ゃ
ら羅

三
味
線
』
寳
永
七
年
頃
（
一
七
一
〇
）



料理 (76)

蓋
茶
碗
は
、
蓋
付
き
の
茶
碗
で
あ
る
。
漆
椀
を
模
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
寛
文
六
年
刊
（
一
六
六
六
）、
西
鶴
な
ど
の
句
を
載

せ
る
『
遠
近
集
』（
西
村
可
玖
編
）
に
は
、

き
り
の
葉
の
下
な
る
井
戸
や
ふ
た
茶
わ
ん

と
あ
り
、『
卜ぼ

く

養よ
う

狂
歌
集
』（
半
井
卜
養
著
・
天
和
元
年
刊
）
に
は
、

我
さ
と
の
名
物
と
て
な
ら
ち
ゃ
と
い
ふ
も
の
を
し
て
ふ
た

ち
ゃ
わ
ん
に
入
、
出
し
け
る
が

と
あ
る
。『
好
色
一
代
女
』（
巻
四
）
に
も
、

手
の
届
棚
の
は
し
ハ
臺と

さ
ん盃

、
間か

ん
な
べ鍋

を
な
ら
べ
、
堀
江
焼
の

鉢
に
飛と

び
う
お魚
の
干ひ

も
の物
、
蓋
茶
碗
に
に
し
め
大ま

め豆
、
絶た

へ

ず
取と

り

肴ざ
か
なの

あ
る
事

と
あ
り
、『
嫁よ

め
と
り聚
調
宝
記
』（
元
禄
一
〇
年
刊
・
一
六
九
七
）『
節せ

つ
よ
う用

料
理
大
全
』（
正
徳
四
年
刊
・
一
七
一
四
）
な
ど
の
献
立
例
に
よ

れ
ば
、
四
季
の
煮
物
や
煮
物
組
み
合
わ
せ
、
汁
物
な
ど
の
盛
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
後
世
の
煮
物
椀
の
類
い
で
あ
る

が
、『
槐
記
』
に
は
「
享
保
十
七
年
三
月
廿
四
日
下
加
茂
松
林

院
へ
御
成
」
と
し
て
「
會
席
、
御
膳
木
地
杉
ノ
ヒ
ツ
ヘ
ギ
皮

綴
、
御
椀
蓋
茶
碗
」
と
あ
る
。

乾
山
焼
の
蓋
茶
碗
に
は
内
蓋
、
外
蓋
の
両
種
が
あ
る
。
用
途

に
よ
る
使
い
分
け
が
可
能
で
あ
っ
た
が
、
内
蓋
碗
は
飯
・
汁
・

吸
物
用
、
外
蓋
碗
は
本
膳
料
理
の
壷
椀
・
平
椀
、
茶
懐
石
で
は

向
付
・
煮
物
椀
・
菓
子
椀
ほ
か
の
使
い
方
が
推
定
さ
れ
る
。
乾

山
は
唐
物
の
呉
須
赤
絵
写
し
瓔
珞
文
は
内
蓋
に
、
和
物
の
松
・

鶴
図
、
春
草
図
は
外
蓋
に
し
て
い
る
が
、
季
節
、
使
用
目
的
、

取
り
合
わ
せ
に
依
り
如
何
よ
う
に
も
活
用
で
き
る
。

乾
山
焼
の
呉
須
赤
絵
写
し
箱
書
付
に
は
、

「
あ
か
ゑ

ふ
た
ち
ゃ
わ
ん

十
」「
乾
山
製

尚
古
斎
省
」

松
図
蓋
茶
碗
に
は
「
畫
松

蓋
茶
碗

乾
山
深
省
製
」

春
草
図
に
は
「
畫
春
艸

蓋
茶
碗

十

乾
山
深
省
製
」

と
あ
り
、
数
物
と
し
て
製
作
さ
れ
て
い
た
。

『
料
理
早
指
南
』（
享
和
元
年
刊
・
一
八
〇
一
）
に
は
「
茶
碗

盛
」「
硯
蓋
の
部
」「
丼
」
な
ど
の
献
立
例
が
あ
り
、
各
々
乾
山

焼
の
器
に
も
関
係
す
る
。

料
理
本

乾
山
焼

参
考

「蓋茶碗」『茶湯献立指南』
元禄九年刊（一六九六）

「蓋茶碗」『節用料理大全』
正徳四年刊（一七一四）

「蓋茶碗」『嫁娶調宝記』
元禄一〇年刊（一六九七）

（上）春草図「蓋茶碗」箱書
（下）銹絵染付春草図蓋茶碗

（上）松図「蓋茶碗」箱書
（下）銹絵染付松図蓋茶碗

（上）赤絵「ふたちゃわん」箱書
（下）呉須赤絵写し蓋茶碗



乾山焼  発想とデザインの資源 (77)

煮
物
に
は
食
材
を
大
き
く
切
る
大
煮
物
、
中
に
切
る
小
煮
物

が
あ
る
（『
古
今
料
理
集
』）。
笋し

ゅ
ん
か
ん羹

は
笋
干
・
筍
干
と
も
書
く

が
、
大
煮
物
の
部
類
に
入
り
、
必
ず
筍

た
け
の
こを

用
い
た
料
理
と
さ
れ

て
い
る
。『
南
方
禄
』
に
は
「
シ
ュ
ン
カ
ン
」
と
あ
る
。
中
国

渡
来
、
精
進
料
理
、
普
茶
料
理
で
は
干
し
た
筍
に
鮑
や
小
鳥
、

蒲か
ま
ぼ
こ鉾
な
ど
を
合
わ
せ
た
煮
物
、
筍
の
節
を
刳
り
抜
き
魚
の
す
り

身
を
詰
め
た
煮
物
な
ど
と
さ
れ
て
い
る
。

乾
山
焼
の
箱
書
き
に
は
「
乾
山
製

絵
高
麗
冩
磕か

い
せ
つ碟

弐
拾

枚
」「
し
ゅ
ん
か
ん
」
と
あ
る
。

「
盞ち

ょ
く」

は
、
酒
を
つ
ぎ
入
れ
て
飲
む
陶
器
や
金
属
製
の
小
さ

な
器
を
表
す
が
、
杯
の
小
さ
な
も
の
で
あ
る
。「
大
盞
」
は
大

杯
、
俗
に
そ
の
形
状
が
猪
の
口
に
似
た
と
こ
ろ
か
ら
猪
口
盃
と

い
う
が
、
端
反
り
、
上
が
開
き
、
下
の
す
ぼ
ん
だ
も
の
を
特
に

牽あ
さ
が
お

牛
花
形
と
呼
ん
で
い
る
。
本
来
は
酒
を
飲
む
た
め
の
器
、
本

膳
料
理
で
は
和あ

え
も
の物
、
酢す

の
も
の物
、
塩
辛
な
ど
を
入
れ
る
深
手
容
器
、

壷
椀
に
代
わ
る
も
の
、
茶
懐
石
で
は
向
付
で
あ
る
が
、
大
小
が

あ
り
、
料
理
書
に
は
「
直ち

ょ
く」

と
も
記
さ
れ
る
。

『
男
重
寶
記
』（
元
禄
六
年
刊
・
一
六
九
三
）「
料
理
に
用
る
諸

道
具
字じ

つ
く
し盡

」
に
は
「
猪ち

ょ
く口

」
と
あ
り
、『
和
漢
三
才
図
会
』（
正

徳
二
年
序
・
一
七
一
二
）
に
は
「
盞
」
と
あ
る
。
赤
絵
・
染
付
、

日
本
で
は
伊
万
里
焼
、
信
楽
焼
が
あ
り
、
乾
山
焼
で
は
色
絵
八

角
、
上
部
を
開
き
下
を
す
ぼ
め
、
オ
ラ
ン
ダ
様
式
の
花
頭
文
を

施
し
て
い
る
。
箱
書
き
に
は
「
乾
山
製

□
□
い
ん
き
ょ

八

角
大
盞

倣
阿
蘭
陀
之
製

尚
古
斎
深
省
」
と
あ
る
。

「
筒つ

つ
さ
ん盞
」
は
、
縦
長
の
小
盞
、
懐
石
料
理
で
は
筒
向
付
・
深

向
付
と
称
し
て
い
る
。
冬
の
茶
事
に
好
ま
れ
、
本
膳
料
理
で
は

薬
味
や
珍
味
入
に
用
い
ら
れ
た
。「
筒
盞
」
は
『
本
草
綱
目
』

に
も
あ
る
が
、
日
本
で
は
「
筒
盃
」
と
記
し
て
お
り
、
古
染
付

の
ほ
か
志
野
焼
・
織
部
焼
、
伊
万
里
焼
に
み
ら
れ
る
。

乾
山
焼
の
箱
書
き
に
は
「
乾
山
製

筒
盞

十
片

尚
古
斎

斎
省
」
と
あ
る
。

料
理
本

乾
山
焼

参
考

「猪口」『男重寶記』
元禄六年刊（一六九三）

「盞」『和漢三才図会』
正徳三年刊（一七一三）

（右）「笋羹」『嫁娶調宝記』
（左）「笋羹」『節用料理大全』

（上）「筒盞」箱書
（下）銹絵染付筒向付

（上）八角「大盞」「ちよく」箱書
（下）阿蘭陀写し八角向付

（上）「絵高麗写磕碟・笋干皿」箱書
（下）絵高麗写し小鉢



料理 (78)

料
理
本

乾
山
焼

参
考

「
栗
鉢
」
は
、『
松
屋
会
記
』
に
「
菓
子
ヨ
ウ
カ
ン
・
マ
メ
ア
メ
・

雪
餅
・
水
ク
リ
」、
宗
和
茶
会
記
に
「
御
室
は
ち

水
く
り

は

す
」
と
あ
る
。
遠
州
に
も
「
水
栗
オ
ラ
ン
ダ
菊
花
形
栗
鉢
」

（『
遠
州
流
茶
道
法
典
』）
と
あ
る
が
、『
茶
湯
一
會
集
』
に
は
「
一

水
栗
ハ
、
食
物
の
毒
を
解
す
爲
な
れ
ハ
、
必
ず
出
す
へ
し
。
當

流
ニ
て
ハ
多
分
料
理
の
う
ち
へ
栗
を
遣
ふ
故
、
別
段
水
栗
を
出

す
に
不
及
。
又
つ
か
は
さ
る
時
ハ
、
水
栗
口
取
ニ
添
出
す
な
り
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
朝
鮮
の
風
習
と
も
伝
承
、
水
栗
は
毒
消
し
、

口
中
を
清
め
る
意
か
ら
、
生
栗
の
皮
・
渋
皮
を
剥
き
巴
形
な
ど

の
紋
章
に
作
り
、
塩
水
に
つ
け
、
菓
子
に
添
え
て
出
す
な
ど
、

会
席
の
最
後
に
供
さ
れ
た
と
い
う
。『
料
理
献
立
指
南
』
に
は
、

「
一
水
栗
を
出
す

賞
翫
也

栗
の
む
き
や
う

わ
た
り

い

ぎ
ち
が
い

と
も
へ
と
て

三
つ
栗
が
式
正
也
」
と
あ
り
、
皮

を
剥
い
た
生
栗
を
花
・
鶴
・
亀
、
色
々
に
形
作
る
。『
嫁
聚
調

法
記
』
に
は
「
四
季
通
の
肴
色
々
精
進
」
に
「
く
り
鉢
八
寸
肴

み
ず
栗
云
々
」
と
献
立
例
が
記
さ
れ
て
お
り
、
一
般
に
は
直
や

八
寸
、
へ
ぎ
板
に
盛
ら
れ
る
肴
の
一
品
に
な
っ
て
い
た
。

乾
山
焼
鉢
は
箱
書
き
に
「
栗
鉢

華
洛
乾
山
深
省
製
」
と
あ

る
。
菓
子
器
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
。

「
丼
」
は
、
物
を
井
戸
に
投
げ
入
れ
た
時
の
音
と
さ
れ
る
。
深

手
の
大
鉢
の
総
称
で
も
あ
り
、
一
例
と
し
て
料
理
書
に
は
饅
頭
な

ど
の
菓
子
、
松か

つ
お魚

の
三
杯
酢
な
ど
が
盛
ら
れ
て
い
る
。
元
禄
記
の

『
男
重
寶
記
』
に
も
「
丼
」
と
あ
り
、
江
戸
後
期
に
は
盃
洗
と
し

て
猪
口
を
浮
か
べ
る
、
汁
を
張
る
う
ど
ん
・
蕎
麦
、
ま
た
鰻
飯
な

ど
の
器
と
な
る
が
、
盛
り
切
り
の
丼
物
は
馬
か
た
・
籠
か
き
・
ぼ

て
ふ
り
の
商
人
ら
が
「
を
さ
を
さ
」
食
べ
る
も
の
と
さ
れ
て
い

た
。『
鳩
翁
道
話
』（
柴
田
鳩
翁
述
・
天
保
五
年
刊
・
一
八
三
四
）
に
は

盛
り
つ
け
を
評
し
「
飯い

い
だ
こ蛸

が
七
つ
八
つ
、
南
京
の
ど
ん
ぶ
り
の
中

に
車く

る
ま
ざ座
に
坐
禅
し
て
い
る
」
な
ど
と
あ
る
。
乾
山
焼
の
丼
は
、

天
保

二
年

青
磁
丼
一
貫
弐
百
廿
三
匁
八
分
八
厘

三
年

乾
山
大
丼

菊
文
様
七
拾
匁

十
年

青
呉
洲
丼
弐
三
八
匁
五
分

と
価
格
が
あ
り
、
乾
山
焼
の
菊
図
透
し
鉢
箱
書
き
貼
り
紙
に
は

「
乾
山
菊
絵
す
か
し
丼
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

鉢
は
碗
形
、
口
径
一
六

㌢
以
上
の
も
の
を
い
う
。

伊
万
里
焼
で
は
①
一
七
世

紀
中
期
ま
で
中
国
染
付
鉢

を
模
倣
、
浅
く
狭
い
高
台
、

②
同
末
期
か
ら
国
内
向
け

の
高
級
磁
器
鉢
が
造
ら
れ

始
め
、
深
さ
も
あ
り
底
も

ゆ
っ
た
り
と
す
る
。

乾
山
焼
に
は
両
種
が
あ

る
。
輪
花
、
透
し
彫
り
な

ど
技
法
を
凝
ら
し
、
文
様

は
鉢
外
側
か
ら
内
側
へ
と

人
の
目
を
誘
導
す
る
工
夫

が
み
ら
れ
る
。

ど
ん
ぶ
り
鉢
に
関
し
て
は
「
茶
菓
子

う
つ
ら
餅

に

し
め
川
た
け

水
栗

青
地
鉢

惣
菓
子

と
ん
ふ
り
鉢

み
つ
か
ん
」
と
あ
り
、『
茶
湯
献
立
指
南
』（
遠
藤
元
閑
・

元
禄
九
年
刊
）
に
よ
れ
ば
、
菓
子
鉢
と
し
て
使
わ
れ
た
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
。

左
図
に
は
「
と
ん
ふ
り
鉢
」「
か
ら
す
み

ま
き
す
る
め

 

小
葉
か
れ
い
」
と
あ
る
。

「どんぶり鉢」
『茶湯献立指南』

「どんぶり鉢」
『茶湯献立指南』

「くり鉢」
『嫁聚調宝記』

②

①

乾山焼鉢側面図

（上）菊絵「丼」箱書
（下）色絵菊図透し鉢

（上）「栗鉢」箱書
（下）色絵菊図鉢
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菓
子
の
起
源
は
橘
で
あ
る
（『
日
本
書
紀
』）。

果
物
に
始
ま
り
、
茶
で
は
な
く
、
本
来
は
料
理
に
付
属

し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

奈
良
・
平
安
期
、
中
国
か
ら
は
小
麦
粉
、
肉
桂
、
油
な

ど
を
使
っ
た
唐
菓
子
が
渡
来
、
日
本
に
お
い
て
も
そ
れ
を

模
倣
、
糯も

ち
こ粉

・
大
豆
・
小
豆
な
ど
を
用
い
た
菓
子
が
作
ら

れ
た
。
本
膳
料
理
の
菓
子
は
桃
・
栗
・
柿
・
梨
・
柚
・

橘
・
柑
・
瓜
な
ど
の
ほ
か
、『
古
事
類
苑
』
に
よ
れ
ば
芋
・

慈く
わ
い姑

・
椎し

い

茸た
け

の
煮
し
め
、
鮑あ

わ
び・

栄さ
ざ
え螺

の
煮
し
め
、
干
鱧は

も

の

焼
い
た
も
の
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
箱
物
や
鉢
に
九
種
・
七

種
・
五
種
と
盛
っ
て
出
さ
れ
た
が
、
今
日
菓
子
と
す
る
饅

頭
・
求
肥
な
ど
の
蒸
菓
子
は
当
時
点
心
に
属
し
、
羊
羹
・

外
郎
な
ど
の
煉ね

り

菓
子
は
羮

あ
つ
も
の類
、
煎
餅
・
落
雁
な
ど
の
干
菓

子
は
茶
子
の
類
い
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
。

利
休
の
茶
事
で
も
菓
子
と
し
て
は
本
膳
に
用
い
る
柿
・

柘ざ
く

榴ろ

・
榧か

や

・
栗
・
椎し

い
た
け茸
・
牛
蒡
・
昆
布
・
こ
ん
に
ゃ
く
・

ふ
の
や
き
・
あ
こ
や
（
団
子
）・
薄
皮
・
煎
餅
・
お
こ
し

米
・
あ
ぶ
ら
餅
・
や
き
餅
な
ど
を
主
体
と
し
て
、
時
に
ふ

の
や
き
・
う
す
皮
・
羮
な
ど
、
禅
院
の
点
心
・
茶
子
と
さ

れ
た
品
々
が
加
え
ら
れ
た
。
本
膳
料
理
は
し
だ
い
に
精
進

料
理
と
融
合
、
南
蛮
貿
易
の
盛
ん
に
な
る
信
長
時
代
以

後
、
僅
か
な
が
ら
も
砂
糖
を
用
い
た
砂
糖
饅
頭
・
砂
糖
羊

羹
が
作
ら
れ
た
と
い
う
。

砂
糖
は
、
奈
良
時
代
に
鑑が

ん
じ
ん真

（
六
八
八
―
七
六
三
）、
お

よ
び
遣
唐
使
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
当
時
は
貴
重
品
、

薬
用
、
贈
答
用
と
し
て
珍
重
さ
れ
た
が
、
室
町
時
代
以
後
、

江
戸
時
代
に
は
琉
球
か
ら
九
州
の
奄
美
大
島
に
砂
糖
の
精

糖
技
術
が
伝
播
、
調
味
料
と
し
て
砂
糖
の
使
用
が
可
能
と

な
っ
た
。
享
保
時
代
に
は
九
州
薩
摩
、
四
国
讃
岐
、
東
海

の
三
河
・
駿
河
・
遠
江
に
砂
糖
黍
が
生
産
さ
れ
、
輸
入
さ

れ
た
砂
糖
と
と
も
に
加
工
菓
子
の
発
展
を
促
し
た
。

菓
子
づ
く
り

菓
子
と
菓
子
銘

菓
子
は
、
用
途
に
よ
り
儀
式
・
冠
婚
葬
祭
・
宴
会
・
家

庭
用
な
ど
に
分
け
ら
れ
る
。
製
法
に
は
、
蒸
菓
子
、
煉
菓

子
、
干
菓
子
ほ
か
が
あ
る
。
禅
院
の
点
心
・
茶
子
に
本
居

が
あ
り
、
一
四
世
紀
に
は
奈
良
に
お
い
て
奈
良
饅
頭
が
作

ら
れ
、
桃
山
時
代
に
は
南
蛮
貿
易
に
よ
り
南
蛮
菓
子
や
砂

糖
が
渡
来
、
日
本
に
も
専
門
の
菓
子
職
人
が
現
れ
た
。
御

所
出
入
り
の
餅
屋
に
は
川
端
道ど

う
き喜

（
？
―
一
五
九
二
）
が
お

り
、
寛
永
二
〇
年
に
は
菓
子
項
目
を
含
め
た
『
料
理
物

語
』
が
刊
行
さ
れ
た
。『
京
羽
二
重
』（
貞
享
二
年
刊
）
に
は

虎
屋
近
江
・
二
口
能
登
・
亀
屋
和
泉
な
ど
二
十
余
軒
の
菓

子
所
の
名
が
み
ら
れ
、
虎
屋
に
は
光
琳
の
菓
子
注
文
書
が

残
る
と
い
う
。
元
禄
六
年
刊
の
『
男な

ん

重
寶
記
』
に
は
蒸
菓

子
・
干
菓
子
・
唐
菓
子
な
ど
二
五
〇
種
余
り
の
菓
子
が
掲

載
さ
れ
た
。
饅ま

ん
じ
ゅ
う頭

・
羊よ

う
か
ん羹

・
外う

い
ろ
う郎

・
求ぎ

ゅ
う
ひ肥

・
酸す

は
ま漿

（
棹さ
お

物も
の

菓
子
）
の
図
入
り
解
説
、
菓
子
銘
も
あ
り
、「
春
霞
」「
女

郎
花
餅
」「
竜
田
な
が
し
」
な
ど
、
古
典
文
学
を
想
起
さ

せ
る
銘
が
多
い
。
公
家
好
み
、
和
歌
、
風
流
、
季
節
、
情

趣
を
伝
え
、
江
戸
や
地
方
の
大
名
夫
人
方
の
人
気
を
集
め

た
。「
み
や
こ
」、
ま
た
身
近
な
物
に
文
化
的
価
値
を
付
加

す
る
豊
か
な
元
禄
と
い
う
時
代
を
表
す
が
、
文
化
人
の
み

な
ら
ず
一
般
人
の
趣
味
・
娯
楽
、
遊
興
の
一
法
が
わ
か
り
、

西
鶴
の
伝
え
る
所
、
教
養
の
一
つ
と
し
て
幅
広
い
知
識
を

身
に
つ
け
る
必
要
の
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

江
戸
の
菓
子
は
、
寛
文
頃
か
ら
浅
草
寺
周
辺
の
伊
勢
鶴

屋
、
麓ふ

も
と
や屋
の
売
る
米よ

ね
ま
ん
じ
ゅ
う

饅
頭
が
人
気
を
集
め
、
中
期
に
は
大

福
餅
・
桜
餅
・
柏
餅
・
椿
餅
な
ど
が
あ
ら
わ
れ
る
。
文
政

頃
か
ら
煉
羊
羹
が
出
始
め
た
と
さ
れ
、
干
菓
子
は
多
く
煎

餅
、
お
こ
し
の
類
い
が
作
ら
れ
た
。
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）

に
は
全
国
の
銘
菓
を
集
成
、『
諸
国
名
物
御
前
菓
子
秘
伝

抄
』
が
刊
行
さ
れ
、
食
生
活
の
向
上
に
伴
っ
て
上
菓
子
・

駄
菓
子
の
別
も
つ
け
ら
れ
て
ゆ
く
。

『
男
重
寶
記
』
元
禄
六
年
刊
（
一
六
九
三
）

鯨く
じ
ら
も
ち
餅

濱は
ま
ち
ど
り

千
鳥

筏い
か
だ
も
ち

餅・
朝あ
さ
ひ
も
ち

日
餅

新し
ん
あ
き
や
ま

秋
山

立た
つ
た
も
ち

田
餅

・
秋あ
き
の
の

乃
野

山や
ま
じ
も
ち

路
餅

山や
ま
お
ろ
し
も
ち

嵐
餅

・
玉た
ま
の
い
も
ち

井
餅

飯い
い
げ
つ
も
ち

月
餅

夕ゆ
う
ぐ
れ
も
ち

暮
餅

・
は
な
梅ば
い
か花

沙し
ゃ
き
ん
も
ち

金
餅

渦う
ず
ま
き巻・

摘つ
ま
み
よ
う
か
ん

羊
羹

女お
み
な
へ
し
も
ち

郎
花
餅

村む
ら
さ
め
も
ち

雨
餅

・
桜さ
く
ら
も
ち
餅

椿つ
ば
き
も
ち
餅

西せ
い
お
う
ぼ
も
ち

王
母
餅

・
藺い

が
ら
餅も

ち

毬て
ま
り
も
ち
餅

唐と
う
は
す
も
ち

藕
餅
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＊
箸箸

は
殷
代
、
紂ち

ゅ
う
お
う王
が
象
牙
の
箸
を
製
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
る
。
木
材
で
は
桑
・
杉
・

檜
・
槐
な
ど
白
い
も
の
が
好
ま
れ
た
が
、
古
来
竹
を
用
い
た
こ
と
か
ら
「
箸
」
と
記
さ
れ
、

物
を
啄つ

い
ばむ

鳥
の
嘴

く
ち
ば
しか

ら
箸
の
名
称
が
生
ま
れ
た
と
い
う
（『
和
漢
三
才
図
会
』）。
遺
跡
か
ら
は

中
国
渡
来
の
唐か

ら

箸
（
二
本
箸
）
が
出
土
し
た
。
日
本
に
お
け
る
活
用
は
匙か

い

と
同
じ
く
奈
良
時

代
以
後
の
こ
と
と
さ
れ
る
が
、『
日
本
書
紀
』
に
も
記
録
が
あ
り
、
そ
れ
以
前
は
手
食
で

あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

＊
膳食

器
・
酒
器
な
ど
を
の
せ
る
台
で
あ
る
。
古
く
は
杉
・
檜
の
白
木
膳
、
食
器
は
土か

わ
ら
け器
、

使
い
切
り
を
本
意
と
し
た
。
後
世
、
漆
塗
り
、
蒔
絵
、
金
銀
箔
な
ど
を
施
し
常
用
し
た
が
、

膳
は
一
尺
数
寸
の
正
方
形
の
板
に
縁
を
付
け
、
足
を
付
け
た
も
の
が
典
型
で
あ
る
。
時
代

や
地
方
に
よ
っ
て
相
異
は
あ
る
が
、
本
膳
は
長
さ
一
尺
三
寸
七
分
・
幅
一
尺
三
寸
三
分
・

縁
の
高
さ
八
分
・
足
の
高
さ
七
分
、
二
の
膳
・
三
の
膳
は
そ
れ
よ
り
い
く
ら
か
小
さ
く
な

る
。＊

高た
か
つ
き坏
は
、
足
を
付
け
た
木
製
の
台
で
あ
る
。
円
形
・
角
形
の
二
種
が
あ
る
。

＊
折お

し
き敷

は
、
食お

し
き机

・
和
卓
と
も
書
く
。
片へ

ぎ
い
た

木
板
の
四
方
に
縁
を
付
け
た
も
の
で
あ
る
。

上
古
に
柏
葉
を
折
り
敷
き
坏
・
盤
と
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
が
（『
古
事
類
苑
』）、
飲

食
兼
用
、
足
の
あ
る
も
の
を
足あ

し
う
ち打
・
木き

ぐ具
膳
、
な
い
も
の
を
平ひ

ら

折
敷
、
角
を
切
っ
た

も
の
を
角す

み
の
お
し
き

折
敷
、
切
ら
な
い
も
の
を
角
切
ら
ず
と
い
う
。
足
の
形
状
に
は
蝶
足
・
銀

杏
足
・
猫
足
な
ど
が
あ
る
。

＊
懸か

け
ば
ん盤

は
、
ふ
っ
く
ら
し
た
足
の
あ
る
折
敷
で
あ
る
。
貴
人
専
用
、
周
囲
は
黒
塗
り
・

膳
上
面
は
朱
塗
り
で
あ
る
。
蒔
絵
を
施
し
た
も
の
は
婦
人
方
に
好
ま
れ
た
。

＊
衝つ

い
が
さ
ね
重
は
、
折
敷
に
四
角
な
台
を
付
け
た
も
の
、
台
に
は
窓
が
開
け
ら
れ
て
お
り
、
白

木
に
三
方
の
窓
の
あ
る
も
の
を
三
方
、
窓
の
な
い
も
の
を
供く

ぎ
ょ
う饗

と
い
う
。
白
木
膳
は

貴
人
の
膳
に
も
使
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
は
白
木
箸
・
土
器
を
以
っ
て
一
式
と
し
た
。

＊
山
茶
碗

一
一
世
紀
後
半
か
ら
一
二
世
紀
初
頭
、
東
海
地
方
猿
投
窯
を
中
心
に
焼
成
さ
れ
た
日
常

雑
器
で
あ
る
。
山
麓
地
か
ら
出
土
、
呼
称
と
な
っ
た
が
、
無
釉
、
重
ね
焼
き
、
口
径
一
七

㌢
ほ
ど
の
平
茶
碗
で
あ
る
。
近
畿
地
方
に
出
廻
っ
た
手
造
り
土
器
皿
の
模
倣
と
推
測
、

一
三
世
紀
後
半
に
は
高
台
は
な
く
な
り
、
山
皿
と
称
す
る
小
皿
も
焼
成
、
武
家
の
需
要
に

伴
っ
て
地
方
豪
族
の
食
膳
器
、
木
椀
に
代
わ
る
活
用
な
ど
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。

＊
硯
蓋

平
城
京
址
か
ら
の
出
土
品
に
円
形
の
硯
及
び
硯
蓋
が
発
見
さ
れ
た
。
唐
代
の
硯
を
模
倣

し
た
須
恵
器
で
あ
る
が
、「
硯
蓋
」
は
本
来
硯
の
蓋
で
あ
り
、
平
安
時
代
に
花
や
果
物
を
盛

る
器
と
し
て
応
用
さ
れ
た
が
、
元
禄
頃
に
は
重
箱
を
多
用
、
硯
蓋
の
道
具
、
器
物
と
し
て

の
復
活
は
宝
永
以
後
の
こ
と
と
さ
れ
る
（『
古
事
類
苑
』）。「
菓
」
を
盛
る
菓
子
器
、
の
ち
に

は
口
取
り
肴
を
盛
る
容
器
と
な
る
が
、
脚
は
な
く
、
八
寸
七
分
四
方
・
高
さ
一
寸
二
分
の

長
方
形
・
正
方
形
が
典
型
で
あ
り
、
漆
器
・
白
木
・
陶
器
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
。「
旬
の
香

に
菓
子
取
り
ま
ぜ
て
硯
ふ
た
」
と
あ
る
（『
諸
国
咄
』
貞
享
二
年
刊
・
一
六
八
五
）。

＊
重
箱

重
箱
は
『
古
事
類
苑
』
に
「
衝つ

い
が
さ
ね重

の
遺
製
な
る
べ
し
。
衝
重
う
つ
り
て
縁
高
、
縁
高
の

足
を
と
り
て
重
る
を
重
箱
と
い
う
な
る
べ
し
」
と
あ
る
。
衝
重
を
原
型
と
し
、
菓
子
を
盛

る
た
め
縁
を
高
く
し
た
縁
高
折
敷
か
ら
足
を
取
り
去
り
、
重
ね
た
も
の
と
さ
れ
る
。
天
正

頃
の
創
案
と
さ
れ
、
肴
、
魚
、
香
の
物
な
ど
を
盛
る
が
、
茶
事
で
は
縁
高
下
段
に
魚
、
上

段
に
香
の
物
を
入
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
食じ

き
ろ
う籠

は
重
箱
よ
り
古
い
と
い
う
。

縁
高菓

子
を
盛
る
五
寸
四
方
、
高
さ
一
寸
五
分
余
り
の
箱
物
漆
器
で
あ
る
。
懐
石
道
具
の
一

つ
で
あ
る
。

盆
・
湯
盆

盆
は
給
仕
の
た
め
の
円
形
の
通か

よ
い
ぼ
ん盆

、
湯
盆
は
湯
桶
、
湯
の
子
す
く
い
を
の
せ
る
長
盆
で

あ
る
。
脇わ

き
と
り
ぼ
ん

取
盆
と
も
い
う
。
懐
石
道
具
の
一
つ
で
あ
る
。

＊
椀
・
碗

『
延
喜
式
』
の
漆
供く

ご御
雑
器
に
大だ

い
の
ま
り椀

・
中

ち
ゅ
う
の
ま
り

椀
、
朱
漆
器
に
飯い

い
ま
り椀

・
羮

あ
つ
も
の
の
ま
り

椀
と
あ
り
、
中
務

省
内た

く
み
り
ょ
う

匠
寮
に
お
い
て
作
ら
れ
て
い
た
。
民
間
で
は
木
地
の
挽
物
を
用
い
て
い
た
が
、
木
製

の
も
の
を
椀
、
金
属
製
を
鋺
、
陶
磁
器
製
を
碗
と
し
て
お
り
、
形
状
は
鎌
倉
か
ら
室
町
時

飲
食
道
具
（「
六
、
料
理
」
に
お
け
る
＊
印
の
寸
考
で
あ
る
）
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代
ま
で
に
整
え
ら
れ
た
。
文
献
上
で
は
正
倉
院
文
書
に
記
録
が
残
り
、
用
途
か
ら
は
飯

椀
・
汁
椀
・
壷
椀
・
平
椀
・
腰
高
・
楪ち

ゃ
つ子

・
豆づ

す子
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
公
家
の
用

い
た
土
器
に
は
じ
ま
り
、
汁
の
あ
る
料
理
に
伴
っ
て
曲
物
へ
と
転
じ
、
曲
物
か
ら
木
椀
・

漆
椀
へ
と
変
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

飯
椀
は
、
汁
椀
と
大
小
の
一
対
で
あ
る
。
内
蓋
で
あ
る
。
飯
椀
総
高
二
寸
六
分
ほ
ど
。

壷
椀
は
、
坪
椀
、
壷つ

ぼ
さ
ら盤

、
坩つ

ぼ

、
深
さ
の
あ
る
椀
で
あ
る
。
外
蓋
が
付
く
。

平
椀
は
、
平ひ

ら
さ
ら盤

、
平
ら
な
浅
い
椀
で
あ
る
。
外
蓋
が
付
く
。

壷
・
平
椀
と
も
に
曲
物
を
模
倣
、
初
期
に
は
胴
に
細
い
紐
を
巻
い
た
姿
に
つ
く
ら
れ
た
。

黄
瀬
戸
の
銅ど

ら鑼
鉢
に
細
い
紐
の
巻
か
れ
て
い
る
理
由
で
あ
ろ
う
が
、
銅
鑼
鉢
の
形
状
は
曲

物
を
模
し
た
こ
と
に
源
が
あ
る
と
考
え
る
。
蓋
も
曲
物
を
模
倣
、
身
よ
り
大
き
く
被
せ
蓋

（
外
蓋
）
に
作
る
が
、
被
せ
蓋
は
こ
れ
ら
壷
・
平
椀
二
点
の
み
、
他
の
椀
は
す
べ
て
落
込
蓋

（
内
蓋
）
に
製
作
さ
れ
る
（
現
在
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
）。
飯
・
汁
・
壷
・
平
椀
は
同
色
同
製

を
定
則
と
し
、
以
上
の
四
点
を
四
つ
椀
（
四
重
椀
）、
ま
た
飯
・
汁
椀
の
各
蓋
を
合
わ
せ
て

四
つ
椀
と
も
称
す
る
が
、
今
日
茶
懐
石
に
使
わ
れ
る
煮
物
椀
は
壷
椀
・
平
椀
に
相
当
し
、

形
状
は
菓
子
椀
か
ら
転
じ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
菓
子
椀
は
汁
椀
を
も
と
に
し
、
大
形
、

厚
手
、
内
蓋
に
製
し
た
も
の
で
あ
る
。

腰こ
し
だ
か高
は
、
畳じ

ょ
う
し子
と
も
書
く
。
後
世
は
楪ち

ゃ
つ子
と
も
記
さ
れ
た
が
、
高
坏
の
小
形
で
あ
り
、

土
器
を
の
せ
る
台
を
模
し
た
も
の
と
い
う
（『
和
漢
三
才
図
会
』『
四
季
艸
』『
守
貞
謾
稿
』

な
ど
）。

楪ち
ゃ
つ子

は
、
浅
い
盤
に
高
台
を
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
腰
高
・
高
坏
の
一
種
で
あ
る
が
、

木
製
、
漆
製
な
ど
が
あ
る
。

豆づ

す子
は
、
厨
司
と
も
書
く
。
壷
盤
の
小
形
、
深
い
塗
物
の
小
鉢
で
あ
る
。
楪
子
・
豆
子

と
も
に
中
国
か
ら
渡
来
、
寺
院
に
お
け
る
調
菜
を
盛
っ
た
器
で
あ
る
。

＊
鉢鉢

は
も
と
仏
道
修
業
者
の
食
器
、
応
量
器
に
当
た
り
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
鉢は

た

ら
多
羅
（
鉄

鉢
）
を
源
と
す
る
。
日
本
へ
は
六
世
紀
末
期
に
仏
の
食
器
と
し
て
渡
来
、
鋺

か
な
ま
りと
称
さ
れ
た
。

八
世
紀
に
仏
教
政
策
に
力
を
入
れ
た
聖
武
天
皇
が
食
器
と
し
て
活
用
、
貴
族
階
級
に
強
い

金
属
食
器
へ
の
憧
憬
を
生
む
が
、
正
倉
院
に
は
種
々
の
金
属
器
、
や
き
も
の
鉢
、
ガ
ラ
ス

鉢
が
伝
え
ら
れ
る
。
雲
水
什
物
の
一
つ
で
あ
り
、
入
子
に
な
っ
た
五
重
の
漆
鉢
が
主
体
、

禅
林
で
は
師
の
衣
鉢
を
継
ぐ
な
ど
伝
法
の
証
し
と
成
し
、
飯め

し

器
・
副
食
器
・
菓
子
器
と
し

て
用
い
ら
れ
た
。
高
台
の
あ
る
も
の
、
な
い
も
の
が
あ
る
。

ど
ん
ぶ
り
は
、『
男
重
寶
記
』
に
「
丼
」
と
あ
る
。
井
戸
に
物
を
投
げ
入
れ
る
音
に
由

来
、
大
き
く
深
手
の
鉢
の
総
称
で
あ
る
。

＊
杯
（
盃
）

杯
は
、
中
国
で
は
周
代
前
か
ら
造
ら
れ
て
い
た
。「
酒さ

か
つ
き

土
器
」
と
記
し
、
日
本
で
は
神
武

天
皇
に
遡
る
。
儀
礼
で
は
今
日
も
土
器
を
使
う
が
、
盃
や
土
器
の
下
に
は
片
木
板
を
輪
に

し
た
台
を
敷
く
。
一
般
に
は
朱
塗
り
の
盃
を
使
用
、
式
正
に
は
上
か
ら
小
・
中
・
大
の
三

つ
組
を
用
い
る
。
浅
く
平
た
い
塗
盃
は
織
部
の
創
案
と
さ
れ
「
織
部
」
と
称
し
、
大
き
な

盃
に
は
「
武
藏
野
」
の
銘
が
つ
け
ら
れ
た
と
い
う
（『
工
藝
志
料
』）。
近
世
は
蒔
絵
の
も
の

も
好
ま
れ
る
が
、
石
盃
に
は
青
磁
・
染
付
・
三
島
・
唐
津
・
黄
瀬
戸
な
ど
が
あ
る
。

酒
は
古
く
は
瓶へ

い
し子

に
入
れ
、
土か

わ
ら
け器

に
注
い
で
飲
む
と
さ
れ
た
。
本
膳
料
理
に
は
長
い
柄

の
付
い
た
金
属
器
の
銚
子
（
片
口
を
正
式
と
す
る
）、
蔓
の
つ
い
た
小
鍋
形
の
提ひ

さ
げ子
に
土
器
の

杯
、
中
古
に
な
り
火
に
掛
け
温
か
く
し
て
飲
む
銅
製
の
燗か

ん
な
べ鍋

が
あ
ら
わ
れ
た
。
湯ゆ

か
ん燗

に
す

る
こ
と
が
始
ま
る
と
、
銅
製
の
銚ち

ろ
り釐
や
鉄
製
の
銚ち

ょ
う
し子
も
使
わ
れ
た
が
、
近
世
に
は
銚
釐
で

温
め
、
陶
磁
器
の
銚
子
に
移
し
て
用
い
る
こ
と
も
行
わ
れ
、
燗
徳
利
は
近
世
江
戸
の
宴
席

に
多
く
み
ら
れ
る
。
武
家
の
略
式
膳
、
酒
宴
に
も
多
く
使
わ
れ
、
茶
懐
石
で
は
鉄
製
の
燗

鍋
を
正
式
と
す
る
。

猪ち
ょ
く口
は
、
や
き
も
の
の
酒
器
で
あ
る
。
大
・
小
・
長
猪
口
と
あ
り
、
朝
顔
形
は
本
膳
料

理
で
は
和あ

え
も
の物

や
酢
の
物
、
珍
味
を
入
れ
る
容
器
と
な
る
。

窪く
ぼ
き坏

は
、
見
込
み
の
深
い
器
を
い
う
。
魚
醤
や
肉
醤
、
塩
辛
な
ど
を
入
れ
る
。

＊
土か

わ
ら
け器

律
令
制
が
衰
退
、
土は

じ

き
師
器
生
産
が
衰
え
る
と
、
そ
れ
を
受
け
て
中
世
に
は
土
師
器
窯
に

土か
わ
ら
け器

生
産
が
盛
ん
に
な
る
。
一
二
世
紀
に
は
全
国
へ
と
広
が
る
が
、
飲
酒
用
・
食
用
・
燈

明
用
小
皿
、
深
皿
、
大
中
平
皿
、
肩
の
張
っ
た
壷
状
容
器
や
高
台
を
つ
け
た
瓦が

き器
の
類
い

が
造
ら
れ
た
。
東
海
地
方
で
は
須
恵
器
を
製
し
た
窯
に
お
い
て
近
畿
地
方
の
土
器
を
模
倣
、

山
茶
碗
を
生
産
、
こ
れ
ら
に
前
後
し
て
漆
器
椀
が
普
及
す
る
。
木
地
椀
は
衰
退
し
、
室
町

期
に
な
り
山
茶
碗
や
瓦
器
が
消
え
る
頃
、
漆
器
椀
が
専
ら
と
な
り
、
蒔
絵
は
桃
山
時
代
に

至
っ
て
盛
行
し
た
。
桃
山
時
代
の
遺
構
か
ら
は
信
楽
焼
の
壷
・
織
部
焼
の
鉢
・
向
付
、
志

野
焼
の
菊
皿
な
ど
が
出
土
し
た
。



漆芸 (82)

一
、
中
国
の
漆
芸

中
国
最
古
の
漆
芸
品
は
、
浙
江
省
餘よ

よ
う姚

縣
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
朱
漆
木
椀
、
紀
元

前
五
〇
〇
〇
年
新
石
器
時
代
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
殷
代
に
は
彩
絵
・
象ぞ

う

嵌が
ん

・

螺ら
で
ん鈿
な
ど
の
技
術
、
周
代
に
は
「
百
工
」（
百
官
）
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
漆う
る
し工
芸
も

早
期
に
お
い
て
か
な
り
の
水
準
に
達
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
隆
盛
期
は
、
戦
国

か
ら
前
漢
時
代
と
み
ら
れ
て
い
る
が
、
政
治
・
経
済
の
発
展
に
呼
応
、
腐ふ

し
ょ
く蝕

も
な
く

軽
く
扱
い
易
い
漆
芸
品
は
、
機
能
的
か
つ
装
飾
性
も
豊
か
で
あ
り
、
自
ず
と
重
々
し

い
青
銅
器
に
代
わ
り
発
達
し
た
。
酒
器
が
多
く
、
酒
注
・
耳じ

杯は
い

、
そ
の
他
金
箔
・
銀

箔
、
透す

か
し
ぼ彫

り
を
施
し
た
合ご

う

子す

・
盤
・
弓
・
盾た

て

・
剣
・
楽
器
、
梳く

し

や
化
粧
箱
な
ど
、
江

南
地
方
楚
国
を
中
心
に
発
展
し
た
。

漢
代
は
船
や
車
軸
、
棺ひ

つ
ぎ、
幔お
ほ
い・
幕
な
ど
に
装
飾
と
し
て
油ゆ

が画
（
漆
絵
）
が
描
か
れ
、

朝
鮮
国
楽ら
く
ろ
う浪
郡
の
墳
墓
か
ら
は
紀
元
前
八
五
年
頃
の
紀
銘
を
も
つ
四
川
省
産
椀
・
杯
、

竹
籠
の
籃ら

ん
た
い胎
漆
器
が
見
つ
か
っ
た
。
漆
芸
品
は
の
ち
に
越
州
窯
の
や
き
も
の
に
押
さ

れ
衰
退
す
る
が
、
南
北
朝
期
に
は
仏
教
の
盛
行
も
あ
り
寺
院
造
営
、
仏
像
制
作
、
油

彩
に
よ
る
密み
つ
だ
え

陀
絵
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
技
術
は
日
本
へ
も
渡
来
、
法
隆
寺
に
は
玉
虫

厨ず

し子
ほ
か
種
々
の
漆
工
芸
が
伝
世
す
る
。

唐
代
は
王
朝
も
変
わ
り
、
漆
職
人
は
髹

き
ゅ
う
し
つ
し
ょ
う

漆
匠
、
木
材
塗
装
の
職
人
も
泥で
い
ぼ
く
し
ょ
う

木
匠
と
呼

ば
れ
、
画
家
・
画
工
の
仲
間
入
り
を
す
る
。
日
用
品
は
単
色
無
文
を
基
調
と
し
た
が
、

多
種
多
様
な
加
飾
方
法
が
考
え
出
さ
れ
、
漆
を
塗
り
重
ね
る
堆つ
い
し
つ漆
、
金
・
銀
薄
板
を

器
表
に
嵌
め
込
む
象ぞ
う
が
ん嵌
、
そ
れ
を
平
ら
に
す
る
金
銀
平へ
い
だ
つ脱
な
ど
の
技
法
が
み
ら
れ
る
。

宋
・
元
代
は
、
漆
芸
の
一
層
発
展
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
何
層
に
も
漆
を
塗
り
重

ね
そ
こ
に
文
様
を
彫
る
彫ち

ょ
う
し
つ漆、
漆
の
表
面
に
貝
を
貼
り
付
け
文
様
を
表
す
螺ら
で
ん鈿
、
表

面
を
浅
く
削
り
溝
に
金
泥
・
金
箔
を
す
り
込
む
沈ち
ん
き
ん金
な
ど
が
盛
ん
に
な
る
。
鎌
倉
時

代
、
日
本
へ
も
も
た
ら
さ
れ
た
が
、
彫
漆
技
術
は
難
度
が
高
く
、
日
本
で
は
同
時
期
、

木
彫
り
の
素
地
上
に
漆
を
施
す
鎌
倉
彫
が
考
え
出
さ
れ
た
。

明
代
は
、
文
学
・
美
術
・
工
芸
は
極
め
て
盛
行
、
漆
芸
で
も
髹
漆
法
（
漆
の
塗
り
方
）

に
描
金
漆
器
が
多
く
な
り
、「
泥
金
画
漆
」
と
称
す
る
蒔
絵
技
法
が
発
展
す
る
。

『
君
臺
観
左
右
帳
記
』
に
は
「
彫
物
之
事
」
と
し
て
「
盆
・
香
合
・
そ
の
外
い
ろ
い

ろ
」
彫
り
物
に
関
す
る
詳
述
が
あ
る
。

二
、
日
本
の
漆
芸

漆
芸
は
、
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア
に
発
達
し
た
技
術
で
あ
る
。
漆う

る
し
の
き樹は

七
〇
種
ほ
ど

あ
る
と
い
わ
れ
、
日
本
で
も
縄
文
・
弥
生
時
代
に
器
物
の
強
度
を
高
め
、
接
着
剤
と

し
て
活
用
さ
れ
た
。
今
日
、
遺
跡
か
ら
は
櫛く

し

・
簪

か
ん
ざ
し・

腕
飾
り
な
ど
の
装
飾
品
、
弓
、

盆
状
容
器
・
鉢
・
杓
子
・
椀
な
ど
の
器
物
が
出
土
す
る
が
、
縄
文
時
代
は
木
地
の
刳く

り
抜
き
、
椀
の
高
台
は
な
く
、
赤
色
漆
（
弁
柄
を
混
入
）・
黒
色
漆
（
掃は

い
ず
み墨
な
ど
の
炭
素
を

七
、
漆
芸

漆
芸
と
陶
芸
は
、
生
産
上
：
分
業
・
専
業
体

制
、
製
作
上
：
成
形
・
塗
り
・
装
飾
、
用
途
上
：

食
膳
器
・
文
房
具
・
趣
味
道
具
な
ど
を
同
じ
く

す
る
。
漆
芸
・
服
飾
意
匠
は
光
琳
の
得
意
と
し

た
分
野
で
あ
っ
た
。
光
琳
は
雪
舟
・
雪
村
画
模

写
に
励
ん
だ
絵
師
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
意
匠
の
深

み
・
独
創
性
も
潜
ん
で
お
り
、
乾
山
は
光
琳
の

創
意
に
自
ら
の
見
識
、
時
代
の
嗜
好
・
流
行
を

加
え
、
新
趣
の
や
き
も
の
製
作
に
取
り
組
ん
だ
。

共
通
す
る
工
芸
意
匠
・
文
様
・
形
状
・
技
法
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混
入
）
が
使
わ
れ
て
い
た
。
弥
生
時
代
は
鉄
器
が
伝
播
、
刳
り
抜
き
か
ら
挽
物
へ
の
技

術
も
萌
芽
、
赤
・
黒
漆
の
二
種
塗
り
分
け
な
ど
も
行
わ
れ
た
。
古
墳
時
代
は
武
具
や

装
身
具
へ
の
活
用
が
主
体
と
な
り
、
祭
祀
用
に
は
内
面
に
漆
塗
り
し
た
土
器
が
み
ら

れ
る
。
飛
鳥
・
奈
良
時
代
に
は
玉
虫
厨
子
も
製
作
さ
れ
た
が
、
律
令
時
代
は
官
工
房
、

漆ぬ
り
べ
の
つ
か
さ

部
司
が
置
か
れ
、
官
都
造
営
、
寺
院
建
立
、
漆
樹
栽
培
も
始
め
ら
れ
る
。
平
城
京

の
遺
跡
か
ら
は
黒
漆
の
皿
・
椀
・
杯
な
ど
の
飲
食
器
が
出
土
し
た
。
奈
良
時
代
は
黒

漆
の
時
代
と
さ
れ
る
が
、
大
陸
か
ら
の
技
術
も
伝
わ
り
、
漆
絵
、
金
銀
泥
漆
絵
、
螺

鈿
な
ど
の
加
飾
技
法
も
認
め
ら
れ
る
。

平
安
時
代
は
朱
漆
の
時
代
と
さ
れ
る
。
安
価
な
弁
柄
の
赤
色
に
対
し
、
新
た
に
水

銀
朱
が
使
わ
れ
た
が
、
上
流
階
級
、
公
家
の
台
盤
・
食
器
・
酒
器
な
ど
に
限
定
、
銀

器
と
と
も
に
高
級
食
器
と
し
て
扱
わ
れ
た
。
一
般
に
朱
色
は
禁
色
、
が
、『
延
喜
式
』

に
よ
れ
ば
平
安
中
期
は
蒔
絵
の
生
産
も
盛
ん
で
あ
り
、
官
営
工
房
を
主
体
と
し
て
、

徐
々
に
地
方
工
房
、
各
地
に
漆
器
生
産
の
始
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
日
常
用
器
、

祭
祀
用
器
、
経
典
や
経
箱
な
ど
、
説
話
・
物
語
図
ほ
か
歌う

た
え絵
・
葦あ
し

手で

え絵
な
ど
が
み
ら

れ
、
大
和
絵
的
な
絵
画
意
匠
が
施
さ
れ
た
。
典
雅
、
象
徴
的
な
表
現
に
特
色
が
あ
り
、

技
術
に
は
金
銀
色
粉
を
文
様
に
蒔
く
金
銀
蒔
絵
、
疎
密
を
活
か
し
た
蒔ま
き
わ分
け
・
蒔ま
き
ぼ
か暈

し
、
輪
郭
内
に
粗
く
蒔
く
内う
ち
ま
き蒔
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
。

鎌
倉
時
代
は
和
様
の
意
匠
も
宋
・
元
の
文
化
、
文
物
の
影
響
下
、
端
正
に
し
て
重

厚
感
の
あ
る
武
家
好
み
の
情
趣
が
混
入
、
写
実
的
、
現
実
重
視
の
表
現
へ
と
移
行
す

る
。
内
朱
・
外
黒
漆
椀
類
な
ど
の
掛
け
分
け
技
法
、
赤
漆
を
用
い
て
絵
付
を
施
す
漆

絵
椀
が
出
土
、
仏
具
・
神し

ん
せ
ん
ぐ

饌
具
も
あ
り
、
武
家
階
級
に
お
け
る
漆
芸
品
の
普
及
が
分

明
、
地
方
に
お
い
て
も
日
常
使
用
の
飲
食
器
が
発
見
さ
れ
た
。
使
用
頻
度
の
高
い
飲

食
器
や
実
用
品
に
漆
絵
、
室
内
装
飾
、
調
度
品
、
道
具
、
用
具
類
に
は
蒔
絵
を
施
す

こ
と
が
基
調
と
な
る
が
、
紀
州
根ね
ご
ろ
じ

来
寺
な
ど
の
寺
院
工
房
（
周
辺
の
工
房
を
含
む
）
で

は
、
黒
漆
の
下
塗
り
、
そ
れ
に
赤
漆
を
塗
り
重
ね
た
「
根
来
塗
り
」
の
折
敷
・
高

坏
・
膳
・
盆
・
鉢
・
皿
な
ど
の
実
用
器
物
、
飲
食
器
が
作
ら
れ
て
い
た
。

明
徳
三
年
（
一
三
九
二
）、
北
朝
足
利
義
満
の
申
し
入
れ
に
依
り
両
朝
合
一
、
南
北

朝
期
は
終
わ
り
を
告
げ
る
。
帝
都
は
再
び
京
都
に
定
ま
り
、
平
安
以
来
の
国
風
文
化

が
復
活
す
る
。
宋
・
元
文
化
の
残
照
も
あ
り
、
水
墨
画
の
盛
行
す
る
な
か
漆
芸
品
に

も
加
飾
様
式
に
変
化
が
現
れ
る
。

対
角
線
を
中
心
に
上
部
は
空
白
、
下
部
に
文
様
を
集
中
さ
せ
る
辺
角
構
図
、
遠
近

描
法
、
分
割
文
様
、
片
身
替
り
な
ど
の
意
匠
構
成
が
出
現
、
製
品
に
奥
行
き
と
深
み

が
生
ず
る
。
技
術
は
室
町
時
代
に
ほ
と
ん
ど
揃
う
が
、
蒔
絵
が
主
流
、
食
膳
器
で
は

皿
が
減
少
、
日
本
各
地
に
今
日
の
椀
の
本
居
と
な
る
腰
部
の
丸
い
「
引ひ

き
れ
わ
ん

入
椀
」
が
普

及
す
る
。
引
入
と
は
大
小
椀
の
入い

れ
こ子
形
式
を
い
う
が
、
京
都
で
は
手
箱
・
硯
箱
・

唐か
ら
び
つ櫃
な
ど
箱
物
も
多
く
、
蒔
絵
師
と
し
て
幸
阿
弥
家
、
五
十
嵐
家
な
ど
の
家
職
が
成

立
。
技
能
者
ら
は
同
朋
衆
に
も
等
し
い
地
位
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。

都
市
が
繁
栄
、
庶
民
の
地
位
も
向
上
、
近
世
都
市
文
化
は
町
人
文
化
と
も
言
い
換

え
ら
れ
る
が
、
人
々
に
遊
び
、
学
び
、
習
得
し
た
知
識
や
技
能
を
披
露
す
る
余
裕
が

生
ま
れ
る
。
著
書
を
刊
行
し
、
演
能
会
・
茶
の
湯
・
詩
会
・
謡う
た
い会
に
参
会
、
自
ら
演

ず
る
こ
と
を
楽
し
み
と
し
た
。
自
ず
と
衣
裳
や
身
の
周
り
の
物
、
料
理
・
道
具
・
器

物
に
接
す
る
機
会
も
増
加
、
漆
芸
分
野
も
日
用
品
や
食
膳
器
な
ど
の
必
需
品
か
ら
、

趣
味
・
遊
芸
・
遊
戯
の
域
へ
と
発
展
す
る
。
応
用
範
囲
は
拡
大
さ
れ
、
技
術
も
広
が

り
、
漆
絵
・
蒔
絵
・
螺
鈿
・
密
陀
絵
な
ど
を
主
流
と
し
て
、
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建
築

：
室
内
装
飾
・
柱
・
框か

ま
ち・

長な
げ
し押

・
欄ら

ん
ま間

な
ど

仏
具

：
仏
像
・
仏
器
・
厨ず

し子
・
卓
・
須し
ゅ
み
だ
ん

弥
壇
な
ど

用
具

：
武
具
・
馬
具
、
婚
礼
調
度
、
牛
車
・
輿こ
し

な
ど

服
飾
具
：
鏡
・
鏡
台
、
櫛く
し

・
笄

こ
う
が
い・

化
粧
具
・
小
物
一
式
、
衣い
こ
う桁
・
衣
裳
桶
な
ど

調
度

：
棚
・
箪た
ん
す笥
・
脇き
ょ
う
そ
く息・
燭
台
な
ど

文
房
具
：
文
台
・
見け
ん
だ
い台

・
硯
箱
・
手
箱
な
ど

趣
味
具
：
茶
道
具
、
香
道
具
、
太
鼓
・
小
鼓
・
琴
、
笙
・
笛
・
三
味
線
な
ど

遊
戯
具
：
碁
盤
・
碁ご

け笥
、
将
棋
盤
・
駒
箱
・
煙
管
・
煙
草
盆
、
印
籠
な
ど

食
膳
器
：
膳
・
盆
・
椀
・
皿
・
飯
器
・
重
箱
・
燗か
ん
な
べ鍋
・
盃
・
盃
台
・
桶
・
盥
た
ら
い

な
ど
が
製
作
さ
れ
た
。
一
六
世
紀
後
半
、
膳
形
式
も
飯
椀
・
汁
椀
が
整
え
ら
れ
、
出

土
品
も
一
七
世
紀
ま
で
漆
芸
品
は
や
き
も
の
類
を
上
回
る
が
、
椀
類
の
ほ
か
、
花
見

や
行
楽
の
た
め
段
重
・
重
箱
・
弁
当
箱
も
流
行
し
、
箱
物
漆
器
が
多
く
出
廻
る
。
藩

の
産
業
奨
励
の
結
果
も
あ
っ
た
が
、
地
場
産
業
と
し
て
素
材
や
加
工
に
適
し
た
紀

州
・
会
津
・
木
曽
に
主
要
生
産
地
が
定
着
す
る
。
職
人
集
団
が
形
成
さ
れ
、
幕
府
関

係
の
漆
工
に
は
奈
良
・
大
坂
・
駿
河
な
ど
の
工
人
が
活
躍
し
た
。

宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）、
京
都
蛸た

こ
や
く
し

薬
師
に
住
む
漆
匠
井
上
茶
全
子
（
井
上
新
七
）
は

『
蒔
絵
爲い

い
と
ぐ
さ

井
童
草
』
を
刊
行
し
た
。
漆
芸
の
歴
史
を
述
べ
、
上
代
は
仏
閣
・
仏
具
・
経

箱
類
、
東
山
・
義
政
時
代
は
茶
湯
式
法
も
究
ま
り
道
具
寸
法
も
定
型
化
、
信
長
・
秀

吉
時
代
に
権
力
者
の
趣
好
を
反
映
、
こ
し
ら
え
上
手
、
細
工
方
も
多
く
な
る
と
記
し

て
い
る
。
京
都
は
漆
芸
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。
蒔
絵
雛
形
本
の
刊
行
、
名
工
が
集
中
、

烏
丸
通
り
一
帯
は
蒔
絵
師
ら
の
職
人
町
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、「
烏
丸
物
」
と
は
高
級
漆

芸
品
を
意
味
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
（『
蒔
絵
大
全
』
宝
暦
九
年
刊
・
一
七
五
九
）。

（
一
）
食
膳
器
の
漆
芸
品

漆
器
は
、
家
具
と
食
膳
器
に
分
け
ら
れ
る
。
食
膳
器
は
儀
式
や
饗
応
、
そ
れ
に
伴

う
料
理
に
よ
っ
て
変
化
を
す
る
が
、
指
物
（
膳
・
重
箱
・
提
重
な
ど
）、
挽
物
（
椀
・
皿
・

杯
・
盆
な
ど
）、
曲
物
類
に
大
別
さ
れ
る
。
構
成
は
飯
椀
、
汁
椀
が
中
心
で
あ
り
、
椀

は
茶
を
飲
み
、
飯
を
盛
り
、
酒
を
飲
む
器
に
も
用
い
ら
れ
た
。
慶
安
頃
に
四
つ
椀

（
四
重
椀
・
引
入
椀
）・
壷
椀
・
平
椀
・
腰
高
椀
、
元
禄
頃
に
飯
椀
・
汁
椀
一
式
、
元
文

頃
に
腰
の
張
っ
た
腰
丸
椀
・
高
台
脇
を
平
に
削
っ
た
一
文
字
腰
椀
が
定
着
す
る
が

（『
江
戸
の
生
活
文
化
』『
江
戸
の
遺
物
』）、
椀
は
徐
々
に
小
型
化
、
装
飾
は
多
様
化
す
る
。

基
本
は
引
入
・
入
子
椀
。
飯
椀
・
汁
椀
の
蓋
は
落お
ち
こ
み
ぶ
た

込
蓋
、
壷
椀
・
平
椀
の
蓋
は
被か
ぶ

せ

蓋
に
作
ら
れ
た
。
壷
椀
は
小
さ
く
深
み
の
あ
る
椀
、
平
椀
は
浅
く
平
た
い
椀
で
あ
る

が
、
煮
物
・
和あ
え
も
の物
、
時
に
は
焼
物
に
も
用
い
ら
れ
た
。
伊
勢
貞さ
だ
た
け丈

（
一
七
一
八
―
八
四
）

は
『
四
季
草
』（
安
永
七
年
刊
・
一
七
七
八
）
に
「
平
皿
・
壷
皿
・
腰
高
」
と
し
て
椀
の

変
遷
を
記
し
た
が
、

椀
に
平
皿
、
壷
皿
、
腰
高
と
い
ふ
物
あ
り
。
式
正
の
膳
に
ハ
、
さ
い
も
皆
か
は

ら
け
に
も
る
な
り
。
煮
汁
の
多
く
あ
る
物
ハ
、
か
は
ら
け
に
て
ハ
こ
ぼ
る
る
ゆ

ゑ
、
杉
の
木
の
わ
げ
物
に
盛
な
り
。
そ
の
わ
げ
物
の
平ひ

ら
たき
を
か
た
ど
り
て
平
皿

を
作
り
、
其
わ
げ
物
の
つ
ぼ
ふ
か
き
を
か
た
ど
り
て
つ
ぼ
皿
を
作
り
た
る
な
り
。

そ
の
わ
げ
物
に
か
つ
ら
と
て
、
白
き
木
を
糸
の
如
く
細
く
削
り
て
、
輪
に
し
て

わ
げ
物
の
外
に
は
む
る
な
り
。
平
皿
、
壷
皿
の
外
に
細
く
高
き
筋
あ
る
ハ
、
か

の
か
つ
ら
を
入
た
る
體
を
う
つ
し
た
る
な
り
。
腰
高
の
形
ハ
か
は
ら
け
の
下
に
、

檜
の
木
の
輪
を
臺
に
し
た
る
形
を
う
つ
し
て
作
れ
る
な
り
。
か
は
ら
け
に
は
必

輪
を
臺
に
し
て
置
く
物
な
り
。
是
を
高た

か
つ
き坏
と
云
ふ
な
り
。
坏つ
き

と
ハ
か
は
ら
け
の

事
な
り
。
輪
を
し
て
高
く
す
る
ゆ
ゑ
高
坏
と
い
ふ
。
下
の
臺
を
輪
に
せ
ず
臺
と
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も
に
か
は
ら
け
に
て
作
り
付
に
し
た
る
を
土
高
坏
と
云
。
天
子
の
御
膳
に
用
る

な
り
。
魚
の
焼
物
な
ど
も
式
正
に
ハ
大
な
る
か
は
ら
け
に
盛
る
な
り
。
そ
れ
を

か
た
ど
り
て
大
な
る
陶す

え
も
の器
の
皿
に
も
る
な
り

と
あ
り
、
土
器
皿
か
ら
曲ま
げ
も
の物
、
平
・
壷
皿
へ
の
移
行
が
わ
か
る
。
武
家
の
式
正
・

本
膳
料
理
は
、
漆
器
の
飯
椀
・
汁
椀
、
菜
は
す
べ
て
土
器
に
盛
ら
れ
、
七
・
五
・
三

の
膳
が
供
さ
れ
た
と
い
う
が
、
煮
汁
の
多
い
も
の
は
杉
の
曲
物
に
盛
る
。
平
ら
な
曲

物
か
ら
平
皿
、
深
い
も
の
か
ら
壷
皿
、
土
器
の
下
に
檜
の
輪
（
台
）
を
置
く
慣
わ
し
か

ら
そ
の
形
を
模
し
て
腰こ

し
だ
か高
が
生
じ
、
台
と
も
土
器
製
で
あ
れ
ば
土
高
坏
と
称
し
天
皇

の
膳
に
供
さ
れ
た
と
述
べ
る
。

本
膳
料
理
は
三
膳
、
懐
石
料
理
は
一
膳
が
基
本
で
あ
っ
た
。
庶
民
は
そ
れ
ら
の
影

響
下
、
食
の
楽
し
み
を
財
力
に
任
せ
遊
び
の
分
野
へ
と
広
げ
る
が
、
集
会
・
寄
り
合
い

に
は
皿さ
は
ち鉢

（
浅
鉢
）
料
理
の
発
展
も
あ
り
、
磁
器
の
大
皿
・
鉢
類
な
ど
の
多
用
を
招
く
。

享
保
以
後
に
は
武
家
に
お
け
る
陶
磁
器
使
用
も
増
加
、
宝
暦
以
降
は
武
家
階
級
の

習
慣
が
悉
く
庶
民
に
波
及
、
漆
器
類
は
農
村
に
ま
で
普
及
す
る
。

（
二
）
漆
芸
と
陶
芸

漆
芸
は
、
木
材
に
よ
る
木
胎
、
竹
材
に
よ
る
籃ら
ん
た
い胎
、
和
紙
に
よ
る
紙し
た
い胎
、
土
器
・

陶
磁
器
な
ど
に
よ
る
陶
胎
、
金
属
な
ど
の
金
胎
、
布
に
よ
る
乾か
ん
し
つ漆
、
皮
に
よ
る
漆し
っ
ぴ皮
、

な
ど
に
分
け
ら
れ
る
。
木
胎
が
基
本
で
あ
る
が
、
加
飾
方
法
に
は
漆
絵
・
蒔
絵
・
箔は

く

絵
・
金
銀
絵
・
密み

つ
だ
え

陀
絵
、
線
彫
り
に
よ
る
沈ち

ん
き
ん金

・
存ぞ

ん
せ
い星

・
蒟き

ん
ま醤

、
彫
漆
に
よ
る
堆

朱
・
堆
黒
・
堆
黄
、
貝
殻
を
用
い
た
螺
鈿
・
平
文
・
平へ

い
だ
つ脱

、
七し

っ
ぽ
う宝

な
ど
が
あ
る
。

漆
芸
と
陶
芸
は
木
材
と
粘
土
、
素
材
は
異
な
る
が
、
製
作
法
に
類
似
点
が
多
く
、

以
下
の
技
術
が
指
摘
で
き
る
。

一
、
成
形

ロ
ク
ロ
を
用
い
て
成
形
す
る
挽ひ
き
も
の物

（
椀
・
皿
・
盆
な
ど
）

板
や
柱
な
ど
の
部
材
を
組
み
合
わ
せ
る
指さ

し
も
の物

（
硯
箱
・
縁
高
な
ど
箱
物
類
・
棚
・
厨
子
ほ
か
）

薄
い
板
を
湯
に
漬
け
折
り
曲
げ
る
曲ま
げ
も
の物

（
桶
・
檜
の
引
曲
物
な
ど
）

型
を
鑿の

み

な
ど
で
削
り
刳
り
抜
く
刳く

り
も
の物

（
皿
・
楽
器
・
棺
桶
な
ど
）

二
、
装
飾
（
塗
り
・
絵
付
け
・
釉
薬
掛
け
な
ど
）

基
本
に
は
木
地
表
面
を
整
え
る
下
塗
り
、
漆う

る
し
と
ま
く

塗
膜
を
施
す
上
塗
り
が
あ
る
。

朱
漆
・
黒
漆
を
用
い
て
文
様
を
描
く
、
ま
た
文
様
を
刻
し
た
印
判
を
用
い
る
漆う
る
し
え絵

金
・
銀
の
練
り
粉
を
用
い
て
文
様
を
描
く
金
銀
絵
（
金
銀
泥
絵
）

器
表
に
金
・
銀
・
錫
な
ど
で
造
っ
た
文
様
を
貼
り
付
け
る
平ひ

ょ
う
も
ん文

切
っ
た
貝
殻
（
夜
光
貝
な
ど
の
真
珠
質
部
分
）
を
埋
め
込
む
螺ら
で
ん鈿

塗
り
重
ね
た
朱
・
黒
・
黄
漆
を
彫
り
込
む
堆つ
い
し
ゅ朱

・
推つ

い
こ
く黒

・
推つ

い
お
う黄

な
ど
の
彫ち

ょ
う
し
つ漆

漆 

を
用
い
て
文
様
を
描
き
、
そ
の
漆
の
乾
か
な
い
う
ち
に
粉ふ
ん
つ
つ筒
に
入
れ
た
金
・

銀
・
貝
粉
を
蒔ま

い
て
文
様
を
描
き
出
す
蒔ま
き
え絵

蒔
絵
は
、
漆
芸
品
中
最
も
盛
行
。
上
塗
り
後
文
様
へ
金
銀
色
粉
を
蒔
き
つ
け
る
平ひ
ら

蒔
絵
、
文
様
部
分
を
漆
・
炭
粉
な
ど
で
高
く
盛
り
上
げ
そ
の
上
に
金
銀
粉
を
蒔
く
高た

か

蒔
絵
、
蒔
絵
の
上
に
透
明
漆
・
黒
漆
を
塗
り
木
炭
を
用
い
て
文
様
を
研
ぎ
出
す
研と
ぎ
だ
し出

蒔
絵
、
そ
の
他
蒔
く
粉
の
密
度
、
蒔
き
方
に
よ
り
平ひ
ら
め
じ

目
地
・
梨な
し
じ地
・
沃い
か
け
じ

懸
地
・
塵ち
り
じ地

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
た
。

乾
山
窯
で
は
、
蒔
絵
様
式
を
主
体
、
光
琳
の
漆
芸
意
匠
の
影
響
下
、
蓋
茶
碗
・
硯

蓋
・
鉋
目
皿
・
土
器
皿
な
ど
の
懐
石
道
具
、
軸
盆
・
香
合
な
ど
の
茶
道
具
類
を
製
作

し
た
。



漆芸 (86)

光
琳
の
漆
芸
意
匠

書
画
・
能
・
茶
の
湯
を
嗜
み
、
漆
芸
は
乾
山
に
と
っ
て
も
身
近
に
あ
っ
た
工
芸
で

あ
る
。「
小
西
家
文
書
」
に
は
光
琳
の
漆
芸
意
匠
の
画
稿
が
残
る
が
、
乾
山
窯
で
は
印

籠
・
盃
・
燗
鍋
・
箱
物
（
手
箱
・
段
重
）
な
ど
の
図
案
を
活
用
、
や
き
も
の
意
匠
へ
の

転
用
が
確
認
で
き
る
。

蒔
絵
雛
形
本
『
蒔
絵
爲
井
童
草
』（
宝
永
二
年
刊
）
に
は
、
道
具
下
絵
に
関
し
「
両
替

町
手
」「
殊
に
両
替
町
手
と
い
ふ
印
籠
を
画が

す

る
事
を
得
」「
今
の
世
に
両
替
町
手
印
籠

図
あ
ま
た
有
」
な
ど
と
あ
る
。「
両
替
町
風
」
と
な
れ
ば
光
琳
と
親
交
の
深
か
っ
た
銀

座
役
人
中
村
内
蔵
助
が
浮
か
ぶ
が
、
画
稿
中
の
印
籠
図
案
は
そ
の
系
統
で
あ
ろ
う
と

考
え
る
。『
蒔
絵
大
全
』（
宝
暦
九
年
刊
）
に
は
「
緒
方
光
琳
は
一
風
の
雅
物
に
て
世
に

し
る
所
な
り
」
と
あ
り
、「
光
琳
流
」「
光
琳
模
様
」
を
種
々
掲
載
。
服
飾
図
案
、
友

禅
雛
形
本
を
照
合
す
れ
ば
、
江
戸
中
期
、
光
琳
は
染
色
、
漆
芸
両
工
芸
の
意
匠
家
と

し
て
刊
本
に
も
そ
の
名
の
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

乾
山
焼
に
も
漆
芸
に
相
通
す
る
意
匠
・
文
様
、
構
図
・
構
成
を
認
め
る
が
、
共
通

事
項
は
、
生
産
体
制
に
お
け
る
分
業
化
・
専
業
化
、
木
地
・
素
地
に
お
け
る
成
形
、

塗
り
・
装
飾
・
絵
付
・
釉
薬
な
ど
の
製
作
工
程
、
具
体
的
に
は
以
下
の
類
似
点
が
考

え
ら
れ
る
。

一
、
製
品
は
、
と
も
に
飲
食
器
、
趣
味
道
具
を
主
体
と
し
た
こ
と

器
物
の
形
態
・
画
題
・
図
様
・
構
成
・
意
匠
様
式

二
、
技
術
上
、
成
形
、
地
塗
り
、
文
様
描
き
、
色
彩
、
金
粉
使
用
ほ
か

筆
画
・
印
判
（
型
摺
り
）・
刷
毛
塗
り
・
掻
き
落
し
な
ど

三
、
器
物
の
形
状
と
し
て
平
面
・
立
体
、
正
面
・
側
面
・
裏
面
な
ど
の
面
の
活
用

四
、 

意
匠
上
、
対
象
物
の
捉
え
方
と
表
現
方
法
。
具
象
と
抽
象
（
物
語
性
と
象
徴
）、
誇
張

と
簡
略
、
文
様
と
し
て
季
節
・
行
事
・
流
行
へ
の
対
応
（
能
・
歌
舞
伎
・
説
話
他
）。

五
、
文
字
の
活
用
、
書
・
画
・
印
と
の
一
体
化
。
歌
意
・
詩
意
の
表
現

六
、 

視
覚
的
効
果
を
ね
ら
う
片
身
替
り
、
総
文
様
と
絣
文
様
、
連
続
文
様
と
散
ら
し

文
様
、
規
則
的
な
配
列
と
器
態
と
の
関
連
性
な
ど

左
頁
は
、
光
琳
画
稿
中
、
画
題
と
乾
山
焼
、
そ
の
主
題
・
形
状
な
ど
の
関
係
を
一

考
し
た
も
の
で
あ
る
。
光
琳
意
匠
は
後
世
琳
派
様
式
と
呼
ば
れ
た
が
、
始
ま
り
は
元

和
・
寛
永
期
に
活
躍
し
た
本
阿
弥
光
悦
、
俵
屋
宗
達
ら
の
制
作
に
あ
り
、
漆
芸
意
匠

は
光
悦
蒔
絵
の
硯
箱
・
料
紙
箱
・
手
箱
・
厨
子
棚
・
笛
筒
な
ど
に
源
が
あ
る
。
草
花

文
様
に
特
色
を
も
つ
高
台
寺
蒔
絵
、
貿
易
品
と
し
て
製
作
さ
れ
た
南
蛮
蒔
絵
の
意

匠
・
形
状
・
技
法
な
ど
を
背
景
と
す
る
が
、
光
琳
は
光
悦
蒔
絵
を
所
持
し
て
い
た
。

両
者
に
共
通
す
る
意
匠
構
成
は
主
題
と
表
現
、
形
態
と
面
の
活
用
、
装
飾
素
材
の
扱

い
な
ど
に
窺
わ
れ
る
。

そ
の
情
感
を
イ
メ
ー
ジ
、
日
本
的
主
題
・
歌
意
図
は
、
光
悦
硯
箱
「
船
橋
」「
芦

舟
」、
光
琳
硯
箱
「
住
之
江
」、『
伊
勢
物
語
』
な
ど
物
語
図
は
、
光
悦
「
忍
ぶ
草
」、

光
琳
「
八
橋
」「
業
平
」
ほ
か
、
誇
張
し
た
硯
蓋
の
形
状
、
大
胆
な
蒔
絵
と
貝
・
鉛

板
・
銀
板
な
ど
加
飾
素
材
と
の
融
合
に
認
め
ら
れ
る
。

光
琳
は
さ
ら
に
象
徴
的
か
つ
流
動
的
、
装
飾
性
の
強
調
に
特
色
を
み
せ
る
が
、
モ

チ
ー
フ
な
ど
の
基
本
形
態
を
定
め
、
そ
れ
を
組
み
合
わ
せ
る
、
繰
り
返
す
な
ど
、
単

独
ま
た
集
合
意
匠
に
よ
る
対
比
、
遠
近
、
空
間
の
活
か
し
方
に
意
外
性
や
斬
新
性
を

発
揮
す
る
。
図
柄
を
模
写
、
文
様
か
ら
文
様
を
移
す
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
絵
師
と

し
て
雪
舟
・
雪
村
画
の
模
写
に
励
ん
だ
力
量
、
時
代
性
も
潜
む
も
の
と
考
え
る
。



乾山焼  発想とデザインの資源 (87)

①
印
籠
は
、
印
と
印
肉
、
薬
籠
は
薬
を
入
れ
る
容
器
で
あ

る
。
印
籠
は
書
院
に
荘か

ざ

る
が
、
室
町
時
代
に
文
房
具
と
し
て

中
国
よ
り
渡
来
。
戦
国
時
代
に
携
帯
用
の
薬
入
れ
、
江
戸
時

代
に
は
武
士
の
装
身
具
、
や
が
て
階
級
を
超
え
て
広
く
男
子

一
般
に
普
及
し
た
。
小
品
で
も
あ
り
、
素
材
・
形
態
、
意

匠
・
装
飾
に
雅
趣
を
凝
ら
す
が
、
文
学
的
意
匠
は
、
文
芸
の

具
え
る
情
感
が
イ
メ
ー
ジ
と
な
り
、
和
歌
・
物
語
・
能
の
一

節
、
そ
の
情
景
が
象
徴
的
に
表
現
さ
れ
た
。

光
琳
画
稿
の
構
図
は
一
枚
の
図
案
を
巻
き
つ
け
る
形
式
で

あ
る
。
表
と
裏
、
二
面
に
継
続
す
る
形
で
あ
る
が
、
団
扇
、

盃
、
乾
山
焼
で
は
角
皿
表
の
絵
付
け
・
裏
の
和
歌
書
な
ど
、

歌
留
多
と
も
判
じ
絵
と
も
い
え
る
装
飾
様
式
を
特
色
と
し

た
。
画
稿
に
は
円
形
・
長
方
形
、
平
面
・
側
面
・
展
開
図
も

あ
り
、
製
作
者
の
た
め
に
置お

き
め目
な
ど
も
施
さ
れ
て
い
る
。

②
酒
盃
は
、
古
代
の
坏
に
源
が
あ
る
。
武
家
式
正
膳
で
は
酒

は
土
器
、
土ど

き器
か
ら
木
器
、
茶
の
湯
に
お
い
て
は
利
休
・
織

部
時
代
に
椀
蓋
を
盃
と
し
（『
茶
道
筌
蹄
』）、
朱
塗
り
銘
々
盃

は
利
休
形
、
主
客
応
酬
の
た
め
盃
台
に
の
せ
て
用
い
ら
れ

た
。
盃
台
は
天
目
台
（
碗
台
）、
蒔
絵
盃
の
裏
絵
の
賞
翫
は

乾
山
焼
皿
裏
面
、
高
台
脇
文
様
に
相
通
す
る
が
、
江
戸
中
期

以
後
は
陶
磁
器
盃
「
猪
口
」
が
専
ら
と
な
る
。

③
間
鍋
は
、
側
面
図
、
箱
物
は
展
開
図
が
残
る
。
衣
装
図
な

ど
に
同
じ
く
平
面
図
か
ら
立
体
品
へ
と
、
光
琳
は
製
作
後
の

形
状
・
文
様
形
態
を
認
識
。
意
匠
家
と
し
て
の
意
識
も
高
い
。

④
紋
章
は
、
蒔
絵
意
匠
で
は
な
い
が
、
乾
山
焼
へ
の
影
響
を

考
え
呈
示
し
た
。
紋
章
は
家
紋
と
し
て
一
部
、
平
安
貴
族
が

用
い
て
い
た
。
鎌
倉
時
代
武
家
が
擡
頭
、
家
格
・
権
威
の
表

徴
と
し
て
武
家
社
会
に
家
紋
が
定
着
、
江
戸
時
代
に
な
り
町

人
へ
と
波
及
し
た
が
、
小
西
家
文
書
に
は
光
琳
「
草
あ
ふ

ひ
」（
葵
）
の
定
紋
画
稿
が
み
ら
れ
る
。
乾
山
焼
で
は
紅
葉
・

葵
な
ど
を
形
態
・
画
題
と
し
て
応
用
、
型
向
付
意
匠
の
一
部

に
組
み
入
れ
た
。

光
琳
画
稿
（「
小
西
家
文
書
」）

②酒盃図案③燗鍋・酒盃 箱物図案④紋章図案 ①印籠図案

酒盃図案上から
薄・八橋・春草・
波図

十二ヵ月和歌花鳥図正月図

能「三輪」図

『伊勢物語』「宇津山」図

『源氏物語』「せきや」図

梅図

（上）紅葉
（下）葵図

（上）竜田川図・
（下）葵図型向付

竹図（展開図）

①
印
籠
図
案
は
和
歌
・
物
語
・
能
絵
な
ど
、
乾
山
関

係
で
は
絵
画
、
や
き
も
の
角
皿
・
香
合
な
ど
。

②
酒
盃
図
案
は
草
花
・
流
水
・
波
な
ど
、
乾
山
関
係
で

は
絵
画
、
や
き
も
の
角
皿
・
長
方
皿
・
土
器
皿
・
茶
碗
・

蓋
茶
碗
・
鉢
・
蓋
物
・
筒
向
付
・
汁
次
・
木
製
箱
物
な
ど
。

③
間
鍋
・
箱
物
図
案
は
梅
・
竹
な
ど
、
角
皿
・
土
器

皿
・
火
入
・
筒
向
付
・
鉋
目
皿
・
茶
碗
・
蓋
茶
碗
な
ど
。

④
紋
章
図
案
は
紅
葉
（
楓
）・
葵
な
ど
、
乾
山
関
係
で
は

絵
画
、
や
き
も
の
角
皿
・
型
向
付
・
鉢
・
香
合
・
土
器
皿
、

木
製
干
菓
子
器
、
そ
の
他
種
々
の
作
品
に
活
か
さ
れ
た
。







漆芸 (90)

（
三
）
硯
蓋

乾
山
焼

参
考

左
は
硯
蓋
に
盛
ら
れ
た
菜
の
一
例
で
あ
る

「
前
酒一

硯
蓋

か
ま
ほ
こ

久
年
母

き
ぬ
た
牛
蒡
」

上
図
は
、
乾

山
焼
銹
絵
・
色

絵
角
皿
箱
書
に

認し
た
ため
ら
れ
た「
硯

蓋
」、
ま
た
文

書
に
残
る
硯
蓋

に
盛
ら
れ
る
口

取
り
肴
の
献
立

例
で
あ
る
。
口

取
り
肴
は
初
め

に
客
前
に
出
さ

れ
る
料
理
で
あ

る
。
硯
蓋
の
装

飾
は
富
貴
・
長

寿
な
ど
、
め
で

た
い
画
題
、
和

歌
図
、
草
花
図

な
ど
が
選
択
さ

れ
る
が
、『
内
々

御
番
所
日
次

記
』
に
は
享
保

九
年
、
乾
山
焼

硯
蓋
の
記
載
が

あ
る
。

硯
蓋
は
、
硯
箱
の
蓋
、
平
安
時
代
に
花
や
果
物
を
盛
る
器
と

し
て
応
用
さ
れ
た
こ
と
が
始
ま
り
で
あ
る
。
本
膳
料
理
に
は
使

わ
れ
な
い
が
、
古
き
体
を
写
し
菓
子
盆
、
ま
た
元
禄
末
期
か
ら

宝
永
頃
に
器
物
と
し
て
肴
を
盛
る
道
具
と
な
る
。
江
戸
時
代
、

茶
人
が
座
興
と
し
て
祝
儀
の
席
に
口
取
り
肴
を
盛
っ
た
こ
と
に

発
す
る
と
さ
れ
、
懐
石
道
具
の
八
寸
に
も
使
わ
れ
る
。

遊
郭
で
は
客
を
座
敷
に
案
内
、
禿か

む
ろ
が
煙
草
盆
と
茶
を
運
び
、

次
い
で
酒
と
肴
、
銚
子
・
盃
・
硯
蓋
が
持
ち
出
さ
れ
る
。

宴
席
に
は
伊
勢
海
老
・
あ
わ
び
・
か
ま
ぼ
こ
・
慈く

わ
い姑
・
蕗ふ

き

・
蓮

根
・
栗
な
ど
、
菓
子
盆
と
し
て
は
落ら

く
が
ん雁
や
煎い

り
か
や榧
な
ど
、
正
月
に
は

き
ん
と
ん
・
伊
達
巻
・
か
ま
ぼ
こ
・
昆
布
巻
な
ど
の
お
せ
ち
を
盛

る
と
さ
れ
、
上
記
「
桜
江
古
文
書
」
に
よ
れ
ば
硯
蓋
に
盛
ら
れ
た

か
ま
ぼ
こ
・
九
年
母
・
き
ぬ
た
牛
蒡
が
酒
の
肴
に
供
さ
れ
た
。

硯蓋『当世茶之湯独漕』
宝永元年刊（一七〇四）

硯蓋文様『ひなかた都商人』
正徳五年刊（一七一五）

硯蓋 桐蒔絵 永田友治

（上）銹絵大黒図角皿
（下）銹絵鶴図角皿

色絵草花図角皿箱書
桜江古文書（島根県
大貫村中村家文書）

『
し
だ
れ
柳
』
元
禄
一
五
年
刊
（
一
七
〇
二
）





漆芸 (92)

最
上
段
の
蒔
絵
香
合
は
、
元
禄
時
代
の
製
作
と
さ
れ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
輸
出
品
の
一
つ
と
さ
れ
、
海
外
の
蔵
品
に

多
く
み
ら
れ
る
。
元
禄
期
、
大
名
家
の
嫁
入
道
具
の
一
品
か
ら

庶
民
の
手
へ
と
普
及
し
た
が
、
乾
山
焼
で
も
香
合
に
『
古
今

集
』、
定
家
十
二
ヵ
月
花
鳥
和
歌
図
な
ど
、
古
典
画
題
、
歌

意
・
情
景
図
な
ど
を
意
匠
化
し
た
。

当
時
、
木
型
に
紙
を
貼
り
合
わ
せ
、
彩
色
、
金
箔
な
ど
を
施

し
た
張は

り
こ子

の
小
箱
も
人
気
を
集
め
た
。

二
、
漆
芸
品
の
意
匠
と
乾
山
焼

参
考

乾
山
焼

光
琳
画
稿
中
に
は
印
籠
の
図
案

十
二
ヵ
月
花
鳥
和
歌
図
が
残
る
。
中

央
を
折
り
印
籠
で
は
表
裏
二
面
の
文

様
に
分
か
れ
る
が
、
乾
山
焼
で
は
角

皿
表
裏
を
活
用
、
香
合
で
は
器
面
に

凹
凸
を
つ
け
、
立
体
的
な
構
図
と
し

た
。最

上
段
の
鶴
文
・
亀
甲
文
漆
絵
片

は
、
鎌
倉
市
の
中
世
遺
跡
か
ら
出
土

し
た
も
の
で
あ
る
。
漆
器
類
の
大
半

は
一
三
、
四
世
紀
の
食
膳
器
で
あ
っ

た
が
、
鶴
は
吉
祥
、
乾
山
焼
に
も

鶴
、
亀
甲
文
様
の
蓋
茶
碗
が
あ
る
。

光
琳
画
稿
は
漆
芸
・
陶
芸
両
意
匠
に

使
わ
れ
た
も
の
が
多
い
。

最
上
段
図
は
、
光
悦
蒔
絵
樵
夫
図

硯
箱
裏
面
の
文
様
で
あ
る
。『
古
今

集
』
序
文
に
よ
り
樵
夫
は
大
伴
黒
主

に
擬
せ
ら
れ
た
が
、
山
道
の
春
草
を

意
匠
化
、
土
筆
・
杉
菜
・
忍
草
な
ど

が
図
案
に
み
ら
れ
る
。

（上）鶴図漆絵椀片
（下）亀甲文漆絵椀片

（上）定家十二ヵ月正月画稿
（下）同正月図印籠

（上）松蒔絵洲浜形香合
（下）秋草蒔絵扇形香合

（上）樵夫図春草硯箱蓋裏
（下）樵夫図春草硯箱底

（上）銹絵染付鶴図蓋茶碗
（下）銹絵亀甲文陶片（鳴滝窯）

（上）色絵定家十二ヵ月正月図香合
（下）色絵定家十二ヵ月七月図香合

色絵竜田川図香合銹絵染付春草図蓋茶碗

光
琳
画
稿

光
琳
画
稿

光
琳
画
稿



乾山焼  発想とデザインの資源 (93)

刊
本
に
見
る
漆
芸
品
と
意
匠
構
成

左
図
は
、
宝
永
年
間
、
蒔
絵
師
井
上
茶
全
子
の
著
し
た

『
当
世
茶
之
湯
独
漕
』
に
記
さ
れ
た
道
具
類
で
あ
る
。
揃
え

る
べ
き
器
物
の
種
類
や
形
状
が
一
目
瞭
然
、
専
門
家
、
素
人

の
別
な
く
目
を
も
楽
し
ま
せ
る
役
目
を
果
た
し
た
。
乾
山
焼

の
代
表
的
作
品
で
あ
る
硯
蓋
、
鉋
目
皿
の
記
載
も
あ
っ
た
。

漆
芸
品
は
、
当
時
ど
れ
ほ
ど
の
人
が
用
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
出
版
物
は
、
一
度
に
多
く
の
品
物
、
形
状
・
文
様
・
意

匠
な
ど
を
呈
示
、
商
品
、
事
物
の
普
及
に
は
極
め
て
有
益
。

『
友
禅
ひ
い
な
か
た
』
に
よ
れ
ば
、
友
禅
染
は
新
染
料
・
糊

置
の
開
発
も
あ
り
、
好
み
に
よ
っ
て
如
何
な
る
素
材
に
も
適

用
、
多
く
の
近
世
工
芸
意
匠
の
基
軸
と
な
る
が
、

一

 

小
袖
・
帷か

た
び
ら子
・
抱か

か
へ
お
び帯
・
幅ふ

く
さ沙
の
類
は
彩さ

い
し
き色
金
銀
の
泥で

い

入い
り

、
浴ゆ

か
た衣
・
風ふ

ろ
し
き

呂
敷
・
三さ

ん
じ
ゃ
く尺
・
手て

の
ご
い拭
の
類
は
地
色
に
染そ

め

分わ
け

、
模
様
を
白
く
お
と
し
て
絵え

書か
く
な
り也

一

 

衣
裳
の
外
、
香こ

う
つ
つ
み包・

に
ほ
い
袋
・
色
紙
・
短
冊
・
畳た

た
み
が
み紙・

折お
り

た
ば
こ
入
・
扇せ

ん
す子

、
且か

つ
ま
た亦

木
地
の
手
箱
・
火ひ

お
け桶

・
張は

り

箱ば
こ

・
文ぶ

ん
こ庫
・
櫛く

し

・
盃

さ
か
づ
きに
い
た
る
迄
、
し
ほ
ら
し
く
絵
か

か
ず
と
い
ふ
事
な
し

一

 

難な
に
は
づ

波
津
、
浅あ

さ
か
や
ま

香
山
の
歌
の
心
を
顕あ

ら

は
し
、
古こ

じ事
、
世せ

話わ

の
俗ぞ

く
ご語
ま
て
も
作さ

く
い意
を
以も

っ

テ
絵え

書か
く
こ
と事
如さ

の
ご
と
し左

と
あ
る
。

上
図
は
、
雛
形
本
中
、
工
芸
意
匠
の
図
示
で
あ
る
が
、

①
盃
に
は
「
友
禅
流
ハ
さ
か
つ
き
の
外
ニ
ゑ
か
き
、
う
ち
に

ハ
う
つ
り
を
少
書
也
。
右
の
ご
と
く
下
絵
を
書
て
、
う
へ
ま

き
ゑ
、
色
う
る
し
、
金
銀
の
ふ
ん
、
き
り
か
ね
」

②
香
や
矢
を
入
れ
る
伽き

ゃ
ら
ば
こ

羅
箱
・
矢や

箱ば
こ

の
文
様

③
櫛
に
は
「
さ
し
ぐ
し
、
つ
げ
の
木
地
に
下
絵
を
書
、
高
ま

き
へ
。
風
流
こ
と
ご
と
く
箋
に
つ
く
し
が
た
し
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
貞
享
か
ら
元
禄
期
は
友
禅
染
・
友
禅
文

様
の
流
行
期
で
あ
っ
た
。
衣
類
か
ら
身
の
廻
り
の
趣
味
品
へ

と
、『
女
重
寶
記
』
に
も
友
禅
の
盛
行
は
記
さ
れ
た
が
、「
御ミ

厨づ

し子
黒く

ろ
た
な棚

か
ざ
り
の
事
」（
下
段
右
図
）
に
は
厨
子
に
書
道
具
、

料
紙
、
香
盆
な
ど
、
棚
の
上
段
に
は
短
冊
箱
、
文
箱
の
類
、

中
段
に
古
今
集
や
万
葉
集
、
下
段
に
化
粧
道
具
を
飾
る
と
し

て
い
る
。
友
禅
意
匠
を
施
し
た
の
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
棚
荘

り
の
諸
相
を
伝
え
る
。

①さかづき②伽羅箱・矢箱③さしぐし
『
友
禅
ひ
い
な
か
た
』
貞
享
五
年
刊
（
一
六
八
八
）

『
当
世
茶
之
湯
独ひ

と
り
こ
ぎ漕』
宝
永
元
年
刊
（
一
七
〇
四
）

棚
飾
り
『
女
重
寶
記
』
元
禄
五
年
刊
（
一
六
九
二
）硯蓋鉋目皿



陶芸 (94)

乾
山
焼
に
み
ら
れ
る
陶
器
古
物
の
模
写

一
、
中
国

①
絵え
ご
う
ら
い

高
麗

②
古こ

そ
め
つ
け

染
付

③
南な

ん
き
ん京

赤
絵

④
呉ご

す須
赤
絵

二
、
東
南
ア
ジ
ア

①
安あ
ん
な
ん南

（
ベ
ト
ナ
ム
） 

②
宋す
ん
こ
ろ
く

胡
録
（
タ
イ
）

三
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

オ
ラ
ン
ダ
様
式
藍あ

い
え絵

・
色
絵

四
、
朝
鮮

高
麗
茶
碗

五
、
日
本

①
志
野
焼

②
織
部
焼

③
唐
津
焼

④
伊
万
里
焼

⑤
京
焼

一
、
中
国

絵
高
麗
・
古
染
付
・
南
京
赤
絵
・
呉
須
赤
絵

器
物
の
意
匠
、
装
飾
の
歴
史
は
古
い
。
や
き
も
の
で
は
線
刻
・
削
り
・
型
押
し
な

ど
の
加
飾
方
法
が
あ
り
、
筆
画
に
よ
る
装
飾
は
無
釉
の
素
地
上
、
釉
薬
の
下
、
釉
薬

上
に
施
す
も
の
に
大
別
さ
れ
る
。
文
様
・
意
匠
は
時
代
の
嗜
好
・
流
行
、
異
国
の
風

潮
、
諸
工
芸
、
出
版
物
、
絵
画
な
ど
の
影
響
の
も
と
発
展
す
る
が
、
絵
付
陶
磁
器
の

魁さ
き
がけ
は
、
紀
元
前
五
〇
〇
〇
年
か
ら
三
〇
〇
〇
年
頃
の
仰
ぎ
ょ
う
し
ょ
う
韶
文
化
に
遡
る
。
縄
文
・

彩
文
、
白
・
黒
・
赤
色
の
直
線
・
曲
線
・
円
な
ど
の
幾
何
学
文
様
、
魚
・
人
面
図
な

ど
が
み
ら
れ
、
甘
か
ん
し
ゅ
く
し
ょ
う

粛
省
・
馬ば

か家
窰よ
う

か
ら
は
渦
巻
、
波
状
の
曲
線
文
様
を
施
し
た
壷
が

出
土
し
た
。
階
級
社
会
の
生
じ
た
殷
・
周
時
代
は
青
銅
器
が
主
流
、
青
銅
器
を
模
し

た
灰か
い
ゆ
う
と
う

釉
陶
、
ガ
ラ
ス
な
ど
、
戦
国
時
代
に
な
り
低
火
度
焼
成
・
鉛え
ん
ゆ
う
と
う

釉
陶
が
始
ま
り
、

色
彩
を
加
え
、
貴
族
の
墳
墓
を
飾
る
明め
い
き器

（
埋
蔵
用
器
物
）
が
造
ら
れ
た
。
鉛
釉
陶
は

唐
代
に
唐
三
彩
、
北
宋
代
に
遼
三
彩
、
元
代
に
素
三
彩
（
磁
器
）、
明
代
に
は
交こ
う
ち
や
き

趾
焼

へ
と
発
展
す
る
が
、
後
漢
代
に
は
青
銅
器
の
代
用
と
し
て
浙
江
省
越え
っ
し
ゅ
う
よ
う

州
窯
に
青
磁
が

興
り
、
六
朝
時
代
に
は
白
磁
、
唐
代
に
か
け
て
湖
南
省
岳が
く
し
ゅ
う
よ
う

州
窯
（
湘し

ょ
う
い
ん
よ
う

陰
窯
）
に
初
の
下

絵
付
、
施
釉
陶
器
が
現
れ
る
。
唐
中
期
に
は
そ
の
技
術
と
様
式
を
継
承
、
長ち
ょ
う
さ
よ
う

沙
窯

（
銅ど

う
か
ん
よ
う

官
窯
）
に
釉
下
褐
色
・
緑
・
青
色
に
発
す
る
顔
料
を
用
い
竹
林
七
賢
人
図
や
唐
詩

を
書
し
た
壷
や
鉢
が
造
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
技
法
・
様
式
が
宋
代
磁
州
窯
の
鉄
絵
、
元

代
景け

い
と
く
ち
ん

徳
鎮
窯
の
青せ
い
か花

（
染
付
）
な
ど
筆
画
陶
磁
器
へ
と
続
い
て
ゆ
く
。

宋
代
は
官
窯
の
汝じ
ょ
か
ん
よ
う

官
窯
、
鈞き
ん
よ
う窯
の
一
部
に
青
磁
・
澱で
ん
せ
い青
、
定て
い
よ
う窯
に
白
磁
。
民
窯
で

は
、
唐
代
末
期
に
始
ま
っ
た
喫
茶
の
風
習
を
基
盤
と
し
て
浙
江
省
龍
泉
窯
に
青
磁
、

福
建
省
建
安
地
方
に
天
目
茶
碗
、
河
北
省
磁じ

し
ゅ
う
よ
う

州
窯
に
灰
白
色
の
素
地
に
白
泥
を
塗
り

鉄
絵
具
に
よ
る
筆
画
陶
器
（
絵
高
麗
）
が
出
現
。
磁
州
窯
で
は
花
・
鳥
・
龍
・
人
物
・

山
水
図
、
当
時
民
間
に
人
気
の
あ
っ
た
『
烈れ

っ
せ
ん
で
ん

女
傳
』
な
ど
刊
本
の
挿
図
、
画
譜
を
手

本
と
す
る
な
ど
、
輸
出
に
伴
い
生
産
は
拡
大
、
民
需
に
応
え
て
日
常
雑
器
が
製
造
さ

れ
た
。
南
宋
代
に
は
低
火
度
焼
成
・
釉
上
色
絵
具
も
開
発
、
宋
赤
絵
が
生
ま
れ
、
絵

付
陶
磁
は
元
代
江
西
省
景
徳
鎮
窯
の
青
花
・
染
付
、
明
代
同
所
官
窯
・
民
窯
の
染
付
、

五
彩
・
豆と

う
さ
い彩

な
ど
色
絵
磁
器
、
酸
化
銅
を
用
い
た
釉ゆ

う
り
こ
う

裏
紅
（
辰し

ん

砂し
ゃ

）
へ
と
発
展
す
る
。

中
国
陶
磁
は
、
明
代
以
降
、
宮
廷
・
官
用
の
器
物
を
製
す
る
官か

ん
よ
う窯

・
民
衆
た
め

の
民
窯
、
輸
出
・
国
内
供
給
用
の
二
系
統
に
分
け
ら
れ
る
。
官
窯
は
洪こ

う
ぶ武

年
間

（
一
三
六
八
―
九
八
）
に
成
立
、
対
外
貿
易
の
主
要
輸
出
製
品
の
一
つ
と
し
て
焼
成
、
永

楽
・
宣せ

ん

徳と
く

年
間
（
一
四
〇
二
―
三
五
）
に
は
「
大
明
永
楽
年
製
」「
大
明
宣
徳
年
製
」
な

ど
の
款
記
も
入
り
、
大
量
生
産
の
手
法
を
と
る
。
が
、
焼
成
効
率
の
悪
い
こ
と
も
あ

八
、
陶
芸

乾
山
焼
に
は
、
自
ら
の
発
案
（
画
讃
様
式
）、

兄
光
琳
の
意
匠
応
用
（
琳
派
様
式
）、
加
え
て

「
陶
器
古
物
ヲ
模
写
」「
異
域
本
邦
ニ
不
依
其

國
々
所
々
ノ
土
ヲ
取
寄
」（『
陶
工
必
用
』）
な

ど
、
陶
器
古
物
の
模
倣
が
あ
る
。
如
何
な
る

や
き
も
の
を
写
し
た
も
の
か
。
茶
の
湯
、
料

理
ほ
か
、
時
代
の
流
れ
や
需
要
を
鑑
み
、
乾

山
焼
に
残
さ
れ
た
そ
の
源
を
探
っ
て
み
た
。

国
内
外
装
飾
陶
磁
器
の
様
式
・
技
法
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り
、
万ば

ん
れ
き暦

年
間
（
一
五
七
三
―
一
六
二
〇
）
に
官
窯
は
終
了
。
工
人
た
ち
は
民
窯
へ
と
流

れ
、
民
窯
で
は
金き

ん
ら
ん
で

襴
手
・
法ほ

う

花か

・
雲う

ん
ど
う
で

堂
手
、
芙ふ

よ
う
で

蓉
手
な
ど
が
造
ら
れ
た
。
が
、
大
量

生
産
の
結
果
も
あ
り
良
質
粘
土
・
顔
料
な
ど
が
不
足
、
品
質
低
下
が
現
れ
始
め
る
。

日
本
へ
の
輸
出
は
同
頃
か
ら
本
格
化
、
天
啓
・
嵩す

う
て
い禎
年
間
（
一
六
二
一
―
四
四
）
に
は
景

徳
鎮
窯
の
厚
手
・
虫
喰
な
ど
を
特
色
と
し
た
古こ

そ
め
つ
け

染
付
・
祥し

ょ
ん
ず
い瑞、「

玉ぎ
ょ
く
ど
う
か
き

堂
佳
器
」
な
ど
款

し
た
南
京
赤
絵
、
福
建
省
漳し

ょ
う
し
ゅ
う
よ
う

州
窯
か
ら
は
呉ご

す須
赤
絵
な
ど
が
招
来
さ
れ
た
。

乾
山
は
、
中
国
陶
磁
器
の
う
ち
絵
高
麗
・
古
染
付
・
南
京
赤
絵
・
呉
須
赤
絵
、「
大

明
永
楽
年
製
」「
玉
堂
佳
器
」
な
ど
の
落
款
・
款
記
様
式
を
模
倣
す
る
。

二
、
東
南
ア
ジ
ア

安
南
と
宋
胡
録

安
南
焼
は
、
ハ
ノ
イ
周
辺
で
生
産
さ
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
陶
磁
器
の
日
本
の
称
で
あ
る
。

漢
代
か
ら
中
国
の
支
配
下
に
あ
り
、
唐
代
に
な
り
同
地
に
安
南
都と

ご

ふ
護
府
が
設
け
ら
れ

た
こ
と
に
由
来
す
る
。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
起
源
前
後
ま
で
は
土
器
を
生
産
、
一
般
に
は

久
し
く
土
器
が
使
わ
れ
て
い
た
。
漢
王
朝
の
影
響
下
一
世
紀
頃
に
青
銅
器
を
模
倣
、

高
火
度
焼
成
・
灰
釉
陶
も
焼
成
し
た
が
、
の
ち
青
磁
・
白
磁
の
技
術
も
伝
播
、
江
南

諸
窯
の
陶
器
を
模
倣
し
ハ
ノ
イ
北
部
に
窯
が
築
か
れ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
独
自
の
様
式
は
、

民
族
初
の
独
立
国
家
李
王
朝
（
一
〇
〇
九
―
一
二
二
五
）
の
成
立
し
た
一
一
世
紀
以
後
の
こ

と
と
さ
れ
る
。
連
弁
文
様
を
典
型
と
し
、
型
押
し
・
削
り
出
し
、
黄
味
を
帯
び
た
釉
薬

に
よ
る
壷
・
水
注
・
燭
台
な
ど
を
生
産
、
一
三
世
紀
陳
王
朝
代
（
一
二
二
五
―
一
四
〇
〇
）

に
は
白
釉
鉄
絵
具
に
よ
る
絵
付
け
陶
が
始
ま
り
、
そ
れ
ら
の
一
部
は
輸
出
製
品
と

な
っ
て
い
た
。
一
四
世
紀
に
な
り
青
花
（
染
付
）
も
開
始
、
一
五
世
紀
黎れ

い

王
朝

（
一
四
二
八
―
一
七
八
六
）
以
後
こ
れ
ら
青
花
磁
器
が
ベ
ト
ナ
ム
陶
磁
器
生
産
の
主
流
と

な
る
。
一
六
世
紀
末
期
日
本
へ
も
到
来
、
珍
奇
な
異
国
品
に
目
を
奪
わ
れ
て
い
た
折

り
、
安
南
焼
は
茶
の
湯
の
茶
碗
・
香
合
・
水
指
・
花
入
な
ど
の
道
具
に
応
用
、
滲に
じ

み

の
あ
る
染
付
は
「
絞
り
手
」、
五
彩
・
色
絵
は
「
紅べ

に

安
南
」
な
ど
称
し
賞
翫
し
た
。

雲
・
龍
・
麒き
り
ん麟
・
蜻と
ん
ぼ蛉
・
海
老
、
図
案
化
し
た
草
花
文
様
、
独
特
の
碗わ
ん
な
り形
は
厚
造
り
、

膨
ら
み
の
あ
る
胴
部
、
口
縁
の
端は

た

反ぞ

り
、
高
く
広
い
高
台
、
高
台
内
に
は
焼
成
時
の

汚
れ
を
防
い
だ
と
す
る
鉄
釉
塗
り
が
特
徴
と
な
る
。
茶
人
趣
味
に
応
え
た
作
品
も
推

定
、
乾
山
窯
で
も
鳴
滝
窯
址
か
ら
は
安
南
模
写
し
の
茶
碗
な
ど
が
出
土
し
た
。

宋
胡
録
は
、
日
本
に
お
け
る
タ
イ
の
施
釉
陶
器
の
呼
称
で
あ
る
。
製
品
の
集
散
地

で
あ
っ
た
ス
ワ
ン
カ
ロ
ー
ク
に
因
む
と
さ
れ
る
が
、
先
史
時
代
、
紀
元
前
三
〇
〇
〇

年
か
ら
紀
元
二
〇
〇
年
頃
ま
で
、
タ
イ
東
北
部
バ
ン
チ
ェ
ン
地
方
に
バ
ン
チ
ェ
ン
土

器
が
造
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
淡
黄
色
・
赤
色
化
粧
土
の
彩
文
土
器
、
黒
色
刻
文
土

器
の
一
群
で
あ
る
が
、
九
世
紀
に
な
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
タ
イ
国
境
に
ク
メ
ー
ル
陶

器
が
現
れ
る
。
無
釉
・
焼
き
締
め
、
自
然
釉
・
灰
陶
、
鉄
釉
基
本
の
施
釉
陶
器
で
あ

る
が
、
発
掘
の
結
果
か
ら
は
、
日
常
用
器
は
少
な
く
、
儀
式
・
保
存
・
調
理
用
の

壷
・
瓶
・
水
注
・
合
子
の
多
い
特
徴
が
示
さ
れ
た
。
タ
イ
の
陶
磁
器
は
ク
メ
ー
ル
帝

国
の
支
配
を
脱
し
、
独
立
国
家
ス
コ
タ
イ
王
朝
（
一
二
三
八
―
一
四
三
八
）
の
成
立
に

よ
っ
て
新
た
な
歩
み
が
始
め
ら
れ
る
。
シ
ー
サ
ッ
チ
ャ
ナ
ラ
イ
窯
、
ス
コ
タ
イ
窯
の

開
窯
で
あ
る
が
、
遺
跡
か
ら
は
青
磁
・
鉄
絵
具
に
よ
る
絵
付
け
製
品
、
白
釉
・
褐
色

釉
の
建
築
用
装
飾
用
品
な
ど
が
出
土
、
青
磁
は
龍
泉
窯
、
鉄
絵
は
景
徳
鎮
窯
の
青
花

を
範
に
顔
料
を
鉄
絵
具
に
変
え
た
様
式
で
あ
る
。
日
本
へ
は
一
六
世
紀
に
鉄
絵
陶
磁

が
輸
入
さ
れ
た
が
、
ス
ワ
ン
カ
ロ
ー
ク
「
宋
胡
録
」
の
名
称
が
生
ま
れ
、
東
南
ア
ジ
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ア
の
や
き
も
の
は
茶
の
湯
に
お
い
て
鉢
は
水
指
ほ
か
、
合
子
は
菓
子
器
、
小
品
は
香

合
な
ど
に
見
立
て
ら
れ
た
。
乾
山
焼
に
も
香
合
が
あ
る
。

三
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

オ
ラ
ン
ダ
様
式
藍
絵
・
色
絵

オ
ラ
ン
ダ
焼
は
、
一
七
世
紀
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社

に
よ
っ
て
日
本
へ
も
た
ら
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
や
き
も
の
の
総
称
で
あ
る
。
欧

州
・
中
近
東
の
製
品
も
含
ま
れ
る
が
、
デ
ル
フ
ト
陶
器
は
一
六
二
五
年
頃
か
ら
オ
ラ

ン
ダ
に
お
い
て
焼
成
さ
れ
た
錫す

ず
ゆ
う釉
陶
器
で
あ
る
。
一
三
世
紀
ス
ペ
イ
ン
に
伝
承
し
た

イ
ス
ラ
ム
様
式
錫
釉
色
絵
陶
器
（
ヒ
ス
パ
ノ
・
モ
レ
ス
ク
）
に
根
源
が
あ
り
、
一
四
世
紀

イ
タ
リ
ア
へ
と
伝
播
、
マ
ジ
ョ
リ
カ
島
を
経
由
し
た
こ
と
か
ら
マ
ジ
ョ
リ
カ
と
称
さ

れ
た
色
絵
陶
が
基
本
で
あ
る
。
ロ
ク
ロ
・
型
物
両
種
の
成
形
、
高
温
素
焼
、
白
さ
と

光
沢
の
た
め
錫
釉
に
浸
し
乾
燥
後
、
器
表
に
緑
・
紫
・
青
・
黄
色
な
ど
の
顔
料
を
用

い
て
装
飾
を
す
る
。
一
〇
〇
〇
度
ほ
ど
の
高
温
焼
成
、
の
ち
低
温
焼
成
の
エ
ナ
メ
ル

絵
具
を
用
い
て
上
絵
付
け
を
施
す
が
、
ポ
ッ
カ
ー
レ
（
水
差
）・
ア
ル
バ
レ
ッ
ロ
（
薬
剤

壷
）・
花
瓶
・
皿
な
ど
が
焼
成
さ
れ
た
。

オ
ラ
ン
ダ
・
デ
ル
フ
ト
窯
に
青
花
技
法
が
完
成
し
た
の
は
一
六
二
〇
年
代
の
こ
と

と
さ
れ
る
。
初
期
に
は
マ
ジ
ョ
リ
カ
様
式
を
模
倣
、
色
絵
陶
器
を
生
産
し
た
が
、
東

イ
ン
ド
会
社
の
設
立
に
伴
い
東
洋
貿
易
に
力
が
注
が
れ
、
中
国
磁
器
が
も
た
ら
さ
れ

た
。
打
撃
を
受
け
た
デ
ル
フ
ト
窯
で
は
一
六
世
紀
中
期
に
始
ま
る
タ
イ
ル
生
産
を
本

格
化
、
や
が
て
中
国
陶
磁
の
模
倣
を
開
始
す
る
が
、
清
朝
の
貿
易
禁
止
令
に
伴
っ
て

こ
の
頃
か
ら
日
本
の
肥
前
磁
器
が
海
を
渡
る
。
日
本
で
は
鎖
国
後
、
中
国
、
オ
ラ
ン

ダ
二
国
に
限
り
交
易
許
可
が
下
り
て
い
た
。
デ
ル
フ
ト
窯
、
そ
の
他
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

や
き
も
の
を
輸
入
。
茶
の
湯
に
お
い
て
オ
ラ
ン
ダ
焼
ア
ル
バ
レ
ッ
ロ
は
「
莨た
ば
こ葉
文
水

指
」、
そ
の
他
製
品
は
香
炉
・
香
合
・
花
入
・
向
付
な
ど
に
応
用
さ
れ
た
が
、
葉
文

様
・
蔓つ

る

文
様
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
フ
ラ
ン
ス
・
リ
ヨ
ン
窯
の
得
意
と
し
た
意
匠
で
あ
っ

た
。
イ
タ
リ
ア
で
は
葡ぶ
ど
う萄
と
さ
れ
、
葉
を
二
分
、
青
色
濃
淡
二
色
に
塗
り
分
け
た
が
、

リ
ヨ
ン
は
医
学
・
薬
学
の
町
で
あ
り
、
薬
剤
壷
と
し
て
造
ら
れ
た
。
原
型
は
イ
タ
リ

ア
産
の
壷
と
さ
れ
る
が
、
マ
ジ
ョ
リ
カ
陶
と
の
区
別
か
ら
フ
ァ
イ
ア
ン
ス
陶
と
も
呼

ば
れ
て
い
た
。
乾
山
焼
に
も
オ
ラ
ン
ダ
様
式
の
火
入
・
向
付
・
四
方
鉢
な
ど
が
あ
る
。

四
、
朝
鮮

高
麗
茶
碗

や
き
も
の
は
、
茶
の
湯
と
と
も
に
大
き
く
発
展
、
室
町
時
代
は
唐
物
中
心
、
桃
山

時
代
は
既
製
道
具
か
ら
、
目
利
者
に
よ
り
高
麗
物
や
和
物
茶
道
具
が
見
立
て
ら
れ
た
。

高
麗
物
と
は
朝
鮮
半
島
で
焼
成
さ
れ
た
や
き
も
の
で
あ
る
。
が
、
高
麗
時
代
（
九
一
八

―
一
三
九
二
）
の
製
品
で
は
な
く
、
一
五
―
一
八
世
紀
朝
鮮
王
朝
に
生
産
さ
れ
た
茶
の

湯
茶
碗
が
主
流
で
あ
る
。
青
磁
・
白
磁
・
粉ふ

ん
せ
い
さ
き

青
沙
器
な
ど
朝
鮮
陶
磁
器
の
本
流
か
ら

は
外
れ
、
京け

い
き
ど
う

畿
道
・
官
窯
で
は
な
い
が
、
生
産
地
は
日
本
に
近
接
、
慶け
い
し
ょ
う
な
ん
ど
う

尚
南
道
・

全せ
ん
ら羅
南
道
・
忠ち
ゅ
う
せ
い清南
道
の
民
窯
主
体
。
狂き
ょ
う
げ
ん
ば
か
ま

言
袴
・
雲う
ん
か
く鶴
・
三
島
・
井
戸
・
割わ
り

高
台
・

白
高
麗
・
刷は

け

め
毛
目
・
斗と

と

や
々
屋
・
呉ご

き器
な
ど
の
見
立
物
、
御ご

ほ
ん本

・
伊い

ら

ぼ
羅
保
・
金
海
な
ど

の
対
馬
藩
倭わ

か
ん
よ
う

館
窯
に
お
け
る
日
本
か
ら
の
注
文
製
作
な
ど
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
で
は
古

来
の
灰
釉
陶
を
基
に
中
国
か
ら
は
青
磁
技
法
を
導
入
、
炻せ

っ
き器

・
磁
器
が
と
も
に
造
ら

れ
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
が
、
青
磁
か
ら
は
狂
言
袴
・
雲
鶴
な
ど
、
素
地
に
白
土
を

塗
り
装
飾
を
施
す
粉
青
沙
器
か
ら
は
三
島
・
刷
毛
目
・
白
高
麗
な
ど
の
茶
碗
が
造
ら

れ
た
。
乾
山
焼
に
も
井
戸
・
御
本
手
・
呉
器
茶
碗
、
伊
羅
保
釉
皿
な
ど
が
あ
る
。
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五
、
日
本

志
野
焼
・
織
部
焼
・
唐
津
焼
・
伊
万
里
焼
・
京
焼

日
本
に
お
い
て
も
文
様
の
始
ま
り
は
土
器
で
あ
る
。
縄
文
土
器
を
最
古
と
す
る
が
、

古
墳
時
代
に
は
文
様
や
装
飾
も
減
少
、
器
形
や
様
式
も
一
定
化
し
、
朝
鮮
か
ら
は
硬

質
土
器
・
須
恵
器
の
焼
成
技
法
が
伝
播
。
畿
内
に
陶す

え
む
ら
が
ま

邑
窯
が
築
窯
さ
れ
、
西
日
本
か

ら
東
日
本
、
や
が
て
各
地
方
へ
と
分
散
す
る
。
が
、
陶
邑
窯
は
奈
良
時
代
以
後
衰
退
、

平
安
時
代
に
須
恵
器
を
製
し
た
猿
投
窯
に
灰
釉
陶
、
緑
釉
陶
が
始
ま
り
、
一
四
世
紀

前
半
に
な
り
瀬
戸
窯
に
天
目
茶
碗
・
茶
入
・
香
炉
・
壷
な
ど
の
茶
道
具
製
作
が
盛
ん

に
な
る
。
平
安
末
期
以
来
室
町
期
ま
で
、
日
本
の
や
き
も
の
は
無
釉
ま
た
は
施
釉
陶

器
の
み
、
絵
付
陶
磁
は
輸
入
製
品
が
主
体
で
あ
っ
た
。

志
野
焼
は
、
一
六
世
紀
末
期
、
美
濃
、
土と

き岐
・
可か

に児
地
域
の
大
窯
で
焼
成
さ
れ
た

陶
器
で
あ
る
。
白
天
目
を
焼
成
、
日
本
に
お
け
る
白
い
陶
磁
の
初
め
で
あ
る
が
、
絵

付
陶
器
と
し
て
も
先
駆
け
で
あ
り
、
や
わ
ら
か
な
土
肌
、
長
石
釉
下
に
鬼お
に
い
た板
と
称
す

る
鉄
絵
具
に
よ
り
絵
付
け
を
施
す
。
鬼
板
と
は
同
地
方
の
特
産
物
、
地
層
の
隙
間
に

板
状
に
固
ま
っ
た
酸
化
鉄
で
あ
る
が
、
簡
単
な
草
花
・
山
水
・
橋
・
垣
根
・
屋
臺
図

な
ど
を
描
き
、
茶
道
具
・
懐
石
道
具
製
作
を
主
流
と
し
た
。

乾
山
は
「
篠し

の

」
と
記
し
た
。「
瀬
戸
く
ハ
ん
に
う
手
土
」「
世
に
篠
ト
云
瀬
戸
織
部

殿
好
ミ
ノ
陶
器
ノ
内
ニ
ア
リ
」（『
陶
工
必
用
』）
と
述
べ
て
い
る
が
、
鳴
滝
窯
址
か
ら
は

志
野
様
式
入い
り
ず
み角
四
方
の
陶
片
が
出
土
。
織
部
風
・
唐
津
風
陶
片
も
発
見
さ
れ
、
陶
法

伝
書
に
照
合
し
、
各
々
織
部
好
み
、
唐
津
土
の
調
合
な
ど
が
確
認
さ
れ
る
。

織
部
焼
は
、
慶
長
年
間
（
一
五
九
六
―
一
六
一
五
）
古
田
織
部
の
受
領
地
美
濃
土
岐
市

九く
じ
り尻

元も
と
や
し
き

屋
敷
に
築
か
れ
た
高
火
度
焼
成
・
連
房
式
登
り
窯
に
よ
る
や
き
も
の
で
あ
る
。

半
地
下
式
大
窯
に
代
わ
り
、
唐
津
か
ら
導
入
し
た
新
様
式
の
窯
で
あ
っ
た
が
、
美
濃

地
方
に
釉
法
・
陶
法
の
革
新
が
も
た
ら
さ
れ
、
黒
釉
の
み
の
織
部
黒
、
一
部
を
白
抜

き
鉄
絵
具
の
絵
付
け
を
施
し
た
黒
織
部
な
ど
茶
道
具
類
、
鉄
絵
具
と
銅
緑
釉
か
ら
な

る
斬
新
な
器
形
・
装
飾
に
よ
る
懐
石
道
具
が
人
気
を
集
め
た
。
乾
山
は
「
古
織
英
士

ノ
好
ミ
」
と
記
し
て
お
り
、
緑
釉
・
透
明
釉
の
掛
け
分
け
・
絵
付
け
の
あ
る
青
織
部
、

白
土
・
赤
土
の
二
色
素
地
に
よ
る
鳴な
る
み海

織
部
も
承
知
、
意
匠
に
応
用
、
模
倣
し
た
。

唐
津
焼
は
、
文
禄
・
慶
長
の
役
（
一
五
九
二
―
九
八
）
後
開
窯
、
陶
法
は
朝
鮮
李
朝
の

技
法
が
基
本
で
あ
る
。「
加か

ら
津つ

手
土
」「
黒
谷
（
白
）
土
ふ
る
ひ
て
同
赤
土
少
色
ヲ
赤

ク
付
候
」（『
陶
工
必
用
』）
と
あ
り
、
朱
書
を
以
っ
て
自
ら
の
体
験
を
述
べ
、
唐
津
焼
の

風
合
い
は
何
れ
の
国
の
土
で
あ
っ
て
も
鉄
分
を
含
む
赤
土
で
あ
れ
ば
そ
れ
に
劣
ら
ぬ

味
の
出
せ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
乾
山
窯
で
は
釉
下
鉄
絵
具
に
よ
る
絵
唐
津
を
模

倣
、
割
山
椒
に
似
た
百
合
型
向
付
、
筒
向
付
な
ど
が
現
存
す
る
。

伊
万
里
焼
は
日
本
磁
器
の
魁
け
で
あ
る
。
有
田
焼
近
傍
伊
万
里
港
か
ら
出
荷
、
伊

万
里
焼
と
称
さ
れ
た
が
、
元
和
年
間
に
始
ま
り
、
色
絵
技
法
は
寛
永
年
間
に
五
彩
・

青
手
の
古
九
谷
様
式
、
明
暦
年
間
（
一
六
五
五
―
六
〇
）
に
呉
須
赤
絵
な
ど
柿
右
衛
門
様

式
、
寛
文
年
間
（
一
六
六
〇
―
七
〇
）
に
鍋
島
様
式
が
確
立
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
中
国

磁
器
の
模
倣
に
つ
と
め
、
明
朝
滅
亡
後
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
注
文
を
受
け

景
徳
鎮
窯
の
代
用
と
し
て
輸
出
向
け
へ
と
転
換
し
た
。
元
禄
時
代
に
は
「
今
、
世
間

に
多
く
用
る
所
な
り
」（『
和
漢
諸
道
具
古
今
知
見
鈔
』）
と
さ
れ
て
お
り
、
乾
山
焼
の
型
向

付
は
伊
万
里
焼
の
変
形
皿
に
対
比
で
き
る
。

京
焼
は
、
押
小
路
焼
低
火
度
焼
成
色
絵
陶
法
・
細
工
人
孫
兵
衛
、
仁
清
焼
高
火
度

焼
成
色
絵
陶
法
・
二
代
清
右
衛
門
ら
の
直
接
の
助
力
を
得
た
。
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一
、
中
国

①
絵
高
麗
（
磁
州
窯
）

乾
山
焼

参
考陶

法
は
高
火
度
焼
成
、
白
・
黒
化
粧
、
掻か

き

落
し
・
線
彫
り
・

象ぞ
う
が
ん嵌
・
釉
下
鉄
絵
の
筆
画
に
特
色
が
あ
る
。
器
の
見
込
み
、
胴

中
央
部
に
主
文
様
の
牡
丹
や
仙
界
図
、
周
囲
に
地
文
様
の
菊
唐

草
・
芭
蕉
・
雲
文
様
な
ど
を
描
く
が
、
明
代
磁
州
窯
は
多
く
景

徳
鎮
窯
の
影
響
下
に
あ
り
、
細
密
な
描
写
法
に
特
徴
を
有
す
る
。

乾
山
焼
で
は
大
鉢
見
込
み
・
胴
部
に
主
文
様
の
窓
内
牡
丹
・

仙
界
図
、
周
囲
に
菊
唐
草
・
雲
文
に
よ
る
地
文
様
、
高
台
脇
に

は
唐
花
・
略
式
蓮
弁
文
を
描
い
た
が
、
裏
面
款
記
に
は
「
寶

永
丙
戌

大
日
本
國
雍
州
乾
山
陶
隠
尚
古
斎
緒
方
深
省

模

朝
鮮
國
之
珍
器
造
之
」、
別
の
大
鉢
に
は
「
大
日
本
國
雍
州
乾

山
陶
隠
製
」
と
あ
る
。
朝
鮮
李
朝
の
白
土
鉄
釉
絵
付
陶
を
模

し
た
こ
と
が
わ
か
り
（
今
日
は
絵
高
麗
と
解
す
る
）、
宝
永
三
年

（
一
七
〇
六
）
の
作
で
あ
る
が
、
二
条
丁
子
屋
町
へ
移
転
後
に

は
、
正
徳
頃
を
境
い
と
し
て
鉄
絵
、
銹さ

び
え絵

染
付
、
線
彫
り
（
釘

彫
り
）
な
ど
が
多
く
な
り
、
模
倣
を
離
れ
、
独
自
の
様
式
が
考

え
ら
れ
た
。

四
方
鉢
は
景
徳
鎮
窯
嘉
靖
年
間
の
五
彩
に
多
い
形
状
で
あ

る
。
乾
山
焼
で
は
磁
州
窯
と
景
徳
鎮
民
窯
の
様
式
を
融
合
さ
せ

た
が
、
裏
面
の
落
款
は
景
徳
鎮
官
窯
の
形
式
を
模
倣
し
た
。

向
付
小
鉢
に
は
「
正
徳
甲
午
歳
乾
山
製
」
と
あ
り
、
正
徳
四

年
（
一
七
一
四
）
に
造
ら
れ
た
絵
高
麗
写
し
で
あ
る
。

右
四
図
は
、
下
段
乾
山
焼
と
共
通
す
る
文
様
で
あ

る
。
漳
州
窯
青
花
碗
陶
片
に
は
花
・
唐
草
、
鉄
絵
丸

壷
に
は
窓
内
花
。
鉄
絵
陶
片
・
裾
窄
ま
り
の
壷
に
は

空
想
化
、
図
案
化
し
た
花
・
雲
文
様
が
描
か
れ
、
と

も
に
乾
山
焼
大
鉢
の
図
様
に
同
じ
く
す
る
。

景
徳
鎮
窯
に
は
獅
子
の
置
物
が
あ
る
。
乾
山
窯
で
は
四
言
古

詩
を
入
れ
、
正
徳
時
代
の
特
色
と
し
て
線
彫
り
技
法
を
施
し
た
。

（上）線彫り陶片
（下）線彫り鉢（洛中出土）

（上）鉄絵陶片
（下）鉄絵壷（明）

（上）青花碗陶片（漳州窯）
（下）鉄絵壷（明）

（上）絵高麗写し向付
（下）同上裏面

（上）絵高麗写し四方鉢
（下）同上裏面

（上）絵高麗写し大鉢
（下）同上裏面

（上）絵高麗写し大鉢
（下）同上裏面

乾
山
焼

絵
高
麗
写
獅
子
香

炉
台
座
・
讃
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絵
付
け
陶
は
、
宋
代
の
磁
州
窯
・
鉄
絵
か
ら
、
元
代
の
青
絵

具
・
青
花
へ
と
流
れ
は
変
わ
る
。
華
北
か
ら
華
南
・
景
徳
鎮
窯

へ
と
移
行
し
た
が
、
青
花
は
主
と
し
て
商
業
用
、
貿
易
陶
磁
と

し
て
生
産
さ
れ
た
。
陶
法
は
一
三
世
紀
の
イ
ス
ラ
ム
陶
を
本
居

と
す
る
が
、
中
近
東
に
は
磁
土
は
な
く
、
八
〇
〇
度
前
後
で
焼

成
す
る
低
火
度
焼
成
の
陶
器
で
あ
っ
た
。
中
国
江
西
省
高か

お
り
ん嶺

に

は
耐
火
度
の
高
い
白
土
が
出
土
、
青
花
陶
法
は
中
国
、
中
国
か

ら
東
南
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
そ
の
他
の
国
へ
と
伝
播
し
た
。

古
染
付
は
、
天
啓
か
ら
嵩
禎
頃
（
一
六
二
一
―
四
四
）
に
景
徳

鎮
窯
で
焼
成
さ
れ
た
青
花
で
あ
る
。
古
染
付
・
南
京
赤
絵
・
呉

須
赤
絵
は
ほ
ぼ
同
時
代
の
や
き
も
の
で
あ
る
が
、「
染
付
」
と

は
日
本
人
の
つ
け
た
青
花
磁
器
の
呼
称
で
あ
り
、
染
色
の
「
藍

絵
」
に
擬
え
た
も
の
と
さ
れ
る
。
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）『
津

田
宗
及
茶
湯
日
記
』
を
初
見
と
し
、
乾
山
も
「
染
付
南
京
絵

薬
」
と
記
し
、「
古
染
付
」
と
し
た
記
述
は
な
い
が
、「
南
京
舊

器
染
付
」
が
そ
の
意
で
あ
る
と
考
え
る
。
古
染
付
は
、
中
国
の

日
常
雑
器
・
常
器
古
染
付
と
日
本
へ
の
輸
出
品
と
す
る
茶
器
古

染
付
に
分
け
ら
れ
る
。
茶
器
古
染
付
は
中
国
に
な
い
器
形
・
文

様
・
意
匠
、
日
本
か
ら
の
見
本
・
木
型
・
切
り
型
な
ど
が
証
左

と
な
る
が
、
花
入
・
水み

ず
さ
し指

・
火
入
・
茶
碗
・
蓋ふ

た
お
き置

・
香
炉
・
香

合
な
ど
の
茶
道
具
、
手
鉢
・
鉢
・
皿
・
変
形
皿
・
徳
利
・
酒
盃

な
ど
の
懐
石
道
具
が
造
ら
れ
て
い
た
。
書
も
あ
る
が
、
乾
山
焼

と
の
同
詩
同
文
は
な
く
、
絵
付
け
も
同
じ
く
相
異
す
る
。

乾
山
焼
で
は
、
陶
法
伝
書
、
鳴
滝
窯
出
土
陶
片
に
磁
器
・
染

付
の
試
作
は
あ
る
が
、
実
作
品
に
残
る
も
の
は
な
く
、
呉
須
赤

絵
の
蓋
茶
碗
・
筆
筒
な
ど
が
現
存
す
る
。

四
角
・
八
角
の
形
状
は
漆
芸
・
文
房
具
・
古
墨
な
ど
の
文
人

趣
味
を
反
映
す
る
。
色
紙
に
見
立
て
た
皿
類
に
は
山
水
・
草

花
・
禽
獣
・
人
物
図
な
ど
が
あ
り
、
自
筆
の
書
が
添
え
ら
れ
て

い
る
。

②
古
染
付
（
景
徳
鎮
窯
）

乾
山
焼

参
考

布袋図皿

（上）山水図額鉢
（下）同上裏面

（上）龍文香炉
（下）詩文角皿

（上）山水図六角皿（赤絵）
（下）同上裏面

（上）銹絵布袋図角皿
（下）同上裏面

（上）銹絵蘭図額皿
（下）同上裏面

（上）銹絵竹図角皿
（下）銹絵角皿・縁文様

（上）銹絵山水図八角皿
（下）同上裏面
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上
図
四
点
は
、「
雲
堂
手
」
の
景
徳
鎮
窯
香
炉
・
光
琳
画

稿
・
伝
書
『
陶
工
必
用
』・
鳴
滝
窯
出
土
陶
片
を
比
較
し
た
も

の
で
あ
る
。『
陶
工
必
用
』
に
は
「
南
京
舊き

ゅ
う
き器

染
付
、
松
竹
梅
、

雲う
ん
ど
う堂

或
ハ
俗
ニ
雲く

も
や
だ
い

屋
臺
ト
モ
申
候
是
等
ノ
茶
碗
、
香
炉
、
盞
、

碟せ
つ

（
皿
）
之
類
ニ
用
候
方
也
」（「
乾
山
一
流
之
方
」）
と
あ
り
、

乾
山
の
雲
堂
手
へ
の
関
心
が
わ
か
る
。

雲
堂
手
は
明
代
後
期
の
景
徳
鎮
民
窯
の
染
付
様
式
の
一
つ
で

あ
る
。
磁
器
で
は
あ
る
が
成
形
は
厚
く
、
絵
付
け
は
拙
く
、
釉

薬
に
も
虫
喰
い
と
称
す
る
剥
落
が
あ
る
。
さ
び
た
風
趣
を
好よ

し

と
し
た
当
時
の
趣
味
人
に
賞
翫
さ
れ
た
が
、
茶
道
具
で
は
千
利

休
所
持
の
茶
碗
「
紀
三
井
寺
」
が
あ
り
、
楼
閣
・
人
物
・
雲
文

様
を
描
く
図
柄
に
特
色
が
あ
る
。
鳴
滝
窯
か
ら
は
雲
堂
手
を
思

わ
せ
る
陶
片
が
出
土
し
た
。
が
、
染
付
で
は
な
く
銹
絵
具
を

以
っ
て
模
倣
し
た
。

②
古
染
付

乾
山
焼

参
考

（上）獅子形枕（磁州窯）
（下）獅子香炉

（上）雲堂手香炉
（下）光琳画稿（小西家）

（上）山水船頭図四方火入
（下）羅漢文四方火入

「語」文字文茶碗

（上）銹絵獅子四方香炉
（下）同上讃・落款

（上）銹絵瀟湘八景図茶碗
（下）同上讃・落款

（上）乾山『陶工必用』
（下）香炉陶片（鳴滝窯）

（上）銹絵独楽園記四方火入
（下）同上讃・落款

有
田
焼
色
絵
狛
犬

（
元
禄
五
年
銘
・
一
六
九
二
）

上
図
は
有
田
焼
色
絵
龍
図
四
方

鉢
（
一
六
九
〇
―
一
七
一
〇
造
）

の
讃
で
あ
る
。
誤
字
も
あ
る
が

「
登
竜
門
」
の
語
源
を
記
す
。

江こ
う
こ
く
の
し
ゅ
ん
ぷ
う
ふ
き
た
た
ず

國
春
風
吹
不
起

鷓し
ゃ
こ
な
き
て
し
ん
か
り
に
あ
り

鴣
啼
在
深
花
裏

三さ
ん
き
ゅ
う
な
み
た
か
く
う
お
り
ゅ
う
と
か
す

級
浪
高
化
魚
龍

痴ち
じ
ん
な
お
く
む
や
と
う
の
み
ず

人
猶
汲
夜
塘
木

（『
碧
巌
録
』
第
七
則
頌
）

仁
清
焼
獅
子
香
炉

有
田
焼
色
絵
龍
図
四
方
鉢
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古
い
に
し
えの
文
物
・
制
度
を
貴
ぶ
乾
山
「
尚
古
斎
」
は
、
陶
器
古
物

の
模
写
を
、
さ
ら
に
新
様
式
に
押
し
進
め
た
。
作
品
を
丁
寧
に

模
す
心
構
え
か
ら
、
画
題
、
装
飾
も
日
本
化
、
描
く
法
か
ら
塗

る
法
・
刷
り
込
む
法
へ
と
転
換
す
る
が
、
古
き
好よ

き
情
趣
「
古こ

拙せ
つ

」
は
、
や
が
て
琳
派
様
式
の
作
品
へ
と
集
約
さ
れ
て
ゆ
く
。

陶
法
も
粘
土
・
成
形
・
削
り
・
図
様
・
色
彩
に
変
化
を
加
え
、

土
味
尊
重
、
鉄
（
銹
）
絵
具
を
基
礎
と
し
て
白
泥
に
も
意
味
を

も
た
せ
た
。
創
意
と
陶
法
、
こ
の
繋
が
り
は
乾
山
焼
全
作
品
の

基
調
で
あ
る
が
、
平
面
器
形
・
絵
画
的
意
匠
か
ら
、
立
体
器

形
・
工
芸
的
意
匠
へ
、
そ
れ
に
伴
う
面
の
活
用
、
書
画
の
工

夫
、
テ
ー
マ
を
支
え
る
一
つ
一
つ
の
要
素
に
意
味
が
含
ま
れ
る
。

古
染
付
と
は
、
以
下
の
共
通
点
が
見
出
せ
る
。

一
、
刊
本
・
画
稿
な
ど
の
活
用

二
、
物
語
・
説
話
・
詩
歌
の
主
題

三
、
型
を
用
い
た
成
形
と
形
・
装
飾
・
色
彩
の
合
致

四
、
器
面
と
装
飾
の
構
成
方
法

五
、
縁
文
様
の
図
案
・
図
柄

六
、
モ
チ
ー
フ
と
白
・
黒
な
ど
色
彩
対
比

乾
山
窯
で
は
、
求
め
る
側
の
意
向
を
反
映
、
商
い
と
な
れ
ば

時
流
も
考
慮
、
窯
主
と
し
て
の
立
場
か
ら
は
原
料
・
燃
料
・
運

搬
費
、
陶
工
・
窯
焚
き
・
絵
師
ら
の
手
間
賃
・
給
金
も
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
現
実
を
見
極
め
、
や
き
も
の
商
売
を

軌
道
に
の
せ
た
が
、
十
年
余
に
及
ぶ
習
静
堂
に
お
け
る
文
人
生

活
は
、
乾
山
に
迷
い
の
な
い
定
か
な
心
を
育
ん
だ
。

蓋
物
類
は
、
香
合
・
四
方
蓋
物
・
蓋
茶
碗
な
ど
、
大
小
作
品

に
み
ら
れ
る
が
、
琳
派
様
式
、
和
歌
・
物
語
図
、
器
物
に
よ
っ

て
具
象
・
抽
象
、
両
種
の
表
現
が
用
い
ら
れ
た
。

変
形
皿
・
向
付
は
、
形
状
に
主
題
を
示
唆
、
装
飾
は
そ
れ
を

含
め
た
意
図
的
絵
付
け
に
特
色
が
あ
る
。

②
古
染
付

乾
山
焼

参
考

輪花宝珠文小鉢 桜川水指見込み

（上）山水人物図型向付
（下）樹下人物図型向付

（上）琴棋書画『絵本寶鑑』
（下）山道碁打図型香合

（上）筒向付陶片（聖護院）
（下）色絵椿文筒向付

（上）蓋物陶片（鳴滝窯）
（下）銹絵染付梅花文蓋物

（上）型向付陶片（鳴滝窯）
（下）色絵竜田川図向付

（上）型香合陶片（鳴滝窯）
（下）色絵竜田川図型香合



陶芸 (102)

南
京
赤
絵
は
、
嵩
禎
年
間
（
一
六
二
八
―
四
四
）
に
景
徳
鎮
窯

で
焼
成
さ
れ
た
五
彩
、
色
絵
の
磁
器
で
あ
る
。
五
彩
は
赤
・

青
・
緑
・
黒
・
紫
色
の
五
色
絵
具
を
用
い
て
装
飾
、
色
絵
・
赤

絵
は
同
意
で
あ
る
が
、
日
本
で
は
古
染
付
（
南
京
染
付
）
に
準

じ
、
南
京
赤
絵
と
称
さ
れ
た
。
主
と
し
て
西
洋
、
日
本
向
け
に

輸
出
さ
れ
た
色
絵
磁
器
を
い
う
が
、「
南
京
」
は
明
王
朝
の
首

都
に
由
来
、
中
国
南
方
か
ら
の
渡
来
品
、
清
代
以
後
に
は
景
徳

鎮
民
窯
の
や
き
も
の
を
意
味
す
る
語
と
な
っ
た
。

西
洋
向
け
は
、
盤
（
大
皿
）・
壷
・
瓶
な
ど
大
品
が
多
く
、

一
つ
に
窓
絵
と
地
文
様
、
景
徳
鎮
窯
主
流
の
絵
付
け
が
主
体
、

中
心
部
に
枠
取
り
の
窓
、
そ
こ
に
人
物
・
動
物
・
植
物
を
描

き
、
周
囲
を
縦
横
に
幾
何
学
文
様
な
ど
で
埋
め
る
形
式
。
二
つ

は
地
文
つ
ぶ
し
と
称
し
、
主
文
様
を
施
さ
ず
、
器
表
全
体
を
地

文
様
で
埋
め
尽
く
す
形
式
で
あ
る
。
日
本
向
け
は
、
皿
・
鉢
・

茶
碗
・
火
入
な
ど
の
小
品
主
体
。
多
く
中
国
の
文
人
趣
味
を
反

映
、
余
白
の
あ
る
絵
画
的
構
図
の
も
の
を
主
流
と
し
た
が
、
刊

本
・
画
本
を
手
本
に
す
る
な
ど
、『
八
種
画
譜
』
中
『
草
本
花

詩
譜
』
に
は
同
じ
図
様
が
確
認
で
き
る
。
南
京
赤
絵
は
延
宝
年

間
（
一
六
七
三
―
八
一
）
柿
右
衛
門
窯
の
模
倣
に
代
表
さ
れ
る
。

氷
裂
文
は
、
乾
山
焼
に
は
み
ら
れ
な
い
が
、
老
子
『
道
徳
経
』

に
従
い
賢
者
の
隠
と
な
る
こ
と
、
将ま

さ

に
氷
の
釈と

け
散
る
が
若ご

と

く
と

し
て
仙
仏
・
羅
漢
図
を
描
く
こ
と
が
あ
る
。
羅
漢
は
梵
語
の

阿あ
ら
か
ん

羅
漢
の
略
称
で
あ
る
が
、
仏
道
修
業
の
最
高
位
に
達
し
た
者
の

意
で
あ
り
、
中
国
で
は
北
宋
頃
に
多
く
描
か
れ
た
画
題
と
い
う
。

独
釣
図
は
、
画
題
、
形
状
、
構
成
に
乾
山
焼
と
の
類
似
が
み

ら
れ
る
。
主
題
・
器
態
の
組
み
合
わ
せ
を
考
慮
、
絵
画
的
構
図

に
は
色
紙
形
角
皿
、
窓
に
見
立
て
た
八
角
皿
に
は
そ
こ
か
ら
眺

め
る
景
色
を
描
く
が
、
詩
意
を
解
し
、
情
感
を
象
徴
、
絵
画
的

表
現
を
意
識
す
る
な
ど
、
乾
山
の
創
意
が
伝
わ
り
、
工
人
に
は

及
ば
な
い
着
想
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

③
南
京
赤
絵
（
景
徳
鎮
窯
）

乾
山
焼

参
考

氷
裂
文
は
、
青
磁
釉
薬
の
ひ
び
割
れ
に
も
似
る
が
、
氷
の

割
れ
る
際
の
亀
裂
を
意
匠
化
。
鉢
の
見
込
み
に
『
道
徳
経
』

に
基
づ
き
仙
仏
・
羅
漢
図
、
氷
裂
内
に
花
・
小
紋
な
ど
が
描

か
れ
た
。
造
園
指
南
書
『
園え

ん
や冶

』
に
は
、
ひ
び
割
れ
は
上
部

を
粗
く
、
下
方
に
向
か
っ
て
密
に
す
る
と
あ
る
。
裏
面
の
款

記
も
景
徳
鎮
窯
の
特
色
で
あ
り
、
乾
山
は
「
日
本
元
禄
年
製

乾
山
陶
隠
」
と
記
し
、
周
囲
を
花
唐
草
で
埋
め
て
い
る
。
花

唐
草
も
南
京
赤
絵
に
使
わ
れ
た
意
匠
で
あ
る
。

八
角
形
の
形
状
は
、
天
地

の
現
象
八
卦
を
画
し
、
大
宇

宙
を
表
す
が
、
乾
山
焼
で
は

詩
讃
五
言
律
詩
の
内
容
に
よ

り
窓
と
判
断
。
図
は
窓
か
ら

眺
め
る
壮
大
な
揚
子
江
の
夕

景
を
描
く
。

柘榴図四方皿

（上）長江天門図皿
（下）独釣図八角皿

（上）羅漢氷裂文菱皿
（下）羅漢氷裂文四方皿「氷裂式」『園冶』

氷
裂
式

氷
裂
惟
風
窗

之
最
宜
者
其

文
致
減
雅
信

畫
如
意
可
以

上
疎
下
密
之

玅

銹絵草樹図額皿

（上）銹絵独釣図角皿
（下）（銹絵山水図）八角皿

（上）色絵氷裂文四方皿
（下）同皿裏面
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瓔
珞
文
は
、
金
銀
、
珠
玉
を
連
ね
た
も
の
、
イ
ン
ド
貴
族
の

装
身
具
で
あ
り
、
仏
陀
の
前
身
を
象
徴
す
る
文
様
で
あ
る
。
中

国
で
も
仏
像
・
仏
殿
・
仏
座
・
天
蓋
な
ど
を
飾
る
荘
厳
具
と
な

り
、
日
本
で
は
奈
良
時
代
以
来
文
様
と
し
て
使
わ
れ
た
。

赤
玉
文
は
、
如
意
宝
珠
、
欲
す
る
も
の
を
望
み
の
ま
ま
に
叶

え
る
霊
妙
不
可
思
議
な
玉
と
い
う
。
密
教
の
法
具
と
さ
れ
る
。

乾
山
焼
に
は
、
磁
器
の
蓋
茶
碗
、
素
焼
上
青
玉
文
様
、
高
台

脇
に
青
絵
具
（
呉
須
）
に
よ
る
青
海
波
（
連
弁
）
を
描
い
た
茶
碗

陶
片
（
高
台
内
銘
鉄
絵
具
）
が
あ
る
。
皿
・
碗
裏
・
内
側
に
描
く

文
様
、
梅
花
の
地
文
つ
ぶ
し
な
ど
は
景
徳
鎮
窯
の
模
倣
で
あ
る
。

④
呉
須
赤
絵
（
漳
州
窯
）

乾
山
焼

参
考

慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
が
設
立
、

海
外
需
要
は
拡
大
、
貿
易
港
の
発
展
が
促
進
さ
れ
た
。
増
大
し

た
需
要
に
対
し
、
機
に
乗
じ
活
躍
し
た
窯
が
、
呉
須
赤
絵
を
製

し
た
福
建
省
平
和
県
漳
州
窯
、
広
東
省
潮
州
付
近
の
諸
窯
で
あ

る
。
主
と
し
て
東
南
ア
ジ
ア
向
、
明
代
初
期
に
は
龍
泉
窯
青
磁
、

後
期
に
は
景
徳
鎮
窯
の
模
倣
を
す
る
が
、
粘
土
は
粗
く
装
飾
も

粗
雑
、
高
台
部
に
は
粗
い
砂
が
付
着
。
赤
絵
は
赤
・
緑
・
青
色

の
三
色
を
基
本
と
し
、
半
透
明
の
釉
薬
を
掛
け
る
こ
と
に
特
色

が
あ
る
。

唐か
ら
こ子

は
日
本
に
お
け
る
中
国
童
子
の
称
で
あ
る
。
多
子
は
繁

栄
の
象
徴
、
吉
祥
文
様
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
古
く
は
唐
末
期
の

長
沙
窯
、
宋
代
の
磁
州
窯
、
明
代
の
景
徳
鎮
窯
官
・
民
窯
の
意

匠
と
な
る
が
、
染
織
品
に
も
多
く
み
ら
れ
た
文
様
で
あ
る
。

（上）漳州窯出土陶片皿裏面
（中）同窯陶片縁文様
（下）同窯青花陶片 （上）玉取獅子鉢

（下）瓔珞文鉢（景徳鎮窯）

光琳画稿（小西家）

鉄絵唐子図壷（磁州窯）

（上）銹絵額皿 （中）鳴滝窯出
土碗陶片 （下）同花唐草陶片

（上）呉須赤絵写し筆筒
（下）同上裏面

（上）玉文碗陶片（鳴滝窯）
（下）同上裏面

（上）呉須赤絵写し蓋茶碗
（下）同上裏面

仁
清

色
絵
唐
子
図
茶
碗

同
上
唐
子

拡
大
図

有
田

色
絵
赤
玉
瓔
珞
文
蓋
茶
碗
（
一
七
〇
〇
―
五
〇
頃
）
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二
、
東
南
ア
ジ
ア

①
安
南
（
ベ
ト
ナ
ム
）

②
宋
胡
録
（
タ
イ
）

安
南
焼
は
、
ベ
ト
ナ
ム
陶
磁
器
の
日
本
に
お
け
る
呼
称
で

あ
る
。
唐
代
、
安
南
都
護
府
の
置
か
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。

『
和
漢
諸
道
具
古
今
知
見
鈔
』（
元
禄
七
年
刊
）
に
は
「
染
付
色

あ
し
く
、
か
ら
物
の
下か

ひ
ん品

な
り
。
南
京
の
外
国
に
し
て
呉ご

す州

に
同
じ
。
さ
れ
共
古
新
の
差
別
有
り
」
と
あ
る
。

ベ
ト
ナ
ム
青
花
は
一
六
世
紀
に
量
産
さ
れ
た
が
、
発
色
は
鈍

く
滲に

じ

み
が
み
ら
れ
、
釉
薬
も
黄
味
を
帯
び
る
。
茶
碗
の
形
状
は

い
く
ら
か
端
反
り
、
高
く
大
き
な
高
台
、
高
台
内
に
は
焼
成
時

の
汚
れ
を
防
ぐ
目
的
か
、
鉄
釉
が
施
さ
れ
た
特
徴
が
あ
る
。

宋
胡
録
は
、「
宋
胡
録

染
付

下
手
な
り
。
日
本
に
て
清

水
焼
の
風
に
似
た
る
物
な
り
」（『
和
漢
諸
道
具
古
今
知
見
鈔
』）
と

あ
る
。
タ
イ
の
輸
出
陶
磁
器
は
一
五
世
紀
を
盛
時
と
し
、
日
本

へ
は
御
朱
印
船
貿
易
、
個
人
交
易
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。

乾
山
焼
に
は
香
合
が
あ
る
。
蓋
表
に
柿
の
蔕へ

た

状
の
撮つ

ま

み
の
あ
る

「
柿
蔕
香
合
」「
食
籠
香
合
」
が
賞
翫
さ
れ
た
が
、
一
部
日
本
か

ら
の
注
文
製
作
も
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

乾
山
焼

参
考

安
南
焼
と
同
じ
く
乾
山
焼
で
も
菊
花
を
描
く
が
、
花
芯
の

格
子
は
、
下
段
に
掲
げ
た
呉
須
赤
絵
に
多
く
み
ら
れ
た
様
式

で
あ
る
。
高
台
部
は
蓮
弁
文
様
の
略
、
釣
鐘
状
を
簡
略
化
、

縦
線
の
み
を
描
い
て
い
る
。

呉
須
赤
絵
・
牡
丹
鳳
凰
文

盤
に
描
か
れ
た
花
文
様
花
芯

の
格
子
図
で
あ
る
。

（上）下図の実測図
（下）宋胡録香合陶片（堺出土）

（上）宋胡録香合
（下）宋胡録香合

（上）安南茶碗
（下）安南茶碗

（上）宋胡録写し香合
（下）同上裏面

（上）宋胡録写し香合
（下）同上裏面

（上）安南写し茶碗（鳴滝窯）
（下）同上見込み

呉
須
赤
絵
盤
（
部
分
）
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「
阿お

ら
ん
だ

蘭
陀
染
付

上
手
下
手
有

錦に
し
き
で手
な
り
」「
只
う
つ
く
し

く
尋じ

ん
じ
ょ
う常
な
る
物
な
り
。
道
具
各
有
也
。
乃

す
な
わ
ち

品し
な

多
し
」（『
和
漢

諸
道
具
古
今
知
見
鈔
』）
と
あ
る
。
日
本
の
阿
蘭
陀
趣
味
・
異
国

趣
味
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ
た
が
、
珍
し
さ
も
あ
り
、
や
が
て

日
本
に
そ
れ
ら
の
模
倣
が
生
じ
て
ゆ
く
。
乾
山
窯
で
も
阿
蘭
陀

様
式
、
藍
絵
・
色
絵
作
品
を
試
み
た
。

上
段
図
、
ア
イ
グ
レ
ッ
ト
文
様
は
白
鷺
文
と
も
い
わ
れ
、
帽

子
・
兜
・
前
立
て
な
ど
の
飾
毛
と
さ
れ
る
。
一
六
五
〇
年
代
か

ら
デ
ル
フ
ト
タ
イ
ル
に
描
か
れ
た
が
、
乾
山
焼
火
入
で
は
古
染

付
雲
堂
手
の
形
態
に
、
デ
ル
フ
ト
タ
イ
ル
の
ア
イ
グ
レ
ッ
ト
、

マ
ジ
ョ
リ
カ
様
式
の
点
々
文
様
を
融
合
さ
せ
た
。
八
角
向
付
に

は
阿
蘭
陀
鉢
と
同
じ
く
花
頭
文
・
唐
草
文
様
が
施
さ
れ
た
。

ア
ル
バ
レ
ッ
ロ
は
薬
剤
壷
で
あ
る
。
錠
剤
・
種
子
・
香
辛
料

な
ど
も
入
れ
た
が
、
日
本
で
は
莨
葉
文
水
指
と
し
て
珍
重
し
た
。

図
案
化
し
た
半
葉
文
は
乾
山
焼
藍
絵
四
方
鉢
に
型
摺
り
さ
れ

た
が
、
横
線
文
・
烈
点
文
・
半
葉
文
の
三
文
様
の
構
成
は
一
六

世
紀
、
最
も
人
気
を
集
め
た
様
式
と
さ
れ
る
。
藍
絵
は
青
絵
、

こ
こ
で
は
低
火
度
焼
成
、
ス
モ
ル
ト
顔
料
を
意
識
、
そ
の
外
小

形
の
も
の
に
は
ザ
ル
フ
ポ
ッ
ト
と
い
う
軟
膏
入
れ
が
あ
る
。
ベ

ル
ギ
ー
北
部
の
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
で
製
作
さ
れ
た
。

三
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

オ
ラ
ン
ダ
様
式
（
藍
絵
・
色
絵
）

乾
山
焼

参
考

（上）列点文
（下）アルバレッロ陶片

（上）半葉文（foglie）
（下）阿蘭陀水指

（上）花頭文（tete de flores）
（下）阿蘭陀鉢

（上）アイグレット（aigrette）
（下）デルフトタイル

阿蘭陀写し陶片（鳴滝窯）

（上）藍絵陶片（鳴滝窯）
（下）藍絵型摺り四方鉢

（上）阿蘭陀写し八角向付
（下）同上裏面

（上）阿蘭陀写し火入
（下）同上裏面

（
上
右
）
マ
ジ
ョ
リ
カ
・
ア
ラ
ベ

ス
ク
文

モ
ン
テ
ル
ー
ポ
窯
・

イ
タ
リ
ア
一
五
世
紀
末

（
上
左
）
マ
ジ
ョ
リ
カ
・
葉
文

ア
ル
バ
レ
ッ
ロ

リ
ヨ
ン
窯
・

フ
ラ
ン
ス
一
六
世
紀

横
線
文
・
列
点
文
・
半
葉

文
の
三
つ
の
組
合
せ
は
一
六

世
紀
に
流
行
し
た
文
様
と
伝

え
ら
れ
る
。

上
図
は
、
低
下
度
焼

成
・
鉛
釉
の
施
さ
れ
た
陶

片
で
あ
る
。
筒
形
、
青
・

赤
・
黄
の
絵
具
に
よ
る

帯
・
点
々
文
様
が
み
ら

れ
、
阿
蘭
陀
様
式
か
と
推

測
す
る
。
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高
麗
茶
碗
の
模
倣
は
、
茶
の
湯
の
盛
行
に
伴
っ
て
一
七
世
紀

肥
前
に
お
い
て
開
始
さ
れ
た
。
鳴
滝
窯
か
ら
も
素
焼
陶
片
が
出

土
。
撥ば

ち

型
に
削
ら
れ
た
高
台
、
茶
碗
胴
部
の
形
状
か
ら
呉
器
手

写
し
か
と
推
定
。
御
本
手
茶
碗
は
低
め
の
高
台
、
削
り
方
、
御

本
様
式
淡
紅
色
の
火
色
の
あ
る
こ
と
が
特
色
で
あ
る
。
縄な

わ
す
だ
れ簾

写

し
は
作
者
対
馬
藩
士
松
村
弥
平
太
（
推
定
）、
藩
の
抄
録
に
「
縄

簾
手
」
と
あ
る
。
刊
本
に
は
同
手
茶
碗
を
用
い
て
点
茶
す
る
図

が
あ
り
（『
独
漕
』）、
三
島
暦こ

よ
み
で手

が
範
、
乾
山
は
三
島
手
と
し
た
。

四
、
朝
鮮

高
麗
茶
碗

乾
山
焼

参
考

伊羅保茶碗

（上）同下茶碗実測図
（下）御本縄簾茶碗

（上）同下茶碗実測図
（下）呉器茶碗

（上）同下茶碗実測図
（下）御本茶碗

（上）伊羅保釉皿（鳴滝窯）
（下）同上皿実測図

（上）縄簾写し陶片（鳴滝窯）
（下）『当世茶之湯独漕』

（上）御本手写し茶碗（鳴滝窯）
（下）同上茶碗実測図

（上）呉器手写し茶碗（鳴滝窯）
（下）同上茶碗実測図

仁
清
焼
に
お
け
る
高
麗
写
し
茶
碗
と
色
絵
茶
碗
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入
角
四
方
鉢
の
陶
片
は
、
形
状
・
釉
薬
・
焼
成
か
ら
志
野
焼

模
倣
を
試
み
た
も
の
と
推
定
す
る
。
懐
石
道
具
で
は
裏
面
に
ま

で
釉
薬
を
施
す
こ
と
に
特
色
が
あ
る
。

平
鉢
は
、
粗
土
、
厚
手
の
成
形
、
釉
薬
に
は
針
で
突
い
た
よ

う
な
空
気
穴
が
あ
る
。
文
様
は
冊
文
様
、
志
野
ま
た
織
部
焼
写

し
と
推
定
さ
れ
る
が
、
志
野
焼
に
は
芦
・
萩
・
檜
垣が
き

・
面お

も
だ
か瀉
・

木と

賊く
さ

な
ど
の
筆
画
が
多
い
。

菊
鉢
は
、
灰
釉
陶
で
あ
る
。
鳴
滝
窯
陶
片
に
高
台
は
な
く
、

厚
造
り
、
器
態
の
内
外
に
蓮
弁
文
様
の
彫
り
が
あ
る
。
よ
り
菊

花
に
近
い
形
状
で
あ
る
。

灯
明
皿
は
、
粘
土
も
相
異
、
不
明
で
あ
っ
た
が
、
碁
笥
底
は

美
濃
窯
の
特
徴
で
あ
り
、
乾
山
窯
の
模
倣
で
あ
る
と
考
え
る
。

京
都
で
は
多
く
幡
枝
土
器
を
使
用
、
本
来
は
油
を
入
れ
る
油
皿

と
そ
の
下
に
受
皿
が
あ
る
。

五
、
日
本

①
志
野
焼

乾
山
焼

参
考

（上）下図灯明皿実測図
（下）無地志野灯明皿陶片

（上）下図菊鉢実測図
（下）無地志野菊鉢陶片

（上）絵志野鉢陶片・実測図
（下）絵志野大鉢陶片・実測図

鼠志野入角芦雁文鉢

（上）灯明皿陶片（鳴滝窯）
（下）同上実測図

（上）菊形皿陶片（鳴滝窯）
（下）同上実測図

（上）織部写し陶片（鳴滝窯）
（下）同上実測図

（上）志野写し陶片（鳴滝窯）
（下）同上実測図

上
図
は
志
野
焼
白
天
目
茶
碗
（
美
濃
・
大

窯
初
期
一
五
〇
〇
前
後
）
で
あ
る
。
白
磁
の

模
倣
で
あ
っ
た
と
い
う
。

左
図
は
上
か
ら
灰
志
野
（
大
窯
後
期

一
五
九
〇
年
前
後
・
限
定
生
産
）、
絵
志
野
・

鼠
志
野
（
大
窯
最
後
期
一
六
〇
〇
年
前
後
・
多

量
生
産
）
の
一
例
で
あ
る
。
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志
野
・
織
部
焼
は
の
ち
、
茶
風
の
変
化
、
陶
工
ら
の
瀬
戸
移

住
に
よ
っ
て
生
産
は
急
速
に
衰
え
る
。
瀬
戸
で
は
藩
の
保
護
政

策
の
も
と
日
常
用
器
を
生
産
す
る
が
、
時
同
じ
く
九
州
有
田
で

は
本
格
的
な
染
付
・
色
絵
生
産
が
始
ま
っ
て
い
た
。

②
織
部
焼

乾
山
焼

参
考

今
日
ま
で
の
鳴
滝
窯
出
土

陶
片
中
、
国
焼
写
し
で
は
織

部
様
式
が
最
も
多
い
。
高
火

度
・
低
火
度
両
焼
成
の
模
倣

が
あ
る
。

①
鳴
海
織
部
を
意
識
、
白
土
、

赤
土
の
使
用
が
み
ら
れ
、
白

化
粧
、
鉄
絵
具
に
よ
る
縦
縞
・

若
松
文
様
を
描
き
、
透
明
釉

薬
を
施
し
て
い
る
。

②
素
焼
上
に
絵
付
け
、
布
目

跡
が
残
る
。
型
物
成
形
、
外

側
に
は
織
部
焼
の
典
型
で
あ

る
干
し
柿
文
と
白
化
粧
、
内

側
に
は
雲
文
様
と
白
化
粧
が

あ
る
。
描
き
慣
れ
た
熟
練
陶

工
の
筆
あ
と
と
推
測
す
る
。

③
扇
形
の
鉢
で
あ
る
。
厚
手

の
型
物
成
形
、
は
じ
き
高
台
、

低
火
度
焼
成
・
鉛
釉
の
付
着

が
あ
る
。
織
部
形
式
で
あ
る

が
、
陶
法
が
相
異
、「
自
作
他

作
を
論
ぜ
ず
絵
を
焼
き
付
け

る
」
と
し
た
乾
山
の
様
式
本

位
の
模
倣
が
わ
か
る
。

④
鉄
絵
具
に
よ
る
鹿
子
文
様

陶
片
で
あ
る
。
織
部
焼
陶
片

に
分
銅
形
向
付
が
あ
り
、
同

文
様
が
描
か
れ
て
い
る
。

上
の
三
図
は
「
拾
得
図
」

を
描
い
た
織
部
焼
陶
片
・
仁

清
焼
茶
碗
・
乾
山
焼
角
皿
で

あ
る
。

①
工
人
に
よ
る
素
朴
な
絵
付

け
の
織
部
焼
。

②
院
体
画
、
牧も

っ
け
い谿
を
基
本
と

し
た
室
町
水
墨
画
風
の
仁
清

焼
、
仁
清
窯
に
は
専
門
絵
師

の
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
（『
雍

州
府
志
』）、
同
茶
碗
は
「
寒

山
」
図
茶
碗
と
一
対
、
と
も

に
鹿
苑
寺
の
蔵
品
で
あ
っ
た
。

③
乾
山
焼
角
皿
に
は
「
寂
明

光
琳
画
之
」
と
落
款
が
あ

る
。
光
琳
筆
画
、
箒
を
手
に

遠
く
を
眺
め
る
図
様
に
は
、

琳
派
様
式
の
洒
脱
な
風
趣
が

漂
っ
て
お
り
、
従
来
の
禅
機

図
と
は
相
異
す
る
。

④青織部平向付陶片 ③青織部扇面形蓋物 ②鳴海織部角鉢 ①鳴海織部縦縞文茶碗

鹿子文陶片（鳴滝窯）

（上）織部写し陶片（鳴滝窯）
（下）同上裏面

（上）織部写し陶片（鳴滝窯）（表と内側）
（下）同上実測図

織部写し陶片（鳴滝窯）

①
織
部
焼
拾
得
図
皿
陶
片

②
仁
清
焼
銹
絵
拾
得
図
茶
碗

③
乾
山
焼
銹
絵
拾
得
図
角
皿
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③
唐
津
焼

乾
山
焼

参
考

鳴
滝
窯
址
か
ら
出
土
し
た

唐
津
焼
陶
片
で
あ
る
。
粘
土
、

釉
薬
、
絵
付
け
の
筆
法
、
焼

成
な
ど
が
相
異
、
乾
山
焼
で

は
な
い
と
判
断
す
る
。

左
図
は
美
濃
・
京
都
に
お
け
る
唐
津
焼
の
模
倣
で
あ
る
。

一
、
美
濃
で
は
、
近
世
初
期
か
ら
唐
津
窯
と
の
技
術
面
、
様
式

面
の
交
流
が
図
ら
れ
て
い
た
。
織
部
焼
の
元
屋
敷
窯
跡
か
ら
は

絵
唐
津
様
式
を
模
倣
し
た
「
美
濃
唐
津
」
陶
片
が
発
掘
さ
れ
た
。

二
、
京
都
で
は
、
野
々
村
仁
清
の
「
仁
清
唐
津
」
が
あ
る
。
色

絵
陶
器
で
知
ら
れ
る
仁
清
焼
で
あ
る
が
、
模
倣
作
品
に
は
釉
調

に
特
色
の
あ
る
朝
鮮
唐
津
写
し
が
あ
り
、
瀬
戸
修
業
、
初
期
に

お
け
る
高
麗
茶
碗
の
写
し
も
の
に
結
び
つ
く
。

「
京
唐
津
」
は
、
一
七
世
紀
後
半
か
ら
の
京
焼
唐
津
模
倣
を

総
称
す
る
。
美
濃
の
唐
津
模
倣
と
同
じ
く
灰
褐
色
の
胎
土
を
用

い
、
銹
絵
を
主
体
に
絵
唐
津
様
式
を
専
ら
と
し
た
。

百
合
型
向
付
は
、
高
火
度
焼
成
、
鉄
分
を
含
む
粗
土
、
型
物

成
形
、
鉄
絵
具
に
よ
る
絵
付
け
に
特
色
が
あ
る
。
唐
津
焼
割
山

椒
に
類
似
す
る
が
、
削
り
出
し
で
は
な
く
、
成
形
は
型
に
粘
土

板
を
被
せ
る
仁
清
の
型
打
ち
技
法
に
従
っ
て
い
る
。
褐
色
の
土
、

素
朴
な
筆
彩
、
絵
唐
津
様
式
の
趣
き
を
も
つ
が
、
文
様
に
は

松
・
木
賊
・
芦
、
太
・
細
線
を
組
み
合
わ
せ
た
図
柄
が
多
い
。

筒
形
器
形
は
、
利
休
所
持
唐
津
焼
茶
碗
「
子ね

の
こ
餅も

ち

」
に
例

が
あ
る
。
乾
山
焼
向
付
底
部
に
は
「
乾
山
」
の
刻
印
が
あ
る
。

唐津割山椒向付絵唐津向付

（上）絵唐津向付
（下）絵唐津繋菱文向付

絵唐津碗陶片

（上中下）絵唐津写し陶片
（鳴滝窯）

（上）絵唐津写し向付
（下）同上刻印

（上）百合型陶片（鳴滝窯）
（下）百合型向付

京
焼
（
上
図
）

絵
唐
津
写
し
陶
片

仁
清
焼
（
左
図
二
点
）

（
上
）
朝
鮮
唐
津
写
し
水
指

（
下
）
百
合
型
向
付

美
濃
焼

絵
唐
津
写
し
陶
片
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変
形
皿
は
、
丸
・
角
形
な
ど
定
型
化
し
た
形
状
を
離
れ
、
自
由

に
形
造
ら
れ
た
皿
を
い
う
。
用
途
も
自
由
、
先
例
に
は
古
染
付
が

あ
り
、
景
徳
鎮
窯
、
伊
万
里
窯
、
陶
器
で
は
織
部
窯
が
焼
成
し
た
。

が
、
中
国
に
向
付
の
概
念
は
な
い
。
古
染
付
は
多
く
日
本
か

ら
の
注
文
製
作
と
さ
れ
、
山
羊
・
猿
・
獅
子
・
象
な
ど
の
動
物
、

双
魚
・
鯰
な
ど
の
魚
類
、
筍
・
木
の
葉
な
ど
植
物
、
蝶
・
鳳
、

扇
子
な
ど
の
装
飾
、
形
状
が
み
ら
れ
る
。
底
に
三
足
・
四
足
の

足
も
付
け
ら
れ
、
絵
替
り
な
ど
の
表
現
変
化
も
考
え
ら
れ
た
。

乾
山
焼
変
形
皿
の
特
色
は
以
下
の
諸
点
が
掲
げ
ら
れ
る
。

一
、
日
本
的
意
匠
、
光
琳
様
式
を
基
本
と
し
た

二
、 

文
様
の
説
明
的
要
素
（
具
象
）
を
捨
て
、
一
花
一
葉
、

図
柄
の
主
調
と
変
化
（
抽
象
）、
流
動
性
な
ど

三
、 

画
題
の
主
意
を
、
器
態
、
お
よ
び
そ
の
表
裏
面
に
及
ぶ

文
様
に
示
唆
、
意
匠
と
器
形
の
密
接
な
関
わ
り
、
自
在

な
文
様
の
動
き
に
依
り
一
つ
の
テ
ー
マ
の
変
化
を
表
現

四
、 

陶
法
で
は
、
金
彩
・
色
絵
、
白
化
粧
の
活
用
法
、
型
物

成
形
、
ゆ
る
り
と
し
た
高
台
と
外
側
に
向
か
い
斜
め
に

削
る
巧
み
な
技
術
な
ど

乾
山
は
、
古
染
付
・
伊
万
里
焼
・
織
部
焼
な
ど
の
影
響
下
、

光
琳
意
匠
を
中
心
に
、
中
華
を
離
れ
、
陶
工
の
素
朴
な
表
現
を

破
り
、「
み
や
こ
」
の
陶
匠
ら
し
く
古
典
の
雅
趣
を
守
り
抜
く
。

④
伊
万
里
焼
（
有
田
焼
） 

変
形
皿
と
乾
山
時
代

乾
山
焼
変
形
皿
（
型
向
付
）
と
有
田
焼
変
形
皿
の
対
比
で

あ
る
。

寛
文
三
年
、
乾
山
の
生
ま
れ
た
頃
に
は
す
で
に
伊
万
里
焼

で
は
変
形
皿
の
製
作
は
始
ま
っ
て
い
た
。

習
静
堂
時
代
、
元
禄
柿
と
称
す
る
技
法
が
成
立
、
染
付
に

よ
る
輪
郭
線
内
色
絵
具
を
用
い
て
彩
色
、
暈
か
し
の
工
夫
も

み
ら
れ
、
専
門
的
な
画
工
の
筆
画
、
巧
み
な
型
・
構
図
・
技

術
の
調
和
が
図
ら
れ
て
い
た
。
鳴
滝
時
代
、
伊
万
里
焼
で
は
形

状
と
装
飾
の
一
致
、
裏
面
の
絵
付
け
も
本
格
化
。
丁
子
屋
町
か

ら
江
戸
下
向
後
・
猪
八
時
代
に
向
か
っ
て
は
、
古
典
的
な
歌
仙

図
・
物
語
図
な
ど
、
都
の
文
化
を
伝
え
る
情
報
は
巷ち

ま
たに
溢
れ
、

地
方
に
あ
っ
て
も
趣
味
・
遊
び
の
世
界
へ
と
広
が
っ
て
い
た
。

磁
器
は
白
く
堅
く
軽
量
、
扱
い
易
い
と
い
う
利
点
が
あ
っ

た
。
乾
山
焼
は
、
こ
れ
ら
大
規
模
な
伊
万
里
焼
磁
器
と
共
存

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
文
人
乾
山
は
画
讃
様
式
、

茶
の
湯
道
具
を
目
ざ
し
て
出
発
、
や
が
て
用
の
器
を
理
解
、

陶
法
と
色
彩
・
意
匠
、
器
形
と
活
用
法
な
ど
、
独
自
の
陶

芸
、
琳
派
様
式
を
本
格
化
さ
せ

る
。

参
考

乾
山
焼

肥
前
鍋
島
藩
窯
・
大
川
内
山
窯
、

延
宝
・
貞
享
年
代
（
一
六
七
〇
―

九
〇
頃
）
の
作
で
あ
る
。
献
上
品
、

変
形
皿
な
ど
も
製
作
、
裏
面
や
高

台
の
文
様
（
鋸
歯
連
弁
な
ど
）、
染

付
・
赤
絵
具
に
よ
る
輪
郭
線
、
薄

瑠
璃
・
緑
絵
具
に
よ
る
塗
り
に
特

色
が
あ
る
。
乾
山
焼
以
前
、
鍋
島

焼
で
は
こ
の
よ
う
な
様
式
を
造
り
出

し
て
い
た
。
一
般
向
け
で
は
な
い
。

色
絵
桜
花
詰
文
変
形
皿

（
一
六
七
〇
―
八
〇
年
代
）

色
絵
秋
草
文
変
形
皿

（
一
六
九
〇
年
代
）

乾
山習

静
堂
時
代

乾
山鳴

滝
・
丁
子
屋
町

時
代

乾
山鳴

滝
・
丁
子
屋
町

江
戸
下
向
時
代

猪
八聖

護
院
時
代

色
絵
熨
斗
文
変
形
皿

（
一
六
九
〇
―
一
七
三
〇
年
代
）

色
絵
姫
図
変
形
皿

（
一
六
九
〇
―
一
七
四
〇
年
代
）

乾
山
生
ま
れ
る

一
六
六
三
年

（
上
右
）
乾
山
焼
鳴
滝
時
代

古
染
付
・
伊
万
里
焼
・
織
部
焼

な
ど
の
影
響
下
、
懐
石
道
具
で
は

型
向
付
を
製
作
、
光
琳
筆
画
、
光

琳
意
匠
を
活
用
し
た
。

（
上
左
）
丁
子
屋
町
・
江
戸
下
向

後
、
猪
八
・
聖
護
院
時
代

雛
形
本
な
ど
光
琳
文
様
の
流
行

に
伴
い
、
琳
派
様
式
菊
花
、
紅

葉
・
流
水
、
牡
丹
図
な
ど
が
乾
山

焼
を
代
表
す
る
工
芸
意
匠
と
し
て

定
着
す
る
。

鍋
島
焼
牡
丹
文
変
形
皿
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銹
絵
染
付
・
幕
文
様
、
京
焼
猪
口
は
初
期
の
作
品
と
さ
れ

る
。
珍
味
・
調
味
料
を
入
れ
る
容
器
、
酒
器
に
使
用
、
円
筒
形

は
京
焼
窯
で
は
唐
物
茶
入
の
模
倣
も
多
く
、
手
慣
れ
た
形
状
の

一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
寛
永
一
五
年
刊
（
一
六
三
八
）

『
毛
吹
草
』
に
は
東
山
粟
田
口
焼
の
記
載
が
あ
り
、
清
閑
寺

窯
・
八
坂
窯
・
音
羽
窯
な
ど
が
活
動
し
て
い
た
。「
元
禄
年
製
」

な
ど
款
記
を
入
れ
た
京
焼
作
品
も
あ
り
、
中
国
様
式
は
徐
々
に

日
本
化
さ
れ
る
傾
向
を
示
す
。

乾
山
焼
筒
向
付
は
、
梅
・
松
・
八
重
葎
な
ど
の
草
花
、
鶴
、

帆
舟
な
ど
古
典
的
な
画
題
を
用
い
、
絵
替
り
、
白
泥
を
白
化

粧
、
白
絵
具
と
し
て
活
用
し
た
。

仁
清
焼
の
銹
絵
茶
碗
は
「
寒
山
」「
叭
々
鳥
」
図
で
あ
る
。

銹
絵
作
品
は
少
な
い
が
、
描
法
、
余
白
を
活
か
し
た
構
図
に

よ
っ
て
、
室
町
水
墨
画
風
、
専
門
絵
師
の
筆
と
推
測
さ
れ
る
。

羽
子
板
香
合
は
、
色
絵
陶
、
歌
仙
図
で
あ
る
。
乾
山
焼
香
合

に
は
『
伊
勢
物
語
』
宇
津
山
図
が
あ
り
、
画
題
、
色
調
な
ど
を

同
じ
く
す
る
。

仁
清
焼
銹
絵
兎
香
合
は
、
鉄
絵
具
に
よ
る
目
口
鬚
耳
・
足
の

指
、
耳
に
淡
い
染
付
が
残
る
。
乾
山
焼
香
合
に
も
兎
の
陶
片
が

あ
る
。

⑤
京
焼

仁
清
焼

乾
山
焼

参
考

最
上
段
図
は
、
内
窯
陶
法
・
鉛

釉
、
華
南
三
彩
様
式
の
出
土
陶
片

で
あ
る
。
押
小
路
焼
と
推
定
、
同

焼
は
乾
山
窯
陶
工
孫
兵
衛
親
族
一

文
字
屋
助
左
衛
門
の
創
始
と
さ
れ

る
（『
陶
工
必
用
』）。
京
焼
の
先
駆

け
で
あ
る
が
、
緑
釉
、
鉄
絵
具
に

よ
る
絵
付
け
が
あ
る
。

上
図
は
色
絵
宇
治
橋
図
陶
片
で

あ
る
。

仁
清
焼
色
絵
陶
は
、
時
同
じ

く
し
て
活
躍
し
た
伊
万
里
焼
色

絵
磁
器
、
オ
ラ
ン
ダ
焼
な
ど
異

国
に
お
け
る
色
絵
陶
の
刺
激
、

影
響
下
に
あ
っ
た
と
考
え
る
。

（上）銹絵寒山図茶碗
（下）銹絵叭々鳥図茶碗

（上）軟質鉛釉陶片
（下）銹絵染付幔幕文猪口

（上）兎香炉

（下）色絵羽子板香合

（上）銹絵寒山図角皿
（下）銹絵竹雀図角皿

（上）兎香合陶片（鳴滝窯）
（下）同上 実測図

色絵伊勢物語
図香合

（上）銹絵染付春草図筒向付
（下）銹絵染付桔梗図筒向付

軟
質
鉛
釉
陶
片



陶芸 (112)

中
国
の
や
き
も
の
窯
と
分
布
概
略
図

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

オ
ラ
ン
ダ
様
式

朝
鮮

高
麗
茶
碗
の
生
産
地

東
南
ア
ジ
ア

ベ
ト
ナ
ム
・
タ
イ

以
上
、
本
稿
挿
図
は
根
津
美
術
館
、
藤
田
美

術
館
、
出
光
美
術
館
、
大
和
文
華
館
、
Ｍ
Ｉ
Ｈ

Ｏ

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
、
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
、
大
阪

市
立
美
術
館
、
東
京
国
立
博
物
館
、
京
都
国
立

博
物
館
、
土
岐
市
美
濃
陶
磁
歴
史
館
、
フ
リ
ア

美
術
館
、
法
蔵
寺
他
の
蔵
品
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
は
筆
者
ら
の
作
成
に

よ
る
。

定窯
荊州窯
磁州窯

仰韶文化
汝官窯
臨汝窯
鈞窯

黄河 山東省

河北省

河南省陝西省
甘粛省

福建省

広東省

江西省湖南省

大汶口文化
竜山文化

潮州窯

越州窯
龍泉窯

建窯
漳州窯

浙江省

吉州窯
景徳鎮窯

岳州窯
長沙窯

耀州窯

甘粛仰韶文化

揚子江

ベトナム

タイ
シーサッチャ
ナライ窯

スコタイ窯

ハノイ周辺

バンチェン

クメール

カンボジアフランス

ベルギー

イタリア

オランダ
デルフト窯

アントワープ窯

リヨン窯

モンテルーポ窯

忠清南道

対馬釜山

  刷毛目
  小井戸・青井戸
  呉器
  伊羅保
  三島
  御本など

刷毛目
印花
鉄絵

刷毛目
象嵌粉青
印花粉青

全羅南道

京畿道（官窯）

慶尚南道
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参
考
文
献

乙
竹
岩
造
『
近
世
教
育
史
』
培
風
館
一
九
五
〇
年
刊

衣
笠
安
喜
編
『
京
都
府
の
教
育
史
』
思
文
閣
出
版
一
九
八
三
年
刊

小
川
昇
編
『
日
本
の
教
育
』
同
盟
通
信
社
一
九
八
五
年
刊

加
藤
仁
平
『
伊
藤
仁
斎
の
学
問
と
教
育
』
第
一
書
房
一
九
七
九
年
刊

朝
倉
治
彦
『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
東
洋
文
庫
五
一
九
平
凡
社
一
九
九
四
年
刊

遠
藤
元
男
『
職
人
の
誕
生
』『
職
人
の
世
紀
』
他
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
雄
山
閣
出
版
一
九
九
一
―
九
二

鈴
木
裳
三
『
日
本
職
人
事
典
』
東
京
堂
出
版
一
九
八
五
年
刊

宗
政
五
十
緒
『
近
世
京
都
出
版
文
化
の
研
究
』
同
朋
舎
出
版
一
九
八
二
年
刊

小
笠
原
小
枝
『
染
と
織
の
鑑
賞
基
礎
知
識
』
至
文
堂
一
九
九
八
年
刊

小
川
武
彦
・
近
世
文
学
書
誌
研
究
会
『
男
重
寶
記
』
他
勉
誠
社
一
九
八
一
年
刊

吉
井
始も
と

子こ

翻
刻
代
表
『
料
理
早
指
南
』
江
戸
時
代
料
理
本
集
成
第
六
巻
臨
川
書
店
一
九
八
〇
刊

宮
本
常
一
『
絵
巻
物
に
み
る
日
本
庶
民
生
活
誌
』
中
央
公
論
社
一
九
八
一
年
刊

倉
林
正
次
『
日
本
料
理
秘
伝
集
成
』
第
一
八
巻
同
朋
舎
出
版
一
九
八
五
年
刊

熊
倉
功
夫
・
原
田
信
男
『
日
本
料
理
秘
伝
集
成
』
第
一
一
巻
同
朋
舎
出
版
一
九
八
五
年
刊

奥
村
彪
生
・
福
田
浩
『
日
本
料
理
秘
伝
集
成
』
第
一
九
巻
同
朋
舎
出
版
一
九
八
五
年
刊

金
子
裕
之
『
木
簡
は
語
る
』
講
談
社
一
九
九
六
年
刊

二ふ
た

木き

謙
一
・
日
本
歴
史
学
会
編
『
中
世
武
家
の
作
法
』
吉
川
弘
文
館
一
九
九
九
年
刊

名
古
屋
博
物
館
『
台
所
の
考
古
学
』
二
〇
〇
三
年
刊

近
世
文
学
書
誌
研
究
会
『
訓
蒙
圖
彙
』
他
勉
誠
社
一
九
七
六
年
刊

後
藤
亮
一
・
川
俣
馨
一
『
古
事
類
苑
』
古
事
類
苑
刊
行
會
一
九
三
二
年
刊

江
戸
遺
跡
研
究
会
編
『
図
説
江
戸
考
古
学
研
究
事
典
』
柏
書
房
二
〇
〇
一
年
刊

九
州
近
世
陶
磁
学
会
『
九
州
陶
磁
の
編
年
』
二
〇
〇
〇
年
刊

斉
藤
菊
太
郎
「
初
期
柿
右
衛
門
と
南
京
赤
絵
」『
古
美
術
』
一
四
号
一
九
六
六
年
刊

河
原
正
彦
『
古
染
付
』
京
都
書
院
一
九
七
七
年
刊

長
谷
部
楽
爾
「
東
南
ア
ジ
ア
古
陶
磁
研
究
の
現
状
」
東
洋
陶
磁
二
三
・
二
四
一
九
九
三
―
五
年
刊

西
田
宏
子
・
出
川
哲
郎
『
明
末
清
初
の
民
窯
』
中
国
の
陶
磁
一
〇
平
凡
社
一
九
九
七
年
刊

訂
正
事
項

本
誌
『
人
文
科
学
研
究
』
四
五
号
「
乾
山
の
伝
記
―
―
年
譜
を
礎

い
し
づ
えと
し
て
―
―
」

五
二
頁
二
一
行
「
南
禅
寺
山
内
」（
誤
）
→
「
丹
波
広
野
」（
正
）

七
四
頁
二
二
行
「
利
休
」（
誤
）
→
「
紹
鷗
」（
正
）

八
八
頁
一
七
行
「
い
く
よ
餅
」（
誤
）
→
「
幾
代
と
も
」（
正
）

お
わ
り
に

美
術
史
・
陶
磁
史
の
研
究
は
、
久
し
く
歴
史
的
考
察
、
系
譜
に
お
け
る
位
置
付
け
、
解
釈
、
技

法
を
問
う
こ
と
な
ど
が
第
一
義
で
あ
っ
た
。

が
、
光
琳
・
乾
山
の
め
ざ
し
た
琳
派
芸
術
は
、「
み
や
こ
」
な
ら
で
は
の
古
典
の
主
題
、
も
の
と

も
の
、
技
術
と
技
術
の
絡
み
合
い
に
根
源
が
あ
る
。
絵
師
で
あ
れ
ば
絵
画
を
描
き
、
図
版
も
手
懸

け
、
漆
芸
・
服
飾
品
の
意
匠
に
参
加
。
製
作
者
は
表
現
化
の
た
め
、
詩
歌
、
物
語
を
解
し
、
情
感

を
把
握
、
共
有
す
る
雅
趣
・
美
意
識
を
認
識
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

本
稿
で
は
、
琳
派
芸
術
の
成
立
し
た
基
点
に
立
ち
、
そ
こ
に
こ
そ
乾
山
焼
の
発
想
と
様
式
の
根

源
が
潜
む
も
の
と
考
え
追
求
を
試
み
た
。
は
じ
め
に
、
開
窯
に
至
る
創
始
者
乾
山
の
生
き
た
時

代
・
受
け
た
教
育
。
や
き
も
の
師
と
な
っ
て
か
ら
は
職
人
・
商
人
の
道
。
終
わ
り
に
具
体
例
を
提

示
し
、
乾
山
焼
作
品
様
式
の
発
想
と
そ
の
根
源
・
資
源
を
検
討
し
た
。
結
果
、

一
つ
に
、
乾
山
焼
は
、
初
期
自
ら
の
文
人
と
し
て
の
表
徴
に
基
軸
を
置
い
た
こ
と
。
そ
れ
は
画

讃
様
式
、
落
款
・
印
・
書
判
の
活
用
に
表
示
さ
れ
た
が
、
窯
場
も
古
来
隠
棲
地
と
し
て
知
ら
れ
て

い
た
洛
西
鳴
滝
、
文
人
の
誇
る
得
意
の
書
を
基
盤
と
し
て
、
兄
光
琳
と
そ
の
関
係
す
る
絵
師
、
か

つ
て
一
流
を
築
き
上
げ
た
仁
清
窯
・
二
代
清
右
衛
門
、
京
焼
祖
押
小
路
焼
一
文
字
屋
助
左
衛
門
・

縁
者
孫
兵
衛
の
技
術
を
結
集
。
そ
の
意
向
こ
そ
開
窯
の
た
め
土
地
を
与
え
た
家
職
和
歌
二
條
綱
平

の
理
解
と
応
援
に
適
う
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
が
、
本
人
の
才
、
周
囲
の
才
、
豊
富
な
資
料
と

購
買
者
の
鑑
賞
眼
、
認
識
力
が
導
き
出
し
た
や
き
も
の
で
あ
る
。
光
琳
ブ
ー
ム
の
助
け
も
あ
り
、

一
三
年
後
洛
中
へ
と
移
転
。
乾
山
は
も
は
や
一
流
の
陶
工
・
商
人
、
態
勢
も
趣
味
性
の
高
い
も
の

か
ら
一
般
性
・
大
衆
化
へ
と
転
換
。
需
要
を
知
り
、
時
流
を
捉
え
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
何
を
楽
し

む
の
か
。
そ
れ
は
全
て
作
品
様
式
に
盛
り
込
ま
れ
る
が
、
発
想
、
刺
激
と
な
っ
た
本
居
に
は
当
時

流
行
、
流
布
、
深
く
元
禄
と
い
う
時
代
性
を
刻
む
書
籍
・
服
飾
・
茶
の
湯
・
料
理
・
漆
芸
・
陶
芸

な
ど
の
典
範
が
あ
っ
た
。
遙
か
な
も
の
を
追
い
な
が
ら
現
実
を
み
る
。

乾
山
は
新
し
い
形か
た

の
作
者
で
あ
っ
た
。
自
ら
の
企
画
・
製
作
・
販
売
の
責
任
を
も
ち
、
趣
味
と

生
産
の
境
界
を
崩
す
な
ど
今
日
の
工
芸
家
に
も
通
ず
る
が
、
名
声
を
去
り
晩
年
に
独
り
異
郷
に
赴

き
再
度
土
に
ま
み
れ
る
な
ど
、
人
と
し
て
の
強
さ
も
魅
力
だ
。
心
に
あ
る
も
の
を
追
い
続
け
ハ
タ

と
倒
れ
る
。
若
年
の
日
の
公
案
「
霊
海
」
の
完
結
で
あ
る
。

本
稿
掲
載
に
当
た
り
、
共
立
女
子
大
学
教
授
長
崎
巌
氏
、
一
般
財
団
法
人 

Ｊ
・
フ
ロ
ン
ト 

リ

テ
イ
リ
ン
グ
史
料
館
、
国
立
国
会
図
書
館
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
、
国
際
基
督
教
大
学
図
書
館
、

Ｉ
Ｃ
Ｃ
所
長
ジ
ェ
レ
マ
イ
ア
・
オ
ル
バ
ー
グ
氏
、
美
添
真
樹
氏
、
山
口
京
一
郎
氏
、
土
屋
宗
一
氏

の
御
力
添
え
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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the Shotoku-era (1711-1715), when he began to cater to the mass market. 
At the same time the name of Kenzan’s older brother Korin (1657-1716) 
was popularly linked to textile design, and from the Kyoho era (1716-1736) 
the so-called “Korin kosode” designs form a common horizon with de-
signs on Kenzan ware. 
   The tea ceremony integrates material environment, ritual performance, 
and cultural memory. Kenzan can only be linked to formal tea study 
(Omotesenke) posthumously, but his works leave no doubt that he was 
thoroughly familiar with vessels for drinking tea and meal service. 
   Kenzan was cognizant of the current developments in fine dining. The 
kaiseki tradition of the tea ceremony formed a foundation, but new 
elements in Kenzan’s day include enhanced food classification systems, 
codes of etiquette, and enhanced food visuality. Against this background, 
Kenzan was not content to create generic pots. Inscriptions on matching 
boxes that accompany certain Kenzan ware refer to specific vessel types or 
uses. The authors have matched these functions with their appearance in 
contemporary cuisine manuals (ryori-bon).
   Together with ceramics, lacquerware is central to the tea ceremony, its 
food service, and more abbreviated customs of eating and drinking. 
Additionally, as a long-treasured implement for writers, lacquerware is 
associated with poetry and calligraphy. In appropriating a wide variety of 
lacquerware shapes in his ceramics, Kenzan added a layer of value. 
Especially the use of lacquer-inspired rectilinear forms, which are 
congenial with writing and painting, must be recognized as a major 
contribution of Kenzan-ware design. The flat square dish (suzuributa) and 
smaller square dish with rounded corners and shaved surfaces (kanname-
zara) were favorite shapes for Kenzan, and they emerge as key vessels in 
serving hors d’oeuvres (kuchi-tori) that augment set menus in kaiseki or 
stand alone in more informal entertainments.
   Finally, Kenzan’s designs are rooted in earlier traditions of decorated 
ceramics. He borrowed elements from Chinese Cizhou stoneware and 
Jingdezhen and Zhangzhou porcelain, Vietnamese porcelain, Thai 
stoneware, Dutch earthenware, and Korean stoneware. Domestically, 
sources can be found in Mino stoneware, Karatsu stoneware, Hizen 
porcelain, and Omuro (Ninsei) ware. Many of these products are described 
in the contemporary connoisseurship manual Wakan sho dogu kenchi-sho 
(1694), and thus link Kenzan design to a booming ceramics market. 
   In surveying these resources and their applications, two things stand 
out. One is the sheer breadth of sources utilized, evoking Kenzan’s 
personal resourcefulness and encyclopedic knowledge of cultural 
traditions, behaviors, and material traces. The encyclopedic aspect 
connects to a second element: Kenzan ware succeeded because it resonated 
with upwardly mobile audiences, proud of their newfound access to many 
forms of knowledge. Performing thusly, Kenzan ware can be situated well 
beyond the conventional boundaries of premodern Japanese ceramics.
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Abstract

Kenzan Ware: 
Conceptual Basis and Design Sources

   Ogata Kenzan (1663-1743) was no ordinary potter. The scion of a highly 
cultured Kyoto family, he spent his early adulthood pursuing Zen and 
studying Chinese poetry and calligraphy. When he finally took up 
ceramics at age thirty-seven, it wasn’t to display manual skill, but rather to 
translate the world known to him into ceramic design. This “world” can 
be divided into one, the resources that supported Kenzan’s education and 
profession, and two, the resources that supported Kenzan designs. The 
purpose of this article is to survey both areas and link them to specific 
concepts and works asociated with Kenzan.
   Kenzan grew up in a period where private teachers and study in 
private academies were well within the reach of wealthy urban 
commoners. Although no direct references remain as to how Kenzan was 
educated, inferences can be made based on evidence surrounding his great 
uncle Honami Koetsu (1558-1637), his father Ogata Soken (1621-1687), and 
Confucian scholar Ito Jinsai (1627-1705), related to the Ogata through 
marriage. We conclude that Kenzan was trained by his father and select 
private teachers. Education included reading as well as receiving lessons: 
Kenzan inherited the family library, and the authors speculate about its 
contents. Subsequently, when Kenzan took up ceramics he accessed a 
completely different set of personnel. The occupational dictionary Jinrin 
kinmozui (1690) permits a reconstruction of crafts producers and merchants 
working in specialties that supported Kenzan ware directly or indirectly.
   Printed and illustrated books inform almost all of Kenzan’s work. As the 
authors introduced in 2004, the inscriptions on Kenzan’s Chinese-style 
ceramics derived from the Ming anthology Yuanji huofa (J: Enki kappo), and 
those on Japanese-style ceramics were largely based on Sanjonishi 
Sanetaka’s waka anthology Setsugyokushu. This article reveals many more. 
Sources for Kenzan-ware painted designs can be located in esho, ehon, gafu 
and hinagata which were burgeoning in Kenzan’s day. In addition to their 
value as source materials, these books also help to reconstruct the 
expectations of Kenzan’s patrons. It is no exaggeration to say that Kenzan 
ware was purchased, used, and enjoyed by a new generation of bibliophiles. 
   Considering that he was raised in a family that purveyed luxurious tex-
tiles to the court, it comes as no surprise that textile art should serve as a 
source for Kenzan’s designs. However to date researchers have only been 
able to vaguely—and anachronistically—link the mid-seventeenth century 
kosode designs in the family archives to Kenzan’s style. This article places 
more emphasis on kosode designs published in Kenzan’s lifetime. The au-
thors have found that Kenzan appropriated hinagata patterns from the pe-
riod between the 1680s and mid-1710s. These appear in his ceramics from 




